
第 2部

幡豆の海と生き物



1
　
幡
豆
の
沿
岸
環
境

1
　
三
河
湾
の
海
洋
環
境

三
河
湾
の
地
形
的
特
徴

第
2
部
で
は
、
幡
豆
の
沿
岸
域
で
見
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
海
洋
生
物
と
そ
の
生
息
環
境
に
つ
い
て
具
体
的
な
事

例
を
紹
介
す
る
。
本
章
で
は
、
三
河
湾
や
幡
豆
近
海
の
海
洋
環
境
の
特
徴
、
生
物
多
様
性
の
概
念
等
に
つ
い
て
説

明
し
て
お
き
た
い
。

三
河
湾
は
、
湾
口
を
南
西
に
開
い
た
内
湾
で
あ
り
、
知
多
半
島
と
渥
美
半
島
に
よ
り
外
海
と
区
切
ら
れ
閉
鎖
性

が
高
く
、外
海
と
の
海
水
交
換
が
乏
し
い
（
図
1
）。
三
河
湾
の
平
均
水
深
は
約
9
ｍ
し
か
な
く
、隣
の
伊
勢
湾
（
約

17�

m
）
や
東
京
湾
（
約
40
ｍ
）
と
比
べ
、
非
常
に
浅
い
。
ま
た
、
三
河
湾
に
は
、
矢
作
川
や
豊
川
と
い
っ
た
流
量

の
大
き
い
河
川
か
ら
の
水
が
流
入
す
る
。
そ
の
た
め
、
三
河
湾
で
の
海
水
交
換
に
は
、
流
入
河
川
水
に
よ
っ
て
起
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形
で
、
下
層
か
ら
重
た
い
外
海
水
が
湾
内
へ
と
流
入
し
、
さ
ら
に
湾
奥
ま
で
向
か
う
流
れ
が
生
じ
る
。
こ
う
し
た

河
川
水
の
流
入
が
引
き
起
こ
す
一
連
の
現
象
が
エ
ス
チ
ャ
リ
ー
循
環
で
あ
る
。
エ
ス
チ
ャ
リ
ー
循
環
に
お
い
て
、

湾
口
か
ら
流
出
す
る
水
量
は
、
連
行
の
効
果
に
よ
り
、
流
入
河
川
水
の
水
量
よ
り
も
数
倍
か
ら
数
十
倍
も
大
き
く

な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

三
河
湾
で
は
流
量
の
大
き
い
矢
作
川
や
豊
川
に
よ
っ
て
生
じ
る
エ
ス
チ
ャ
リ
ー
循
環
が
特
に
重
要
で
あ
る
た

め
、
こ
う
し
た
河
川
の
開
発
が
海
の
環
境
へ
と
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。

三
河
湾
の
環
境
の
変
遷

わ
が
国
の
沿
岸
域
で
は
1�

9�

6�

0
年
代
以
降
、
水
質
・
底
質
環
境
の
悪
化
が
急
激
に
進
ん
だ
。
こ
れ
は
、
高
度

経
済
成
長
に
伴
い
、
工
業
や
農
畜
産
業
、
家
庭
か
ら
生
じ
る
大
量
の
排
水
が
河
川
を
通
じ
て
沿
岸
域
に
流
入
し
た

こ
と
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
。

人
間
活
動
に
よ
り
生
じ
た
排
水
中
に
は
有
機
物
が
含
ま
れ
、
直
接
的
に
水
域
の
有
機
汚
濁
の
原
因
と
な
る
。
ま

た
、
排
水
中
に
は
窒
素
や
リ
ン
と
い
っ
た
栄
養
塩
も
多
く
含
ま
れ
、
水
域
の
富
栄
養
化
の
原
因
と
な
る
。
栄
養
塩

は
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
成
長
に
使
わ
れ
、
こ
れ
も
間
接
的
に
有
機
汚
濁
の
原
因
と
な
る
。
富
栄
養
化
し
た
海
域

で
は
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
餌
と
す
る
有
用
魚
種
等
の
漁
獲
量
も
増
え
る
と
い
っ
た
良
い
面
も
あ
る
が
、
行
き

過
ぎ
る
と
赤
潮
の
頻
発
や
底
層
の
貧
酸
素
化
と
い
っ
た
現
象
を
誘
発
す
る
こ
と
と
な
る
。

赤
潮
は
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
等
が
異
常
に
大
量
増
殖
し
、
海
水
が
着
色
す
る
現
象
で
あ
り
、
魚
介
類
の
斃
死

や
有
毒
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
発
生
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
。
底
層
の
貧
酸
素
化
は
、
富
栄
養
化

こ
さ
れ
る「
エ
ス
チ
ャ
リ
ー
循
環
」

と
呼
ば
れ
る
現
象
が
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

エ
ス
チ
ャ
リ
ー
循
環
の
仕
組
み

に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
。
河
川

水
は
、
塩
分
を
含
む
海
水
に
比
べ

る
と
密
度
が
低
く
、
上
層
を
通
っ

て
沖
合
へ
と
流
出
し
て
い
く
（
図

2
）。
こ
の
と
き
、
流
入
し
た
河

川
水
は
、
接
し
て
い
る
下
層
の
海

水
を
取
り
込
み
、
混
ざ
り
合
い
な

が
ら
（
こ
の
現
象
を
連
行
と
い

う
）、
湾
口
へ
と
向
か
う
。
こ
の

混
合
水
は
、
下
層
の
海
水
に
比
べ

る
と
相
対
的
に
軽
く
、
湾
口
ま
で

上
層
を
通
っ
た
ま
ま
湾
外
へ
と
流

出
す
る
。
こ
の
上
層
か
ら
湾
外
へ

流
出
し
た
分
の
水
量
を
補
完
す
る

伊勢湾津市

岡崎市

豊橋市

↑名古屋市

知多
  半島

渥美半島

知多湾

三河湾
渥美湾
六条潟

豊川

幡豆地区
西尾市
矢作
川

矢
作
古
川

図 1　三河湾

図 2　エスチャリー循環の概念図

河川水湾奥沖合

表層

底層
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い
っ
た
食
物
連
鎖
の
過
程
で
、
海
水
中
の
有
機
物
が
除
去
さ
れ
、
無
機
化
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
干
潟
は
天
然

の
下
水
処
理
場
な
の
で
あ
る
。
1�

9�

7�

0
年
以
降
、
三
河
湾
で
は
、
干
潟
の
埋
め
立
て
に
よ
り
海
域
の
浄
化
能
力

が
低
下
し
た
た
め
、
赤
潮
の
発
生
日
数
が
増
加
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

貧
酸
素
水
塊
の
発
生
は
、
三
河
湾
で
は
6
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か
け
て
、
湾
奥
部
か
ら
中
央
に
か
け
て
発

生
す
る
。梅
雨
期
に
な
る
と
、降
水
に
よ
っ
て
栄
養
塩
が
流
入
し
、そ
の
後
の
強
い
日
射
に
よ
り
赤
潮
が
発
生
す
る
。

ま
た
、
日
射
に
よ
り
暖
め
ら
れ
た
海
面
付
近
の
海
水
は
密
度
が
小
さ
く
軽
い
た
め
表
層
に
留
ま
り
、
底
層
の
冷
た

く
て
重
い
海
水
と
は
混
合
せ
ず
、
分
離
さ
れ
た
状
態
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
表
層
で
は
大
気
か
ら
の
溶
入
、
植
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
光
合
成
等
に
よ
り
酸
素
が
供
給
さ
れ
る
の
に
対
し
、
底
層
で
は
海
底
に
堆
積
し
た
有
機
物
の
分

解
に
酸
素
が
消
費
さ
れ
る
の
み
と
な
り
、
貧
酸
素
水
塊
が
発
生
す
る
。
三
河
湾
奥
の
観
測
事
例
で
は
、
夏
期
に
降

雨
後
2
日
間
で
栄
養
塩
が
急
速
に
消
費
さ
れ
て
赤
潮
が
発
生
し
、
降
雨
5
日
後
に
は
貧
酸
素
水
塊
が
形
成
さ
れ
た

と
の
報
告
が
あ
る
（
柘
植
ほ
か2012

）。

図
4
に
、
夏
期
と
冬
期
の
三
河
湾
に
お
け
る
水
温
の
空
間
分
布
を
示
す
。
冬
期
は
、
日
射
量
が
少
な
く
、
季
節

風
に
よ
り
海
水
が
混
合
す
る
た
め
、同
一
温
度
を
示
す
等
温
線
が
鉛
直
方
向
に
縞
模
様
を
示
し
て
い
る
。
夏
期
は
、

日
射
量
が
多
く
成
層
が
発
達
す
る
た
め
、
等
温
線
が
水
平
方
向
に
層
を
な
し
て
お
り
、
表
層
と
底
層
で
海
水
が
混

ざ
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
内
湾
で
の
海
水
交
換
は
、
前
に
述
べ
た
エ
ス
チ
ャ
リ
ー
循
環
が
大
き

な
役
割
を
果
た
す
。
こ
の
た
め
赤
潮
発
生
期
に
少
雨
で
あ
る
と
底
層
の
流
動
が
小
さ
く
な
り
貧
酸
素
化
し
や
す
く

な
る
（
山
室
ほ
か�2013

）。

こ
う
し
て
、
主
に
夏
期
に
湾
中
央
か
ら
湾
奥
部
に
発
生
す
る
底
層
の
貧
酸
素
水
塊
は
、
風
に
よ
っ
て
生
じ
る
流

に
よ
り
増
え
た
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
死
骸
等

の
有
機
物
が
海
底
に
堆
積
し
、
そ
れ
ら
を
微
生

物
が
分
解
す
る
際
に
酸
素
を
大
量
に
消
費
し
て

起
こ
る
現
象
で
あ
り
、
底
生
動
物
の
生
残
や
成

長
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
。

三
河
湾
で
も
、
1�

9�

5�

5
年
頃
か
ら
窒
素
や

リ
ン
の
負
荷
量
が
増
加
し
た
が
（
図
3
）、
赤
潮

の
発
生
日
数
の
増
加
は
1�

9�

7�

0
年
代
後
半
以

降
と
、
時
間
的
な
ず
れ
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
時

間
的
な
ず
れ
は
、
埋
め
立
て
に
よ
る
干
潟
や
浅

場
の
消
失
が
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

干
潟
と
は
、
潮
汐
に
よ
り
水
没
と
干
出
を
繰

り
返
す
浅
い
砂
泥
質
の
海
岸
の
こ
と
で
あ
る
。

干
潟
に
は
、
第
2
部
で
紹
介
す
る
二
枚
貝
類
や

多
毛
類
と
い
っ
た
様
々
な
底
生
動
物
や
顕
微
鏡

で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
微
生
物
が
生
息

す
る
。
こ
れ
ら
生
物
の
食
う

－
食
わ
れ
る
と

窒素負荷量

透明度

'52

'52

0

0

10

2

20

4

30

6

40

8

8

6

4

2

100

200

300

400

0

0

0

0

500

20

1000

40

1500

60

2000

'55

'55

'60

'60

'65

'65

'70

'70

'75

'75

'80

'80

'85

'85

'90

'90

'95

'95

'98

'98

リン負荷量

赤潮発生のべ日数

累積埋立面積

貧酸素水塊面積比

窒
素
負
荷
量
（ton/day

）

透
明
度
（
m
）

リ
ン
負
荷
量
（ton/day

）

赤
潮
発
生
の
べ
日
数
（day/year

）

累
積
埋
立
面
積
（ha

）

貧
酸
素
水
塊
面
積
比
（
％
）

図 3　三河湾における栄養塩負荷量、埋め立て面積（上）と透明度、赤潮
発生のべ日数、貧酸素水塊の面積比（下）の経年変化（青山（2000）より）
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浦
半
島
の
西
方
に
位
置
す
る
幡
豆
近
海
は
、
湾
奥
部
に
比
べ
る

と
、
外
海
水
の
流
入
が
あ
る
た
め
、
汚
れ
に
く
い
よ
う
で
あ
る
。

東
幡
豆
沿
岸
で
は
、
2�

0�

0�

9
年
11
月
～
2�

0�

1�
2
年
10
月

に
海
洋
学
部
の
松
浦
研
究
室
の
グ
ル
ー
プ
が
定
期
観
測
を
行
っ

て
い
る
（
図
5
）。

水
温
は
1
～
2
月
が
最
も
低
く
、6
月
に
か
け
て
上
昇
し
て
、

7
～
8
月
が
最
も
高
く
な
り
、
9
月
以
降
は
低
下
し
た
。
最
高

水
温
は
30
・
5
℃（
2�

0�

1�

0
年
8
月
）に
達
し
た
の
に
対
し
て
、

最
低
水
温
は
5
・
9
℃
（
2�

0�

1�

1
年
1
月
）
で
あ
り
、
お
お

む
ね
6
～
30
℃
の
範
囲
で
季
節
変
化
し
て
い
た
。
こ
れ
は
一
年

の
間
で
24
℃
も
水
温
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
夏
は
熱

帯
域
の
海
水
温
を
示
し
、
冬
は
寒
帯
域
の
海
水
温
で
あ
る
と
例

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
水
温
変
化
を
示
す
原
因
は
三

河
湾
の
浅
い
水
深
に
あ
る
。
水
深
が
浅
い
海
域
で
は
、
夏
期
の

太
陽
の
日
射
に
よ
る
加
熱
や
、
冬
期
の
冷
却
の
影
響
が
大
き
く

現
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
で
一
番
深
い
駿
河
湾
の
沿
岸

域
で
は
、
年
間
12
～
27
℃
の
範
囲
で
水
温
が
変
化
す
る
。
三
河

湾
の
水
温
変
化
が
い
か
に
大
き
い
か
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
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℃
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図 5　東幡豆沿岸における水温および塩分の経時変化

れ
に
伴
い
移
動
し
、
風
向
き
に
よ
っ
て
は
表
面
ま
で
上
昇
し
て

く
る
こ
と
が
あ
る
。
貧
酸
素
水
塊
の
移
動
に
伴
い
、
干
潟
に
い

る
ア
サ
リ
や
逃
げ
場
を
失
っ
た
魚
が
大
量
に
死
ぬ
こ
と
が
あ

る
。三

河
湾
に
お
い
て
貧
酸
素
水
塊
が
引
き
起
こ
す
問
題
と
し
て

は
、
渥
美
湾
奥
部
の
六
条
潟
で
の
ア
サ
リ
へ
の
被
害
が
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
六
条
潟
は
ア
サ
リ
の
稚
貝
が
大
量
に
発
生
す
る

た
め
、
付
近
の
潮
干
狩
り
場
へ
の
供
給
源
と
な
っ
て
い
る
が
、

2�

0�

1�

1
年
8
月
下
旬
に
は
貧
酸
素
水
塊
の
移
動
が
原
因
で
、

ア
サ
リ
を
は
じ
め
二
枚
貝
が
全
滅
し
て
い
る
。
六
条
潟
付
近
で

は
、
5�

m
／
s
程
度
の
東
よ
り
の
風
が
数
日
連
吹
す
る
場
合

に
、
貧
酸
素
水
塊
が
移
動
し
て
く
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て
い

る
（
青
木
ほ
か�2014

）。

幡
豆
近
海
の
海
洋
環
境

幡
豆
近
海
は
、
三
河
湾
の
中
で
も
渥
美
湾
に
区
分
さ
れ
る
。

渥
美
湾
は
、
知
多
湾
に
比
べ
る
と
さ
ら
に
海
水
交
換
が
低
く
水

質
の
汚
濁
が
進
み
や
す
い
。
た
だ
し
、
渥
美
湾
の
中
で
も
、
西

（
水
深
）

図 4　三河湾における夏期（右）と冬期（左）の水温の分布
（西条（1997）より）
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に
行
く
と
、
中
ノ
浜
海
岸
が
あ
り
、
陸
側
の
浜
ノ
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
少
年
野
球
の
練
習
場
と
な
っ
て
い
る
。

ト
ン
ボ
ロ
干
潟
か
ら
西
に
行
く
と
、
妙
善
寺
（
か
ぼ
ち
ゃ
寺
）
前
の
東
浜
に
も
、
小
規
模
だ
が
干
潟
が
あ
る
。

こ
の
東
浜
に
は
、
カ
ボ
チ
ャ
が
流
れ
着
い
た
言
い
伝
え
が
民
話
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
現
在
は
夏
の
週
末
に
な
る

と
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
に
多
く
の
人
が
訪
れ
る
。
東
浜
干
潟
は
、
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
に
比
べ
る
と
、

少
し
奥
ま
っ
た
場
所
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
見
ら
れ
る
生
物
の
種
類
や
量
に
違
い
が
あ
る
（
6
章
2
）。

さ
ら
に
西
に
進
む
と
、
東
幡
豆
港
、
寺
部
海
岸
、
西
幡
豆
漁
港
、
鳥
羽
海
岸
と
続
く
。
港
は
波
が
来
な
い
奥
ま
っ

た
場
所
に
あ
り
、
船
の
出
入
り
に
適
し
た
水
深
の
や
や
深
い
場
所
と
な
っ
て
い
る
（
第
1
部
2
章
）。

寺
部
海
岸
と
鳥
羽
海
岸
に
は
、
小
規
模
な
砂
浜
、
干
潟
、
転
石
帯
、
岩
礁
帯
が
交
互
に
連
続
し
て
見
ら
れ
る
。

そ
の
中
で
規
模
が
大
き
な
も
の
と
し
て
は
、
き
れ
い
な
砂
浜
の
寺
部
海
水
浴
場
が
あ
り
、
夏
に
は
海
水
浴
客
で
賑

わ
う
。ま
た
、鳥
羽
海
岸
に
は
幡
豆
漁
協
が
管
理
す
る
干
潟
が
あ
り
、こ
こ
も
大
切
な
潮
干
狩
り
場
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
幡
豆
の
海
岸
域
は
、
干
潟
、
砂
浜
、
岩
礁
帯
、
転
石
帯
、
港
湾
等
が
複
雑
に
入
り
組
ん
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
幡
豆
の
海
岸
を
構
成
す
る
環
境
要
素
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
非
生
物
的
環
境
に
加
え
て
、
生
物

的
環
境
と
し
て
の
藻
場
も
重
要
で
あ
る
。
藻
場
の
う
ち
、
付
着
基
盤
を
必
要
と
す
る
海
藻
藻
場
は
岩
礁
帯
に
、
地

下
茎
を
有
す
る
海
草
（
ア
マ
モ
）
藻
場
は
砂
泥
質
の
環
境
に
主
と
し
て
み
ら
れ
る
（
3
章
1
）。

さ
ら
に
、
隣
接
す
る
環
境
要
素
間
で
は
、
生
物
や
物
質
の
往
来
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
干
潟
に
生

息
す
る
底
生
生
物
（
ベ
ン
ト
ス
）
の
中
に
は
、
卵
や
幼
生
期
に
は
浮
遊
生
物
（
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
）
と
し
て
海
水
中

で
過
ご
す
も
の
も
多
い
（
2
章
1
）。
ま
た
、
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
の
底
生
動
物
は
、
海
水
中
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

や
隣
接
す
る
ア
マ
モ
場
か
ら
の
有
機
物
を
、
大
な
り
小
な
り
餌
と
し
て
利
用
し
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い

一
方
、
塩
分
は
年
間
を
通
し
て
30�

p�

s�

u
（
実
用
塩
分
単
位
：practical�salinity�unit

）
前
後
で
あ
り
、

6
～
9
月
に
減
少
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
最
高
塩
分
は
30
・
9�

p�

s�

u
（
2�

0�

1�

1
年
3
月
）、
最
低
は
17
・

2�
p�

s�

u
（
2�

0�

1�

1
年
7
月
）
で
あ
り
、
他
の
海
域
に
比
べ
て
低
い
値
で
あ
る
。
三
河
湾
沿
岸
は
水
深
が
浅
く

河
川
水
に
よ
っ
て
常
に
塩
分
は
薄
め
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
が
、特
に
梅
雨
の
時
期
や
降
雨
が
多
い
夏
期
に
は
、

河
川
の
水
量
が
増
え
る
た
め
に
塩
分
は
極
端
に
低
く
な
る
。

潮
汐
に
よ
り
生
じ
る
潮
流
は
、
上
げ
潮
時
に
は
お
お
む
ね
西
か
ら
東
へ
、
下
げ
潮
時
に
は
東
か
ら
西
へ
と
流
れ

る
。
湾
の
中
央
か
ら
奥
部
に
か
け
て
発
生
す
る
貧
酸
素
水
塊
は
、
こ
う
し
た
潮
流
と
共
に
、
風
に
よ
っ
て
生
じ
る

流
れ
（
吹
送
流
）
に
の
っ
て
移
動
す
る
。
幡
豆
の
沿
岸
域
で
貧
酸
素
水
塊
の
移
動
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
北
～
北

西
風
が
吹
く
場
合
で
あ
る
。
こ
う
し
た
風
向
で
は
表
層
の
海
水
が
南
～
南
東
へ
と
運
ば
れ
、
移
動
し
た
表
層
の
海

水
を
補
完
す
る
よ
う
に
湾
奥
の
貧
酸
素
化
し
た
底
層
水
が
北
～
北
西
へ
と
移
動
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
幡
豆
の
海
岸
を
構
成
す
る
環
境
要
素
に
つ
い
て
、
少
し
具
体
的
に
紹
介
し
て
お
こ
う
（
位
置
関
係
は
、

口
絵
14
を
参
照
の
こ
と
）。
ま
ず
、
東
幡
豆
町
沿
岸
に
あ
る
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
は
、
ア
サ
リ
の
潮
干
狩
り
場
と
し
て
、

ま
た
自
然
観
察
教
室
の
場
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
幡
豆
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
は
、
無
人
島
で
あ
る
前
島
と
陸
地
と
の

間
に
存
在
し
、
大
潮
の
干
潮
時
に
は
陸
地
か
ら
前
島
ま
で
歩
い
て
渡
る
こ
と
が
で
き
る
。
干
潟
に
は
ア
マ
モ
場
が

隣
接
し
、
前
島
の
周
囲
に
は
、
転
石
帯
・
岩
礁
帯
も
存
在
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
・
生
物
を
安
全
に
観
察

す
る
場
と
し
て
適
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
前
島
海
岸
に
は
、
立
ち
入
り
禁
止
と
な
っ
て
い
る
区
域
が
あ
る
の
で
注

意
）。ト

ン
ボ
ロ
干
潟
の
東
側
に
は
ナ
ギ
ソ
岩
が
あ
り
、
周
辺
は
岩
礁
帯
・
転
石
帯
が
散
在
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
東
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第 2部　幡豆の海と生き物1　幡豆の沿岸環境 

一
方
、
こ
う
し
た
階
級
分
類
以
外
に
、
生
態
学
的
な
特
性
（
生
活
型
、
栄
養
形
式
等
）
に
基
づ
い
た
生
態
学
的

分
類
も
存
在
す
る
。
次
章
で
紹
介
す
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
（
浮
遊
生
物
：
水
中
に
生
息
、
遊
泳
能
力
は
な
い
か
弱
い
）

は
、
生
活
型
（
生
息
場
所
と
遊
泳
能
力
）
に
基
づ
き
定
義
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
ほ
か
に
ネ
ク
ト
ン
（
遊
泳

生
物
：
水
中
に
生
息
、
遊
泳
能
力
あ
り
）、
ベ
ン
ト
ス
（
底
生
生
物
：
水
底
に
生
息
）
と
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
あ

る
（
定
義
の
詳
細
は
、
2
章
）。

階
級
分
類
と
生
活
型
に
よ
る
分
類
は
、
互
い
に
お
お
む
ね
一
致
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な

い
。
例
え
ば
、
魚
類
の
多
く
は
ネ
ク
ト
ン
、
海
藻
類
の
多
く
は
ベ
ン
ト
ス
に
含
ま
れ
る
。
一
方
、
軟
体
動
物
の
う

ち
、
頭
足
類
（
イ
カ
・
タ
コ
の
仲
間
）
は
ネ
ク
ト
ン
で
あ
る
が
、
二
枚
貝
類
や
巻
貝
類
の
多
く
は
ベ
ン
ト
ス
で
あ

り
、
陸
貝
類
（
カ
タ
ツ
ム
リ
・
キ
セ
ル
ガ
イ
の
仲
間
）
に
至
っ
て
は
水
中
に
生
息
し
て
お
ら
ず
、
い
ず
れ
に
も
当

て
は
ま
ら
な
い
。

さ
ら
に
や
や
こ
し
い
こ
と
に
、
同
じ
種
で
も
、
生
活
史
の
段
階
に
よ
っ
て
、
生
活
型
が
変
化
す
る
ケ
ー
ス
も
多

い
。
例
え
ば
、
大
部
分
の
魚
類
は
ネ
ク
ト
ン
で
あ
る
が
、
稚
仔
魚
の
時
期
は
遊
泳
力
が
弱
く
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
区

分
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
多
毛
類
や
二
枚
貝
類
等
も
、
幼
生
の
時
期
は
海
水
中
を
浮
遊
す
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
し

て
過
ご
し
た
後
、
海
底
に
着
底
、
変
態
し
て
ベ
ン
ト
ス
と
な
る
も
の
が
多
い
。

栄
養
形
式
に
よ
る
分
類
も
、生
態
系
の
食
物
網
構
造
や
物
質
循
環
を
考
え
る
上
で
は
、重
要
で
あ
る
（
6
章
4
）。

生
物
は
栄
養
形
式
に
よ
り
、
植
物
（
酸
素
発
生
型
の
光
合
成
に
よ
り
有
機
物
を
生
成
）
と
動
物
（
植
物
等
が
生
成

し
た
有
機
物
に
依
存
）
に
、
大
き
く
二
分
さ
れ
る
。
植
物
は
、
食
物
網
に
有
機
物
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
生

産
者
で
あ
り
、
海
で
は
藻
類
（
海
藻
と
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
）
や
海
草
類
が
該
当
す
る
（
3
章
、
6
章
4
）。

る
（
6
章
4
）。

こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
あ
る
生
態
系
の
空
間
的
な
範
囲
・
広
が
り
は
、
単
一
の
環
境
要
素
だ
け
で
な
く
、

隣
接
す
る
複
数
の
環
境
要
素
を
含
め
た
ほ
う
が
良
い
場
合
も
多
い
。
例
え
ば
、
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
に
生
息
す
る
底
生

動
物
群
集
を
中
心
と
す
る
食
物
網
の
構
造
を
解
明
し
た
い
場
合
は
、「
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
」
だ
け
で
な
く
、
隣
接
す

る
ア
マ
モ
場
や
前
島
の
転
石
帯
・
岩
礁
帯
等
を
含
め
た
、「
干
潟
域
」
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
（
6
章
4
）。

本
書
で
は
、
厳
密
に
は
「
干
潟
」
を
「
砂
泥
堆
積
物
と
そ
の
直
上
」
に
限
定
し
、
隣
接
す
る
他
の
環
境
要
素
を
含

め
た
場
合
を
「
干
潟
域
」
と
し
て
、
両
者
を
区
別
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
が
、
読
者
の
皆
さ
ん
は
あ
ま
り
気

に
せ
ず
に
読
み
進
め
て
い
た
だ
い
て
も
理
解
で
き
る
よ
う
な
記
述
を
心
が
け
て
い
る
。

（
仁
木
将
人
）

2
　
生
物
の
分
類
と
多
様
性

生
態
学
的
分
類

生
物
を
分
類
（
グ
ル
ー
プ
分
け
）
す
る
方
法
と
し
て
は
、
そ
の
外
部
形
態
（
姿
・
形
）
に
基
づ
い
た
、
生
物
学

的
な
階
級
分
類
（
門
・
綱
・
目
・
科
・
属
・
種
）
が
基
本
と
な
る
。
第
2
部
で
は
、
幡
豆
の
海
で
見
ら
れ
る
生
物

の
特
徴
や
生
態
な
ど
に
つ
い
て
、
主
に
門
や
綱
レ
ベ
ル
の
高
次
分
類
群
ご
と
に
紹
介
し
て
い
る
（
魚
類
、
貝
類
、

多
毛
類
、
十
脚
目
甲
殻
類
な
ど
）。
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に
も
、
そ
の
変
化
に
適
応
し
て
生
存
す
る
た
め
の
遺
伝
子
を
持
つ
個
体
が
存
在
す
る
確
率
が
高
い
。
逆
に
、「
遺

伝
的
多
様
性
」
が
低
い
集
団
で
は
、
環
境
の
変
化
に
適
応
で
き
る
個
体
が
存
在
せ
ず
、
種
の
絶
滅
を
招
く
可
能
性

が
高
く
な
っ
て
し
ま
う
。

最
後
の
「
生
態
系
の
多
様
性
」
は
、「
種
」
や
「
生
物
群
集
」
よ
り
さ
ら
に
高
次
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
「
生
態
系
」

の
多
様
性
で
あ
る
。「
生
態
系
」
と
は
、「
あ
る
区
域
の
生
物
や
生
物
群
集
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
生
物
が
生
育

す
る
環
境
を
含
め
た
系
（
シ
ス
テ
ム
）」
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
幡
豆
の
沿
岸
域
は
、
干
潟
、
砂
浜
、
藻

場
等
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
要
素
が
入
り
組
ん
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、「
生
態
系
の
多
様
性
」
は
高
い
と
考

え
ら
れ
る
。
第
2
部
を
一
通
り
読
み
終
え
る
と
、
そ
の
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

希
少
種
や
絶
滅
危
惧
種
の
保
護

希
少
種
（
生
息
数
が
少
な
く
、
簡
単
に
見
ら
れ
な
い
種
）
や
絶
滅
危
惧
種
を
保
全
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
、

絶
滅
の
お
そ
れ
が
あ
る
種
の
リ
ス
ト
を
、「
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
」
と
呼
ぶ
。「
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
」
を
基
に
、
分
布
や
生

息
状
況
、
保
全
対
策
な
ど
の
情
報
を
さ
ら
に
盛
り
込
ん
で
作
成
さ
れ
た
も
の
が
、「
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
」
で

あ
る
。
世
界
全
体
で
は
、
国
際
自
然
保
護
連
合
（IU

CN

）
が
作
成
し
た
リ
ス
ト
が
あ
る
（IU

CN
�2014,�IU

CN

日
本
委
員
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）。
日
本
で
は
環
境
省
や
水
産
庁
が
作
成
し
て
い
る
（
環
境
省
自
然
環
境
局
生
物
多

様
性
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、水
産
庁�1998

）。
ま
た
、地
域
レ
ベ
ル
で
も
、日
本
の
47
都
道
府
県
全
て
で
、レ
ッ

ド
リ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
て
い
る
（
野
生
生
物
調
査
協
会
・Envision

環
境
保
全
事
務
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
愛
知

県
環
境
部�2015

）。

生
物
多
様
性

「
生
物
多
様
性
」
は
、
最
近
ニ
ュ
ー
ス
等
を
通
し
て
一
般
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
語
句
で
あ
り
、

簡
単
に
は
「
数
多
く
の
種
類
の
生
き
物
が
い
る
こ
と
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
は
幅
広
い
概
念
・

内
容
を
含
ん
だ
専
門
用
語
で
あ
り
、文
脈
や
場
面
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
異
な
る
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
1�
9�

9�

2
年
に
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
地
球
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
締
結
さ
れ
た
生
物
多

様
性
条
約
（Convention�on�Biological�D

iversity

）
で
定
義
さ
れ
、現
時
点
で
最
も
一
般
的
と
思
わ
れ
る
「
生

物
多
様
性
」
の
三
つ
の
定
義
、「
遺
伝
的
多
様
性
（
種
内
の
多
様
性
）」、「
種
多
様
性
（
種
間
の
多
様
性
）」、「
生

態
系
の
多
様
性
」
に
即
し
て
、
説
明
し
て
お
く
（
環
境
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
）。

ま
ず
、
多
く
の
人
が
「
生
物
多
様
性
」
と
聞
い
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
内
容
は
、
あ
る
区
域
に
ど
れ
だ
け
多
く
の
種

類
の
生
物
が
生
息
す
る
か
、
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
種
の
豊
富
さ
（species�richness

）」
に
概
ね
該
当
す
る
の
が
、

「
種
多
様
性
（
種
間
の
多
様
性
）」
で
あ
る
。
た
だ
し
、
種
多
様
性
は
、
単
に
種
数
が
多
い
か
ど
う
か
だ
け
で
な
く
、

種
間
で
個
体
数
の
偏
り
が
な
い
か
と
い
っ
た
「
均
等
度
（evenness

）」
も
含
む
概
念
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の

要
素
を
考
慮
し
た
種
多
様
性
（
種
間
の
多
様
性
）
の
指
標
と
し
て
は
、Shannon-W

iener

の
多
様
度
指
数
（
H'
）

等
が
あ
る
（
6
章
2
）。

二
番
目
の
「
遺
伝
的
多
様
性
（
種
内
の
多
様
性
）」
は
、
あ
る
一
つ
の
種
の
中
で
の
遺
伝
子
の
多
様
性
で
あ
る
。

「
遺
伝
的
多
様
性
」
は
、そ
の
種
の
存
続
や
環
境
変
化
へ
の
適
応
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
（
6
章
5
）。「
遺

伝
的
多
様
性
」
が
高
い
集
団
の
場
合
、
種
と
し
て
持
っ
て
い
る
遺
伝
子
の
種
類
が
多
く
、
環
境
が
変
化
し
た
場
合
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第 2部　幡豆の海と生き物1　幡豆の沿岸環境 

IU
CN

編
（2014

）
世
界
の
絶
滅
危
惧
生
物
図
鑑
：IU

CN

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
。
岩
槻
邦
男
・
太
田
英
利
訳
、
丸
善
出
版
、
東
京
、

全
4�

1�

6
頁
。

IU
CN

日
本
委
員
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　

IU
CN

の
活
動
。�http://w

w
w

.iucn.jp/�＞

生
物
種
の
保
護
。http://w

w
w

.iucn.
jp/protection-15/species.htm

l

（
参
照
日
2�

0�

1�

6
年
2
月
18
日
）

環
境
省
自
然
環
境
局
自
然
環
境
計
画
課　

み
ん
な
で
学
ぶ
、
み
ん
な
で
守
る
生
物
多
様
性
。http://w

w
w

.biodic.go.jp/
biodiversity/index.htm

l

（
参
照
日
2�

0�

1�

6
年
2
月
18
日
）

環
境
省
自
然
環
境
局
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー　

い
き
も
の
ロ
グ
。http://ikilog.biodic.go.jp/

（
参
照
日
2�

0�

1�

6
年
2
月
18

日
）

野
生
生
物
調
査
協
会
・Envision

環
境
保
全
事
務
所　

日
本
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
検
索
シ
ス
テ
ムhttp://w

w
w

.jpnrdb.com
/

（
参

照
日
2�

0�

1�

6
年
2
月
18
日
）

西
条
八
束
監
修
、
三
河
湾
研
究
会
編
（1997

）
と
り
も
ど
そ
う
豊
か
な
海
三
河
湾
―
―
「
環
境
保
全
型
開
発
」
批
判
。
八
千
代

出
版
、
東
京
、
全
3�

1�

2
頁
。

水
産
庁
編（1998

）日
本
の
希
少
な
野
生
水
生
生
物
に
関
す
る
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
。
日
本
水
産
資
源
保
護
協
会
、東
京
、全
4�

3�

7
頁
。

拓
殖
朝
太
郎
・
大
橋
昭
彦
・
山
田
智
・
岩
田
靖
宏
・
石
田
基
雄
（2012

）
三
河
湾
東
部
、
渥
美
湾
に
お
け
る
赤
潮
お
よ
び
貧
酸

素
水
塊
形
成
に
及
ぼ
す
降
雨
に
伴
う
河
川
水
流
入
の
影
響
。
愛
知
県
水
試
研
報
、
17
号
、
9

－

24
頁
。

山
室
真
澄
・
石
飛
裕
・
中
田
喜
三
郎
・
中
村
由
行
（2013

）
貧
酸
素
水
塊　

現
状
と
対
策
。
生
物
研
究
社
、
東
京
、
全
2�

2�

7
頁
。

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
は
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
程
度
を
い
く
つ
か
の
段
階
に
分
け
て
い
る
。
環
境
省
版
レ
ッ
ド
リ
ス

ト
で
は
、
1�

9�

9�

7
年
版
以
降
2�

0�

1�

3
年
版
に
至
る
ま
で
、
次
の
七
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
い
る；

絶
滅

（
E�
X
）、
野
生
絶
滅
（
E�

W
）、
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
（CR+EN

）、
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
（
V�

U
）、
準
絶
滅
危
惧
（
N�

T
）、

情
報
不
足
（
D�

D
）、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
個
体
群
（
L�

P
）。
絶
滅
と
野
生
絶
滅
は
す
で
に
絶
滅
し
た
と

判
断
さ
れ
る
種
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
。
絶
滅
の
危
険
性
か
ら
高
い
順
に
並
べ
る
と
、
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
、
絶
滅
危

惧
Ⅱ
類
、
準
絶
滅
危
惧
と
な
る
。

正
確
で
詳
細
な
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
の
作
成
は
、
希
少
種
や
絶
滅
危
惧
種
の
保
護
を
進
め
る
上
で
の
第
一
歩
で
あ

る
。
地
域
ご
と
に
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
試
み
は
、
同
じ
種
で
あ
っ
て
も
地
域
に
よ
り
遺
伝
子
集
団
（
個
体

群
）
や
生
息
環
境
の
状
況
等
が
異
な
る
可
能
性
を
考
え
る
と
、非
常
に
大
切
で
あ
る
。
し
か
し
、「
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
」

の
作
成
・
更
新
に
は
、
予
算
や
担
当
で
き
る
人
材
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
全
国
レ
ベ
ル
で
は
比
較
的
調
査
が
な

さ
れ
て
い
る
生
物
群
（
貝
類
、
甲
殻
類
な
ど
）
に
お
い
て
も
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
は
情
報
が
不
十
分
な
こ
と
が

多
い
の
が
現
状
で
あ
る
（
6
章
6
・
7
）。

（
吉
川
尚
）

参
考
・
引
用
文
献

愛
知
県
環
境
部
編
（2015

）
第
三
次
レ
ッ
ド
リ
ス
ト　

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
あ
い
ち
2�

0�

1�

5
新
掲
載
種
の
解
説
。
愛
知
県
、
全

1�

4�

6
頁
。（http://w

w
w

.pref.aichi.jp/kankyo/sizen-ka/shizen/yasei/redlist/index.htm
l

）

青
木
伸
一
・
間
瀬
友
記
・
蒲
原
聡
（2014

）
風
に
よ
る
底
層
貧
酸
素
水
塊
の
浅
海
域
遡
上
に
つ
い
て
。
土
木
学
会
論
文
集
B2
（
海

岸
工
学
）、
70
巻
2
号
、I_1141

－I_1145

頁
。

青
山
裕
晃
（2000

）
三
河
湾
に
お
け
る
海
岸
線
の
変
遷
と
漁
場
環
境
。
愛
知
水
試
研
報
、
7
号
、
7

－

12
頁
。
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第 2部　幡豆の海と生き物

味
す
る
用
語
な
の
で
あ
る
（
1
章
2
）。

そ
れ
に
対
し
て
、
魚
類
な
ど
の
体
が
あ
る
程
度
大
き
く
て
、
遊
泳
力
を
も
つ
生
物
た
ち
は
ネ
ク
ト
ン
（
遊
泳
生

物
）と
定
義
さ
れ
る
。
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
遊
泳
力
が
乏
し
い
た
め
に
周
辺
の
水
の
流
れ
に
逆
ら
う
こ
と
は
で
き
ず
、

浮
遊
し
た
ま
ま
で
自
分
の
周
り
の
水
と
一
緒
に
移
動
し
て
し
ま
う
が
、
ネ
ク
ト
ン
は
海
流
や
潮
汐
流
な
ど
の
水
の

流
れ
に
逆
ら
っ
て
移
動
で
き
る
生
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
ネ
ク
ト
ン
の
境
界
は
曖
昧

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
る
方
は
多
い
と
思
う
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
生
物

か
と
い
わ
れ
る
と
、
海
の
中
に
い
る
小
さ
な
「
虫
」、
あ
る
い
は
顕
微
鏡
で
よ
う
や
く
見
え
る
「
微
生
物
」
の
こ

と
だ
ろ
う
、
と
い
っ
た
認
識
が
一
般
的
と
思
わ
れ
る
。
確
か
に
、
水
界
の
微
生
物
（
バ
ク
テ
リ
ア
〔
細
菌
〕
や
ゾ

ウ
リ
ム
シ
な
ど
）
や
小
型
の
生
物
た
ち
（
ミ
ジ
ン
コ
な
ど
）
は
、
ど
れ
だ
け
頑
張
っ
て
速
く
泳
い
で
い
て
も
、
周

り
の
水
と
共
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
定
義
に
当
て
は
ま
る
も
の
が
多
い
。
そ
の
た
め
「
水

界
の
小
さ
な
生
物
＝
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
」
と
い
う
認
識
は
的
外
れ
で
は
な
い
が
、
例
外
も
多
い
の
で
注
意
が
必
要
で

あ
る
。
例
え
ば
、
海
底
の
泥
中
に
生
息
す
る
バ
ク
テ
リ
ア
、
海
藻
の
葉
上
に
生
息
す
る
小
動
物
な
ど
は
、
浮
遊
生

活
で
は
な
く
、
底
生
生
活
を
し
て
い
る
の
で
ベ
ン
ト
ス
に
区
分
さ
れ
る
。

反
対
に
、
体
が
大
き
く
て
も
浮
遊
生
活
を
し
て
い
れ
ば
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
な
る
。
例
え
ば
、
ク
ラ
ゲ
の
よ
う
に

大
型
で
も
ぷ
か
ぷ
か
と
浮
遊
し
て
い
て
、
ゆ
っ
く
り
と
泳
い
で
い
れ
ば
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
で
あ
る
。
魚
類
の
マ
ン
ボ

ウ
は
ゆ
っ
く
り
漂
い
な
が
ら
海
流
に
の
っ
て
回
遊
す
る
魚
な
の
で
、プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
す
る
学
者
も
い
る
く
ら
い
、

体
の
大
き
さ
は
関
係
な
い
。も
っ
と
も
マ
ン
ボ
ウ
は
本
気
に
な
る
と
驚
く
ほ
ど
速
く
遊
泳
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

2　プランクトン

2
　
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

1
　
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
海
洋
生
態
系

幡
豆
の
干
潟
に
は
、
ア
サ
リ
や
マ
テ
ガ
イ
な
ど
砂
の
中
に
潜
っ
て
生
活
し
て
い
る
生
物
が
多
く
存
在
す
る
。
岩

場
に
行
け
ば
、
カ
ニ
の
よ
う
に
岩
の
上
を
歩
き
回
っ
た
り
、
フ
ジ
ツ
ボ
や
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
よ
う
に
岩
に
付
着

し
て
生
活
し
て
い
る
生
物
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
ベ
ン
ト
ス
（
底
生
生
物
）
と
呼
ば
れ

る
、
水
域
の
底
面
で
生
活
し
て
い
る
生
物
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

一
方
、
普
段
は
気
が
つ
か
な
い
が
、
幡
豆
の
沿
岸
に
打
ち
寄
せ
る
海
水
の
中
に
も
生
物
は
存
在
す
る
。
手
で
海

水
を
す
く
っ
て
の
ぞ
き
込
ん
で
も
、
動
い
て
い
る
姿
や
形
が
認
識
で
き
な
い
小
さ
な
生
物
た
ち
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

で
あ
る
。
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
（
浮
遊
生
物
）
も
、
先
ほ
ど
の
ベ
ン
ト
ス
と
同
じ
よ
う
に
、
水
界
の
生
物
を
生
態
学
的

に
分
類
し
た
用
語
で
あ
り
、
そ
の
定
義
は
、「
遊
泳
力
が
無
い
か
非
常
に
弱
く
て
、
水
中
に
浮
遊
し
て
い
る
生
物
」

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
生
物
の
形
状
や
大
き
さ
で
は
な
く
、
生
活
ス
タ
イ
ル
に
よ
る
分
類
（
グ
ル
ー
プ
分
け
）
を
意
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第 2部　幡豆の海と生き物2　プランクトン

て
水
中
を
懸
濁
し
、
多
く
の
動
物
、
特
に
干
潟
に
生
息
す
る
ベ
ン
ト
ス
の
栄
養
源
と
な
る
。
ア
サ
リ
な
ど
の
二
枚

貝
類
は
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
デ
ト
リ
タ
ス
を
環
境
水
と
と
も
に
入
水
管
か
ら
内
部
に
吸
い
込
み
、
そ
れ
ら
を

集
め
て
ろ
過
摂
餌
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
海
水
中
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
中
心
と
す
る
食
物
連
鎖
系
か
ら
、
海
底
の

ベ
ン
ト
ス
た
ち
へ
と
有
機
物
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
移
行
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と

懸
濁
物
食
性
の
ベ
ン
ト
ス
は
、
餌
を
巡
っ
て
競
合
関
係
に
あ
り
、
複
雑
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
食
物
網
）
を
形
成
し

て
い
る
と
も
い
え
る
（
6
章
4
）。

こ
の
よ
う
な
食
物
連
鎖
の
関
係
は
、
多
く
の
生
物
が
関
与
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
た
め
、
ど
こ
か
に
異
変

が
生
じ
る
と
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
い
、
健
全
な
生
態
系
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
例
え

ば
、
水
域
の
富
栄
養
化
に
よ
っ
て
、
特
定
の
種
類
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
異
常
増
殖
（
赤
潮
）
が
発
生
す
る
と
、

そ
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
餌
と
し
て
利
用
で
き
な
か
っ
た
り
、
水
質
の
変
化
に
弱
い
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
ベ

ン
ト
ス
は
大
き
く
影
響
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

本
章
で
は
、幡
豆
の
海
に
生
活
す
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
う
ち
、主
に
中
型
の
大
き
さ
の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
（
メ

ソ
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
：
体
長
2�

0�

0�

µm
～
20
㎜
）
に
つ
い
て
、
紹
介
し
た
い
。
最
初
に
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
大

き
さ
で
定
義
さ
れ
る
生
物
群
で
は
な
い
と
い
っ
て
お
き
な
が
ら
、
な
ぜ
大
き
さ
で
分
け
て
い
る
の
か
疑
問
に
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
水
界
で
は
、
生
物
の
大
き
さ
と
食
物
連
鎖
に
お
け
る
栄
養
段
階
の
間
に
強
い
関

連
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
小
型
の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
小
型
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
、
大
型
の
動

物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
大
型
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
小
型
の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
、
餌
と
す
る
傾
向
に
あ
る
。

中
型
の
メ
ソ
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
は
、
後
で
紹
介
す
る
枝
角
類
や
カ
イ
ア
シ
類
な
ど
、
比
較
的
認
知
度
が
高

エ
チ
ゼ
ン
ク
ラ
ゲ
も
活
発
に
拍
動
し
て
泳
ぎ
始
め
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
視
界
か
ら
消
え
て
し
ま
う
。
た
だ
し

そ
れ
ら
は
緊
急
時
の
行
動
な
の
で
、
通
常
時
は
「
浮
遊
生
物
」
の
字
の
ご
と
く
、
ぷ
か
ぷ
か
と
浮
い
て
遊
ん
で
い

る
生
物
た
ち
で
、
人
間
の
感
覚
で
み
る
と
羨
ま
し
い
限
り
の
生
活
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。

そ
ん
な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
で
は
あ
る
が
、
彼
ら
は
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
二
つ
に
大
別
さ

れ
、
と
も
に
海
洋
生
態
系
で
は
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
。
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

て
光
合
成
を
行
い
、
水
に
溶
け
て
い
る
無
機
炭
素
か
ら
有
機
物
を
作
り
出
す
基
礎
生
産
者
で
あ
る
。
植
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
の
大
部
分
は
単
細
胞
の
藻
類
で
あ
り
、
多
く
の
魚
類
に
と
っ
て
は
小
さ
す
ぎ
る
た
め
餌
と
し
て
利
用
で
き

な
い
。

そ
こ
で
、
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
最
初
の
捕
食
者
（
一
次
消
費
者
）
と
な
っ
て
、
小
さ
す
ぎ
る
植
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
を
食
べ
て
自
ら
の
体
を
形
成
す
る
。
そ
の
結
果
、
有
機
物
（
餌
と
な
る
動
物
）
の
サ
イ
ズ
が
大
き
く
な
り
、

よ
り
高
次
の
消
費
者
（
魚
類
な
ど
）
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
藻
場
な
ど
の
一
部
の
海
域
を
除
く
と
、
海
洋
の
食
物
連
鎖
の
出
発
点
は
ほ
と
ん
ど
が
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
で
あ
り
、
そ
れ
を
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
食
べ
て
、
さ
ら
に
ほ
か
の
生
物
が
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
食
べ
て
…
…

と
い
っ
た
、
食
う

－

食
わ
れ
る
の
関
係
を
結
ぶ
こ
と
で
、
生
物
の
命
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
が
い
な
け
れ
ば
、

魚
類
や
貝
類
、
人
間
も
餌
に
あ
り
つ
け
な
い
事
態
に
陥
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
生

産
者
と
し
て
、
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
一
次
消
費
者
と
し
て
、
海
洋
生
態
系
の
食
物
連
鎖
の
底
辺
を
支
え
て
お
り
、

ま
と
め
て
低
次
生
産
者
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

一
方
、
動
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
死
骸
や
そ
れ
ら
の
排
泄
物
は
、
デ
ト
リ
タ
ス
（
微
細
な
有
機
物
粒
子
）
と
し
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第 2部　幡豆の海と生き物2　プランクトン

ま
ず
こ
こ
で
、あ
ま
り
馴
染
み
の
無
い
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
分
類
群
に
つ
い
て
、特
に
出
現
個
体
数
の
多
か
っ

た
5
グ
ル
ー
プ
（
枝
角
類
、
カ
イ
ア
シ
類
、
尾
虫
類
、
毛
顎
動
物
、
刺
胞
動
物
）
を
説
明
し
た
い
。

枝
角
類
と
カ
イ
ア
シ
類
は
、
エ
ビ
や
カ
ニ
と
と
も
に
節
足
動
物
門
甲
殻
亜
門
（
甲
殻
類
）
に
属
し
、
互
い
に
親

戚
関
係
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
枝
角
類
は
い
わ
ゆ
る
ミ
ジ
ン
コ
で
あ
る
（
写
真
1 

a
）。
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
い

う
と
、
こ
の
ミ
ジ
ン
コ
を
想
像
す
る
人
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
漢
字
で
「
微
塵
子
」
と
書
く
よ
う
に
、
古
来
よ

り
細
か
く
小
さ
な
生
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
体
長
は
0
・
5
～
3
・
0
㎜
ほ
ど
で
、
体
は
丸
く
、
二
枚
貝
の

よ
う
な
背
甲
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
頭
部
の
中
央
に
は
大
き
な
一
つ
の
眼
が
発
達
し
て
い
る
。
大
き
く
発
達
し
た
一

対
の
第
2
触
角
が
頭
部
に
あ
り
、
こ
れ
を
平
泳
ぎ
の
よ
う
に
上
下
に
使
っ
て
泳
ぐ
。
こ
の
第
2
触
角
は
内
肢
と
外

肢
の
2
本
に
枝
分
か
れ
し
て
お
り
、
枝
の
よ
う
な
触
角
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
枝
角
類
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

陸
水
域
で
は
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
代
表
と
し
て
古
く
か
ら
重
要
視
さ
れ
て
い
る
が
、
海
洋
に
お
い
て
も
特
定

の
季
節
や
水
域
で
は
多
量
に
出
現
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
海
洋
の
生
物
生
産
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

カ
イ
ア
シ
類
は
学
名
を
コ
ペ
ポ
ー
ダ（Copepoda

）と
い
い
、ギ
リ
シ
ャ
語
で
船
を
漕
ぐ
時
に
使
う
オ
ー
ル（
橈
・

櫂
）
を
意
味
す
る
「
コ
ペ
」
と
、
脚
を
意
味
す
る
「
ポ
ー
ダ
」
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
あ
る
。
漢
字
で
は
橈
脚
類
と

書
く
。
体
は
米
粒
の
よ
う
な
前
体
部
と
尻
尾
に
見
え
る
後
体
部
に
分
か
れ
て
お
り
、
前
体
部
の
先
端
に
長
い
第
1

触
角
が
一
対
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
（
写
真
1 

b
）。
前
体
部
の
腹
側
に
四
～
五
対
の
胸
脚
が
存
在
し
、こ
れ
を
使
っ

て
遊
泳
す
る
の
だ
が
、
こ
の
脚
の
形
が
オ
ー
ル
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
名
付
け
ら
れ
た
。

カ
イ
ア
シ
類
は
甲
殻
類
の
中
で
は
十
脚
類
に
次
い
で
種
類
が
多
く
、
1
万�

2�

0�

0�

0
種
以
上
と
も
い
わ
れ
て
い

く
、
イ
ワ
シ
類
な
ど
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
食
性
の
魚
類
の
餌
と
な
る
分
類
群
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
ネ
ッ
ト
で
採
集
さ
れ
、
顕
微
鏡
で
見
る
と
数
が
多
く
、
昔
か
ら
盛
ん
に
研
究
さ
れ
て
い
る
の
も
、
メ
ソ
動
物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
で
あ
る
。

ほ
か
に
、
小
型
の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
（
マ
イ
ク
ロ
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
：
体
長
2�

0�

0�

µm
以
下
）
と
し
て
は
、

ゾ
ウ
リ
ム
シ
の
仲
間
で
あ
る
繊
毛
虫
類
や
鞭
毛
虫
類
な
ど
が
海
水
中
に
お
び
た
だ
し
い
数
で
存
在
し
、
細
菌
や
小

型
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
捕
食
し
て
お
り
、
や
は
り
食
物
連
鎖
に
お
い
て
重
要
な
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
体

が
小
さ
い
上
に
壊
れ
や
す
い
も
の
が
多
く
、
顕
微
鏡
で
の
観
察
に
は
特
殊
な
方
法
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
大
型

の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
（
マ
ク
ロ
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
：
2
～
20
㎝
、
メ
ガ
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
：
20
～
2�

0�

0

㎝�

）
と
し
て
は
、
ク
ラ
ゲ
類
な
ど
が
該
当
す
る
。�

（
松
浦
弘
行
）

2
　
幡
豆
に
生
息
す
る
メ
ソ
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

さ
ま
ざ
ま
な
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
た
ち

筆
者
ら
が
調
査
を
行
な
っ
た
三
河
湾
北
部
の
東
幡
豆
沿
岸
（
前
島
・
沖
島
の
周
辺
海
域
）
か
ら
は
、
メ
ソ
動
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
枝
角
類
、
カ
イ
ア
シ
類
、
尾
虫
類
、
刺
胞
動
物
、
毛
顎
動
物
、
多
毛
類
の
幼
生
、
十
脚
類
の
幼

生
、
腹
足
類
の
幼
生
、
二
枚
貝
類
の
幼
生
、
有
櫛
動
物
、
タ
リ
ア
類
が
出
現
し
た
。
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第 2部　幡豆の海と生き物2　プランクトン

重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

尾
虫
類
は
脊
索
動
物
門
尾
索
動
物
亜
門
に
属
す
る
グ
ル
ー
プ
で
、
オ
タ
マ
ボ
ヤ
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
の
尾
索
動

物
に
は
ホ
ヤ
類
（
食
用
に
な
る
マ
ボ
ヤ
な
ど
）
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
尾
虫
類
は
卵
形
の
体
（
躯
幹
部
）
と
長
い

尾
部
で
構
成
さ
れ
、
体
形
が
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
オ
タ
マ
ボ
ヤ
と
呼
ば
れ
る
（
写
真
1 
c
）。

私
た
ち
ヒ
ト
は
脊
索
動
物
門
脊
椎
動
物
亜
門
に
属
し
て
お
り
、
脊
椎
（
背
骨
）
を
も
つ
グ
ル
ー
プ
に
含
ま
れ
て

い
る
。
脊
椎
の
中
に
は
脊
髄
（
神
経
の
幹
）
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
原
始
的
な
も
の
が
脊
索
で
あ
る
。
尾
虫
類

は
尾
部
に
こ
の
脊
索
を
備
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
尾
虫
類
と
ヒ
ト
は
、
分
類
学
上
で
は
同
じ
動
物
門
に
所
属
す
る

仲
間
で
、
遠
い
親
戚
な
の
で
あ
る
。

尾
虫
類
は
ハ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
と
セ
ル
ロ
ー
ス
で
き
た
袋
状
の
構
造
物
を
作
り
出
し
、
そ
の
中
に

も
ぐ
り
込
ん
で
生
活
す
る
。
こ
の
ハ
ウ
ス
内
に
は
網
目
の
細
か
い
フ
ィ
ル
タ
ー
が
備
わ
っ
て
い
て
、
内
部
で
水
流

を
起
こ
す
こ
と
で
、
フ
ィ
ル
タ
ー
で
ろ
過
・
凝
集
さ
れ
た
有
機
粒
子
を
摂
餌
し
て
い
る
。
こ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
が
餌

粒
子
で
目
詰
ま
り
す
る
と
、
そ
の
ハ
ウ
ス
を
捨
て
て
新
し
い
ハ
ウ
ス
を
作
り
直
す
。

尾
虫
類
は
こ
の
よ
う
な
変
わ
っ
た
摂
餌
を
行
う
が
、
こ
の
摂
餌
フ
ィ
ル
タ
ー
の
網
目
が
非
常
に
細
か
く
、
ほ
か

の
動
物
が
利
用
で
き
な
い
小
さ
な
サ
イ
ズ
の
有
機
粒
子
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
頻
繁
に
捨
て
ら
れ
る
古

い
ハ
ウ
ス
が
デ
ト
リ
タ
ス
と
な
っ
て
ほ
か
の
動
物
の
餌
に
な
る
こ
と
か
ら
、
海
洋
生
態
系
に
お
け
る
尾
虫
類
の
役

割
が
近
年
再
認
識
さ
れ
て
い
る
。

毛
顎
動
物
は
ヤ
ム
シ
（
矢
虫
）
と
も
呼
ば
れ
、
英
語
で
もarrow

�w
orm

で
あ
る
。
弓
矢
の
よ
う
に
直
線
状

に
細
長
い
体
形
を
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
（
写
真
1 

d
）。
体
は
柔
ら
か
く
半
透
明
で
、
側
面
に
は
透
明
な
側
鰭
、

る
微
小
な
甲
殻
類
で
あ
る
。
海
洋
か

ら
陸
水
域
、
ベ
ン
ト
ス
か
ら
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
、
寄
生
性
ま
で
存
在
し
、
そ

の
形
態
、
生
態
は
多
様
性
に
富
ん
で

い
る
。
浮
遊
性
の
カ
イ
ア
シ
類
は
多

く
の
種
類
が
2
～
10
㎜
程
度
だ
が
、

枝
角
類
よ
り
小
型
の
種
類
も
存
在
す

る
。海

洋
の
外
洋
域
や
沿
岸
域
で
は
、

動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
う
ち
カ
イ
ア

シ
類
の
生
物
量
が
最
も
多
く
、
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
ネ
ッ
ト
を
曳
網
す
る
と
、

全
個
体
数
の
70
～
80
％
を
占
め
る
ほ

ど
で
あ
る
。
主
に
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
な
ど
の
基
礎
生
産
者
、
あ
る
い
は

そ
れ
に
近
い
栄
養
段
階
の
動
物
を
摂

餌
す
る
こ
と
と
、
そ
の
個
体
数
の
多

さ
か
ら
、
海
洋
食
物
連
鎖
に
お
い
て

写真 1　主要な動物プランクトン
（撮影：松浦）
a：枝角類　b：カイアシ類　
c：尾虫類　d：毛顎動物
e ：刺胞動物

a

c

b

d

e
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第 2部　幡豆の海と生き物2　プランクトン

よ
う
な
手
法
で
小
型
の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
捕
ら

え
て
い
る
。動

物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
季
節
変
化

動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
総
個
体
数
は
、
4
～
5
月

が
最
も
低
く
、
そ
の
後
急
激
に
増
加
し
て
、
6
～
9

月
に
高
密
度
に
な
る
（
図
１
）。
毎
年
こ
の
時
期
に
は

1
万
個
体/m

3

を
超
す
こ
と
に
な
り
、
2�

0�

1�

2

年
6
月
に
は
9
万
個
体/m

3

に
ま
で
達
し
た
。
1�

㎥
の
海
水
中
に
9
万
個
体
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
い
う

こ
と
は
、
1�

㎥
＝
1�

0�

0�

0
ℓ
な
の
で
、
つ
ま
り
1

ℓ
の
海
水
に
90
個
体
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
生
息
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
普
段
は
目
に
付
か
ず
に
気
が
つ
か

な
い
が
、
数
的
に
は
か
な
り
ウ
ジ
ャ
ウ
ジ
ャ
と
し
て

い
る
。
夏
が
過
ぎ
る
と
冬
に
向
か
っ
て
総
個
体
数
は

減
少
し
て
、
2�

0�

0�

0
～
3�

0�

0�

0
個
体/m

3

で

推
移
し
た
後
に
、
さ
ら
に
減
少
す
る
が
、
2�

0�

1�

0

年
1
月
や
12
月
、
2�

0�

1�

2
年
3
月
の
よ
う
に
ひ
と

図 1　東幡豆沿岸における動物プランクトン総個体数（上）と
主要動物群組成（下）の季節変化
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11
0

20

40

60

80

100

2010 2011 2012

102

103

104

105

1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9

枝角類
尾虫類
毛顎動物
刺胞動物
その他

総
個
体
数
（ind./m

3

）

出
現
率
（
%
）

2010 2011
年 月
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後
端
に
は
尾
鰭
を
持
つ
。
泳
ぐ
時
に
は
体
と
鰭
を
使
っ
て
、
弓
か
ら
放
た
れ
た
矢
の
よ
う
に
素
早
く
直
進
す
る
。

体
の
先
端
に
頭
部
が
あ
り
、
頭
部
側
面
の
顎
に
あ
た
る
箇
所
に
毛
が
生
え
て
い
る
こ
と
か
ら
毛
顎
動
物
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
こ
の
頭
部
の
毛
は
「
顎
毛
」
と
い
い
、
毛
と
は
い
う
も
の
の
キ
チ
ン
質
で
硬
く
な
っ
て
お
り
、
餌
を

捕
ら
え
る
た
め
の
キ
バ
と
し
て
用
い
る
。
こ
の
キ
バ
を
用
い
て
、
周
辺
を
泳
い
で
い
る
カ
イ
ア
シ
類
や
時
に
は
稚

仔
魚
を
も
捕
食
す
る
強
い
肉
食
性
を
示
す
。
海
域
に
よ
っ
て
は
個
体
数
が
多
く
、
小
型
生
物
の
捕
食
者
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
魚
類
の
餌
料
に
も
な
る
た
め
海
洋
生
態
系
で
重
要
な
動
物
で
あ
り
、
ま
た
水
塊
の
指
標
種
と
し
て
も

古
く
か
ら
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

刺
胞
動
物
は
、
刺
胞
と
呼
ば
れ
る
細
胞
内
小
器
官
を
も
つ
グ
ル
ー
プ
で
、
ク
ラ
ゲ
や
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
、
サ
ン

ゴ
が
含
ま
れ
る
。
今
回
の
調
査
で
は
小
型
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
た
め
、
採
集
さ
れ
た
主
な
刺
胞
動

物
は
ミ
ズ
ク
ラ
ゲ
や
ア
カ
ク
ラ
ゲ
な
ど
大
型
の
鉢
虫
綱
で
は
な
く
、
ヒ
ド
ロ
虫
綱
に
含
ま
れ
る
管
ク
ラ
ゲ
類
と
い

う
小
型
の
仲
間
で
あ
る（
写
真
1 

e
）。
よ
く
知
ら
れ
る
丸
い
お
椀
型
の
傘
を
も
つ
ク
ラ
ゲ（
鉢
虫
綱
）と
は
異
な
り
、

管
ク
ラ
ゲ
は
遊
泳
、
餌
の
捕
獲
、
繁
殖
と
い
っ
た
役
割
を
も
っ
た
個
虫
が
集
ま
っ
た
群
体
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

管
状
の
幹
に
よ
っ
て
繋
が
っ
て
い
る
。

東
幡
豆
沿
岸
の
調
査
で
多
く
採
集
さ
れ
た
の
は
、ヒ
ト
ツ
ク
ラ
ゲ
（M

uggiaea atlantica

）
で
、透
明
な
ロ
ケ
ッ

ト
型
の
遊
泳
個
虫
（
泳
鐘
）
を
ひ
と
つ
持
つ
種
類
で
あ
る
。
泳
鐘
の
大
き
さ
が
4
㎜
ほ
ど
の
ク
ラ
ゲ
で
、
泳
鐘
が

律
動
す
る
こ
と
で
内
部
に
水
を
吸
い
込
み
、
排
出
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
て
遊
泳
す
る
。
泳
鐘
の
後
方
内
側
に
は

幹
室
と
い
う
凹
み
が
あ
り
、
そ
の
中
に
小
さ
く
縮
ま
っ
た
多
数
の
個
虫
（
栄
養
個
虫
）
を
収
納
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
遊
泳
時
に
は
泳
鐘
の
外
に
幹
が
伸
び
、
そ
こ
か
ら
栄
養
個
虫
が
触
手
を
伸
ば
す
こ
と
で
、
ま
る
で
延
縄
漁
の
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過
去
の
東
幡
豆
沿
岸
や
三
河
湾
の
他
海
域
の
デ
ー
タ
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
、
近
年
に
な
っ
て
枝
角
類

が
増
加
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
以
前
か
ら
枝
角
類
が
多
い
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
調
査
を
行
っ
た
2�
0�
1�

0
～

2�

0�

1�

2
年
の
3
年
間
は
、
初
夏
か
ら
秋
期
は
枝
角
類
が
数
的
に
支
配
的
な
海
域
で
あ
り
、
彼
ら
が
減
少
す
る
と
、

カ
イ
ア
シ
類
を
中
心
と
し
た
群
集
構
造
に
変
化
す
る
特
徴
が
あ
っ
た
。�

（
松
浦
弘
行
）

3
　
夏
期
の
優
占
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

枝
角
類
の
出
現
種
と
季
節
変
化

東
幡
豆
の
沿
岸
で
は
、
枝
角
類
が
夏
期
に
最
も
優
占
す
る
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
で
あ
る
。
枝
角
類
は
6�

0�

0
種

以
上
が
知
ら
れ
て
い
る
小
型
甲
殻
類
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
陸
水
種
で
あ
る
。
海
洋
で
知
ら
れ
る
枝
角
類

は
わ
ず
か
に
3
属
8
種
だ
け
で
、日
本
で
出
現
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
7
種
で
あ
る
。
東
幡
豆
の
沿
岸
か
ら
は
、

ウ
ス
カ
ワ
ミ
ジ
ン
コ
（Penilia avirostris

）、
ト
ゲ
ナ
シ
エ
ボ
シ
ミ
ジ
ン
コ
（E

vadne tergestina

）、
ノ
ル
ド

マ
ン
エ
ボ
シ
ミ
ジ
ン
コ
（E

vadne nordm
anni

）、
コ
ウ
ミ
オ
オ
メ
ミ
ジ
ン
コ
（Podon polyphem

oides

）、

お
よ
び
オ
オ
ウ
ミ
オ
オ
メ
ミ
ジ
ン
コ
（Podon leuckarti

）
の
5
種
が
出
現
し
た
（
写
真
2
）。
日
本
産
の
残
り
2

種
、
ウ
ミ
オ
オ
メ
ミ
ジ
ン
コ
（Podon schm

ackeri

）
と
ト
ゲ
エ
ボ
シ
ミ
ジ
ン
コ
（E

vadne spinifera

）
は
外

洋
性
で
あ
り
、
内
湾
や
沿
岸
域
で
は
外
洋
水
の
影
響
が
あ
る
海
域
で
の
み
出
現
す
る
た
め
、
閉
鎖
性
の
強
い
三
河

月
だ
け
高
密
度
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

各
月
に
出
現
し
た
主
要
な
動
物
群
と
し
て
は
、
初
夏
か
ら
秋
期
に
か
け
て
枝
角
類
が
、
冬
期
か
ら
春
期
に
か
け

て
カ
イ
ア
シ
類
が
優
占
し
て
出
現
し
、
年
間
を
通
し
て
二
つ
の
分
類
群
が
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
ほ
と
ん
ど
を
占

め
て
い
た
。
枝
角
類
の
出
現
割
合
が
50
％
以
上
と
な
っ
た
の
は
2�

0�

1�

0
年
7
～
12
月
、2�

0�

1�

1
年
6
～
9
月
、

2�

0�
1�
2
年
4
～
9
月
で
あ
り
、
各
年
の
ほ
ぼ
半
年
間
は
枝
角
類
が
優
占
し
て
い
た
。
特
に
総
個
体
数
が
ピ
ー
ク

と
な
る
夏
期
に
は
、
枝
角
類
が
90
％
以
上
を
占
め
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
カ
イ
ア
シ
類
は
2�

0�

0�

9
年
12
月
～

2�

0�

1�

0
年
4
月
、
2�

0�

1�

1
年
1
～
3
月
、
2�

0�

1�

2
年
1
～
3
月
に
50
％
以
上
の
割
合
で
出
現
し
、
冬
期
の

3
～
5
ヶ
月
間
が
優
占
す
る
期
間
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
三
河
湾
の
東
幡
豆
沿
岸
で
は
、
水
温
が
上
昇
す
る
時
期
に
枝
角
類
が
顕
著
に
個
体
数
を
増
や
し
て

長
期
間
優
占
す
る
。
そ
の
後
の
水
温
低
下
と
と
も
に
枝
角
類
は
減
少
し
、
替
わ
っ
て
低
水
温
期
に
カ
イ
ア
シ
類
が

優
占
す
る
パ
タ
ー
ン
を
示
し
た
。
東
京
湾
や
瀬
戸
内
海
な
ど
の
沿
岸
域
で
は
、
メ
ソ
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
多
い

時
に
は
数
千
～
数
万
個
体/m

3

が
生
息
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
年
間
を
通
し
て
優
占
す
る
グ
ル
ー
プ
は
カ
イ

ア
シ
類
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
海
域
で
も
稀
に
枝
角
類
の
割
合
が
増
え
る
こ
と
は
あ
る
が
、突
発
的
な
増
加
で
あ
り
、

毎
年
く
り
返
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
1�

9�

8�

1
年
～
2�

0�

1�

0
年
の
東
京
湾
に
お
い
て
枝
角
類
の
長
期
変
動
を
ま
と
め
た
佐
藤
（2010

）

に
よ
る
と
、
1�

9�

8�

0
年
代
と
1�

9�

9�

0
年
代
以
降
で
は
枝
角
類
の
出
現
種
が
変
化
し
、
1�

9�

9�

0
年
以
降
は
以

前
よ
り
も
枝
角
類
の
個
体
数
は
多
い
傾
向
に
あ
り
、
突
発
的
に
増
加
し
て
カ
イ
ア
シ
類
よ
り
も
個
体
数
が
多
い
時

が
あ
る
。
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な
い
が
、
水
温
が
最
も
高
く
な
る
時
期
に
は
約
1
万
個
体/m

3

以
上
、
年
に
よ
っ
て
は
約
9
万
個
体/m

3

ま
で

爆
発
的
に
増
加
し
た
。
そ
の
後
10
月
頃
か
ら
個
体
数
は
急
激
に
減
少
し
て
、
姿
を
消
し
た
。
初
夏
か
ら
秋
期
に
か

け
て
は
、
出
現
し
た
枝
角
類
の
80
％
以
上
（
最
大
97
％
）
は
本
種
で
占
め
ら
れ
、
他
種
を
圧
倒
す
る
増
加
率
と
個

体
数
で
出
現
し
、こ
の
海
域
の
メ
ソ
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
で
、年
間
を
通
し
て
数
的
に
最
も
優
占
し
た
種
類
で
あ
っ

た
。高

見
（1991

）
は
1�

9�

7�

9
～
1�

9�

9�

0
年
に
渥
美
湾
奥
（
三
谷
沖
）
で
調
査
し
た
結
果
か
ら
、
ウ
ス
カ
ワ
ミ

ジ
ン
コ
は
主
に
6
～
11
月
に
出
現
し
、
年
に
よ
っ
て
変
動
す
る
も
の
の
、
夏
期
の
高
密
度
出
現
は
1�

0�

0�

0
個
体

/m
3

以
上
で
あ
り
、
最
大
11
万
個
体/m

3

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
筆
者
ら
の
調
査
結
果
と
合
わ
せ
て

考
え
る
と
、
三
河
湾
に
お
け
る
本
種
の
夏
期
大
発
生
は
1�

9�

8�

0
年
代

か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ウ
ス
カ
ワ
ミ
ジ
ン
コ
と
同
じ
時
期
の
4
月
か
ら
12
月
に
出
現
す
る
種

が
も
う
1
種
類
い
る
。
ト
ゲ
ナ
シ
エ
ボ
シ
ミ
ジ
ン
コ
で
あ
る
。
頭
部
の

眼
が
大
き
く
、「
エ
ボ
シ
」
ミ
ジ
ン
コ
と
い
う
名
が
示
す
通
り
、
背
甲

で
形
成
さ
れ
る
殼
が
体
の
背
側
に
大
き
く
膨
ら
ん
で
、
卵
形
～
三
角
形

の
「
烏
帽
子
」
の
よ
う
な
形
状
を
示
す
。
こ
の
先
端
に
長
い
棘
を
生
じ

る
の
が
外
洋
性
の
ト
ゲ
エ
ボ
シ
ミ
ジ
ン
コ
で
あ
る
が
、
本
種
は
棘
が
無

い
の
で
区
別
で
き
る
。
ま
た
、
前
述
し
た
ウ
ス
カ
ワ
ミ
ジ
ン
コ
以
外
の

全
て
の
海
産
枝
角
類
は
、
背
甲
が
胸
脚
を
覆
う
こ
と
は
な
く
、
胸
脚
は

写真 3　ウスカワミジンコを正面から見た
ところ（撮影：松浦）

第 1 触角
眼

背中

胸脚

湾
に
は
出
現
し
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

最
も
多
く
の
時
期
に
出
現
し
、
個
体
数
が
多

か
っ
た
の
は
ウ
ス
カ
ワ
ミ
ジ
ン
コ
で
あ
る
。
本
種

は
一
般
的
に
よ
く
知
ら
れ
る
淡
水
産
の
ミ
ジ
ン
コ

と
体
形
が
似
て
い
て
、
海
産
枝
角
類
で
こ
の
体
形

を
し
て
い
る
の
は
本
種
だ
け
で
あ
る
。
背
甲
が

発
達
し
て
体
の
胸
～
腹
部
を
完
全
に
覆
っ
て
い
る

が
、腹
側
は
左
右
の
背
甲
の
隙
間
が
空
い
て
お
り
、

ま
さ
に
二
枚
貝
の
よ
う
な
形
態
を
示
す（
写
真
3
）。

こ
の
隙
間
の
内
側
に
は
胸
脚
が
収
ま
っ
て
お
り
、

こ
れ
を
動
か
す
こ
と
で
、
周
り
の
水
を
背
甲
内
側

に
吸
い
込
む
。
こ
の
時
に
水
と
と
も
に
背
甲
の
内

側
に
入
っ
て
く
る
微
小
な
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や

デ
ト
リ
タ
ス
を
胸
脚
に
備
わ
る
繊
細
な
毛
で
ろ
過

摂
餌
す
る
。

ウ
ス
カ
ワ
ミ
ジ
ン
コ
は
4
月
前
後
か
ら
12
月
に

か
け
て
出
現
し
、そ
れ
以
外
の
期
間
は
姿
を
消
す
。

春
か
ら
夏
ま
で
は
数
十
～
数
百
個
体/m

3

と
少

写真 2　東幡豆沿岸に出現する枝角類（撮影：松浦）
a：ウスカワミジンコ　b：トゲナシエボシミジンコ　c：ノルドマンエボシミジンコ　
d：コウミオオメミジンコ　e：オオウミオオメミジンコ

a

d

b

e

c
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ノ
ル
ド
マ
ン
エ
ボ
シ
ミ
ジ
ン
コ
も
、
ウ
ス
カ
ワ
ミ
ジ
ン
コ
と
ト
ゲ
ナ
シ
エ
ボ
シ
ミ
ジ
ン
コ
の
2
種
が
い
な
い
時

期
に
個
体
数
を
増
や
し
て
い
た
。
ト
ゲ
ナ
シ
エ
ボ
シ
ミ
ジ
ン
コ
に
似
た
体
形
で
あ
る
が
、
体
の
後
方
に
突
出
す
る

烏
帽
子
状
の
殼
の
先
端
が
と
が
る
こ
と
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
本
種
は
日
本
沿
岸
・
外
洋
に
広
く
分
布
す
る
が
、

冷
水
性
の
枝
角
類
で
あ
る
。

年
に
よ
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
出
現
し
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
冬
期
か
ら
春
期
に
か
け
て
、
水
温
が
最
も
低
い
2
月

か
ら
水
温
が
上
昇
す
る
ま
で
の
4
ヶ
月
ほ
ど
の
間
だ
け
、
出
現
が
認
め
ら
れ
る
。
4
月
に
数
百
個
体/m

3

ま
で

増
加
し
た
が
、
優
占
2
種
が
出
現
し
始
め
る
と
、
本
種
の
個
体
群
は
消
失
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

枝
角
類
の
増
殖
方
法
と
種
間
関
係

こ
の
よ
う
に
東
幡
豆
沿
岸
で
は
5
種
類
の
枝
角
類
が
生
息
し
て
お
り
、
ウ
ス
カ
ワ
ミ
ジ
ン
コ
と
ト
ゲ
ナ
シ
エ
ボ

シ
ミ
ジ
ン
コ
が
主
に
6
～
11
月
に
、
コ
ウ
ミ
オ
オ
メ
ミ
ジ
ン
コ
が
11
～
12
月
に
、
ノ
ル
ド
マ
ン
エ
ボ
シ
ミ
ジ
ン
コ

が
2
～
5
月
に
多
く
出
現
し
て
お
り
、
各
種
の
出
現
時
期
は
異
な
っ
て
い
る
。
特
に
ウ
ス
カ
ワ
ミ
ジ
ン
コ
と
ト
ゲ

ナ
シ
エ
ボ
シ
ミ
ジ
ン
コ
の
優
占
2
種
は
、夏
か
ら
秋
期
に
急
激
な
個
体
数
の
増
加
を
示
し
、莫
大
な
個
体
数
と
な
っ

た
。
枝
角
類
が
こ
の
よ
う
に
水
中
か
ら
姿
を
消
失
し
て
い
る
状
態
か
ら
、
急
激
に
増
殖
す
る
こ
と
が
で
き
る
理
由

は
二
つ
存
在
す
る
。

ひ
と
つ
は
、
彼
ら
は
生
活
史
の
中
で
単
為
生
殖
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
生
物
だ
と
い
う
こ
と
だ
（
図
2
）。
生
息

し
や
す
い
環
境
の
時
は
、彼
ら
に
は
雌
し
か
存
在
し
て
い
な
い
。
水
質
や
餌
な
ど
の
環
境
条
件
が
好
適
な
時
に
は
、

雌
は
交
尾
を
行
わ
ず
に
、
雌
だ
け
で
卵
を
形
成
し
、
殼
の
背
側
に
位
置
す
る
育
房
の
中
に
卵
を
収
め
る
。
こ
れ
を

露
出
し
て
い
て
、
ウ
ス
カ
ワ
ミ
ジ
ン
コ
の
よ
う
な
ろ
過
摂
餌
用
の
繊
細
な
毛
は
持
た
な
い
。

ト
ゲ
ナ
シ
エ
ボ
シ
ミ
ジ
ン
コ
は
ウ
ス
カ
ワ
ミ
ジ
ン
コ
よ
り
も
出
現
個
体
数
は
少
な
く
、
出
現
し
始
め
る
4
～
5

月
は
10
個
体/m

3

以
下
の
密
度
で
あ
る
が
、
6
～
7
月
に
か
け
て
急
激
に
増
加
し
て
、
7
～
8
月
に
2�

0�

0�

0

～
3�
0�
0�

0
個
体/m

3

で
ピ
ー
ク
と
な
る
。
そ
の
後
9
～
12
月
に
か
け
て
減
少
し
て
い
く
。
同
じ
時
期
に
ウ
ス

カ
ワ
ミ
ジ
ン
コ
が
多
く
出
現
し
て
い
る
た
め
、
本
種
は
初
夏
～
秋
期
に
か
け
て
枝
角
類
の
約
20
～
30
％
程
度
で
あ

る
が
、
ピ
ー
ク
時
の
個
体
数
は
非
常
に
濃
密
で
あ
っ
た
。

ウ
ス
カ
ワ
ミ
ジ
ン
コ
と
ト
ゲ
ナ
シ
エ
ボ
シ
ミ
ジ
ン
コ
の
個
体
数
が
少
な
い
時
期
に
、出
現
す
る
枝
角
類
が
い
る
。

コ
ウ
ミ
オ
オ
メ
ミ
ジ
ン
コ
で
あ
る
。
オ
オ
メ
ミ
ジ
ン
コ
科
は
頭
部
の
ほ
と
ん
ど
が
眼
で
あ
り
、
背
甲
は
エ
ボ
シ
ミ

ジ
ン
コ
の
よ
う
に
大
き
く
背
側
に
突
出
す
る
こ
と
は
な
く
、丸
い
球
状
の
殼
を
も
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
眼（
頭
部
）

が
相
対
的
に
大
き
く
見
え
る
の
で
あ
る
。
同
じ
オ
オ
メ
ミ
ジ
ン
コ
科
で
は
オ
オ
ウ
ミ
オ
オ
メ
ミ
ジ
ン
コ
も
出
現
し

た
が
、
こ
の
種
は
冷
水
性
の
た
め
か
、
東
幡
豆
か
ら
の
出
現
は
非
常
に
稀
で
あ
り
、
2�

0�

1�

1
年
と
2�

0�

1�

2
年

の
4
月
に
二
度
だ
け
出
現
が
確
認
さ
れ
た
。

コ
ウ
ミ
オ
オ
メ
ミ
ジ
ン
コ
は
、
ウ
ス
カ
ワ
ミ
ジ
ン
コ
と
ト
ゲ
ナ
シ
エ
ボ
シ
ミ
ジ
ン
コ
の
個
体
数
が
ピ
ー
ク
を
過

ぎ
た
11
～
12
月
の
初
冬
に
な
る
と
出
現
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
主
に
12
月
に
個
体
数
の
ピ
ー
ク
を
示
し
、
1
万

個
体/m

3

を
越
し
た
年
も
あ
っ
た
。
12
月
だ
け
は
、
ウ
ス
カ
ワ
ミ
ジ
ン
コ
と
ト
ゲ
ナ
シ
エ
ボ
シ
ミ
ジ
ン
コ
の
優

占
2
種
よ
り
も
、
本
種
の
個
体
数
が
多
く
な
る
。
ま
た
優
占
2
種
が
出
現
し
始
め
る
4
～
5
月
に
も
、
本
種
が

1�

0�

0
個
体/m

3

以
下
の
密
度
だ
が
出
現
す
る
。
本
種
は
、
優
占
2
種
の
個
体
数
が
多
い
夏
期
か
ら
秋
期
に
は

出
現
せ
ず
、
そ
の
前
後
2
ヶ
月
ほ
ど
の
期
間
に
出
現
す
る
パ
タ
ー
ン
を
示
し
た
。

122123



第 2部　幡豆の海と生き物2　プランクトン

成
体
が
生
息
す
る
の
に
適
さ
な
い
水
温
下
で
も
耐
え
て
生
残
す
る
こ
と
が
で
き
、
休
眠
卵
（
ま
た
は
耐
久
卵
）
と

呼
ば
れ
る
。

成
体
が
生
息
で
き
る
水
温
な
ど
に
環
境
条
件
が
好
転
す
る
と
、
休
眠
卵
（
耐
久
卵
）
の
発
生
が
進
み
、
雌
が
孵

化
す
る
。
こ
の
雌
は
単
為
生
殖
を
く
り
返
し
て
、
再
び
個
体
数
を
増
加
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
枝
角
類
は
単
為
生
殖

と
有
性
生
殖
と
い
う
二
つ
の
生
殖
方
法
を
獲
得
し
て
お
り
、
生
息
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
使
い
分
け
て
い
る
の
で

あ
る
。

枝
角
類
は
一
般
的
な
甲
殻
類
と
は
異
な
り
、
幼
生
期
（
昆
虫
で
い
う
と
幼
虫
期
）
を
も
た
な
い
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
特
有
の
形
態
の
幼
生
期
を
も
た
ず
に
成
体
と
同
じ
よ
う
な
形
態
で
孵
化
す
る
直
接
発
生
で
あ
り
、
育
房

内
で
あ
る
程
度
ま
で
発
生
が
進
ん
で
か
ら
孵
化
す
る
の
で
あ
る
（
写
真

4
）。
つ
ま
り
、
生
態
学
的
に
は
弱
い
立
場
で
あ
る
幼
生
期
を
省
略
す

る
こ
と
で
、
迅
速
な
成
長
と
再
生
産
を
行
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
特
殊
な
例
と
し
て
、
オ
オ
メ
ミ
ジ
ン
コ
科
の
枝
角
類
で
は
単
為

生
殖
に
よ
っ
て
産
生
さ
れ
て
親
の
育
房
内
に
入
っ
て
い
る
胚
（
子
供
）

が
、
発
生
が
進
ん
で
親
か
ら
放
出
さ
れ
る
直
前
に
、
自
身
の
育
房
内
に

次
の
卵
を
産
み
出
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。親
の
育
房
内
の
子
供
が
、

生
ま
れ
る
前
に
す
で
に
孫
を
身
ご
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
幼

生
生
殖
と
呼
ぶ
。
枝
角
類
は
好
適
環
境
下
で
個
体
数
を
増
加
さ
せ
る
た

め
に
単
為
生
殖
と
い
う
生
殖
方
法
を
用
い
て
い
る
が
、
さ
ら
に
こ
の
グ

写真 4　発達中の胚をもつノルドマンエボ
シミジンコ。育房内の子供に、目が発達し
ているのが分かる（撮影：松浦）

胚（子供）

単
為
生
殖
と
呼
ぶ
。
雌
の
育
房
内
で
卵
は
発
生
が
進
み
、
母

体
か
ら
放
出
さ
れ
た
個
体
は
雌
と
な
っ
て
、
再
び
単
為
生
殖

を
始
め
る
。
雄
と
雌
が
存
在
し
、
雌
雄
の
出
会
い
～
交
尾
～

受
精
～
卵
発
生
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
有
性
生
殖
よ
り

も
、
単
純
な
プ
ロ
セ
ス
で
時
間
が
か
か
ら
な
い
た
め
生
産
性

が
高
く
、
個
体
群
は
爆
発
的
に
増
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
休
眠
卵
の
産
生
で
あ
る
。
単
為
生
殖
に

よ
っ
て
増
殖
し
た
枝
角
類
は
、
個
体
数
密
度
が
最
大
に
達
し

た
り
、
生
息
環
境
条
件
が
悪
化
し
て
く
る
と
、
雄
が
出
現
す

る
よ
う
に
な
る
。
す
る
と
、
単
為
生
殖
を
行
わ
ず
、
減
数
分

裂
に
よ
る
卵
を
生
じ
る
雌
が
出
現
し
、
そ
の
雌
と
雄
が
交
尾

す
る
こ
と
で
、
受
精
卵
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の

有
性
生
殖
が
始
ま
る
と
個
体
数
の
減
少
が
起
こ
り
、
浮
遊
生

活
を
す
る
枝
角
類
は
水
中
か
ら
消
失
す
る
。
一
方
、
有
性
生

殖
で
形
成
さ
れ
た
受
精
卵
は
、
初
期
発
生
の
途
中
で
母
体
の

育
房
内
で
の
卵
発
生
は
停
止
し
、
母
体
の
脱
皮
と
と
も
に
海

中
に
放
出
さ
れ
る
。
こ
の
卵
は
海
底
に
沈
降
し
て
、
環
境
条

件
が
良
く
な
る
ま
で
休
眠
状
態
に
な
る
。
こ
の
状
態
の
卵
は

図 2　枝角類の生活史。単為生殖による大増殖と休眠卵の形成

雌のみで増える
（単為生殖）

雄と雌で交尾
（有性生殖）

環境が良くなると
休眠卵が孵化

♀

♀
♀

♂

環境が悪くなる

休眠卵を形成

休眠卵として
海底で眠る

雌が出現

雄が出現
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す
こ
と
で
、
種
間
が
競
合
し
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の
は
、
恐
ら
く
休

眠
卵
の
孵
化
条
件
な
の
だ
ろ
う
。

で
は
、
同
じ
時
期
に
出
現
す
る
ウ
ス
カ
ワ
ミ
ジ
ン
コ
と
ト
ゲ
ナ
シ
エ
ボ
シ
ミ
ジ
ン
コ
は
喧
嘩
し
な
い
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
れ
ら
2
種
は
東
京
湾
や
瀬
戸
内
海
、
伊
勢
湾
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
じ
季
節
に
出
現
す
る
。
出
現
の
時
期

に
多
少
の
ズ
レ
は
生
じ
る
が
、水
温
が
増
加
す
る
夏
期
に
個
体
数
が
最
大
に
な
る
の
は
各
海
域
と
も
共
通
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
2
種
の
違
い
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
摂
餌
生
態
で
あ
る
。
ウ
ス
カ
ワ
ミ
ジ
ン
コ
は
先
に

述
べ
た
よ
う
に
、
背
甲
内
側
に
環
境
水
を
吸
い
込
み
、
内
部
に
あ
る
胸
脚
に
よ
り
餌
を
濾
し
取
っ
て
食
べ
る
ろ

過
摂
餌
を
行
う
。
一
方
、
ト
ゲ
ナ
シ
エ
ボ
シ
ミ
ジ
ン
コ
は
背
甲
の
殼
か
ら
胸
脚
が
露
出
し
て
い
る
た
め
、
水
流

を
発
生
さ
せ
る
よ
う
な
ろ
過
摂
餌
は
せ
ず
、
胸
脚
で
直
接
餌
を
捕
ま
え
る
捕
獲
型
の
摂
餌
を
す
る
（K

im
�et al.�

1989

）。
こ
れ
ら
2
種
に
つ
い
て
餌
の
嗜
好
性
は
詳
し
く
判
明
し
て
い
な
い
の
だ
が
、
ウ
ス
カ
ワ
ミ
ジ
ン
コ
は
小

型
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
運
動
性
の
あ
る
鞭
毛
藻
を
ろ
過
摂
餌
で
き
る
の
に
対
し
て
、
ト
ゲ
ナ
シ
エ
ボ
シ
ミ
ジ

ン
コ
は
動
き
回
る
鞭
毛
藻
を
捕
ま
え
る
の
は
苦
手
で
あ
り
、
運
動
性
の
無
い
珪
藻
を
好
む
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
対
象
と
す
る
餌
が
異
な
る
た
め
、
餌
を
め
ぐ
る
競
争
が
軽
減
さ
れ
て
い
て
、
同
時
期
に
同
所
的
に

分
布
し
て
い
て
も
共
存
で
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。�

（
松
浦
弘
行
）

ル
ー
プ
で
は
幼
生
生
殖
を
行
う
こ
と
で
、
増
殖
効
率
を
極
限
ま
で
高
め
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ウ
ス
カ
ワ
ミ
ジ
ン
コ
の
休
眠
卵
は
、
室
内
実
験
に
よ
り
12
～
23
℃
で
孵
化
し
、
特
に
17
～
20
℃
で
孵
化
率
が
高

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
遠
部�1974

）。
東
幡
豆
沿
岸
で
は
2�

0�

1�

0
年
は
4
月
か
ら
、
2�

0�

1�

1
年

と
2�
0�
1�

2
年
は
5
月
か
ら
本
種
が
出
現
し
始
め
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
海
底
水
温
は
約
14
～
18
℃
で
あ
る
。
海

底
水
温
が
本
種
の
休
眠
卵
の
孵
化
条
件
に
達
す
る
4
月
以
降
に
出
現
し
、
特
に
5
月
に
は
17
℃
を
超
す
た
め
に
海

底
の
休
眠
卵
が
一
斉
に
孵
化
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
海
底
水
温
が
12
℃
を
超
す
の
は
例
年
3
～
4
月
に
か
け

て
で
あ
る
が
、
例
年
よ
り
も
早
く
海
底
水
温
が
12
℃
を
越
す
よ
う
な
暖
か
い
年
で
は
、
ウ
ス
カ
ワ
ミ
ジ
ン
コ
は
比

較
的
早
い
時
期
か
ら
少
数
が
出
現
し
始
め
る
。
孵
化
し
た
個
体
は
単
為
生
殖
に
よ
っ
て
個
体
数
を
増
加
さ
せ
る
た

め
、
翌
月
～
翌
々
月
に
は
莫
大
な
密
度
に
達
す
る
。

ま
た
、
水
温
が
上
昇
し
て
単
為
生
殖
を
し
て
い
る
時
期
に
は
雌
個
体
の
み
が
出
現
す
る
が
、
個
体
数
が
最
多
に

な
っ
た
月
に
は
約
10
％
の
割
合
で
雄
個
体
が
出
現
し
て
い
た
。単
為
生
殖
に
よ
っ
て
個
体
数
を
増
や
す
戦
略
か
ら
、

有
性
生
殖
に
よ
る
休
眠
卵
の
産
出
に
切
り
替
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
個
体
数
が
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
夏
以
降
に
は
、
海

底
に
ウ
ス
カ
ワ
ミ
ジ
ン
コ
の
休
眠
卵
が
大
量
に
横
た
わ
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

ウ
ス
カ
ワ
ミ
ジ
ン
コ
以
外
の
枝
角
類
も
生
活
史
は
同
様
で
、
好
適
環
境
に
な
る
と
休
眠
卵
が
孵
化
し
、
単
為
生

殖
に
よ
っ
て
急
激
に
個
体
群
を
増
加
さ
せ
て
は
、
有
性
生
殖
に
よ
っ
て
休
眠
卵
を
作
り
出
し
、
翌
年
ま
で
海
底
で

寝
て
過
ご
す
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
て
、
各
種
の
個
体
群
は
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ウ
ス
カ
ワ
ミ
ジ
ン
コ
と
ト
ゲ
ナ
シ
エ
ボ
シ
ミ
ジ
ン
コ
は
初
夏
～
秋
期
、
コ
ウ
ミ
オ
オ
メ
ミ
ジ
ン
コ
は
初
冬
、
ノ

ル
ド
マ
ン
エ
ボ
シ
ミ
ジ
ン
コ
は
冬
期
～
春
期
に
出
現
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
各
種
は
う
ま
く
出
現
時
期
を
ず
ら

126127



第 2部　幡豆の海と生き物2　プランクトン

め
に
外
洋
性
種
が
あ
ま
り
出
現
し
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

22
種
の
う
ち
で
数
多
く
出
現
す
る
主
要
な
種
は
、
カ
ラ
ヌ
ス
目
の
ア
カ
ル
チ
ア
・
エ
リ
ス
レ
ア
（A

cartia 
erythraea

）、
ア
カ
ル
チ
ア
・
ハ
ド
ソ
ニ
カ
（A

. hudsonica

）、
ア
カ
ル
チ
ア
・
オ
オ
モ
リ
イ
（A

. om
orii

）、
ア

カ
ル
チ
ア
・
シ
ン
ジ
エ
ン
シ
ス
（A

. sinjiensis

）、
カ
ラ
ヌ
ス
・
シ
ニ
カ
ス
（Calanus sinicus

）、
セ
ン
ト
ロ

パ
ジ
ェ
ス
・
ア
ブ
ド
ミ
ナ
リ
ス
（Centropages abdom

inalis

）、
セ
ン
ト
ロ
パ
ジ
ェ
ス
・
テ
ヌ
イ
レ
ミ
ス
（Ce. 

tenuirem
is

）、
パ
ラ
カ
ラ
ヌ
ス
・
パ
ル
バ
ス
（Paracalanus parvus�s.�l.

）、
シ
ュ
ー
ド
デ
ィ
ア
プ
ト
ム
ス
・
マ
リ
ヌ

ス
（Pseudodiaptom

us m
arinus

）
お
よ
び
テ
モ
ラ
・
タ
ー
ビ
ナ
ー
タ
（T

em
ora turbinata

）、
キ
ク
ロ
プ
ス
目

の
オ
イ
ト
ナ
・
ダ
ビ
サ
エ
（O

ithona davisae

）
と
オ
イ
ト
ナ
・
シ
ミ
リ
ス
（O

. sim
ilis

）、
ポ
エ
キ
ロ
ス
ト
ム
目
の

コ
リ
ケ
ウ
ス
・
ア
フ
ィ
ニ
ス
（Corycaeus affi

nis

）
の
13
種
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
の
9
種
は
分
布
密
度
が
非
常
に
低

く
、稀
に
し
か
出
現
し
な
い
。
な
お
、カ
イ
ア
シ
類
に
は
和
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
種
は
少
数
し
か
存
在
し
な
い
た
め
、

本
書
で
は
学
名
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
統
一
す
る
。

カ
イ
ア
シ
類
は
一
年
を
通
し
て
い
ず
れ
か
の
種
類
が
出
現
し
た
が
、
常
に
出
現
す
る
よ
う
な
種
は
存
在
せ
ず
、

強
い
て
い
え
ば
パ
ラ
カ
ラ
ヌ
ス
・
パ
ル
バ
ス
の
出
現
頻
度
が
年
間
を
通
じ
て
最
も
高
か
っ
た
。
し
か
し
、
カ
イ
ア

シ
類
の
主
な
出
現
種
と
そ
の
個
体
数
は
季
節
的
に
変
化
し
て
お
り
、
特
に
個
体
数
が
多
く
出
現
す
る
時
期
に
基
づ

い
て
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
表
1
）。

ひ
と
つ
は
夏
期
の
短
期
間
に
多
く
な
る
グ
ル
ー
プ
で
、
ア
カ
ル
チ
ア
・
シ
ン
ジ
エ
ン
シ
ス
、
セ
ン
ト
ロ
パ
ジ
ェ

ス
・
テ
ヌ
イ
レ
ミ
ス
お
よ
び
オ
イ
ト
ナ
・
ダ
ビ
サ
エ
の
3
種
で
あ
り
（
写
真
5 

a

−

c
）、
6
～
10
月
に
出
現
し
て

7
月
頃
に
個
体
数
が
最
大
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
3
種
は
沿
岸
・
内
湾
性
で
あ
り
、
他
海
域
で
も
夏
期
に
出
現
す
る

4
　
冬
期
の
優
占
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

カ
イ
ア
シ
類
の
出
現
種
と
季
節
変
化

東
幡
豆
沿
岸
に
お
い
て
枝
角
類
に
次
い
で
個
体
数
が
多
か
っ
た
の
は
、
カ
イ
ア
シ
類
で
あ
る
。
特
に
枝
角
類
が

減
少
し
た
後
の
冬
期
か
ら
春
期
に
か
け
て
は
、
メ
ソ
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
群
集
で
カ
イ
ア
シ
類
が
優
占
し
て
出
現

す
る
。
内
湾
に
お
い
て
も
潮
通
し
の
良
い
海
域
で
あ
れ
ば
、
年
間
を
通
し
て
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
ネ
ッ
ト
で
最
も
多
く

採
集
で
き
る
メ
ソ
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
、
カ
イ
ア
シ
類
で
あ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
幡
豆
沿
岸

で
は
春
期
か
ら
初
冬
に
か
け
て
の
半
年
間
は
、
カ
イ
ア
シ
類
の
個
体
数
を
凌
駕
す
る
ほ
ど
に
枝
角
類
が
優
占
し
て

お
り
、
カ
イ
ア
シ
類
が
優
占
す
る
の
は
枝
角
類
が
減
少
す
る
期
間
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
内
湾
性
の
強
い

三
河
湾
、
あ
る
い
は
東
幡
豆
沿
岸
の
特
徴
だ
ろ
う
。

東
幡
豆
沿
岸
か
ら
は
、
カ
イ
ア
シ
類
は
22
種
が
出
現
し
た
。
こ
れ
ら
の
種
類
は
、
東
京
湾
（
野
村
・
村
野

1992, �

伊
東
・
青
木�2010

）
や
瀬
戸
内
海
（H

irota�1979
）、伊
勢
湾
（Sekiguchi�1978

）
で
も
出
現
す
る
内
湾
性
、

沿
岸
性
の
カ
イ
ア
シ
類
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
東
京
湾
で
は
45
種
、
瀬
戸
内
海
で
は
65
種
、
伊
勢
湾
か
ら
は
53

種
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
ほ
か
の
内
湾
に
比
べ
て
東
幡
豆
沿
岸
の
出
現
種
数
は
少
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
三

河
湾
が
比
較
的
閉
鎖
性
の
強
い
湾
で
あ
る
こ
と
と
、
東
幡
豆
沿
岸
の
採
集
場
所
が
岸
か
ら
近
い
沿
岸
域
で
あ
る
た
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第 2部　幡豆の海と生き物2　プランクトン

写真 5　夏期に多いカイアシ類（撮影：松浦）
a：アカルチア・シンジエンシス　b：セントロパジェス・テヌイレミス　c：オイトナ・ダビサエ

写真 6　夏〜秋期に多いカイアシ類（撮影：松浦）
a：アカルチア・エリスレア　b：テモラ・タービナータ

a

a b

b c

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
東
幡
豆
沿
岸
で
は

枝
角
類
の
ウ
ス
カ
ワ
ミ
ジ
ン
コ
と
ト
ゲ
ナ
シ

エ
ボ
シ
ミ
ジ
ン
コ
が
同
じ
出
現
時
期
で
あ
る

た
め
、
圧
倒
的
な
個
体
数
に
達
す
る
両
種
の

陰
に
隠
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
カ
イ
ア
シ

類
も
海
水
温
の
上
昇
と
と
も
に
出
現
す
る
。

年
に
よ
っ
て
最
大
密
度
は
変
化
す
る
が
、
オ

イ
ト
ナ
・
ダ
ビ
サ
エ
が
最
も
多
く
、
ア
カ
ル

チ
ア
・
シ
ン
ジ
エ
ン
シ
ス
、セ
ン
ト
ロ
パ
ジ
ェ

ス
・
テ
ヌ
イ
レ
ミ
ス
の
順
に
多
か
っ
た
。

二
つ
目
は
夏
～
秋
期
に
多
い
グ
ル
ー
プ

で
、
ア
カ
ル
チ
ア
・
エ
リ
ス
レ
ア
と
テ
モ
ラ
・

タ
ー
ビ
ナ
ー
タ
の
2
種
で
あ
り
（
写
真
6 

a
・

b
）、
7
～
12
月
に
出
現
し
て
9
月
頃
に
個

体
数
が
最
大
に
な
る
。
ひ
と
つ
目
の
グ
ル
ー

プ
よ
り
も
出
現
が
少
し
遅
く
、
晩
秋
ま
で
出

現
し
続
け
る
。
2
種
と
も
熱
帯
～
温
帯
域
の

内
湾
性
の
種
類
で
あ
り
、
夏
～
秋
に
出
現
す

表 1　東幡豆沿岸における主要なカイアシ類の出現時期。
○は出現した月を、◎は個体数が多い月を示す

月
出現種 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

夏期に多い
アカルチア・シンジエンシス ○ ◎ ○ ○
セントロパジェス・テヌイレミス ○ ◎ ◎ ◎ ○
オイトナ・ダビサエ ○ ◎ ○ ○ ○

夏～秋期に多い
アカルチア・エリスレア ○ ◎ ◎ ○ ○ ○
テモラ・タービナータ ○ ◎ ○ ○ ○

冬期（前半）に多い
パラカラヌス・パルバス ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
シュードディアプトムス・マリヌス ○ ○ ○ ◎
コリケウス・アフィニス ◎ ○ ○ ○ ◎
オイトナ・シミリス ◎ ◎ ○ ○ ◎

冬期（後半）に多い
セントロパジェス・アブドミナリス ○ ◎ ◎ ○ ○
アカルチア・ハドソニカ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
アカルチア・オオモリイ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
カラヌス・シニカス ○ ◎ ○ ○ ○ ○
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第 2部　幡豆の海と生き物2　プランクトン

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
毎
年
ア
カ
ル
チ
ア
・
エ
リ
ス
レ
ア
の
方
が
多
か
っ
た
が
、
テ
モ
ラ
・
タ
ー
ビ
ナ
ー
タ

の
方
が
高
密
度
と
な
る
年
も
あ
っ
た
。

三
つ
目
は
冬
期
に
多
く
出
現
す
る
グ
ル
ー
プ
で
、多
く
の
種
類
が
含
ま
れ
る
。こ
の
グ
ル
ー
プ
は
個
体
数
が
ピ
ー

ク
に
な
る
時
期
で
さ
ら
に
2
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
冬
期
前
半
（
12
～
1
月
）
の
短
期
間
に
多
く
出
現
す

る
の
は
、
パ
ラ
カ
ラ
ヌ
ス
・
パ
ル
バ
ス
、
シ
ュ
ー
ド
デ
ィ
ア
プ
ト
ム
ス
・
マ
リ
ヌ
ス
お
よ
び
コ
リ
ケ
ウ
ス
・
ア
フ
ィ

ニ
ス
の
3
種
で
あ
る
（
写
真
7 

a

−

c
）。
ま
た
、
10
～
2
月
頃
ま
で
の
長
い
期
間
に
出
現
し
、
こ
の
期
間
に
最
大

に
な
る
オ
イ
ト
ナ
・
シ
ミ
リ
ス
も
含
ま
れ
る
（
写
真
7 

d
）。
こ
れ
ら
4
種
の
う
ち
で
パ
ラ
カ
ラ
ヌ
ス
・
パ
ル
バ
ス

は
最
も
個
体
数
が
多
く
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
出
現
し
続
け
て
12
月
に
最
大
と
な
る
。
シ
ュ
ー
ド
デ
ィ
ア
プ
ト
ム

ス
・
マ
リ
ヌ
ス
も
12
月
に
個
体
数
が
多
く
、
特
に
2�

0�

1�

0
年
12
月
は
パ
ラ
カ
ラ
ヌ
ス
・
パ
ル
バ
ス
と
同
じ
位
ま

で
増
加
し
た
。
コ
リ
ケ
ウ
ス
・
ア
フ
ィ
ニ
ス
は
前
2
種
よ
り
も
少
な
い
も
の
の
、
毎
年
12
月
頃
に
個
体
数
は
最
大

と
な
り
、
2�

0�

1�

0
年
1
月
に
高
密
度
と
な
っ
た
。
オ
イ
ト
ナ
・
シ
ミ
リ
ス
は
毎
年
12
～
2
月
に
最
大
と
な
り
、

2�

0�

1�

0
年
は
2
月
に
最
も
多
く
な
っ
た
。
ま
と
め
る
と
、
こ
れ
ら
4
種
が
こ
の
時
期
の
覇
権
を
争
っ
て
い
て
、

年
に
よ
っ
て
優
占
す
る
種
が
変
化
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

冬
期
後
半
の
2
～
3
月
に
多
い
の
は
、セ
ン
ト
ロ
パ
ジ
ェ
ス
・
ア
ブ
ド
ミ
ナ
リ
ス
と
ア
カ
ル
チ
ア
・
オ
オ
モ
リ
イ
、

ア
カ
ル
チ
ア
・
ハ
ド
ソ
ニ
カ
の
3
種
で
あ
る
（
写
真
7 

e

－

g
）。
ま
た
、
1
～
3
月
の
う
ち
で
ひ
と
月
の
間
だ
け

多
く
出
現
す
る
カ
ラ
ヌ
ス
・
シ
ニ
カ
ス
も
、こ
の
グ
ル
ー
プ
に
近
い
種
で
あ
る
（
写
真
7 

h
）。
セ
ン
ト
ロ
パ
ジ
ェ
ス
・

ア
ブ
ド
ミ
ナ
リ
ス
は
約
１
万
個
体/m

3

と
非
常
に
高
密
度
で
出
現
し
た
年
も
あ
っ
た
が
、
通
常
は
一
ヶ
月
程
度

の
短
期
間
に
数
千
個
体/m

3

ま
で
増
加
す
る
。
し
か
し
ピ
ー
ク
時
以
外
の
月
は
多
く
て
も
数
百
個
体/m

3

程
度

写真 7　冬期に多いカイアシ類（撮影：松浦）
a：パラカラヌス・パルバス　b：シュードディアプトムス・マリヌス　
c：コリケウス・アフィニス　d：オイトナ・シミリス　
e：セントロパジェス・アブドミナリス　f：アカルチア・ハドソニカ　
g：アカルチア・オオモリイ　h：カラヌス・シニカス

a

c

e

g h

f

b

d
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第 2部　幡豆の海と生き物2　プランクトン

パ
ジ
ェ
ス
属
の
2
種
は
休
眠
卵
を
産
生
す
る
。
枝
角
類
と
同
じ
よ
う
に
、
恐
ら
く
水
温
や
光
な
ど
の
環
境
条
件
が

満
た
さ
れ
る
と
、
海
底
上
の
カ
イ
ア
シ
類
の
休
眠
卵
が
目
を
覚
ま
し
て
出
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
夏
期
か
ら
多

く
出
現
し
た
ア
カ
ル
チ
ア
・
シ
ン
ジ
エ
ン
シ
ス
と
ア
カ
ル
チ
ア
・
エ
リ
ス
レ
ア
、
セ
ン
ト
ロ
パ
ジ
ェ
ス
・
テ
ヌ
イ

レ
ミ
ス
は
水
温
が
上
昇
す
る
こ
と
で
、
ま
た
冬
期
に
多
く
出
現
し
た
ア
カ
ル
チ
ア
・
ハ
ド
ソ
ニ
カ
と
ア
カ
ル
チ
ア
・

オ
オ
モ
リ
イ
、
セ
ン
ト
ロ
パ
ジ
ェ
ス
・
ア
ブ
ド
ミ
ナ
リ
ス
は
水
温
が
低
下
す
る
こ
と
で
、
孵
化
が
促
さ
れ
る
休
眠

卵
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
カ
イ
ア
シ
類
は
枝
角
類
の
よ
う
な
単
為
生
殖
を
し
な
い
の
で
、
孵
化
し
て
か
ら
成
体
と
な
っ
て
再
生

産
す
る
ま
で
に
、
枝
角
類
に
比
べ
て
時
間
を
要
す
る
。
さ
ら
に
枝
角
類
は
成
体
と
同
じ
よ
う
な
形
態
で
孵
化
す
る

直
接
発
生
だ
が
、
受
精
卵
か
ら
孵
化
し
た
カ
イ
ア
シ
類
は
、
ま
ず
ノ
ー
プ
リ
ウ
ス
幼
生
と
呼
ば
れ
る
成
体
と
は
異

な
る
形
態
の
幼
生
と
し
て
生
ま
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。ノ
ー
プ
リ
ウ
ス
幼
生
は
浮
遊
生
活
を
し
な
が
ら
成
長
し
、

今
度
は
成
体
に
似
た
形
態
を
も
つ
が
体
の
構
造
が
完
成
し
て
い
な
い
コ
ペ
ポ
デ
ィ
ド
幼
生
と
し
て
生
活
す
る
。
コ

ペ
ポ
デ
ィ
ド
幼
生
が
成
長
し
て
5
回
脱
皮
す
る
と
よ
う
や
く
成
体
と
な
る
。
こ
の
時
に
初
め
て
成
熟
し
た
雌
と
雄

と
し
て
受
精
卵
を
作
る
の
で
時
間
が
か
か
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
カ
イ
ア
シ
類
は
休
眠
卵
の
孵
化
後
に
爆
発
的

な
個
体
数
の
増
加
を
示
す
こ
と
は
な
い
。

一
般
的
に
同
じ
分
類
グ
ル
ー
プ
、
特
に
同
じ
「
属
」
に
含
ま
れ
る
種
は
、
形
態
が
似
て
い
る
近
縁
種
の
集
ま
り

で
あ
る
。
進
化
系
統
学
上
で
非
常
に
近
い
関
係
の
2
種
類
、
つ
ま
り
特
に
形
態
が
似
て
い
る
種
類
を
姉
妹
種
と
表

現
し
た
り
す
る
。
近
縁
種
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、同
じ
よ
う
な
生
態
を
示
す
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
姉
妹
種
と
い
っ

て
も
別
の
種
な
の
で
、
互
い
は
生
存
す
る
た
め
の
競
争
相
手
で
あ
る
。
同
じ
場
所
、
同
じ
時
期
に
出
現
し
て
し
ま

で
あ
る
。
ア
カ
ル
チ
ア
・
オ
オ
モ
リ
イ
と
ア
カ
ル
チ
ア
・
ハ
ド
ソ
ニ
カ
の
2
種
は
11
月
頃
か
ら
少
数
が
出
現
し
始

め
て
、
3
月
に
最
大
と
な
り
、
と
も
に
約
千
個
体/m

3

に
達
す
る
。
カ
ラ
ヌ
ス
・
シ
ニ
カ
ス
は
前
3
種
よ
り
も

個
体
数
は
少
な
く
、
こ
の
時
期
に
増
加
し
た
。

冬
期
に
個
体
数
が
多
く
な
る
こ
れ
ら
の
カ
イ
ア
シ
類
は
、
夏
～
秋
期
の
優
占
種
で
あ
る
枝
角
類
が
消
失
し
て
い

る
た
め
に
、
こ
の
時
期
の
東
幡
豆
沿
岸
に
お
け
る
メ
ソ
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
優
占
種
に
な
る
。
各
種
の
個
体
数

が
多
く
な
る
の
は
一
～
二
ヶ
月
の
短
期
間
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
主
に
パ
ラ
カ
ラ
ヌ
ス
・
パ
ル
バ
ス
、
セ
ン
ト
ロ

パ
ジ
ェ
ス
・
ア
ブ
ド
ミ
ナ
リ
ス
、
ア
カ
ル
チ
ア
・
オ
オ
モ
リ
イ
と
ア
カ
ル
チ
ア
・
ハ
ド
ソ
ニ
カ
の
順
に
優
占
種
が

交
替
し
て
い
く
。
そ
の
後
は
、
夏
期
に
か
け
て
オ
イ
ト
ナ
・
ダ
ビ
サ
エ
が
、
秋
期
に
か
け
て
ア
カ
ル
チ
ア
・
エ
リ

ス
レ
ア
が
優
占
す
る
傾
向
に
あ
る
。

カ
イ
ア
シ
類
の
増
殖
方
法
と
種
間
関
係

カ
イ
ア
シ
類
の
主
要
な
出
現
種
の
う
ち
、
カ
ラ
ヌ
ス
・
シ
ニ
カ
ス
と
パ
ラ
カ
ラ
ヌ
ス
・
パ
ル
バ
ス
は
沿
岸
域
の

表
層
に
分
布
す
る
種
で
あ
り
、
内
湾
で
特
異
的
に
大
量
に
出
現
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
種
類
で
は
受
精
卵

の
発
生
が
早
く
進
み
、
水
中
に
放
出
さ
れ
て
ま
も
な
く
幼
生
が
孵
化
す
る
。
こ
の
よ
う
な
受
精
に
続
い
て
発
生
が

進
む
卵
を
急
発
卵
と
呼
び
、
カ
イ
ア
シ
類
全
体
で
は
一
般
的
な
再
生
産
の
や
り
方
で
あ
る
。

一
方
で
、
カ
イ
ア
シ
類
の
一
部
の
種
類
で
は
こ
の
急
発
卵
と
、
枝
角
類
の
よ
う
に
生
息
環
境
が
悪
化
す
る
時
期

を
乗
り
越
え
る
た
め
に
作
り
出
す
休
眠
卵
の
2
種
類
の
卵
を
産
み
分
け
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
東
幡
豆
沿
岸

か
ら
出
現
し
た
主
要
な
種
の
ほ
と
ん
ど
は
内
湾
性
の
種
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
ア
カ
ル
チ
ア
属
の
4
種
、
セ
ン
ト
ロ
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第 2部　幡豆の海と生き物2　プランクトン

5
　
小
さ
な
通
年
優
占
種

小
型
カ
イ
ア
シ
類　

オ
イ
ト
ナ
属

東
幡
豆
の
調
査
で
出
現
し
た
カ
イ
ア
シ
類
の
う
ち
、
多
く
の
種
類
は
カ
ラ
ヌ
ス
目
と
い
う
分
類
群
に
属
し
て
い

る
。
カ
ラ
ヌ
ス
目
以
外
に
は
、
キ
ク
ロ
プ
ス
目
、
ソ
コ
ミ
ジ
ン
コ
目
、
ポ
エ
キ
ロ
ス
ト
ム
目
、
モ
ン
ス
ト
リ
ラ
目

が
出
現
し
た
。
こ
の
う
ち
主
要
な
出
現
種
と
し
て
扱
っ
た
、
オ
イ
ト
ナ
・
ダ
ビ
サ
エ
と
オ
イ
ト
ナ
・
シ
ミ
リ
ス
は

キ
ク
ロ
プ
ス
目
に
属
す
る
カ
イ
ア
シ
類
で
あ
る
（
写
真
5 

c
・
7 

d
）。
キ
ク
ロ
プ
ス
目
は
寄
生
種
も
含
ま
れ
る
が
、

多
く
は
陸
水
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
で
、
湖
沼
や
池
な
ど
に
分
布
す
る
カ
イ
ア
シ
類
は
こ
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
キ
ク

ロ
プ
ス
目
の
オ
イ
ト
ナ
科
と
い
う
グ
ル
ー
プ
は
、
ほ
と
ん
ど
が
海
産
種
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
う
ち
、
オ
イ
ト
ナ
・

ダ
ビ
サ
エ
と
オ
イ
ト
ナ
・
シ
ミ
リ
ス
は
日
本
の
沿
岸
・
内
湾
域
で
優
占
し
て
出
現
す
る
種
で
あ
る
。
オ
イ
ト
ナ
属

カ
イ
ア
シ
類
（
体
長
0
・
5
～
0
・
6
㎜
）
は
、
カ
ラ
ヌ
ス
目
カ
イ
ア
シ
類
（
体
長
0
・
6
～
0
・
9
㎜
）
な
ど

よ
り
も
、
さ
ら
に
小
さ
な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
で
あ
る
。

実
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
内
容
は
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
採
集
す
る
際
に
使
う
ネ
ッ
ト
の
大
き
さ
（
網
目
）

が
0
・
3
㎜
の
も
の
で
得
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
。
そ
の
た
め
大
き
さ
が
0
・
3
㎜
以
下
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
水
と

一
緒
に
抜
け
出
し
て
し
ま
い
、
ネ
ッ
ト
内
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
少
な
い
。
体
長
1
㎜
の
カ
イ
ア
シ
類
で
あ
れ
ば
、

う
と
、
餌
を
奪
い
合
う
競
争
相
手
に
な
っ
て
し
ま
い
、
ど
ち
ら
か
が
（
あ
る
い
は
双
方
が
）
絶
滅
し
て
し
ま
う
。

回
避
す
る
方
法
と
し
て
は
、
異
な
る
餌
を
食
べ
る
よ
う
に
す
る
か
、
異
な
る
場
所
で
生
活
す
る
か
、
あ
る
い
は
出

現
す
る
時
期
を
ず
ら
せ
ば
良
い
の
で
あ
る
。

東
幡
豆
沿
岸
に
出
現
し
た
セ
ン
ト
ロ
パ
ジ
ェ
ス
属
の
近
縁
種
で
あ
る
2
種
は
、
み
ご
と
に
発
生
時
期
を
夏
期
と

冬
期
で
分
け
て
お
り
、
セ
ン
ト
ロ
パ
ジ
ェ
ス
・
テ
ヌ
イ
レ
ミ
ス
は
夏
期
に
、
セ
ン
ト
ロ
パ
ジ
ェ
ス
・
ア
ブ
ド
ミ
ナ

リ
ス
は
冬
期
後
半
に
多
く
出
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
夏
期
に
出
現
す
る
ア
カ
ル
チ
ア
属
の
近
縁
種
で
あ
る
ア
カ
ル

チ
ア
・
シ
ン
ジ
エ
ン
シ
ス
と
ア
カ
ル
チ
ア
・
エ
リ
ス
レ
ア
は
少
し
の
違
い
で
は
あ
る
が
、
7
月
と
8
～
9
月
に
そ

れ
ぞ
れ
の
個
体
数
の
ピ
ー
ク
を
示
し
て
お
り
、
時
期
を
ず
ら
し
て
出
現
す
る
こ
と
で
競
争
を
回
避
で
き
て
い
る
。

冬
期
に
出
現
す
る
ア
カ
ル
チ
ア
・
ハ
ド
ソ
ニ
カ
と
ア
カ
ル
チ
ア
・
オ
オ
モ
リ
イ
は
形
態
が
非
常
に
似
て
い
る
姉

妹
種
で
あ
る
。
こ
れ
ら
2
種
の
出
現
時
期
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
ア
カ
ル
チ
ア
・
ハ
ド
ソ
ニ
カ
は
よ
り
低
塩

分
を
好
む
こ
と
や
、
ほ
か
の
湾
で
は
出
現
時
期
が
少
し
ず
れ
た
り
、
湾
奥
部
に
偏
っ
て
出
現
す
る
傾
向
が
知
ら
れ

て
い
る
（
上
田�2001

）。
今
回
の
調
査
で
は
東
幡
豆
沿
岸
の
狭
い
範
囲
か
ら
採
集
し
た
だ
け
で
あ
る
が
、
三
河
湾

を
広
範
囲
で
調
査
で
き
れ
ば
、
こ
れ
ら
2
種
の
水
平
的
な
分
布
様
式
が
判
明
し
て
、
異
な
る
分
布
を
示
す
か
も
し

れ
な
い
。
2
種
の
分
布
域
が
重
複
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
中
心
が
異
な
れ
ば
競
争
は
軽
減
さ
れ
る
た
め
、
同

時
期
の
出
現
は
可
能
で
あ
る
。�

（
松
浦
弘
行
）
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に
比
べ
て
非
常
に
多
か
っ
た
（
図
3
）。
6
～
10
月
の
水
温
が
20
℃
以
上

の
期
間
に
1
万
個
体/m

3

以
上
の
高
密
度
に
な
っ
て
優
占
種
と
な
り
、

特
に
6
～
8
月
の
夏
期
に
多
か
っ
た
。
東
京
湾
に
お
い
て
も
本
種
は
同

じ
位
の
高
い
密
度
で
分
布
す
る
こ
と
が
あ
り
、
水
温
と
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル

a� 

量
の
上
昇
、
塩
分
の
低
下
に
と
も
な
い
個
体
数
が
増
加
す
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
て
い
る
（
伊
東
・
青
木�2010

）。
東
幡
豆
沿
岸
に
お
い
て

も
、
こ
の
時
期
は
降
雨
の
影
響
で
塩
分
が
低
下
す
る
こ
と
が
多
く
、
出

現
状
況
は
一
致
し
て
い
た
。

も
う
一
方
の
オ
イ
ト
ナ
・
シ
ミ
リ
ス
は
世
界
の
温
暖
域
か
ら
極
域
に

広
く
分
布
し
、
貧
栄
養
な
外
洋
域
に
も
出
現
す
る
種
で
あ
る
。
ま
た
日

本
各
地
の
沿
岸
・
内
湾
域
に
多
く
分
布
し
、
特
に
亜
寒
帯
域
で
は
優

占
す
る
こ
と
が
あ
り
、
幅
広
い
水
温
・
塩
分
範
囲
で
生
存
で
き
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
東
幡
豆
沿
岸
に
お
い
て
本
種
は
一
年
を
通
じ
て
約
数

千
～
数
万
個
体/m

3

、
年
平
均
で
約
1
・
3
万
個
体/m

3

で
出
現
し
、

オ
イ
ト
ナ
・
ダ
ビ
サ
エ
と
同
じ
よ
う
に
6
～
10
月
の
夏
期
に
多
か
っ

た
。
一
方
、
本
種
は
水
温
が
低
い
11
～
1
月
に
も
多
く
出
現
し
、
特
に

2�

0�

1�

0
年
11
月
に
は
約
16
万
個
体/m

3

で
分
布
し
て
い
た
。
水
温

が
低
い
11
～
5
月
に
オ
イ
ト
ナ
・
ダ
ビ
サ
エ
は
少
な
く
な
る
が
、
オ
イ

図 3　東幡豆沿岸におけるオイトナ属カイアシ類 2 種の個体数の季節変化

オイトナ・ダビサエ
オイトナ・シミリス

11
2010 2011

年 月
2012

102

101

103

104

105

106

1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9

個
体
数
密
度
（ind./m

3

）

そ
の
体
幅
は
0
・
3
㎜
前
後
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
ネ
ッ
ト
で
は
採
集
さ
れ
る
か
、
抜
け
出
て
い
る
か
は
微

妙
な
大
き
さ
で
あ
る
た
め
、
一
概
に
そ
の
生
物
の
採
集
量
や
出
現
状
況
を
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で

網
目
の
細
か
な
ネ
ッ
ト
（
網
目
が
0
・
1
㎜
）
で
採
集
し
た
オ
イ
ト
ナ
属
カ
イ
ア
シ
類
の
出
現
状
況
を
こ
こ
で
は

紹
介
す
る
。

東
幡
豆
沿
岸
に
お
い
て
、
小
型
カ
イ
ア
シ
類
の
オ
イ
ト
ナ
属
は
多
い
時
に
は
60
万
個
体/m

3

を
越
す
ほ
ど
の

莫
大
な
個
体
数
で
分
布
し
て
い
た
。
西
尾
市
の
人
口
は
約
17
万
人
（
2�

0�

1�

5
年
時
点
）
な
の
で
、
そ
の
約
3
・

5
倍
の
数
が
1
ｍ
四
方
の
海
水
中
で
生
活
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
い
か
に
莫
大
な
数
か
わ
か
る
だ
ろ
う
。
数
多

く
出
現
し
た
の
は
オ
イ
ト
ナ
・
ダ
ビ
サ
エ
と
オ
イ
ト
ナ
・
シ
ミ
リ
ス
で
あ
っ
た
が
、
ほ
か
に
も
オ
イ
ト
ナ
・
ナ
ナ

（O
ithona nana

）、
オ
イ
ト
ナ
・
オ
キ
ュ
ラ
ー
タ
（O

ithona oculata

）
お
よ
び
オ
イ
ト
ナ
・
プ
ル
ミ
フ
ェ
ラ

（O
ithona plum

ifera

）
も
個
体
数
は
少
な
い
が
稀
に
出
現
し
た
。
オ
イ
ト
ナ
・
ダ
ビ
サ
エ
と
オ
イ
ト
ナ
・
シ
ミ

リ
ス
は
前
述
し
た
よ
う
に
主
に
夏
期
と
冬
期
に
数
多
く
出
現
す
る
特
徴
を
も
つ
が
、
ほ
ぼ
通
年
出
現
し
て
い
た
。

網
目
が
0
・
3
㎜
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
ネ
ッ
ト
で
は
抜
け
出
て
い
て
、
個
体
数
が
ピ
ー
ク
の
時
だ
け
採
集
で
き
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

オ
イ
ト
ナ
・
ダ
ビ
サ
エ
と
シ
ミ
リ
ス
の
争
い

オ
イ
ト
ナ
・
ダ
ビ
サ
エ
は
日
本
の
南
西
部
の
沿
岸
・
内
湾
域
に
分
布
し
、
特
に
富
栄
養
化
し
た
内
湾
で
は
夏
期

に
大
量
に
増
殖
す
る
。
東
幡
豆
沿
岸
に
お
い
て
本
種
は
1
～
2
月
に
出
現
し
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以

外
の
時
期
に
は
約
数
千
～
数
万
個
体/m

3

、
年
平
均
で
6
万
個
体/m

3

で
分
布
し
て
お
り
、
中
型
カ
イ
ア
シ
類
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藻
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
彼
ら
が
積
極
的
に
利
用
で
き
る
餌
が
豊
富
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
春

期
か
ら
水
温
が
上
昇
す
る
に
し
た
が
っ
て
大
発
生
す
る
渦
鞭
毛
藻
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
莫
大
な
密
度
ま
で
個
体

群
を
増
や
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
2�

0�

0�

6
年
以
降
は
、
以
前
に
比
べ
て
渦
鞭
毛
藻
に
よ
る
赤
潮
の
発

生
が
減
少
し
、
珪
藻
に
よ
る
も
の
が
増
え
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
る
（
中
嶋
ほ
か�2014

）。
赤
潮
を
形
成
す
る
植

物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
種
類
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
こ
と
は
、
日
和
見
的
な
摂
餌
が
で
き
る
オ
イ
ト
ナ
・
ダ
ビ
サ

エ
に
と
っ
て
さ
ら
に
有
利
に
働
く
だ
ろ
う
。

ま
と
め
る
と
、
こ
れ
ら
2
種
は
同
所
的
に
出
現
す
る
も
の
の
、
分
布
域
と
生
息
（
増
殖
）
に
好
適
な
水
温
・
塩

分
範
囲
が
少
し
ず
つ
異
な
る
た
め
共
存
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
両
種
の
好
適
条
件
が
重
な
る
時
期
・
場
所
で
は
、

日
和
見
的
に
環
境
中
の
餌
を
利
用
で
き
る
オ
イ
ト
ナ
・
ダ
ビ
サ
エ
が
優
位
に
た
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

東
京
湾
で
は
海
洋
環
境
の
移
り
変
わ
り
に
よ
っ
て
、
1�

9�

4�

0
年
代
ま
で
は
オ
イ
ト
ナ
・
シ
ミ
リ
ス
が
主
要
な
種

で
あ
っ
た
が
、
1�

9�

7�

0
年
代
以
降
に
減
少
し
、
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
オ
イ
ト
ナ
・
ダ
ビ
サ
エ
が
主
要
な
種
と
な
っ

て
現
在
に
至
っ
て
い
る
（
野
村�2011

）。
も
し
か
し
た
ら
、
三
河
湾
や
東
幡
豆
沿
岸
に
お
け
る
こ
れ
ら
2
種
は
、

覇
権
争
い
の
真
っ
最
中
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
ひ
と
括
り
に
し
て
も
、
東
幡
豆
沿
岸
に
は
様
々
な
種
類
が
生
息
し
て
い
る
。
三
河
湾
は

流
量
の
大
き
い
河
川
を
複
数
抱
え
、
平
均
水
深
が
浅
い
の
で
、
海
水
温
と
塩
分
の
変
動
幅
は
、
外
洋
域
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
隣
の
伊
勢
湾
や
東
京
湾
な
ど
と
比
べ
て
も
大
き
く
、
そ
れ
ら
の
影
響
は
海
底
ま
で
及
ぶ
（
1
章
1
）。

そ
の
た
め
、
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
個
体
数
の
増
減
や
再
生
産
は
、
水
温
や
塩
分
な
ど
の
環
境
要
因
に
よ
っ
て
制
限

ト
ナ
・
シ
ミ
リ
ス
は
出
現
し
続
け
る
。

日
本
の
温
帯
域
の
沿
岸
・
内
湾
域
で
は
、
こ
れ
ら
2
種
は
同
所
的
に
出
現
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
一
般

的
に
オ
イ
ト
ナ
・
ダ
ビ
サ
エ
は
、
夏
期
か
ら
秋
期
に
か
け
て
湾
奥
部
で
は
オ
イ
ト
ナ
・
シ
ミ
リ
ス
よ
り
も
多
く
出

現
し
、
オ
イ
ト
ナ
・
シ
ミ
リ
ス
は
冬
期
か
ら
春
期
に
湾
の
外
側
を
中
心
に
分
布
す
る
。
2
種
と
も
に
生
息
可
能
な

水
温
範
囲
は
広
く
、
東
幡
豆
沿
岸
で
は
一
年
を
通
じ
て
生
息
が
可
能
で
あ
る
が
、
よ
り
内
湾
性
が
強
く
温
帯
性
の

オ
イ
ト
ナ
・
ダ
ビ
サ
エ
と
、
分
布
域
が
比
較
的
広
く
亜
寒
帯
に
も
生
息
で
き
る
オ
イ
ト
ナ
・
シ
ミ
リ
ス
で
は
、
増

殖
に
好
適
な
水
温
・
塩
分
帯
が
微
妙
に
異
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
東
幡
豆
沿
岸
で
は
冬
期
に
水
温
は
10
℃
以
下

ま
で
冷
え
込
む
の
で
、
こ
の
時
期
は
オ
イ
ト
ナ
・
ダ
ビ
サ
エ
に
と
っ
て
は
生
息
し
づ
ら
い
環
境
で
あ
り
、
大
き
く

個
体
数
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
、
オ
イ
ト
ナ
・
シ
ミ
リ
ス
は
個
体
数
が
増
え
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

変
わ
ら
ず
生
息
で
き
る
こ
と
で
、
晩
秋
～
春
期
に
優
占
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

オ
イ
ト
ナ
・
シ
ミ
リ
ス
は
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
珪
藻
類
は
摂
餌
せ
ず
、
繊
毛
虫
類
や
渦
鞭
毛
藻
（
渦
鞭
毛

虫
）
と
い
っ
た
小
型
の
原
生
動
物
を
摂
餌
す
る
（N

ishibe�et al.��2010

）。
一
方
、
オ
イ
ト
ナ
・
ダ
ビ
サ
エ
は
渦

鞭
毛
藻
（
渦
鞭
毛
虫
）
を
よ
り
嗜
好
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
（U

chim
a�and�H

irano�1986

）、
小
型
珪
藻

が
消
化
管
か
ら
見
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
（
大
塚
ほ
か�1999

）。
つ
ま
り
、
オ
イ
ト
ナ
・
ダ
ビ
サ
エ
は
、
環
境
水

中
に
豊
富
に
存
在
す
る
適
当
な
サ
イ
ズ
の
も
の
を
摂
餌
す
る
、
い
わ
ゆ
る
日
和
見
的
な
摂
餌
生
態
を
示
す
こ
と
が

考
え
ら
れ
て
い
る
。

東
幡
豆
沿
岸
で
は
小
型
カ
イ
ア
シ
類
の
オ
イ
ト
ナ
属
2
種
が
夏
期
と
冬
期
に
多
い
傾
向
を
示
し
、
中
型
カ
イ
ア

シ
類
に
比
べ
て
、
莫
大
な
個
体
数
で
ほ
ぼ
通
年
出
現
し
て
い
た
。
三
河
湾
で
発
生
す
る
赤
潮
の
原
因
種
は
渦
鞭
毛
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維
持
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
夏
期
か
ら
秋
期
に
出
現
す
る
カ
イ
ア
シ
類
は
、
幼
生
や
成
体
と
し
て
貧
酸
素
水
塊
の
上
層
を
浮
遊
し
て

過
ご
す
こ
と
で
低
酸
素
状
態
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
放
出
し
た
急
発
卵
が
沈
降
し
て
海
底
に
達
し
た
場

合
に
は
影
響
を
受
け
て
し
ま
い
、
卵
の
発
生
は
阻
害
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
貧
酸
素
水
塊
が
広
範
囲
、
ま
た
は
長

期
間
に
発
生
し
た
年
は
、
そ
の
次
の
世
代
の
カ
イ
ア
シ
類
個
体
群
が
大
き
な
増
加
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
思

わ
れ
る
。

一
方
で
、
オ
イ
ト
ナ
属
カ
イ
ア
シ
類
の
雌
は
卵
塊
を
体
に
付
着
さ
せ
な
が
ら
遊
泳
し
、
そ
こ
か
ら
幼
生
が
孵
化

す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
（
写
真
8
）。
そ
の
た
め
海
底
の
貧
酸
素
水
塊
に
卵
が
影
響
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
次
の
世

代
が
無
事
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
再
生
産
の
仕
組
み
に
お
い
て
も
、
オ
イ
ト
ナ
属
は
三
河
湾

の
現
状
に
適
合
し
て
い
る
た
め
、
莫
大
な
個
体
数
で
分
布
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

三
河
湾
の
特
に
奥
部
で
は
、
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
夏
期
～
秋
期
に
か
け
て
広
範
囲
の
海
底
が
貧
酸
素
水
塊
に
覆

わ
れ
て
し
ま
う
が
、
東
幡
豆
沿
岸
の
よ
う
に
一
時
的
に
貧
酸
素
に
な
る
も
の
の
無
酸
素
化
し
な
い
環
境
が
残
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
（
1
章
1
）、
こ
れ
ら
の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
と
っ
て
は
卵
が
生
残
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
提
供
し

て
い
る
貴
重
な
場
所
で
あ
る
と
い
え
る
。
湾
奥
や
中
央
部
で
海
底
上
の
卵
が
貧
酸
素
水
塊
の
影
響
を
受
け
た
と
し

て
も
、
周
辺
に
残
さ
れ
た
卵
か
ら
発
生
し
た
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
、
三
河
湾
全
体
に
徐
々
に
広
が
っ
て
、
三
河

湾
全
体
の
個
体
群
を
維
持
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。�

（
松
浦
弘
行
）

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
開
放
型
の
湾
や
外
洋
域
に
比
べ
て
、
水
平
・
鉛
直
的

に
流
入
し
て
く
る
外
洋
性
や
深
海
性
の
種
類
は
少
な
い
た
め
に
、
出
現
種
の

多
様
性
は
低
い
。
し
か
し
、
枝
角
類
や
カ
イ
ア
シ
類
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、

三
河
湾
沿
岸
域
の
生
活
に
特
化
し
た
種
類
が
生
息
し
、
小
さ
な
生
物
で
は
あ

る
が
、
各
々
が
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
多
種
多
様
な
生
活
を
し
て
、
出
現

時
期
や
場
所
、
餌
な
ど
で
喧
嘩
し
な
い
よ
う
に
一
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
豊
富
な
餌
を
利
用
し
て
東
京
湾
な
ど
に
匹

敵
す
る
ほ
ど
の
個
体
数
の
出
現
が
毎
年
く
り
返
さ
れ
て
い
る
、
生
産
性
が
非

常
に
高
い
海
域
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
か

の
種
類
が
常
に
豊
富
に
存
在
す
る
こ
と
で
、
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
食
物
連

鎖
の
仲
介
者
と
し
て
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る
。

中
型
カ
イ
ア
シ
類
の
多
く
は
卵
を
放
出
す
る
タ
イ
プ
が
多
く
、
そ
れ
ら
の
う
ち
冬
期
に
多
く
出
現
す
る
一
部
の

種
類
は
春
期
に
休
眠
卵
を
産
出
し
、
夏
期
を
休
眠
卵
と
し
て
海
底
上
で
過
ご
す
。
つ
ま
り
幼
生
や
成
体
で
は
生
息

し
づ
ら
い
高
水
温
の
時
期
を
休
眠
卵
で
や
り
過
ご
す
戦
略
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
河
湾
で
は
夏
期
に
貧
酸
素

水
塊
が
海
底
に
発
生
す
る
た
め
（
1
章
1
）、
休
眠
卵
は
低
酸
素
状
態
に
さ
ら
さ
れ
て
し
ま
う
。
休
眠
卵
は
環
境

の
悪
化
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
い
え
、
溶
存
酸
素
が
少
な
い
状
況
で
は
、
孵
化
率
は
低
く
な
る
。
そ
の
た

め
貧
酸
素
水
塊
に
長
期
間
覆
わ
れ
る
海
底
上
の
休
眠
卵
は
、
そ
の
後
、
全
て
が
孵
化
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
く
、

貧
酸
素
を
免
れ
た
三
河
湾
の
一
部
の
海
域
に
存
在
す
る
休
眠
卵
だ
け
が
生
き
残
り
、
孵
化
す
る
こ
と
で
個
体
群
が

写真 8　卵塊を抱えて泳ぐオイトナ属カイ
アシ類（撮影：松浦）

卵塊
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第 2部　幡豆の海と生き物

3
　
藻 

場

1
　
海
藻
・
海
草
と
は

海
藻
・
海
草
と
い
っ
た
海
産
大
型
植
物
は
、
単
細
胞
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
と
も
に
、
沿
岸
生
態
系
に
お
け

る
主
要
な
生
産
者
と
な
っ
て
い
る
。
海
産
大
型
植
物
の
「
群
落
」
と
「
藻
場
」
は
、
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、
厳
密
に
は
少
し
異
な
る
。
群
落
は
、
あ
る
一
定
の
範
囲
に
ま
と
ま
っ
て
生
育
す
る
植
物
個
体

群
の
全
体
と
定
義
さ
れ
、「
植
物
そ
の
も
の
」
を
示
す
。
一
方
、
藻
場
は
、（
複
数
の
あ
る
い
は
広
大
な
）
群
落
が

存
在
す
る
広
が
り
を
も
っ
た
「
場
（
空
間
）」
を
意
味
す
る
（
新
井�2002

）。
海
藻
・
海
草
の
群
落
（
あ
る
い
は
藻
場
）

は
、
魚
類
や
様
々
な
無
脊
椎
動
物
の
隠
れ
家
や
住
処
と
し
て
、
ま
た
底
質
の
安
定
化
や
酸
素
の
供
給
な
ど
環
境
形

成
の
面
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
（
海
の
自
然
再
生
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ��2003

）。

海
藻
は
、
生
物
学
的
に
は
藻
類
と
い
う
原
始
的
な
生
物
群
で
あ
り
、
高
等
植
物
の
よ
う
に
根
・
茎
・
葉
と
い
っ

た
組
織
の
分
化
が
進
ん
で
い
な
い
。
主
に
岩
礁
や
転
石
帯
に
分
布
し
て
、
付
着
器
と
呼
ば
れ
る
根
の
よ
う
な
部
分
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第 2部　幡豆の海と生き物3　藻 場

関
心
・
興
味
を
示
す
こ
と
は
少
な
い
。
次
節
以
降
で
は
、
生
態
系
に
お
け
る
彼
ら
の
役
割
、
幡
豆
沿
岸
に
お
け
る

分
布
状
況
、
代
表
的
な
種
類
の
特
徴
な
ど
を
紹
介
す
る
。
読
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
彼
ら
の
重
要
性
と
魅
力
に
つ
い

て
少
し
で
も
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。�

（
松
永
育
之
・
種
倉
俊
之
・
吉
川�

尚
）

2
　
幡
豆
沿
岸
に
お
け
る
藻
場
の
分
布
状
況

三
河
湾
で
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
、
富
栄
養
化
に
よ
る
透
明
度
の
低
下
や
、
埋
め
立
て
な
ど
に
と
も

な
い
、
藻
場
は
大
き
く
減
少
し
た
。
三
河
湾
全
体
の
ア
マ
モ
場
面
積
は
、
1�

9�

4�

1
年
以
前
に
は
1�

0�

1
・
4
㎢

で
あ
っ
た
が
、
1�

9�

5�

5
年
に
は
79
・
4
㎢
と
減
少
し
、
1�

9�

7�

0
～
1�

9�

7�

1
年
に
は
5
・
6
㎢
と
激
減
、
さ

ら
に
2�

0�

0�

1
年
の
藻
場
・
干
潟
環
境
保
全
調
査
で
は
2
・
5
㎢
に
ま
で
減
少
し
て
い
た
（
阿
知
波�2009

）。
そ

の
よ
う
な
な
か
、
幡
豆
沿
岸
は
、
前
島
や
沖
島
の
周
囲
を
始
め
、
天
然
海
岸
が
比
較
的
残
さ
れ
て
お
り
、
磯
（
岩

礁
や
転
石
帯
）
に
は
海
藻
藻
場
、
浜
（
砂
浜
・
干
潟
）
に
は
ア
マ
モ
場
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
幡
豆
沿
岸
に

お
け
る
藻
場
の
分
布
状
況
に
つ
い
て
、
筆
者
ら
が
2�

0�

0�

9
年
7
月
と
2�

0�

1�

0
年
4
月
に
、
船
舶
及
び
ス
ク
ー

バ
潜
水
に
よ
る
目
視
調
査
を
行
っ
た
結
果
を
紹
介
す
る
。

海
藻
藻
場
は
、
寺
部
海
岸
、
ナ
ギ
ソ
岩
付
近
等
で
確
認
さ
れ
た
（
図
1
、
こ
こ
で
は
ガ
ラ
モ
場
〔
後
述
〕
の
み

示
し
て
あ
る
）。
た
だ
し
、
海
藻
類
の
着
生
基
質
と
な
る
岩
礁
や
転
石
帯
の
大
部
分
は
海
岸
線
か
ら
十
数
ｍ
の
範

囲
内
に
限
ら
れ
、
沖
合
は
す
ぐ
に
砂
泥
底
に
な
る
た
め
に
、
海
藻
群
落
の
規
模
は
総
じ
て
小
さ
い
。
幡
豆
に
お
け

で
岩
な
ど
に
張
り
付
い
て
い
る
。
海
藻
は
、
緑
藻
類
、
褐
藻
類
、
紅
藻

類
の
3
グ
ル
ー
プ
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
門
ま
た
は
綱
レ
ベ
ル

で
ま
と
ま
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
見
た
目
の
体
色
（
主
要
な
光
合
成

色
素
）
に
基
づ
い
た
名
称
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
海
草
は
、
陸
上
に
進
出
・
適
応
し
た
種
子
植
物
の
う
ち
、
再

び
海
に
戻
っ
た
一
群
で
あ
る
。
海
草
は
、
全
て
の
種
が
、
イ
ネ
科
と
同

じ
単
子
葉
類
の
草
本
で
あ
る
。
本
州
沿
岸
で
は
ア
マ
モ
が
代
表
的
な
種

類
で
あ
り
、
主
に
砂
泥
域
に
分
布
し
、
花
を
咲
か
せ
て
種
子
で
も
増
え

る
が
（
写
真
1
）、
地
下
茎
の
分
枝
・
伸
長
に
よ
っ
て
無
性
的
に
も
増
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
亜
熱
帯
域
の
南
西
諸
島
で
種
類
が
多
く
、
リ
ュ
ウ

キ
ュ
ウ
ス
ガ
モ
、
ウ
ミ
シ
ョ
ウ
ブ
、
ウ
ミ
ヒ
ル
モ
な
ど
が
分
布
し
て
お

り
（
大
場
・
宮
田�2007

）、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
や
ジ
ュ
ゴ
ン
な
ど
の
主
食
と
な
っ
て
い
る
。
北
海
道
周
辺
で
は
、
波

あ
た
り
の
強
い
岩
礁
に
も
茎
を
這
わ
せ
て
生
育
す
る
ス
ガ
モ
が
分
布
し
て
い
る
。

藻そ
う
る
い類

で
は
な
く
、
種
子
植
物
に
属
す
る
海
草
の
場
合
に
も
、「
藻も

場ば

」
と
い
う
用
語
が
適
用
さ
れ
る
の
に
は
次

の
よ
う
な
理
由
が
あ
る（
新
井�2002

）。
日
本
で
は
昔
か
ら
水
中
に
生
育
す
る
植
物
全
般
を「
藻も

」と
呼
ん
で
い
る
。

つ
ま
り
、「
藻も

場ば

」
に
お
け
る
「
藻も

」
は
、生
育
様
式
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
「
藻も

」
で
あ
り
、分
類
学
上
の
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
「
藻そ

う
る
い類
」
で
は
な
い
。
海
草
の
ア
マ
モ
や
ウ
ミ
ヒ
ル
モ
の
「
モ
」
は
「
藻も

」
に
由
来
し
て
い
る
。

海
藻
・
海
草
は
、
見
た
目
が
地
味
で
あ
り
、
あ
ま
り
動
か
な
い
の
で
、
自
然
観
察
教
室
な
ど
で
も
子
供
た
ち
が

写真 1　アマモの花と種子（撮影：松永）

146147



第 2部　幡豆の海と生き物3　藻 場

幼
生
の
着
底
を
促
進
す
る
効
果
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
鷲
山
ほ
か�2005

）。
実
際
に
、
幡
豆
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
を

始
め
、
三
河
湾
沿
岸
の
他
の
干
潟
や
、
浜
名
湖
、
北
海
道
の
厚
岸
湖
の
干
潟
な
ど
、
ア
マ
モ
場
が
近
く
に
存
在
す

る
干
潟
は
、
ア
サ
リ
の
好
漁
場
と
な
っ
て
い
る
。
ア
マ
モ
場
の
存
在
が
、
漁
場
生
産
性
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る

こ
と
は
、
漁
業
者
の
多
く
も
経
験
的
に
実
感
し
て
い
る
。
こ
こ
幡
豆
で
も
、
幡
豆
漁
協
と
東
幡
豆
漁
協
の
組
合
員

を
中
心
に
設
立
さ
れ
た
「
幡
豆
地
区
干
潟
・
藻
場
を
保
全
す
る
会
」
に
よ
り
、
ア
マ
モ
場
の
復
元
・
保
全
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
。
幡
豆
港
内
で
確
認
さ
れ
た
ア
マ
モ
群
落
は
、
主
に
こ
の
任
意
団
体
の
移
植
に
よ
っ
て
再
生
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

筆
者
ら
が
行
っ
た
調
査
に
よ
り
、
幡
豆
沿
岸
に
は
2�

0�

0�

9
～
2�

0�

1�

0
年
時
点
で
0
・
3�

1�

5
㎢
も
の
ア
マ

モ
場
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
2�

0�

0�

1
年
に
お
け
る
三
河
湾
全
体
の
ア
マ
モ
場

面
積
（
2
・
5
㎢
、
阿
知
波�2009

）
の
12
・
6�

％
に
も
相
当
す
る
。
た
だ
し
、
三
河
湾
の
ほ
か
の
沿
岸
域
で
も

詳
細
な
調
査
を
実
施
す
れ
ば
、
実
は
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
ア
マ
モ
場
が
存
在
し
、
こ
の
割
合
は
変
わ
る
可
能
性
が

あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
状
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
、
今
後
ア
マ
モ
場
の
保
全
策
を
検
討
す
る
上
で
の
出

発
点
と
な
る
。

で
は
、
三
河
湾
で
ア
マ
モ
場
が
減
少
し
た
主
な
要
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
？　

様
々
な
要
因
が
複
雑
に
影
響
す
る

た
め
に
特
定
す
る
の
は
難
し
い
が
、
埋
め
立
て
等
の
生
息
域
の
直
接
的
な
破
壊
を
除
く
と
、
透
明
度
の
低
下
が
主

な
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

三
河
湾
で
は
、
透
明
度
の
低
下
と
ア
マ
モ
の
生
育
水
深
の
浅
化
が
同
期
し
て
起
こ
っ
て
い
る
（
武
田�2005

）。

三
河
湾
に
お
け
る
ア
マ
モ
の
生
育
水
深
は
、
1�

9�

5�

5
年
前
後
で
は
水
深
約
5
ｍ
以
浅
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

る
海
藻
藻
場
の
構
成
種
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

一
方
、
ア
マ
モ
場
は
、
寺
部
海
水
浴
場
、
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
周
辺
、
中
ノ

浜
、
幡
豆
港
で
確
認
さ
れ
た
（
図
1
）。
特
に
、
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
周
辺
の
ア

マ
モ
場
は
比
較
的
規
模
が
大
き
く
、
密
生
度
が
高
か
っ
た
。
ま
た
、
ト
ン

ボ
ロ
干
潟
の
前
島
付
近
の
波
打
ち
際
で
は
、
小
規
模
な
が
ら
コ
ア
マ
モ
の

群
落
も
み
ら
れ
た
。
コ
ア
マ
モ
は
、
ア
マ
モ
よ
り
も
浅
い
場
所
（
潮
間
帯

下
部
）
に
分
布
す
る
た
め
、
護
岸
工
事
な
ど
の
影
響
を
よ
り
受
け
や
す
い

海
草
で
あ
る
が
、ト
ン
ボ
ロ
干
潟
は
そ
の
貴
重
な
生
息
場
と
な
っ
て
い
た
。

ト
ン
ボ
ロ
干
潟
の
西
側
に
は
干
潟
を
維
持
す
る
た
め
の
石
塁
が
存
在
す

る
が
、
そ
の
石
塁
が
ア
マ
モ
場
分
布
の
境
界
線
と
な
っ
て
い
た
。
ア
マ
モ

場
は
一
般
に
流
れ
が
緩
や
か
な
海
域
に
形
成
さ
れ
（
海
の
自
然
再
生
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ�2003

）、
石
塁
の
存
在
が
ア
マ
モ
場
の
維
持
に
も
寄
与

し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
逆
に
、
ア
マ
モ
場
の
存
在
に
よ
り
、
葉

部
が
海
水
の
流
動
を
抑
え
静
穏
状
態
と
な
る
。
ま
た
地
下
茎
や
根
に
よ
る

干
潟
土
壌
の
安
定
と
い
っ
た
効
果
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
干
潟

と
ア
マ
モ
場
が
安
定
し
て
存
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
互
い
の
存
在
が
重

要
で
あ
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
ア
マ
モ
場
が
流
れ
を
緩
や
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
ア
サ
リ
浮
遊

前島

トンボロ干潟

東幡豆港

東浜

中ノ浜

妙善寺

ナギソ岩

0 1km

西幡豆漁港
寺部海岸

寺部海水浴場アマモ場（0.315 km2）
ガラモ場（0.136 km2）

図 1　幡豆沿岸におけるアマモ場とガラモ場の分布図
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第 2部　幡豆の海と生き物3　藻 場

養
殖
も
行
わ
れ
て
い
る
。
褐
藻
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
科
に
属
す
る

ア
カ
モ
ク
、
タ
マ
ハ
ハ
キ
モ
ク
は
、
長
さ
が
数
ｍ
に
な
る

大
型
の
海
藻
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
藻
場
は
ガ
ラ
モ
場
と
呼

ば
れ
る
。
幡
豆
の
沿
岸
で
は
、
ナ
ギ
ソ
岩
付
近
で
は
小
規

模
な
が
ら
密
な
群
落
が
み
ら
れ
た
が
、
多
く
の
場
合
、
数

株
ご
と
に
点
在
す
る
程
度
で
、
ガ
ラ
モ
場
と
い
え
る
よ
う

な
場
所
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。

紅
藻
テ
ン
グ
サ
科
の
マ
ク
サ
や
オ
バ
ク
サ
は
、
幡
豆
の

潮
下
帯
で
最
も
普
通
に
み
ら
れ
る
小
型
海
藻
で
、
小
規
模

な
が
ら
多
数
の
群
落
を
形
成
し
て
い
た
。
ト
ン
ボ
ロ
干
潟

の
前
島
側
で
は
、
荒
天
後
に
漂
着
し
て
い
る
マ
ク
サ
や

オ
バ
ク
サ
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
マ
ク
サ
や
オ
バ
ク
サ

は
ト
コ
ロ
テ
ン
お
よ
び
寒
天
の
原
料
と
な
る
海
藻
で
あ

り
、
か
つ
て
は
幡
豆
で
も
自
家
消
費
用
に
利
用
さ
れ
て
い

た
が
、
現
在
で
は
手
間
が
か
か
る
の
と
ス
ー
パ
ー
な
ど
で

手
軽
に
購
入
で
き
る
た
め
か
、
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

着
生
基
質
が
な
い
と
思
わ
れ
る
砂
浜
や
干
潟
に
お
い
て

緑藻綱；計 4目 7種
アオサ目（ボウアオノリ、ウスバアオノリ、アオサ属の一種）
シオグサ目（シオグサ属の一種１、シオグサ属の一種２）、ミル目（ミル）
ハネモ目（ハネモ属の一種）

褐藻綱；計 6目 9種
アミジグサ目（アミジグサ）、ナガマツモ目（ネバリモ、シワノカワ）
カヤモノリ目（フクロノリ、カヤモノリ）、ウルシグサ目（ケウルシグサ）
コンブ目（ワカメ）、ヒバマタ目（アカモク、タマハハキモク）

紅藻綱；計 6目 24 種
サンゴモ目（ピリヒバ）、テングサ目（ヒメテングサ、マクサ、オバクサ）
スギノリ目（イソダンツウ、フクロフノリ、マフノリ、カイノリ、スギノリ、ウ
ツロムカデ、サクラノリ、フダラク、ヒラムカデ、キョウノヒモ、コメノリ、
イバラノリ、オキツノリ）

オゴノリ目（オゴノリ）、マサゴシバリ目（コスジフシツナギ）
イギス目（ハネイギス、ケイギス、ミツデソゾ、キブリイトグサ、イトグサ属の一種）

注）　分類・種名は、『吉田忠生・吉永一男：日本産海藻目録（2010 年改訂版）』による。

表 1　幡豆沿岸で確認された海藻類（計 3 綱 16 目 40 種） 1�

9�

7�

0
～
1�

9�

7�

1
年
で
は
約
3
ｍ
以
浅
と
浅
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
透
明
度
は
、
1�

9�

5�

5
年
前
後

の
5
～
6�

ｍ
か
ら
、
1�

9�

7�

0
年
前
後
で
は
3
ｍ
前
後
に
ま
で
悪
化
し
て
お
り
、
以
降
は
横
ば
い
で
、
近
年
も

回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
（
三
河
湾
流
域
圏
会
議
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）。
ア
マ
モ
の
生
息
可
能
な
水
深
は
、
透
明
度

の
2
倍
程
度
ま
で
が
目
安
と
さ
れ
て
お
り
（
マ
リ
ノ
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）、
三
河
湾
の
ア
マ
モ
生
育

水
深
と
透
明
度
の
変
遷
は
お
お
む
ね
こ
の
目
安
と
一
致
し
て
い
る
。
幡
豆
沿
岸
に
お
け
る
状
況
は
、
筆
者
ら
が

2�

0�

0�

9
年
以
降
に
行
っ
た
調
査
で
は
ア
マ
モ
の
生
育
水
深
が
2
～
4�

ｍ
以
浅
、透
明
度
も
年
平
均
3
ｍ
程
度（
松

浦�

私
信
）
と
、
1�
9�
7�

0
年
代
以
降
の
三
河
湾
全
体
と
同
じ
水
準
で
あ
っ
た
。�

（
松
永
育
之
・
種
倉
俊
之
・
吉
川�

尚
）

3
　
海
藻
類
の
構
成
種

幡
豆
沿
岸
に
は
様
々
な
種
類
の
海
藻
が
み
ら
れ
る
。
筆
者
ら
が
2�

0�

1�

3
年
7
月
と
2�

0�

1�

4
年
4
月
に
、
寺

部
海
岸
で
行
っ
た
潜
水
調
査
に
よ
る
と
、
緑
藻
7
種
、
褐
藻
9
種
、
紅
藻
24
種
の
計
40
種
が
確
認
さ
れ
た
（
表
1
）。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
ヒ
メ
テ
ン
グ
サ
、
イ
ソ
ダ
ン
ツ
ウ
、
フ
ク
ロ
フ
ノ
リ
、
マ
フ
ノ
リ
な
ど
は
、
潮
間
帯
の
上
部
か

ら
中
部
に
み
ら
れ
、
潮
下
帯
に
比
べ
る
と
温
度
や
乾
燥
等
の
環
境
変
化
が
激
し
く
、
波
浪
の
影
響
も
大
き
く
受
け

る
場
所
に
生
育
し
て
い
た
（
写
真
2
）。

潮
下
帯
に
は
、
ワ
カ
メ
や
ア
カ
モ
ク
、
タ
マ
ハ
ハ
キ
モ
ク
な
ど
の
大
型
海
藻
（
写
真
3
）、
マ
ク
サ
や
オ
バ
ク
サ

な
ど
の
小
型
海
藻
が
み
ら
れ
る
（
写
真
4
）。
幡
豆
で
は
、ワ
カ
メ
の
天
然
個
体
を
採
集
し
市
場
に
出
荷
し
て
お
り
、
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第 2部　幡豆の海と生き物3　藻 場

蔵
ワ
カ
メ
や
乾
燥
ワ
カ
メ
は
す
で
に
加
熱
処
理
さ
れ
て
お
り
、
生
ワ
カ
メ

が
売
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
少
な
い
。
普
通
の
人
が
、
緑
色
の
ペ
ラ
ペ
ラ
し

た
膜
状
の
海
藻
を
見
れ
ば
、
ワ
カ
メ
と
思
っ
て
し
ま
う
の
は
仕
方
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。

ア
オ
サ
類
は
、
富
栄
養
化
し
た
内
湾
域
に
お
い
て
大
量
発
生
し
、
緑
潮

（
グ
リ
ー
ン
タ
イ
ド
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
（
能
登
谷�2001

）。
従
来
、
日

本
沿
岸
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
タ
イ
ド
の
多
く
は
在
来
種
の
ア
ナ
ア
オ
サ
が

原
因
と
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
、
外
来
種
の
ミ
ナ
ミ
ア
オ
サ
に
よ
る
事
例

も
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
（Y

abe�et al.�2009

）。
ミ
ナ
ミ
ア

オ
サ
と
ア
ナ
ア
オ
サ
は
形
態
で
は
区
別
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
上
、
両
種

と
も
同
じ
海
域
で
出
現
す
る
事
例
も
多
く
、
研
究
・
対
策
を
進
め
る
上
で

は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
で
は
、
小
さ
な
礫れ

き

（
石
粒
）
や
ア
サ
リ
な
ど
の

貝
殻
な
ど
に
、
ア
オ
サ
類
と
同
じ
緑
藻
の
ア
オ
ノ
リ
類
、
刺
身
の
つ
ま
や

海
藻
サ
ラ
ダ
に
使
わ
れ
る
紅
藻
の
オ
ゴ
ノ
リ
な
ど
が
ち
ょ
こ
ん
と
付
い

て
い
る
の
が
み
ら
れ
る
（
写
真
6
）。

以
上
の
よ
う
に
、
幡
豆
沿
岸
で
は
、
海
藻
類
の
着
生
基
質
の
範
囲
は
狭

い
も
の
の
、
特
徴
の
異
な
る
様
々
な
種
類
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

写真 5　トンボロ干潟に大量に漂着したア
オサ類（撮影：吉川）

写真 6　貝殻上に生育するアオノリ類（撮
影：吉川）

も
、
よ
く
観
察
す
る
と
海
藻
は
み
ら
れ
る
。
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
で
は
、
春
か
ら
夏
の
高
水
温
期
に
な
る
と
、
緑
藻
の

ア
オ
サ
類
が
多
数
漂
着
し
て
い
る
（
写
真
5
）。
筆
者
ら
が
干
潟
で
調
査
を
し
て
い
る
と
、
ア
オ
サ
類
を
見
つ
け
た

潮
干
狩
り
客
の
家
族
が
、「
お
母
さ
ん
、
ワ
カ
メ
が
沢
山
！
」、「
あ
ら
、
ほ
ん
と
ね
」
な
ど
と
会
話
し
て
い
る
場

面
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
し
か
し
、
ワ
カ
メ
は
褐
藻
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、
そ
の
名
が
示
す
通
り

生
時
は
茶
褐
色
な
の
で
、
全
く
別
物
で
あ
る
。
褐
藻
が
茶
褐
色
な
の
は
、
タ
ン
パ
ク
質
と
結
合
し
て
赤
色
を
呈
す

る
フ
コ
キ
サ
ン
チ
ン
と
い
う
カ
ロ
テ
ノ
イ
ド
色
素
と
、
緑
色
の
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
（
葉
緑
素
）
が
存
在
す
る
た
め
で

あ
る
。
ワ
カ
メ
を
加
熱
す
る
と
、
タ
ン
パ
ク
質
が
変
性
し
て
フ
コ
キ
サ
ン
チ
ン
が
橙
黄
色
に
変
化
し
、
隠
れ
て
い

た
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
の
鮮
や
か
な
緑
色
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
（
西
澤�2010

）。
ス
ー
パ
ー
で
販
売
さ
れ
て
い
る
塩

写真 2　潮間帯上部に生育するイソダンツ
ウ（撮影：松永）

写真 3　潮間帯下部に生育するタマハハキ
モク（撮影：松永）

写真 4　潮間帯下部に生育するマクサとオ
バクサ（撮影：松永）
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第 2部　幡豆の海と生き物3　藻 場

シ
マ
ハ
マ
ツ
ボ
（
写
真
7
）
は
、
東
幡
豆
沿
岸
で
は
、
夏
季
の
7
月
よ
り
ア
マ
モ
や
テ
ン
グ
サ
類
の
葉
上
に
新

規
加
入
個
体
群
が
出
現
し
始
め
る
。
新
規
加
入
が
み
ら
れ
る
前
の
4
～
6
月
の
春
季
に
は
、
成
貝
ま
た
は
そ
れ
に

近
い
大
き
さ
の
個
体
が
ア
マ
モ
や
大
型
褐
藻
に
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
が
、
丈
が
小
さ
く
枝
が
細
い
テ
ン
グ
サ
類

に
は
わ
ず
か
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
シ
マ
ハ
マ
ツ
ボ
の
繁
殖
行
動
や
産
卵
行
動
に
起
因
す
る
可
能
性
が
推
測
さ
れ

る
。
新
規
加
入
が
あ
る
夏
季
に
は
、
ア
マ
モ
と
テ
ン
グ
サ
類
に
き
わ
め
て
多
く
の
ご
く
小
型
の
個
体
が
確
認
さ
れ

る
が
、
夏
季
に
枯
死
流
出
す
る
大
型
褐
藻
に
は
生
息
で
き
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
シ
マ
ハ
マ
ツ
ボ
は
、
ア
マ
モ

の
み
で
は
な
く
、
同
所
に
生
育
す
る
海
藻
な
ど
も
そ
の
盛
衰
に
あ
わ
せ
て
上
手
く
利
用
し
て
生
息
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
そ
う
し
た
可
能
性
を
直
接
指
摘
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
シ
マ
ハ
マ
ツ
ボ
の
個
体
数
の
季
節
変

動
を
ア
マ
モ
だ
け
で
な
く
テ
ン
グ
サ
類
の
葉
上
で
も
調
べ
た
研
究
例
は

相
模
湾
で
も
な
さ
れ
て
い
る
（
倉
持�2001a

・b

）。

一
方
、
モ
ロ
ハ
タ
マ
キ
ビ
（
写
真
8
・
9
）
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
全

く
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
そ
の
生
態
が
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
筆
者
ら
は
東
幡
豆
沿
岸
の
モ
ロ
ハ
タ
マ
キ
ビ
個
体
群
を
対
象
に
、
シ

マ
ハ
マ
ツ
ボ
よ
り
も
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
調
査
研
究
を
行
い
、
貝
類
学
会

で
の
発
表
や
論
文
発
表
を
行
っ
た
の
で
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ

れ
て
お
く
。

生
態
調
査
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
モ
ロ
ハ
タ
マ
キ
ビ
の
分
類

に
関
す
る
や
や
こ
し
い
問
題
を
ク
リ
ア
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
と
い

写真 7　東幡豆町のアマモ葉上に見られる
シマハマツボ（撮影：早瀬）

種
類
ご
と
に
、
生
息
場
所
だ
け
で
な
く
、
繁
茂
す
る
季
節
も
少
し
ず
つ
異
な
る
。
一
般
に
本
州
沿
岸
の
海
藻
類
の

多
く
は
冬
か
ら
春
の
低
水
温
期
に
繁
茂
す
る
が
、
幡
豆
で
み
ら
れ
た
ワ
カ
メ
や
ア
カ
モ
ク
、
タ
マ
ハ
ハ
キ
モ
ク
な

ど
の
大
型
海
藻
も
冬
か
ら
春
が
繁
茂
期
で
あ
る
。
一
方
、
小
型
海
藻
で
あ
る
マ
ク
サ
や
オ
バ
ク
サ
は
、
ほ
か
の
多

く
の
海
藻
類
が
消
失
す
る
夏
を
含
め
て
、
周
年
存
在
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
小
規
模
な
磯
と
浜
が
交
互
に
み
ら
れ
る
幡
豆
沿
岸
で
は
、
海
藻
藻
場
と
ア
マ
モ
場
が
近
接
し
て
存
在

し
て
い
る
。
幡
豆
沿
岸
で
は
、
単
一
種
の
海
産
大
型
植
物
に
よ
る
大
規
模
群
落
こ
そ
み
ら
れ
な
い
が
、
多
種
多
様

な
群
落
の
存
在
が
、
海
産
無
脊
椎
動
物
の
多
様
性
を
支
え
て
い
る
要
素
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
証
拠
の
一

例
と
し
て
、
次
節
で
は
、
モ
ロ
ハ
タ
マ
キ
ビ
と
呼
ば
れ
る
小
型
巻
貝
と
海
藻
・
海
草
群
落
の
関
係
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。�

（
松
永
育
之
・
種
倉
俊
之
・
吉
川�

尚
）

4
　
藻
場
の
葉
上
巻
貝
類

藻
場
の
巻
貝
類
と
い
う
と
、
サ
ザ
エ
や
ア
ワ
ビ
の
よ
う
に
比
較
的
大
型
で
岩
に
へ
ば
り
付
い
て
生
活
す
る
種
類

が
思
い
浮
か
ぶ
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
ア
マ
モ
や
海
藻
等
の
植
物
体
上
に
生
息
す
る
小
型
（
多
く
は
殻
長

1�

㎝
未
満
）
の
葉
上
巻
貝
類
を
紹
介
し
た
い
。
東
幡
豆
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
お
よ
び
前
島
周
辺
の
海
藻
藻
場
や
ア
マ

モ
場
で
は
、
シ
マ
ハ
マ
ツ
ボ
と
モ
ロ
ハ
タ
マ
キ
ビ
が
代
表
的
な
葉
上
巻
貝
類
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

2
種
の
巻
貝
は
、
ア
マ
モ
場
で
季
節
に
よ
っ
て
は
非
常
に
多
数
の
個
体
が
認
め
ら
れ
る
。
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て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
や
、
三
河
湾
産
貝
類
目
録
の
ヘ
ソ
カ
ド
タ

マ
キ
ビ
は
モ
ロ
ハ
タ
マ
キ
ビ
の
誤
認
記
録
で
あ
る
こ
と
な
ど
誤
り
が
多

く
、こ
の
2
種
に
分
類
上
の
問
題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
つ
ま
り
、

東
幡
豆
沿
岸
の
個
体
群
が
こ
れ
ら
2
種
の
ど
ち
ら
に
相
当
す
る
の
か
注

意
深
く
検
討
す
る
必
要
が
新
た
に
生
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
種
の
特
徴
を
あ
ら
た
め
て
見
直
す
と
、
モ
ロ
ハ
タ
マ
キ
ビ
は
紙

の
よ
う
に
薄
く
す
ぐ
壊
れ
そ
う
な
殻
を
持
ち
、
薄
い
緑
色
を
帯
び
た
淡

黄
褐
色
で
あ
る
（
写
真
10
）
の
に
対
し
て
、
ヘ
ソ
カ
ド
タ
マ
キ
ビ
は
比

較
的
厚
く
硬
い
殻
を
持
ち
、
色
も
オ
レ
ン
ジ
色
に
近
い
濃
い
茶
褐
色
で

あ
る
（
写
真
11
）
な
ど
特
徴
は
大
き
く
異
な
り
、
東
幡
豆
沿
岸
の
個
体

群
は
モ
ロ
ハ
タ
マ
キ
ビ
で
あ
る
と
同
定
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
貝
類
研
究
者
に
混
同
さ
れ
て
い
た
の
は
、
こ
れ
ら

2
種
の
個
体
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
の
と
共
に
比
較
的
珍
し
い
種
（
分

類
標
徴
の
現
れ
る
成
熟
個
体
が
い
つ
、
ど
こ
で
も
見
つ
か
る
わ
け
で
は

な
い
種
）
で
も
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
こ
れ
ら
の
標
本
を

所
持
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
筆
者
ら
は
2
種
の
違
い
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
、
貝
類
研
究
家
・
コ
レ
ク
タ
ー
の
方
々
か
ら
標
本
を
お
借

り
し
、
一
年
近
く
も
の
日
数
を
要
し
て
し
ま
っ
た
。

写真 10　東幡豆町のアマモ葉上に見られ
るモロハタマキビ（殻：2011.12.12 採取　
殻長約 5㎜）（撮影：早瀬）

写真 11　ヘソカドタマキビ（殻：神奈川
県逗子市（逗子海岸）2015.1.28 採取　殻
長約 5 〜 6㎜）（撮影：早瀬）

う
の
は
、
波
部
・
小
菅
（1967

）
は

三
河
湾
に
生
息
し
て
い
る
も
の
を
モ

ロ
ハ
タ
マ
キ
ビ
で
は
な
く
、
セ
ト
ウ

チ
ヘ
ソ
カ
ド
タ
マ
キ
ビ
と
い
う
形
態

が
良
く
似
た
別
種
と
し
て
い
た
。
一

方
、
長
谷
川
（2000

）
は
、
セ
ト
ウ

チ
ヘ
ソ
カ
ド
タ
マ
キ
ビ
と
さ
れ
て
い

た
も
の
は
、
モ
ロ
ハ
タ
マ
キ
ビ
の
型

の
一
つ
で
あ
り
、
別
種
と
す
る
ほ
ど

の
違
い
で
は
な
く
、
同
種
（
モ
ロ
ハ

タ
マ
キ
ビ
）
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
ら
が
東
幡
豆
沿
岸
で
採
集
し
た
モ
ロ
ハ
タ
マ
キ
ビ
の
成
熟
個

体
（
成
貝
）
の
殻
の
形
態
を
観
察
し
て
み
る
と
、
個
体
間
で
の
変
異
が
大
き
く
、
典
型
的
な
セ
ト
ウ
チ
ヘ
ソ
カ
ド

タ
マ
キ
ビ
の
よ
う
な
形
態
か
ら
典
型
的
な
モ
ロ
ハ
タ
マ
キ
ビ
と
さ
れ
る
も
の
に
近
い
形
態
ま
で
連
続
的
に
変
化
し

て
お
り
、種
を
分
け
る
よ
う
な
明
確
な
区
切
り
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
判
っ
た（
早
瀬
ほ
か�2016

）。
し
た
が
っ

て
、
波
部
（1958

）
が
提
唱
し
た
セ
ト
ウ
チ
ヘ
ソ
カ
ド
タ
マ
キ
ビ
と
い
う
種
は
モ
ロ
ハ
タ
マ
キ
ビ
の
一
型
に
す
ぎ

な
い
と
す
る
長
谷
川
（2000

）
の
考
え
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
で
、
セ
ト
ウ
チ
ヘ
ソ
カ
ド
タ
マ
キ
ビ
と
い
う
種
を
考
慮
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ほ
っ
と
し
た
つ
か
の
間
、

実
は
、
図
鑑
に
モ
ロ
ハ
タ
マ
キ
ビ
と
し
て
図
示
さ
れ
て
い
る
写
真
に
は
別
種
の
ヘ
ソ
カ
ド
タ
マ
キ
ビ
が
誤
用
さ
れ

写真 8　東幡豆町のアマモ葉上に見られる
モロハタマキビ（背面）（撮影：早瀬）

写真 9　東幡豆町のアマモ葉上に見られる
モロハタマキビ（腹面）（撮影：早瀬）

156157



第 2部　幡豆の海と生き物3　藻 場

比
べ
て
幅
広
く
て
長
い
た
め
、

殻
長
1
㎝
近
く
に
ま
で
成
長
し

て
も
十
分
に
生
息
で
き
る
の
で

あ
る
。

晩
秋
以
降
に
モ
ロ
ハ
タ
マ
キ

ビ
成
貝
の
消
化
物
を
顕
微
鏡
で

観
察
す
る
と
、
付
着
珪
藻
類
と

と
も
に
ア
マ
モ
を
多
く
摂
餌
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
（
写

真
12
・
13
）。
巻
貝
類
は
、
歯
舌

と
呼
ば
れ
る
器
官
を
用
い
て
、

餌
を
削
り
取
る
よ
う
に
し
て

食
べ
る
。
本
種
の
歯
舌
形
状

の
経
月
変
化
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
稚
貝
や
幼
貝
で
は
比
較
的

鋭
い
歯
尖
が
認
め
ら
れ
た
（
写

真
14
）
の
に
対
し
、
ア
マ
モ
を

か
じ
っ
て
食
べ
る
よ
う
に
な
る

写 真 12　 東 幡 豆 町 の モ ロ ハ タ マ キ ビ
の 糞 の 内 容 物（ 珪 藻：Arachnoidiscus 
japonicus）（撮影：早瀬）

写真 13　東幡豆町のモロハタマキビの糞
の内容物（アマモの組織）（撮影：早瀬）

写真 14　東幡豆町のモロハタマキビの歯
舌（幼貝：2012.7.1 採取）（撮影：東海大
吉川研究室）

写真 15　東幡豆町のモロハタマキビの歯
舌（成貝：2012.1.18 採取）（撮影：東海
大吉川研究室）

さ
て
、
モ
ロ
ハ
タ
マ
キ
ビ
の
生
息
場
所
に
関
し
て
は
、
多
く
の
図
鑑
な
ど
で
ア
マ
モ
葉
上
と
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
実
際
に
東
幡
豆
沿
岸
で
数
種
の
海
産
大
型
植
物
を
採
集
し
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
決
し
て
ア
マ
モ
葉
上
の
み

に
生
息
す
る
種
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
年
間
を
通
じ
た
調
査
に
よ
り
、
モ
ロ
ハ
タ
マ
キ
ビ
稚

貝
の
新
規
加
入
が
見
ら
れ
る
の
は
春
で
あ
る
こ
と
、
秋
以
降
に
成
熟
、
冬
に
交
尾
や
産
卵
を
行
っ
た
後
に
死
滅
す

る
巻
貝
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
生
活
史
は
、
各
種
海
産
大
型
植
物
、
特
に
ア
マ
モ
の
盛
衰
を
上
手
く
利
用
し
て
い
る
可
能
性
が
推

測
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
春
の
稚
貝
の
と
き
は
、
こ
の
時
期
に
繁
茂
期
と
な
る
褐
藻
タ
マ
ハ
ハ
キ
モ
ク
に
お
び
た

だ
し
い
数
（
数
百
～
数
千
個
体
）
で
付
着
し
て
い
た
。
ア
マ
モ
や
テ
ン
グ
サ
類
に
も
見
ら
れ
た
が
、
個
体
数
と
し

て
は
圧
倒
的
に
タ
マ
ハ
ハ
キ
モ
ク
の
葉
上
の
場
合
が
多
か
っ
た
。
タ
マ
ハ
ハ
キ
モ
ク
な
ど
の
褐
藻
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類

は
、
細
い
枝
に
多
数
の
葉
が
つ
い
た
複
雑
な
形
状
の
大
型
海
藻
（
1
～
数
ｍ
に
達
す
る
）
で
あ
る
た
め
、
非
常
に

小
さ
い
稚
貝
（
加
入
時
、
殻
長
0
・
5�
㎜
ほ
ど
）
が
多
数
付
着
す
る
の
に
適
し
て
い
る
。

夏
に
な
る
と
、
タ
マ
ハ
ハ
キ
モ
ク
の
茎
か
ら
上
部
は
枯
死
し
て
流
出
し
て
し
ま
う
。
ま
た
、
ア
マ
モ
も
冬
～
春

に
か
け
て
十
分
成
長
し
た
株
が
枯
れ
て
、
地
上
部
に
は
若
い
株
が
丈
の
低
く
ま
ば
ら
な
状
態
で
し
か
残
ら
な
い
。

モ
ロ
ハ
タ
マ
キ
ビ
は
、
夏
の
間
も
現
存
量
は
あ
ま
り
減
少
し
な
い
テ
ン
グ
サ
類
の
葉
上
で
多
く
見
ら
れ
た
。
テ
ン

グ
サ
類
は
、
丈
が
小
さ
く
枝
も
細
い
海
藻
で
あ
る
が
、
モ
ロ
ハ
タ
マ
キ
ビ
は
他
の
大
型
植
物
が
少
な
く
な
る
夏
の

時
期
を
テ
ン
グ
サ
類
の
葉
上
な
ど
で
し
の
い
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

10
月
以
降
の
秋
に
水
温
が
低
下
し
、
ア
マ
モ
の
地
上
部
が
再
び
盛
ん
に
生
長
を
し
始
め
る
と
、
モ
ロ
ハ
タ
マ
キ

ビ
は
ア
マ
モ
葉
上
の
み
で
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ア
マ
モ
の
葉
は
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
や
テ
ン
グ
サ
類
等
と

158159



第 2部　幡豆の海と生き物3　藻 場

し
、
ア
マ
モ
の
葉
に
絡
む
と
、
ク
モ
が
糸
を
登
る
よ
う
に
葉
上
に
戻
る
行
動
が
観
察
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
粘
液

糸
を
利
用
し
た
浮
遊
行
動
は
、
モ
ロ
ハ
タ
マ
キ
ビ
と
同
属
の
別
種
で
も
報
告
さ
れ
て
お
り
（M

artel�and�Chia�
1991

）、
本
種
に
お
い
て
も
複
数
種
の
海
産
植
物
の
群
落
間
を
移
動
す
る
際
に
利
用
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
、
東
幡
豆
沿
岸
で
行
わ
れ
た
調
査
に
よ
り
、
従
来
は
主
に
ア
マ
モ
場
で
生
活
す
る
と
思
わ
れ
て
い
た
モ
ロ

ハ
タ
マ
キ
ビ
が
、
各
種
大
型
植
物
の
季
節
的
な
消
長
に
応
じ
て
生
活
場
所
を
変
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま

た
、
生
息
環
境
と
な
る
海
藻
・
海
草
の
変
化
に
呼
応
し
て
、
成
長
や
繁
殖
を
行
う
時
期
を
合
わ
せ
、
そ
の
よ
う
な

生
活
史
に
伴
い
歯
舌
な
ど
の
形
態
が
変
化
す
る
よ
う
、
適
応
・
進
化
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
モ
ロ
ハ
タ
マ

キ
ビ
の
生
存
と
繁
栄
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
広
く
な
い
範
囲
内
に
、
複
数
種
類
の
大
型
植
物
の
群
落
が
混
在
し
て
い
る

環
境
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

モ
ロ
ハ
タ
マ
キ
ビ
の
よ
う
に
私
た
ち
の
身
近
な
場
所
に
見
ら
れ
る
貝
類
で
さ
え
も
、
ほ
と
ん
ど
の
種
に
お
い
て

生
活
史
な
ど
の
詳
細
は
分
か
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
多
く
の
貝
類
に
は
各
種
の
興
味
深
い
生
態
が
あ
る

は
ず
だ
が
、
ま
だ
未
知
の
部
分
が
多
く
を
占
め
て
い
る
の
は
非
常
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
言
う
と
、
ど
の

貝
類
を
対
象
と
し
て
も
、
詳
し
く
観
察
・
研
究
を
行
え
ば
新
発
見
の
情
報
を
得
ら
れ
る
可
能
性
は
非
常
に
高
い
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
貝
類
の
生
態
に
は
未
解
明
の
部
分
が
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
研
究
す
る
に
は
こ
れ
ほ
ど

や
り
が
い
の
あ
る
生
物
は
な
い
と
考
え
る
。
生
き
物
が
好
き
で
、
そ
の
生
態
な
ど
の
研
究
を
志
望
し
て
い
る
若
い

方
な
ど
に
は
、
ぜ
ひ
貝
類
の
生
態
学
的
研
究
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。�

（
早
瀬
善
正
・
吉
川�

尚
）

成
貝
で
は
歯
尖
が
円
み
を
帯
び
る
（
写
真
15
）
よ
う
に
な
っ
た
（
早
瀬
ほ

か�2016

）。
こ
の
よ
う
な
歯
舌
の
形
状
変
化
は
、
成
長
に
伴
う
生
活
場
所

や
食
性
の
変
化
に
適
応
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
、
モ
ロ
ハ
タ
マ
キ
ビ
に
近

い
北
米
産
の
同
属
の
別
種
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る

（Padilla�1998

）。
歯
舌
の
形
状
は
、
多
く
の
巻
貝
に
お
い
て
種
を
特
定

す
る
た
め
に
最
も
重
要
な
形
質
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
歯
舌
に
い
く

つ
も
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、殻
の
変
化
に
加
え
、実
に
や
っ

か
い
な
種
で
あ
る
。

冬
に
な
る
と
、
モ
ロ
ハ
タ
マ
キ
ビ
は
ア
マ
モ
葉
上
で
成
熟
し
、
産
卵

す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
期
の
東
幡
豆
の
ア
マ
モ
葉
上
に
は
、
多
数

の
卵
嚢
が
観
察
さ
れ
た
。
野
外
か
ら
採
取
し
た
個
体
が
産
卵
し
た
卵
嚢
（
写
真
16
）
を
室
内
で
飼
育
し
た
と
こ

ろ
、
産
卵
か
ら
約
2
週
間
後
に
孵
化
し
て
浮
遊
幼
生
（
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
）
と
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
（
早
瀬
ほ
か�

2016

）。
浮
遊
幼
生
と
し
て
し
ば
ら
く
海
水
中
に
漂
っ
て
過
ご
し
た
後
に
、
ア
マ
モ
や
タ
マ
ハ
ハ
キ
モ
ク
な
ど
の

葉
上
に
着
底
す
る
の
で
あ
る
。
夏
に
な
る
と
、
数
十
ｍ
以
上
離
れ
た
テ
ン
グ
サ
類
の
群
落
へ
と
棲
み
か
を
変
え
る

わ
け
だ
が
、
そ
の
時
点
で
も
ま
だ
殻
長
数
㎜
と
ご
く
小
さ
く
、
し
か
も
着
底
し
た
た
め
に
遊
泳
力
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
の

巻
貝
が
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
し
て
移
動
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

そ
こ
で
、
採
取
直
後
の
モ
ロ
ハ
タ
マ
キ
ビ
稚
貝
を
入
れ
た
飼
育
容
器
を
振
り
回
し
て
激
し
く
水
流
を
起
こ
し
た

後
、
静
置
し
て
観
察
し
て
み
た
（
早
瀬
ほ
か�2016

）。
そ
の
結
果
、
水
流
に
漂
い
な
が
ら
細
長
い
粘
液
糸
を
放
出

写真 16　東幡豆町のモロハタマキビの卵
嚢（撮影：早瀬）
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武
田
和
也
（2005

）
三
河
湾
の
漁
場
環
境
の
推
移
。
愛
知
大
学
綜
合
郷
土
研
究
所
紀
要
、
50
号
、
2�

3�

1

－

2�
3�

8
頁
。

海
の
自
然
再
生
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（2003

）
海
の
自
然
再
生
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
3　

藻
場
編 

そ
の
計
画
・
技
術
・
実
践
。（
監

修
）
国
土
交
通
省
港
湾
局
、
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ょ
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い
。
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男
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史
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）
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マ
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よ
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ア
サ
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着
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効
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。
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岡
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。
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湾
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史
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。
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第 2部　幡豆の海と生き物

環
境
要
素
は
、
海
岸
線
の
奥
ま
っ
た
「
浜
」
に
相
当
す
る
部
分
で
み
ら
れ
る
が
、
比
較
的
波
あ
た
り
が
強
い
「
磯
」

は
岩
礁
域
と
な
っ
て
い
る
。

三
河
湾
の
干
潟
に
は
多
様
な
底
生
動
物
が
生
息
し
、
複
雑
な
食
物
網
を
構
成
し
て
い
る
（
6
章
）。
魚
類
も
そ

れ
ら
の
底
生
動
物
等
を
餌
と
し
、
そ
の
食
物
網
を
構
成
す
る
一
員
と
な
っ
て
い
る
。
三
河
湾
の
場
合
、
河
口
干
潟

と
前
浜
干
潟
の
2
タ
イ
プ
が
多
い
が
、
両
者
で
は
利
用
の
さ
れ
方
が
や
や
異
な
る
。
河
口
干
潟
は
、
海
と
河
川
を

行
き
来
す
る
通
し
回
遊
魚
に
と
っ
て
、
生
活
史
の
一
時
期
を
過
ご
す
重
要
な
場
と
な
っ
て
い
る
。
魚
が
海
か
ら
河

川
へ
（
ま
た
は
河
川
か
ら
海
へ
）
移
動
す
る
際
、
塩
分
（
浸
透
圧
）
の
大
き
な
変
化
に
対
す
る
生
理
的
な
適
応
が

求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、餌
や
捕
食
者
と
い
っ
た
他
生
物
と
の
関
係
も
大
き
く
変
化
す
る
。
通
し
回
遊
魚
に
と
っ
て
、

河
口
干
潟
は
そ
の
よ
う
な
急
激
な
変
化
を
や
わ
ら
げ
、
新
し
い
環
境
に
少
し
ず
つ
適
応
す
る
た
め
の
経
由
地
と
し

て
、
重
要
な
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

前
浜
干
潟
は
、大
き
な
河
川
の
河
口
か
ら
は
少
し
離
れ
た
場
所
に
形
成
さ
れ
る
（
東
幡
豆
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
も
、

前
浜
干
潟
に
該
当
す
る
）。
前
浜
干
潟
も
、
河
口
干
潟
と
同
様
に
、
通
し
回
遊
魚
に
と
っ
て
の
経
由
地
と
な
っ
て

い
る
面
も
あ
る
。
ア
マ
モ
場
は
、
砂
泥
底
で
流
れ
が
緩
や
か
な
場
所
に
形
成
さ
れ
る
（
3
章
）。
そ
の
た
め
、
前

浜
干
潟
の
周
囲
に
は
ア
マ
モ
場
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
（
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
で
も
そ
う
で
あ
る
）、
ア
マ
モ
場
と

行
き
来
す
る
種
、
両
方
の
生
態
系
に
依
存
す
る
種
が
存
在
す
る
。

そ
の
ほ
か
、
岩
礁
域
は
、
岩
陰
が
魚
に
隠
れ
家
を
、
付
着
生
物
が
餌
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
岩
礁
域
で
は

海
藻
藻
場
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
（
3
章
）、
ア
マ
モ
場
と
同
様
、
稚
仔
魚
の
育
成
場
と
な
っ
て
い
る
。

4　魚 類

4
　
魚 

類

1
　
三
河
湾
沿
岸
域
の
魚
類

魚
類
の
生
息
環
境
と
し
て
の
沿
岸
域

内
湾
域
は
、
沿
岸
の
浅
場
と
沖
合
の
深
場
の
大
き
く
2
つ
の
領
域
か
ら
な
る
。
三
河
湾
の
場
合
、
沖
合
の
深
場

で
は
、
比
較
的
大
型
の
魚
類
が
生
息
し
、
群
泳
す
る
種
類
を
主
な
対
象
と
し
た
底
曳
網
等
が
行
わ
れ
て
い
る
（
第

1
部
5
章
）。
一
方
、
海
岸
線
が
入
り
組
ん
だ
浅
場
は
、
底
曳
網
等
の
商
業
漁
業
の
場
と
し
て
は
適
さ
な
い
が
、

多
く
の
魚
種
に
と
っ
て
産
卵
場
や
稚
仔
魚
の
育
成
場
等
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

一
口
に
浅
場
と
い
っ
て
も
海
岸
線
が
入
り
組
ん
で
お
り
、
幡
豆
近
海
を
は
じ
め
、
三
河
湾
全
体
で
多
様
な
環
境

要
素
が
み
ら
れ
る
（
1
章
1
）。
例
え
ば
、
大
き
な
河
川
の
河
口
に
形
成
さ
れ
る
河
口
干
潟
、
そ
れ
か
ら
少
し
離

れ
た
場
所
に
形
成
さ
れ
る
前
浜
干
潟
、
前
浜
干
潟
等
の
周
辺
で
み
ら
れ
る
ア
マ
モ
場
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
各

164165



第 2部　幡豆の海と生き物4　魚 類

し
く
紹
介
）。
そ
の
よ
う
な
種
の
場
合
は
シ
ャ
ベ
ル

や
ス
コ
ッ
プ
に
よ
る
採
集
も
有
効
的
で
あ
る
（
乾
・

小
山�2014

）。
さ
ら
に
、
季
節
に
よ
っ
て
生
息
場
所

を
移
動
す
る
魚
種
も
多
い
こ
と
か
ら
、
同
じ
場
所
に

つ
い
て
年
に
複
数
回
の
調
査
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し

い
。こ

の
よ
う
な
魚
類
の
採
集
調
査
は
、
子
供
の
頃
に

水
辺
の
生
き
物
を
採
集
し
た
り
、
釣
り
を
し
た
り
と

い
っ
た
経
験
の
延
長
上
に
あ
り
、
非
常
に
楽
し
い
も

の
で
あ
る
。
海
洋
生
物
学
や
水
産
学
等
を
専
攻
す
る

研
究
者
や
大
学
生
の
中
に
は
、
そ
う
し
た
幼
少
時
の

経
験
を
基
に
進
路
を
選
択
し
て
い
る
人
も
多
い
。
仮

に
そ
の
よ
う
な
経
験
が
な
く
て
も
、
大
学
進
学
後
に

周
囲
の
友
人
等
に
誘
わ
れ
て
始
め
る
う
ち
に
、
そ
の

楽
し
さ
に
は
ま
り
、
詳
し
く
な
っ
て
い
く
ケ
ー
ス
も

沢
山
あ
る
。

ま
た
、
特
に
専
門
の
大
学
に
進
学
し
な
く
て
も
、

あ
る
い
は
卒
業
後
に
研
究
職
等
に
就
か
な
く
て
も
、

図 1　調査地点（荒尾ほか（2007）、荒尾（未発表データ）をもとに作成）

河口干潟
前浜干潟
アマモ場
岩礁域愛知県

三河湾

遠州灘

20km

調
査
の
概
要

こ
こ
で
は
、
筆
者
が
過
去
に
調
査
し
た
結
果
（
荒
尾
ほ
か�2007

）
を
中
心
に
、
三
河
湾
沿
岸
の
浅
場
、
特
に

河
口
干
潟
で
み
ら
れ
る
主
な
魚
種
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。図
1
に
、主
な
調
査
地
点
の
位
置
を
示
し
て
お
く
。な
お
、

東
幡
豆
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
の
ア
マ
モ
場
で
み
ら
れ
る
魚
種
に
つ
い
て
は
次
節
を
、
三
河
湾
の
沖
合
や
遠
州
灘
等
で

主
に
底
曳
網
で
取
れ
る
魚
種
に
つ
い
て
は
第
1
部
3
章
2
を
、
そ
れ
ぞ
れ
参
照
し
て
ほ
し
い
。

魚
類
採
集
に
は
主
に
タ
モ
網
を
使
用
し
た
。
タ
モ
網
は
最
も
手
軽
で
一
般
的
な
漁
具
で
あ
る
。
海
藻
・
海
草
群

落
の
内
部
や
周
囲
、
石
の
下
、
泥
の
中
な
ど
の
隠
れ
家
に
潜
ん
で
い
る
魚
類
を
、
足
で
網
に
追
い
込
ん
で
使
用
す

る
。
た
だ
し
適
度
に
加
減
を
し
な
い
と
、
生
息
環
境
を
徹
底
的
に
破
壊
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
た
め
、
注
意

が
必
要
で
あ
る
（
松
沢�2012
）。

逃
げ
足
が
速
い
等
の
理
由
か
ら
、
タ
モ
網
で
は
捕
ま
え
に
く
い
魚
種
に
つ
い
て
は
、
釣
り
に
よ
る
採
集
も
行
っ

た
。
の
ん
び
り
と
釣
り
糸
を
垂
れ
る
の
も
楽
し
い
採
集
方
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
な
お
、
ア
マ
モ
場
に
多
い
稚
仔

魚
は
非
常
に
小
さ
い
た
め
、
見
つ
け
取
り
が
主
と
な
る
タ
モ
網
や
釣
り
で
は
な
か
な
か
採
集
さ
れ
難
い
。
ア
マ
モ

場
の
魚
類
相
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
稚
仔
魚
の
採
集
用
に
開
発
さ
れ
た
砕
波
帯
ネ
ッ
ト
等
の
利
用
が
適
し
て
い

る
（
本
章
2
を
参
照
）。

沿
岸
域
の
主
要
な
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
ハ
ゼ
科
魚
類
で
は
、
種
に
よ
っ
て
好
む
底
質
が
様
々
で
あ
る
た
め
、
そ
の

種
組
成
を
正
確
に
把
握
す
る
に
は
、
泥
底
、
砂
底
、
礫
底
な
ど
、
様
々
な
底
質
で
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

中
に
は
小
型
甲
殻
類
の
生
息
孔
内
を
生
息
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
る
種
も
あ
る
（
キ
セ
ル
ハ
ゼ
な
ど
。
後
で
詳
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第 2部　幡豆の海と生き物4　魚 類

ハ
ゼ
科
の
多
く
は
干
潟
減
少
や
環
境
悪
化
の
影
響
を
受
け
て
減
少
し
、
環
境
省
や
愛
知
県
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
（
表
1
）。
つ
ま
り
、
ハ
ゼ
科
魚
類
の
出
現
状
況
は
、
そ
の
内
湾
沿
岸
域
の
魚
類
相

や
生
物
の
生
息
環
境
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、河
口
干
潟
で
は
、様
々
な
通
し
回
遊
魚
が
出
現
し
た
。
通
し
回
遊
魚
は
、河
川
と
海
を
往
来
す
る
途
中
で
、

浸
透
圧
の
変
化
に
馴
化
す
る
場
所
と
し
て
、
一
時
的
に
河
口
干
潟
を
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
産
卵
場
や
稚
仔
魚

の
育
成
場
な
ど
と
し
て
利
用
す
る
魚
種
も
い
る
。
通
し
回
遊
魚
は
、
主
に
河
川
や
湖
沼
で
成
長
し
、
繁
殖
・
産
卵

の
た
め
に
海
に
降く

だ

る
降
河
回
遊
魚
（
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
、
カ
マ
キ
リ
〔
別
名
ア
ユ
カ
ケ
〕
な
ど
）、
川
と
海
の
両
方

で
成
長
す
る
両
側
回
遊
魚
（
ア
ユ
、
ウ
ツ
セ
ミ
カ
ジ
カ
な
ど
）
に
分
け
ら
れ
る
。
ほ
か
に
、
産
卵
の
た
め
に
河
川

を
遡
上
す
る
遡
河
回
遊
魚
（
サ
ケ
・
マ
ス
類
等
）
も
あ
る
が
、
三
河
湾
沿
岸
で
は
こ
の
タ
イ
プ
の
種
は
少
な
い
。

ま
た
、
ボ
ラ
、
ス
ズ
キ
と
い
っ
た
汽
水
魚
に
加
え
、
ク
ロ
ソ
イ
、
タ
ケ
ノ
コ
メ
バ
ル
、
メ
ジ
ナ
、
ア
イ
ナ
メ
、

ア
サ
ヒ
ア
ナ
ハ
ゼ
、
ギ
ン
ポ
、
ナ
ベ
カ
、
ネ
ズ
ミ
ゴ
チ
、
ク
ロ
ホ
シ
ヤ
ハ
ズ
ハ
ゼ
、
ア
ゴ
ハ
ゼ
と
い
っ
た
海
水
魚

も
出
現
す
る
。
こ
れ
ら
の
海
水
魚
は
、
も
と
も
と
塩
分
変
化
の
耐
性
が
比
較
的
強
い
と
思
わ
れ
る
グ
ル
ー
プ
で
あ

る
。さ

ら
に
、
フ
ナ
類
、
モ
ツ
ゴ
、
タ
モ
ロ
コ
、
ス
ゴ
モ
ロ
コ
類
、
カ
ダ
ヤ
シ
、
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
と

い
っ
た
純
淡
水
魚
が
出
現
す
る
こ
と
も
あ
る
。
汽
水
域
で
あ
る
河
口
干
潟
に
お
い
て
、純
淡
水
魚
に
出
会
っ
た
ら
、

大
抵
の
人
は
驚
く
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
純
淡
水
魚
の
多
く
は
、
雨
に
よ
る
河
川
の
増
水
な
ど
で
一
時
的
に
流
下

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

カ
ダ
ヤ
シ
、
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
の
場
合
、
塩
分
に
対
す
る
耐
性
が
強
く
（
川
那
部
ほ
か�2001

）、
河
口
域
に
周
年

タ
モ
網
等
を
用
い
た
魚
類
の
採
集
調
査
は
個
人
レ
ベ
ル
で
十
分
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
読
者
の
皆
さ
ん
が
、
海

や
河
川
等
で
魚
類
を
採
集
す
る
際
に
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
所
、
時
期
、
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
漁
具
等
が

あ
る
の
で
気
を
付
け
て
ほ
し
い
。
詳
し
く
は
、
各
都
道
府
県
の
水
産
担
当
部
署
に
よ
る
漁
業
調
整
規
則
等
を
参
照

さ
れ
た
い
。
近
所
の
釣
具
店
等
で
も
情
報
は
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
安
全
面
に
も
十
分
配
慮
が
必
要

で
あ
る
。
採
集
の
ル
ー
ル
に
目
を
通
し
た
ら
、
道
具
を
持
っ
て
ぜ
ひ
採
集
に
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
き
っ
と
新

し
い
発
見
が
待
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

河
口
干
潟
の
魚
類

さ
て
、
三
河
湾
の
浅
場
に
生
息
す
る
魚
類
に
つ
い
て
、
ま
ず
河
口
干
潟
か
ら
紹
介
し
よ
う
。
三
河
湾
沿
岸
で
は
、

豊
橋
平
野
を
流
れ
る
豊
川
、
岡
崎
平
野
の
矢
作
川
や
境
川
等
の
流
程
の
長
い
河
川
の
河
口
に
お
い
て
、
発
達
し
た

河
口
干
潟
が
み
ら
れ
る
。
一
方
、
渥
美
半
島
や
知
多
半
島
側
に
は
流
程
が
短
い
河
川
が
多
く
、
河
口
干
潟
は
あ
ま

り
発
達
し
な
い
。

三
河
湾
の
河
口
干
潟
に
は
、
計
60
種
の
魚
類
が
み
ら
れ
た
（
表
1
）。
他
の
場
所
に
比
べ
て
種
類
が
多
い
の
は
、

最
も
重
点
的
に
調
査
し
た
場
所
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
る
が
、
ハ
ゼ
科
が
計
25
種
と
多
数
み
ら
れ
た
こ
と
が

大
き
い
。

ハ
ゼ
科
は
汽
水
域
に
生
息
す
る
種
が
多
く
、
泥
底
に
は
ト
ビ
ハ
ゼ
、
砂
泥
底
に
は
ヒ
モ
ハ
ゼ
や
マ
サ
ゴ
ハ
ゼ
、

キ
セ
ル
ハ
ゼ
、
エ
ド
ハ
ゼ
、
砂
底
に
は
ヒ
メ
ハ
ゼ
な
ど
と
い
っ
た
具
合
に
、
様
々
な
底
質
に
生
息
す
る
。
ハ
ゼ
科

は
世
界
の
多
く
の
内
湾
域
や
河
口
域
で
優
占
す
る
（
加
納
ほ
か�2000,�
瀬
能�2004,�

乾
・
小
山�2014

）。
ま
た
、
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第 2部　幡豆の海と生き物4　魚 類

分類・種名 出現場所 レッドリストのランク

目 科 種
河口
干潟

前浜
干潟

アマ
モ場

岩礁
域

環境省
2014

愛知県
2015

エイ目 アカエイ科 アカエイ ● ● ●
カライワシ目 カライワシ科 カライワシ ●
ウナギ目 ウナギ科 ニホンウナギ ● 絶滅危惧 IB類 絶滅危惧 IB類
コイ目 コイ科 フナ属未同定種 ●

ウグイ ●
モツゴ ●
タモロコ ●
スゴモロコ属未同定種 ●

サケ目 アユ科 アユ ●
ボラ目 ボラ科 ボラ ● ● ● ●

メナダ ●
カダヤシ目 カダヤシ科 カダヤシ ●
ダツ目 メダカ科 ミナミメダカ ● 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧
スズキ目 メバル科 クロソイ ● ●

シロメバル ● ● ●
タケノコメバル ● ● ● ●
ムラソイ ●

ハオコゼ科 ハオコゼ ●
コチ科 マゴチ（クロゴチ） ●
スズキ科 スズキ ● ● ● ●
サンフィッシュ科 ブルーギル ●
ヒイラギ科 ヒイラギ ●
タイ科 クロダイ ● ●
キス科 シロギス ●
シマイサキ科 コトヒキ ●

シマイサキ ●
メジナ科 メジナ ● ●
アイナメ科 アイナメ ● ●
カジカ科 カマキリ（アユカケ） ● 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧 IB類

ウツセミカジカ（カ
ジカ小卵型）

● 絶滅危惧 IB類 絶滅危惧Ⅱ類

アサヒアナハゼ ●
ニシキギンポ科 ギンポ ● ● ●
ヘビギンポ科 ヘビギンポ ●
イソギンポ科 トサカギンポ ●

イダテンギンポ ●
ナベカ ● ●

ネズッポ科 ネズミゴチ ● ●
カワアナゴ科 カワアナゴ ● 準絶滅危惧

表 1　三河湾沿岸の干潟・アマモ場・岩礁域に出現する魚種
（荒尾ほか（2007）、荒尾（未発表データ）をもとに作成）

分類・種名 出現場所 レッドリストのランク

目 科 種
河口
干潟

前浜
干潟

アマ
モ場

岩礁
域

環境省
2014

愛知県
2015

スズキ目 ハゼ科 ミミズハゼ ● ●
ヒモハゼ ● 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類
トビハゼ ● 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類
マハゼ ● ● ●
アシシロハゼ ●
アベハゼ ●
マサゴハゼ ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類
アカオビシマハゼ ●
ヌマチチブ ●
チチブ ●
ヒナハゼ ●
クロホシヤハズハゼ ●
シマヨシノボリ ●
オオヨシノボリ ● 準絶滅危惧
ゴクラクハゼ ●
ウロハゼ ●
ツマグロスジハゼ ●
スジハゼ ●
ヒメハゼ ● ● ●
スミウキゴリ ●
ウキゴリ ●
ニクハゼ ●
ビリンゴ ● ●
キセルハゼ ● 絶滅危惧 IB類 絶滅危惧 IA類
エドハゼ ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧
アゴハゼ ● ●
ドロメ ●
イトヒキハゼ ●

カレイ目 カレイ科 イシガレイ ● ● ●
フグ目 ギマ科 ギマ ● ●

フグ科 クサフグ ● ● ● ●

レッドリストのランクは、環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室（2014）、愛知県環境
部（2015）を参照した。
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第 2部　幡豆の海と生き物4　魚 類

ネ
ズ
ミ
ゴ
チ
、
マ
ハ
ゼ
、
ス
ジ
ハ
ゼ
、
ヒ
メ
ハ
ゼ
、
イ
ト
ヒ
キ
ハ
ゼ
、
イ
シ
ガ
レ
イ
、
ギ
マ
、
ク
サ
フ
グ
な
ど
が

出
現
す
る
（
表
1
）。
シ
ロ
ギ
ス
、
ネ
ズ
ミ
ゴ
チ
と
い
っ
た
投
げ
釣
り
の
対
象
魚
が
生
息
す
る
こ
と
も
特
徴
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。

な
お
、
先
述
の
よ
う
に
、
ア
マ
モ
場
に
多
い
仔
稚
魚
の
採
集
に
は
、
荒
尾
ほ
か
（2007

）
で
使
用
し
た
タ
モ
網

は
適
さ
な
い
。
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
の
ア
マ
モ
場
で
は
、
砕
波
帯
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
た
調
査
に
よ
り
、
こ
こ
で
は
挙
げ

て
な
い
様
々
な
魚
種
が
確
認
さ
れ
た
（
本
章
2
）。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
参
照
し
て
ほ
し
い
。

岩
礁
域
の
魚
類

三
河
湾
沿
岸
で
は
、
干
潟
や
砂
泥
底
の
浅
海
が
卓
越
し
、
岩
礁
海
岸
は
比
較
的
少
な
い
。
そ
れ
で
も
、
潮
の
引

い
た
岩
礁
の
磯
に
は
タ
イ
ド
プ
ー
ル
（
潮
だ
ま
り
）
が
形
成
さ
れ
、
小
型
の
魚
類
や
仔
稚
魚
が
好
ん
で
入
る
（
片

岡�1990

）。
調
査
は
干
潮
時
に
行
う
と
良
く
、
タ
イ
ド
プ
ー
ル
に
取
り
残
さ
れ
た
魚
類
が
比
較
的
容
易
に
採
集
で

き
る
。

岩
礁
域
で
は
、
ク
ロ
ソ
イ
、
シ
ロ
メ
バ
ル
、
タ
ケ
ノ
コ
メ
バ
ル
、
ム
ラ
ソ
イ
と
い
っ
た
メ
バ
ル
科
魚
類
、
ク
ロ

ダ
イ
、
メ
ジ
ナ
、
ア
イ
ナ
メ
と
い
っ
た
磯
釣
り
の
対
象
と
な
る
魚
種
が
多
く
出
現
す
る
（
表
1
）。
ハ
オ
コ
ゼ
も
外

道
と
し
て
釣
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
背
鰭
の
棘
に
毒
が
あ
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

シ
ロ
メ
バ
ル
、
タ
ケ
ノ
コ
メ
バ
ル
は
、
河
口
干
潟
や
ア
マ
モ
場
で
も
み
ら
れ
る
が
、
成
魚
は
少
な
く
、
未
成
魚

が
多
く
採
集
さ
れ
る
。
筆
者
は
、
河
口
干
潟
で
あ
る
汐
川
干
潟
で
、
大
量
の
タ
ケ
ノ
コ
メ
バ
ル
の
未
成
魚
を
採
集

し
た
こ
と
が
あ
る
。
シ
ロ
メ
バ
ル
の
場
合
、
春
の
底
生
生
活
に
移
行
直
後
の
稚
魚
初
期
は
岩
礁
域
の
ガ
ラ
モ
場
、

生
息
す
る
個
体
群
が
あ
る
可
能
性
す
ら
考
え
ら
れ
る
。
カ
ダ
ヤ
シ
は
特
定
外
来
生
物
、
一
方
で
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
は

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
掲
載
種
で
あ
り
（
表
1
）、
今
後
の
調
査
課
題
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

前
浜
干
潟
の
魚
類

三
河
湾
沿
岸
で
は
、
豊
川
河
口
干
潟
に
連
な
る
六
条
潟
、
前
芝
干
潟
、
矢
作
古
川
河
口
干
潟
に
連
な
る
一
色
干

潟
が
比
較
的
規
模
が
大
き
く
有
名
で
あ
る
。
東
幡
豆
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
も
、
前
浜
干
潟
に
該
当
す
る
。
河
口
干
潟

と
同
様
、
前
浜
干
潟
も
、
埋
め
立
て
や
浚
渫
、
護
岸
工
事
に
よ
り
減
少
し
た
。

前
浜
干
潟
で
は
、
ア
カ
エ
イ
、
ボ
ラ
、
シ
ロ
メ
バ
ル
、
タ
ケ
ノ
コ
メ
バ
ル
、
ス
ズ
キ
、
ギ
ン
ポ
、
ミ
ミ
ズ
ハ
ゼ
、

マ
ハ
ゼ
、
マ
サ
ゴ
ハ
ゼ
、
ヒ
メ
ハ
ゼ
、
ビ
リ
ン
ゴ
、
エ
ド
ハ
ゼ
、
イ
シ
ガ
レ
イ
、
ギ
マ
、
ク
サ
フ
グ
な
ど
が
出
現

す
る
（
表
1
）。
河
口
干
潟
と
連
な
る
た
め
、
共
通
し
た
種
の
出
現
が
多
い
。
ま
た
、
周
辺
に
ア
マ
モ
場
が
み
ら
れ

る
前
浜
干
潟
も
多
く
、
ア
マ
モ
場
と
の
共
通
種
も
み
ら
れ
る
。
筆
者
の
調
査
は
、
河
口
干
潟
に
集
中
し
て
い
た
の

で
、
調
査
地
点
や
頻
度
を
増
や
せ
ば
、
も
っ
と
多
く
の
種
が
見
つ
か
る
と
思
わ
れ
る
。

ア
マ
モ
場
の
魚
類

ア
マ
モ
場
は
、
前
浜
干
潟
や
そ
れ
に
連
な
る
浅
海
、
漁
港
内
な
ど
に
点
在
す
る
。
三
河
湾
沿
岸
で
は
、

1�

9�

5�

5
年
頃
ま
で
は
数
多
く
の
ア
マ
モ
場
が
あ
っ
た
が
、1�
9�

7�

0
年
以
降
に
急
減
し
た
。
激
減
し
た
理
由
は
、

干
潟
と
同
様
に
埋
め
立
て
等
も
あ
る
が
、
富
栄
養
化
に
よ
る
透
明
度
の
低
下
も
大
き
い
よ
う
で
あ
る
（
3
章
）。

ア
マ
モ
場
で
は
、
ア
カ
エ
イ
、
ボ
ラ
、
シ
ロ
メ
バ
ル
、
タ
ケ
ノ
コ
メ
バ
ル
、
ス
ズ
キ
、
シ
ロ
ギ
ス
、
ギ
ン
ポ
、
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第 2部　幡豆の海と生き物4　魚 類

長
い
。
鱗
は
な
く
、
体
表
が
粘
液
で
覆
わ
れ
、
礫
の
間
や
石
の
下
に
潜
ん
で
い
る
。
幡
豆
で
は
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
の

転
石
を
ひ
っ
く
り
返
す
と
、
比
較
的
容
易
に
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ト
ビ
ハ
ゼ

三
河
湾
で
は
出
現
す
る
年
と
出
現
し
な
い
年
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
河
湾
の
出
現
個
体
は
隣
接
す
る
伊
勢
湾
か

ら
の
供
給
に
依
存
し
て
お
り
、
海
流
の
変
化
に
よ
り
個
体
数
の
増
減
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ス
ジ
ハ
ゼ
類

従
来
1
種
と
さ
れ
て
い
た
＂
ス
ジ
ハ
ゼ
＂
に
は
A
、
B
、
C
の
3
種
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
判
明
し
（
鈴
木
ほ

か�2004

）、
そ
れ
ぞ
れ
ツ
マ
グ
ロ
ス
ジ
ハ
ゼ
、
ス
ジ
ハ
ゼ
、
モ
ヨ
ウ
ハ
ゼ
の
和
名
が
与
え
ら
れ
た
（
明
仁
ほ
か�

2013

）。
ま
た
、
形
態
だ
け
で
な
く
、
生
息
環
境
も
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

三
河
湾
か
ら
も
＂
ス
ジ
ハ
ゼ
＂
が
報
告
さ
れ
て
い
た
が
、
3
種
を
区
別
し
た
報
告
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
分
布
も

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
筆
者
の
河
口
域
を
中
心
と
し
た
調
査
で
、
河
口
干
潟
に
は
ツ
マ
グ
ロ
ス
ジ
ハ
ゼ

が
生
息
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
荒
尾�2008b

）。
そ
の
後
の
筆
者
の
調
査
で
、
ア
マ
モ
場
に
ス
ジ
ハ
ゼ

が
（
表
1
）、
さ
ら
に
水
深
の
や
や
深
い
所
（
約
15
～
35
ｍ
）
に
モ
ヨ
ウ
ハ
ゼ
が
生
息
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
未

発
表
デ
ー
タ
）。
三
河
湾
に
も
3
種
が
分
布
し
、
生
息
環
境
が
少
し
異
な
る
こ
と
で
棲
み
分
け
て
い
る
こ
と
が
示

唆
さ
れ
た
が
、
今
後
、
棲
み
分
け
の
要
因
を
探
る
な
ど
の
生
態
学
的
研
究
も
必
要
で
あ
る
。

夏
に
な
る
と
稚
魚
は
ア
マ
モ
場
に
移
動
し
て
大
き
く
成
長
し
、
成
魚
に
な
る
と
再
び
岩
礁
域
へ
と
い
っ
た
具
合
に

生
活
場
所
を
変
え
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
小
路�2009

な
ど
）。

代
表
的
・
特
徴
的
な
魚
種
の
紹
介

こ
こ
ま
で
、
各
環
境
要
素
に
お
け
る
魚
類
相
の
特
徴
を
述
べ
て
き
た
が
、
い
く
つ
か
の
特
徴
的
・
重
要
な
魚
種

や
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、
そ
の
生
態
等
を
解
説
し
て
お
こ
う
。

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ

本
種
は
、河
川
や
湖
沼
で
大
き
く
成
長
し
、繁
殖
・
産
卵
の
た
め
に
海
に
降
る
降
河
回
遊
魚
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

筆
者
の
調
査
で
は
、
河
口
干
潟
に
お
い
て
採
集
さ
れ
、
遡
上
中
と
考
え
ら
れ
る
シ
ラ
ス
期
の
個
体
も
確
認
さ
れ
て

い
る
。三
河
湾
沿
岸
は
養
鰻
が
盛
ん
な
場
所
で
あ
り
、過
去
に
は
養
鰻
場
か
ら
流
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
ウ
ナ
ギ
の
採
集
例
も
あ
る
（
多
部
田�1980

）。
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
と
の
外
見
に
よ
る
判
別
は
困
難
で
あ
り
、
荒
尾

ほ
か（2007

）の
採
集
個
体
の
中
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ウ
ナ
ギ
が
混
じ
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。Zhang�et a1.�(1999)�

は
、
三
河
湾
で
採
集
さ
れ
た
同
属
個
体
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
D�

N�

A
を
調
べ
、�

多
く
が
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
で
あ
っ
た

も
の
の
、
少
な
か
ら
ぬ
割
合
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ウ
ナ
ギ
が
混
じ
っ
て
い
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

ミ
ミ
ズ
ハ
ゼ

荒
尾
ほ
か
（2007

）
で
は
、
三
河
湾
に
流
入
す
る
河
川
の
感
潮
域
の
礫
底
で
確
認
さ
れ
た
。
体
は
円
筒
形
で
細
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第 2部　幡豆の海と生き物4　魚 類

三
河
湾
沿
岸
の
魚
類
相
は
、
干
潟
や
ア
マ
モ
場
の
減
少
に
よ
り
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
本
稿
で

示
し
た
よ
う
な
豊
か
さ
を
維
持
し
て
お
り
、
希
少
種
も
数
多
く
含
ま
れ
る
。
将
来
も
、
そ
の
豊
富
な
魚
類
相
を
保

全
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
調
査
に
よ
り
正
確
な
生
息
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
沿
岸
域
に
み
ら
れ
る
環

境
要
素
の
多
様
性
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。�

（
荒
尾
一
樹
）

2
　
幡
豆
の
ア
マ
モ
場
で
み
ら
れ
た
魚
類

ア
マ
モ
場
等
の
海
草
藻
場
は
、
海
藻
藻
場
と
と
も
に
、
魚
類
に
と
っ
て
産
卵
や
稚
仔
魚
期
の
育
成
場
と
し
て
重

要
で
あ
る
（
菊
池�1973,�

小
路�2009

）。
稚
仔
魚
に
と
っ
て
ア
マ
モ
場
は
、
豊
富
な
底
生
動
物
を
採
餌
す
る
餌
場

と
し
て
、
ま
た
捕
食
者
か
ら
逃
避
す
る
隠
れ
家
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
三
河
湾
全
体
で
は
高
度

経
済
成
長
期
に
広
大
な
面
積
の
ア
マ
モ
場
が
失
わ
れ
た
が
、
東
幡
豆
の
沿
岸
に
は
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
面
積
の
ア

マ
モ
場
が
残
さ
れ
（
3
章
1
）、
小
型
巻
貝
類
、
小
型
甲
殻
類
、
多
毛
類
な
ど
葉
上
動
物
が
多
数
生
息
し
て
い
る

（
3
章
2
）。

こ
こ
で
は
、
東
幡
豆
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
に
隣
接
す
る
ア
マ
モ
群
落
と
そ
の
周
辺
で
み
ら
れ
る
魚
類
に
つ
い
て
、

筆
者
ら
が
調
査
し
た
結
果
を
紹
介
し
た
い
。
調
査
は
、春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
行
っ
た（
2�

0�

1�

4
年
4
月
、5
月
、

7
月
の
計
3
回
）。
魚
類
の
定
量
採
集
は
、ア
マ
モ
群
落
が
密
に
生
え
る
密
生
区
、パ
ッ
チ
状
に
分
布
す
る
疎
生
区
、

ア
マ
モ
が
生
え
て
な
い
砂
地
の
3
か
所
で
、砕
波
帯
ネ
ッ
ト
を
岸
と
平
行
に
1�

0�

0�

m
曳
網
し
て
行
っ
た
（
図
2
）。

キ
セ
ル
ハ
ゼ

本
種
は
、伊
勢
湾
、瀬
戸
内
海
、有
明
海
な
ど
に
分
布
す
る
と
さ
れ
て
い
た（
乾
ほ
か��2007

）。
荒
尾（2008a

）は
、

豊
川
の
河
口
干
潟
に
お
い
て
本
種
5
個
体
を
採
集
し
、
三
河
湾
か
ら
の
初
記
録
を
報
告
し
た
。
三
河
湾
は
、
本
種

の
生
息
分
布
の
東
限
に
当
た
る
。
ま
た
、
本
種
の
生
息
地
は
極
め
て
局
所
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
生
物
地

理
学
的
に
み
て
、
本
種
に
と
っ
て
三
河
湾
は
貴
重
な
生
息
場
で
あ
る
と
言
え
る
。

本
種
は
、
河
口
干
潟
や
前
浜
干
潟
に
生
息
し
、
軟
泥
底
に
掘
ら
れ
た
ニ
ホ
ン
ス
ナ
モ
グ
リ
や
ア
ナ
ジ
ャ
コ
の
生

息
孔
内
に
生
息
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
鈴
木
ほ
か�2006

）。本
種
が
採
集
さ
れ
た
豊
川
の
河
口
干
潟（
砂
泥
質
）

で
は
、
ア
ナ
ジ
ャ
コ
の
も
の
と
思
わ
れ
る
生
息
孔
が
多
数
見
ら
れ
た
。
な
お
、
東
幡
豆
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
（
砂
泥

質
）
で
は
、
ニ
ホ
ン
ス
ナ
モ
グ
リ
と
同
属
の
ハ
ル
マ
ン
ス
ナ
モ
グ
リ
の
生
息
も
確
認
さ
れ
て
い
る
が
（
石
川
ほ
か�

2016

）、
本
種
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

内
湾
や
河
口
域
に
生
息
す
る
ハ
ゼ
科
魚
類
の
多
く
は
、
環
境
省
や
愛
知
県
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
干
潟
の
減
少
や
環
境
悪
化
を
表
し
て
い
る
（
乾
・
小
山�2014

）。
筆
者
の
調
査
で
も
、
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
掲

載
さ
れ
た
ハ
ゼ
科
魚
種
が
多
く
見
つ
か
っ
た
（
表
1
）。

ま
た
、
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
や
ウ
ツ
セ
ミ
カ
ジ
カ
な
ど
の
通
し
回
遊
魚
、
ボ
ラ
や
ス
ズ
キ
な
ど
様
々
な
場
所
で
出
現

し
た
魚
種
等
も
み
ら
れ
、
沖
合

－

沿
岸

－

河
川
、
干
潟

－

ア
マ
モ
場

－

岩
礁
域
（
海
藻
藻
場
）
な
ど
、
生
活
史
に

応
じ
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
流
域
・
海
域
を
回
遊
・
移
動
す
る
魚
種
、
沿
岸
域
の
様
々
な
環
境
要
素
に
依
存
す
る
魚

種
が
存
在
し
て
い
た
。
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種
は
、
広
い
範
囲
を
動
き
回
り
、
ア
マ
モ
場
に
は
一
時
的
に
来
遊
す
る
タ
イ
プ
で
、
餌
を
探
す
た
め
夜
間
や
高
潮

時
に
来
遊
す
る
も
の
な
ど
が
い
る
。
偶
来
種
は
、
特
に
ア
マ
モ
場
を
利
用
す
る
目
的
は
な
く
、
偶
然
に
来
遊
し
て

き
た
種
で
あ
る
。

た
だ
し
、
ア
マ
モ
場
へ
の
依
存
度
は
同
じ
魚
種
で
も
海
域
等
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
異
な
り
、
あ
る
文
献
で
は
周

年
定
住
と
さ
れ
た
魚
種
が
、別
の
文
献
で
は
季
節
的
定
住
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
正
確
に
判
断
す
る
た
め
に
は
、

対
象
と
す
る
海
域
毎
に
、
行
動
生
態
等
も
含
め
た
綿
密
な
周
年
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
示
す
タ
イ
プ

は
、
ア
マ
モ
に
対
す
る
依
存
度
の
お
お
よ
そ
の
目
安
と
考
え
て
頂
け
れ
ば
と
思
う
。

ト
ン
ボ
ロ
干
潟
周
辺
ア
マ
モ
場
の
出
現
魚
種

砕
波
帯
ネ
ッ
ト
に
よ
る
定
量
調
査
で
は
、
期
間
全
体
で
、
総
計
4
目
13
種
6�

7�

1
個
体
の
魚
類
が
採
集
さ
れ
た

（
表
2
）。
ス
ズ
キ
、ヘ
ダ
イ
、メ
バ
ル
類
、タ
ケ
ノ
コ
メ
バ
ル
と
い
っ
た
季
節
定
住
種
は
、い
ず
れ
も
個
体
数
が
多
く
、

ほ
ぼ
全
て
の
個
体
が
稚
魚
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
他
の
研
究
事
例
と
同
様
、
主
に
稚
魚
期
の
育
成
場
と
し
て
利
用

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
菊
池�1973,�

寺
脇
ほ
か�1997

）。
ス
ズ
キ
、
メ
バ
ル
類
、
タ
ケ
ノ
コ
メ
バ
ル
は
、
日

本
各
地
の
ア
マ
モ
場
で
よ
く
み
ら
れ
る
代
表
的
な
魚
種
で
あ
る
。
一
方
、ヘ
ダ
イ
は
出
現
頻
度
こ
そ
低
い
も
の
の
、

時
折
ま
と
ま
っ
た
個
体
数
で
報
告
さ
れ
て
い
る
魚
で
あ
る
（
上
出
ほ
か�2012,�

中
津
川�1981

）。
ま
た
ヘ
ダ
イ
幼

稚
魚
は
、
ク
ロ
ダ
イ
幼
稚
魚
と
餌
料
生
物
を
巡
っ
て
競
合
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
出
現
盛
期
が
約
2
週

間
ず
れ
る
こ
と
で
、
時
間
的
な
住
み
分
け
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
中
津
川�1981

）。

周
年
定
住
種
で
は
、
ギ
ン
ポ
、
ヒ
メ
ハ
ゼ
、
ア
サ
ヒ
ア
ナ
ハ
ゼ
、
ヨ
ウ
ジ
ウ
オ
で
個
体
数
が
多
く
（
表
2
）、
成

砕
波
帯
ネ
ッ
ト
は
、少
人
数
（
2
人
以
上
）

で
曳
網
で
き
る
小
型
の
ネ
ッ
ト
で
あ
り
、
水

深
が
浅
い
場
所
で
、
稚
魚
や
遊
泳
能
力
の
弱

い
小
型
魚
類
等
を
採
集
す
る
の
に
適
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
曳
網
速
度
が
遅
く
、
遊
泳
能

力
の
高
い
魚
種
や
成
魚
は
逃
避
し
て
し
ま
う

の
で
対
象
外
と
な
る
。そ
こ
で
、砕
波
帯
ネ
ッ

ト
で
は
採
集
で
き
な
い
よ
う
な
魚
類
に
つ
い

て
は
、
見
つ
け
次
第
、
投
網
に
よ
る
定
性
的

な
採
集
調
査
も
行
い
、
食
性
解
析
等
に
用
い

た
（
個
体
数
の
結
果
に
は
加
え
て
い
な
い
）。

採
集
さ
れ
た
魚
種
は
、
菊
池
（1973

）
や

寺
脇
ほ
か
（1997

）
等
を
参
考
に
、
ア
マ
モ

場
へ
の
依
存
度
に
応
じ
て
、
周
年
定
住
種
、
季
節
的
定
住
種
、
一
時
的
来
遊
種
、
偶
来
種
と
い
っ
た
４
タ
イ
プ
の

い
ず
れ
か
に
当
て
は
め
た
。
周
年
定
住
種
は
、
周
年
に
わ
た
っ
て
ア
マ
モ
場
に
出
現
す
る
タ
イ
プ
で
、
生
活
史
の

大
部
分
を
ア
マ
モ
場
で
過
ご
す
種
で
あ
り
、
小
型
で
運
動
性
に
乏
し
い
種
や
水
産
的
価
値
が
ほ
と
ん
ど
な
い
種
が

多
く
含
ま
れ
る
。
季
節
的
定
住
種
は
、
特
定
の
季
節
に
ア
マ
モ
場
に
出
現
す
る
タ
イ
プ
で
、
主
に
稚
魚
期
を
過
ご

し
、
成
長
す
る
と
ア
マ
モ
場
を
離
れ
て
大
き
く
な
る
種
で
あ
り
、
水
産
有
用
種
が
多
く
含
ま
れ
る
。
一
時
的
来
遊

図 2　東幡豆トンボロ干潟に隣接するアマモ場。砕波帯
ネットによる魚類の定量採集は、アマモ群落の密生区、
疎生区、砂地の 3 か所で行った

東幡豆港

アマモ密生区

アマモ疎生区

砂地

0 250m

トンボロ干潟

前島
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第 2部　幡豆の海と生き物4　魚 類

ト
ン
ボ
ロ
干
潟
に
は
、
ア
カ
エ
イ
が
多
数
来
遊
す
る
こ
と
も

潜
水
調
査
等
に
よ
り
確
認
さ
れ
て
い
る（
第
2
部
コ
ラ
ム「
干

潟
に
現
れ
る
謎
の
く
ぼ
み
」
を
参
照
）。

魚
類
の
総
個
体
数
を
採
集
時
期
で
比
較
す
る
と
（
図
3
）、

春
に
比
較
的
多
く
（
4
月
：
計
2�

2�

9
個
体
、
5
月
：
計

3�

5�

3
個
体
）、
初
夏
に
少
な
か
っ
た
（
7
月
：
計
89
個
体
）。

季
節
に
よ
る
出
現
魚
種
の
違
い
を
見
る
と
、
春
に
は
、
ス
ズ

キ
、
メ
バ
ル
類
、
ヘ
ダ
イ
等
の
稚
魚
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、

ギ
ン
ポ
、
ア
サ
ヒ
ア
ナ
ハ
ゼ
も
多
く
、
大
部
分
は
稚
魚
ま
た

は
未
成
魚
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
初
夏
（
7
月
）
に
は
、
ヨ

ウ
ジ
ウ
オ
が
多
く
み
ら
れ
た
。
ヨ
ウ
ジ
ウ
オ
は
、
立
体
構
造

に
富
む
ア
マ
モ
場
等
の
海
草
群
落
を
好
ん
で
利
用
す
る
周
年

定
住
種
で
あ
る
。

採
集
場
所
に
よ
る
総
個
体
数
の
違
い
を
見
る
と
、
砂
地

（
28
個
体
）
で
は
、
ア
マ
モ
密
生
区
（
3�

3�

4
個
体
）
や
疎

生
区
（
3�

0�

9
個
体
）
と
比
べ
て
、
10
分
の
1
程
度
し
か
採

集
さ
れ
ず
、
非
常
に
少
な
か
っ
た
（
図
4
）。
種
数
で
も
、
砂

地
で
は
5
種
と
少
な
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
ギ
ン
ポ
は
砂
地
で

図 3　各月における魚類の採集個体数（全３か所の合計）とその内訳

7 月5 月

2014 年

4 月
0

100

200

300

400
その他

ヨウジウオ

アサヒアナハゼ

メバル類

ヒメハゼ

ギンポ

ヘダイ

スズキ

個
体
数

魚
や
未
成
魚
も
少
数
採
集
さ
れ
た
が
、
そ
の
多
く

は
稚
魚
で
あ
っ
た
。
や
は
り
周
年
定
住
種
に
お
い

て
も
、
ア
マ
モ
場
は
特
に
稚
魚
期
の
育
成
場
と
し

て
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
菊
池�1973,�

寺
脇
ほ
か�1997

）。
な
お
、
ギ
ン
ポ
は
、
夏
の
一

時
期
に
ア
マ
モ
場
で
は
み
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
か

ら
季
節
定
住
種
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
（
木
村

ほ
か�1983

）、
こ
こ
で
は
周
年
定
住
種
と
し
た
。

こ
れ
ら
以
外
の
周
年
定
住
種
と
し
て
は
、
サ
ン
ゴ

タ
ツ
、
ア
ミ
メ
ハ
ギ
が
少
数
出
現
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
砕
波
帯
ネ
ッ
ト
で
は
、
偶
来
種
と

し
て
ウ
キ
ゴ
リ
類
、
ク
サ
フ
グ
、
ギ
マ
が
少
数
採

集
さ
れ
た
（
表
2
）。
ま
た
、
補
足
的
に
行
っ
た
投

網
調
査
で
は
、ボ
ラ
（
偶
来
種
）、イ
シ
ガ
レ
イ
（
季

節
的
定
住
種
）、ホ
ウ
ボ
ウ
（
偶
来
種
）
と
い
っ
た
、

砕
波
帯
ネ
ッ
ト
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
魚
種
の
未

成
魚
や
成
魚
が
採
集
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
本
調
査

で
は
採
集
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
ア
マ
モ
場
や

目 # 和名 # 個体数 出現タイプ *

スズキ目 スズキ 212 季節的定住
ヘダイ 71 季節的定住
ギンポ 74 周年定住
ヒメハゼ 32 周年定住
ウキゴリ類 1 1 偶来

カサゴ目 メバル類 2 109 季節的定住
タケノコメバル 11 季節的定住
アサヒアナハゼ 78 周年定住

トゲウオ目 ヨウジウオ 71 周年定住
サンゴタツ 3 周年定住

フグ目 アミメハギ 5 周年定住
クサフグ 3 偶来
ギマ 1 偶来

#：分類・種名は、中坊編（2013）に従った。
*：菊池（1973）に従い、周年定住、季節的定住、一時的来遊、偶来に分類した。
1：標本では、ウキゴリ属のどの種か、判定不能であった。
2：シロメバル、アカメバル、クロメバルのいずれかと判断される標本が混在していた。

表 2　東幡豆トンボロ干潟のアマモ群落周辺において、砕波帯ネット
で採集された魚類。計 4 目 13 種 671 個体の魚類が採集された
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第 2部　幡豆の海と生き物4　魚 類

に
は
大
型
個
体
、
夏
か
ら
秋
ま
で
は
小
型
個
体

が
多
く
、
概
ね
年
に
2
世
代
を
繰
り
返
す
と
考

え
ら
れ
て
い
る
（
奥
谷�2010

）。
ト
ン
ボ
ロ
干

潟
の
ア
マ
モ
場
に
お
い
て
も
、
春
に
み
ら
れ
た

個
体
標
本
の
胴
長
（
平
均
11
～
12
㎜
程
度
）
は
、

初
夏
（
平
均
7
～
8
㎜
程
度
）
に
比
べ
て
大
き

く
、
こ
の
説
を
支
持
す
る
結
果
で
あ
っ
た
（
図

5
）。以

上
、春
か
ら
初
夏
に
限
定
さ
れ
る
も
の
の
、

筆
者
ら
の
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
た
東
幡
豆
の

ア
マ
モ
場
の
魚
類
相
は
、
同
じ
三
河
湾
沿
岸
の

竹
島
、三
谷
（
蒲
郡
市
）、一
色
（
当
時
一
色
町
、

現
在
西
尾
市
）
の
各
地
先
の
ア
マ
モ
場
に
お

け
る
過
去
の
調
査
結
果
（
鈴
木
・
家
田�2003

）

と
共
通
点
が
多
か
っ
た
。
鈴
木
・
家
田
（2003

）

で
は
、本
報
告
と
同
様
に
、メ
バ
ル
類
、ギ
ン
ポ
、

タ
ケ
ノ
コ
メ
バ
ル
、
ス
ズ
キ
、
ア
サ
ヒ
ア
ナ
ハ

ゼ
と
い
っ
た
魚
種
が
数
多
く
出
現
し
て
い
た
。

図 5　各月におけるヒメイカの胴長の度数分布
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5 月
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個
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個
体
数

も
20
個
体
と
比
較
的
多
か
っ
た
が
、
他
の
4
種
は
各
3
個
体

以
下
し
か
採
集
さ
れ
な
か
っ
た
。
ヒ
メ
ハ
ゼ
は
海
草
群
落
内

よ
り
も
周
囲
の
砂
地
で
よ
く
み
ら
れ
る
と
の
報
告
が
多
い
が

（
中
村�1944,�

上
出�2012

）、
東
幡
豆
で
は
ア
マ
モ
群
落
内

の
方
で
出
現
個
体
数
が
多
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
マ
モ

場
に
み
ら
れ
た
周
年
定
住
種
、季
節
的
定
住
種
の
大
部
分
は
、

他
の
研
究
事
例
と
同
様
（
鈴
木
・
家
田�2003,�

森
口
・
高
木�

2009,�

上
出�2012

）、
海
草
群
落
を
選
好
し
て
生
活
の
場
と

し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
魚
類
以
外
の
ネ
ク
ト
ン
（
遊
泳
生
物
）
と
し

て
、
イ
カ
類
の
ヒ
メ
イ
カ
が
採
集
さ
れ
た
。
ヒ
メ
イ
カ
は
計

1�

2�

1�

2
個
体
も
採
集
さ
れ
、
単
一
種
と
し
て
は
ネ
ク
ト
ン

の
中
で
最
多
で
あ
っ
た
。
ヒ
メ
イ
カ
は
、成
体
で
も
胴
長（
外

套
背
長
）
16
㎜
程
度
と
イ
カ
類
と
し
て
は
世
界
最
小
級
で
あ

り
、
背
中
の
吸
着
器
に
よ
り
ア
マ
モ
の
葉
等
に
付
着
し
て
生

活
し
、
主
な
餌
は
小
型
の
甲
殻
類
と
さ
れ
て
い
る
（
奥
谷�

2015

）。
ヒ
メ
イ
カ
個
体
の
寿
命
は
1�

5�

0
日
程
度
、
秋
か
ら
春
先

図 4　各場所における魚類の採集個体数（全３回の合計）とその内訳
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第 2部　幡豆の海と生き物4　魚 類

多
く
の
魚
類
や
底
生
動
物
に
と
っ
て
、
ア

マ
モ
等
の
海
草
は
セ
ル
ロ
ー
ス
を
成
分
と
し

た
硬
い
細
胞
壁
が
あ
る
た
め
、
消
化
・
吸
収

し
づ
ら
く
、
餌
と
し
て
の
利
用
価
値
は
低
い

と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
枯
死
・
堆
積
し

て
微
生
物
の
分
解
作
用
を
受
け
た
の
ち
、
底

生
動
物
の
ヨ
コ
エ
ビ
等
を
通
じ
て
食
物
連
鎖

に
組
み
込
ま
れ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
菊
池�1973,�D

ouglass�et al.�2011

）。

ト
ン
ボ
ロ
干
潟
の
ア
マ
モ
場
調
査
で
は
、
ア

マ
モ
以
外
の
主
な
有
機
物
の
起
源
と
し
て

は
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
、
ア
マ
モ
葉
上
の

付
着
微
細
藻
類
、
砂
泥
の
堆
積
有
機
物
を
候

補
と
し
、
分
析
対
象
と
し
た
。

図
6
に
、
分
析
結
果
の
一
例
と
し
て
、
5

月
の
ア
マ
モ
場
に
お
け
る
各
試
料
の
安
定
同

位
体
比
マ
ッ
プ
を
示
す
。
図
中
の
矢
印
は
、

各
有
機
物
起
源
を
出
発
点
と
す
る
食
物
連
鎖

図 6　東幡豆トンボロ干潟のアマモ場で採集された魚類等の安定同位体比
マップ。5 月の分析結果を代表例として示す。矢印は、各有機物起源を起点
とする食物連鎖の目安
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アマモ

菊
池
（1973

）
や
菊
池
（1982

）
は
、日
本
各
地
の
ア
マ
モ
場
に
お
け
る
魚
類
相
の
調
査
報
告
を
比
較
検
討
し
、

内
湾
性
の
強
い
海
域
で
は
メ
バ
ル
類
や
ス
ズ
キ
な
ど
が
多
く
出
現
す
る
の
に
対
し
、
黒
潮
の
影
響
が
強
い
外
洋
的

な
海
域
で
は
ゴ
ン
ズ
イ
、
ア
イ
ゴ
、
ハ
オ
コ
ゼ
等
が
み
ら
れ
、
カ
ジ
カ
目
魚
種
の
割
合
が
低
い
と
い
っ
た
違
い
を

指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
研
究
事
例
の
多
く
で
も
、
こ
の
指
摘
を
支
持
す
る
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る

（
木
村
ほ
か�1983,�

塩
原
・
鈴
木�1985,�

森
口
・
高
木�2009,�

工
藤
・
秋
元�2013

）。
三
河
湾
沿
岸
の
ア
マ
モ
場
に

お
け
る
魚
類
相
は
、
筆
者
ら
が
調
査
し
た
東
幡
豆
の
ほ
か
、
竹
島
、
三
谷
、
一
色
（
鈴
木
・
家
田�2003

）
の
い

ず
れ
の
地
先
に
お
い
て
も
、
内
湾
域
の
特
徴
を
有
し
て
い
た
。

ま
た
、
三
河
湾
（
大
島�1954,�

鈴
木
・
家
田�2003

）
お
よ
び
隣
接
す
る
伊
勢
湾
（
萩
田
・
糸
川�1970,

糸
川
ほ

か�1980,�

木
村
ほ
か�1983
）
の
ア
マ
モ
場
に
共
通
し
、
他
海
域
に
み
ら
れ
な
い
特
徴
と
し
て
、
ギ
ン
ポ
が
多
数

出
現
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
東
幡
豆
の
ア
マ
モ
場
で
も
、
や
は
り
ギ
ン
ポ
が
多
数
出
現
し
、
こ
の
特
徴
を
裏

付
け
る
結
果
と
な
っ
た
。

魚
類
の
採
餌
場
と
し
て
の
ア
マ
モ
場

さ
て
、
東
幡
豆
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
の
ア
マ
モ
場
で
は
様
々
な
魚
類
が
確
認
さ
れ
た
が
、
彼
ら
の
生
活
に
と
っ
て
ア

マ
モ
場
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
？　

主
に
、
餌
場
や
隠
れ
家
と
し
て
利
用
し
て
い
る
こ
と
が

様
々
な
研
究
事
例
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
菊
池�1973,�
小
路�2009

）。
次
は
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
餌
を
食
べ

て
い
る
の
か
に
着
目
し
、
炭
素
及
び
窒
素
の
安
定
同
位
体
比
分
析
に
よ
り
調
べ
た
結
果
に
つ
い
て
、
述
べ
て
お
き

た
い
（
こ
の
手
法
の
詳
細
を
知
り
た
い
場
合
は
、
6
章
4
と
そ
こ
で
挙
げ
た
参
考
文
献
を
参
照
し
て
ほ
し
い
）。
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第 2部　幡豆の海と生き物4　魚 類

加
入
し
た
直
後
は
、
主
に
カ
イ
ア
シ
類
等
の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
食
べ
、
次
第
に
底
生
動
物
食
に
移
行
す
る
と

さ
れ
る（T

akai�et al.�2002,�

小
路�2009,�K

am
im

ura�et al.�2011

）。ト
ン
ボ
ロ
干
潟
の
ア
マ
モ
場
に
お
い
て
も
、

メ
バ
ル
類
のδ

15N

値
とδ

13C�

値
は
と
も
に
4
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
メ
バ
ル
の
餌
が
動

物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
か
ら
、
底
生
動
物
（
ワ
レ
カ
ラ
類
等
）
に
移
行
し
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

以
上
の
同
位
体
分
析
の
結
果
、
ア
マ
モ
場
に
生
息
す
る
多
く
の
魚
種
や
無
脊
椎
動
物
に
と
っ
て
、
ア
マ
モ
は
有

機
物
起
源
と
し
て
の
重
要
性
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
本
調
査
で
は
対
象
と
し
な

か
っ
た
、
砂
泥
底
付
近
に
生
息
す
る
魚
類
（
イ
シ
ガ
レ
イ
等
）
や
底
生
動
物
（
ウ
ニ
類
、
ナ
マ
コ
類
等
）
に
つ
い

て
は
、異
な
る
結
果
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。D

ouglass�et al.

（2011

）
は
、ア
マ
モ
場
内
の
様
々
な
魚
類
、

葉
上
動
物
及
び
底
生
動
物
の
消
化
管
内
容
物
や
同
位
体
比
を
調
べ
、
ア
マ
モ
へ
の
依
存
度
は
分
類
群
や
種
に
よ
り

幅
が
あ
り
、
き
め
細
か
い
調
査
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
初
夏
に
投
網
で
採
集
さ
れ
た
ボ
ラ
（
全
て
25�

cm
未
満
の
未
成
魚
）
に
つ
い
て
も
、
同
位
体
比
分
析

に
よ
る
食
性
の
推
定
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
興
味
深
い
結
果
が
得
ら
れ
た
（
図
7
）。
ボ
ラ
は
出
世
魚
の
一
つ
で
、
採

集
さ
れ
た
う
ち
3
個
体
は
ス
バ
シ
リ
（3-18cm

）、
他
の
2
個
体
は
イ
ナ
（18-30cm

）
と
呼
ば
れ
る
段
階
に
相

当
し
た
。
ス
バ
シ
リ
と
イ
ナ
でδ

13C

値
は
明
瞭
に
分
か
れ
、
ス
バ
シ
リ
の
値
は
イ
ナ
に
比
べ
て
約
14
‰
も
低
く

な
っ
て
い
た
。

ボ
ラ
類
は
雑
食
性
で
、
水
底
に
堆
積
し
た
デ
ト
リ
タ
ス
（
生
物
の
死
骸
や
排
泄
物
等
の
細
片
）
等
を
主
な
餌
と

す
る
と
さ
れ
る
（O

dum
�1970

）。
小
型
の
ス
バ
シ
リ
のδ

13C

値
（
-28
・
1
～
-25
・
7
‰
）
は
、
河
川
水
の
懸

濁
態
有
機
物
（
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
デ
ト
リ
タ
ス
等
の
混
合
物
）
のδ

13C�

値
（
-26
・
2
～
-25
・
7
‰
）
に
近
い
。

の
経
路
の
目
安
を
示
し
て
い
る
（
栄
養
段
階
数
が
一
つ
上
昇
す
る
ご
と
に
、δ

13C

値
は
1
・
0
‰
、δ

15N

値

は
3
・
4
‰
増
加
と
仮
定
。M

inagaw
a�and�W

ada�1981

）。
こ
の
分
析
結
果
か
ら
、
多
く
の
魚
種
は
、
主
に

植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
、
葉
上
微
細
藻
類
ま
た
は
堆
積
有
機
物
を
起
点
と
す
る
食
物
連
鎖
上
に
位
置
す
る
こ
と
が
示

唆
さ
れ
る
（
こ
れ
ら
3
種
類
の
生
産
者
の
系
列
は
互
い
に
近
く
、
い
ず
れ
が
主
要
か
を
こ
の
分
析
結
果
だ
け
で
判

断
す
る
の
は
難
し
い
）。
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
多
毛
類
は
、
こ
れ
ら
3
種
類
の
有
機
物
起
源
と
魚
類
の
中
間
に

位
置
し
て
お
り
、
食
物
連
鎖
上
で
両
者
を
仲
介
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
ア
マ
モ
を
起
点
と
す
る
食
物
連
鎖
上
に
は
、
無
脊
椎
動
物
や
魚
類
は
い
な
い
の
で
、
ア
マ
モ
は
有
機
物

起
源
と
し
て
は
あ
ま
り
寄
与
し
て
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
た
だ
し
、
ア
マ
モ
葉
上
動
物
の
う
ち
、
小
型
甲
殻
類
の

ワ
レ
カ
ラ
類
と
軟
体
動
物
の
ウ
ミ
ナ
メ
ク
ジ
は
、
ア
マ
モ
を
起
点
と
す
る
食
物
連
鎖
と
ほ
か
3
系
列
の
中
間
地
帯

に
位
置
し
て
お
り
、
ア
マ
モ
に
も
あ
る
程
度
、
依
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

魚
種
間
で
比
較
す
る
と
、δ

15N
値
とδ

13C

値
が
や
や
高
い
グ
ル
ー
プ
（
ス
ズ
キ
、
メ
バ
ル
類
、
ヒ
メ
ハ
ゼ
、

ギ
ン
ポ
）
と
、
比
較
的
低
い
グ
ル
ー
プ
（
ヨ
ウ
ジ
ウ
オ
や
ヒ
メ
イ
カ
）
の
二
つ
に
分
か
れ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、

前
者
と
後
者
で
は
、
栄
養
段
階
や
主
に
依
存
す
る
有
機
物
起
源
が
や
や
異
な
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

ヨ
ウ
ジ
ウ
オ
は
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
食
性
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
ヒ
メ
イ
カ
は
小
さ
い
が
獰
猛
な
肉
食
者
で
ヨ
コ
エ
ビ

類
や
小
さ
な
魚
を
捕
食
す
る
な
ど
（
奥
谷�2010

）、
同
位
体
比
が
近
く
て
も
食
性
が
異
な
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

注
意
が
必
要
で
あ
る
。

一
般
に
、
マ
ダ
イ
等
の
沿
岸
性
の
魚
種
で
は
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
食
の
仔
魚
期
か
ら
、
底
生
動
物
食
の
稚
魚
期
へ

と
、
生
活
史
の
段
階
に
応
じ
て
食
性
が
変
化
す
る
こ
と
が
多
い
（
田
中�1991

）。
メ
バ
ル
類
の
場
合
も
、
藻
場
に
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東
幡
豆
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
の
ア
マ
モ
群
落
が
、
ス
ズ
キ
や
メ
バ
ル
類
等
と
い
っ
た
水
産
重
要
魚
種
を
含
む
様
々

な
魚
類
の
保
育
場
と
し
て
機
能
し
、
漁
業
に
直
接
的
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
直
接
利
用
さ
れ

て
い
な
い
魚
種
や
無
脊
椎
動
物
も
、
漁
獲
対
象
種
の
餌
と
な
っ
た
り
、
干
潟
周
辺
の
生
物
多
様
性
を
高
め
る
こ
と

と
な
り
、
間
接
的
に
漁
業
に
貢
献
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
メ
バ
ル
類
は
、
春
は
ガ
ラ
モ
場
、
夏
は
ア
マ
モ
場
と
生
活
場
所
を
変
え
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
異
な

る
種
類
の
藻
場
が
近
接
し
て
存
在
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
小
路�2009

な
ど
）。
ト
ン
ボ
ロ

干
潟
や
前
島
周
辺
に
み
ら
れ
る
葉
上
巻
貝
モ
ロ
ハ
タ
マ
キ
ビ
も
、
ア
マ
モ
群
落
だ
け
で
な
く
、
ガ
ラ
モ
群
落
や
テ

ン
グ
サ
群
落
と
い
っ
た
複
数
の
生
活
場
所
を
利
用
し
て
い
た
（
3
章
4
）。
様
々
な
環
境
要
素
で
構
成
さ
れ
る
東

幡
豆
地
先
の
海
は
、
こ
う
し
た
生
物
を
育
む
貴
重
な
場
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

本
稿
の
内
容
は
、
単
年
度
の
調
査
結
果
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
魚
類
相
や
そ
の
食
性
の
実
態
に
つ
い
て
は
ま

だ
部
分
的
に
し
か
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
調
査
回
数
や
測
定
項
目
を
さ
ら
に
増
や
す
こ
と
で
、
魚
類
相
の
季
節
変

化
の
詳
細
が
明
ら
か
と
な
り
、
食
物
網
構
造
に
つ
い
て
も
よ
り
精
度
の
高
い
推
定
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。�

（
吉
川�

尚
・
玉
井
隆
章
・
林�

大
）

参
考
・
引
用
文
献

愛
知
県
環
境
部
編
（2015

）
第
三
次
レ
ッ
ド
リ
ス
ト　

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
あ
い
ち
2�

0�

1�

5
新
掲
載
種
の
解
説
。
名
古
屋
、
全

1�

4�

6
頁
。（http://w

w
w

.pref.aichi.jp/kankyo/sizen-ka/shizen/yasei/redlist/index.htm
l

）（
参
照
日

2�

0�

1�

6
年
2
月
21
日
）

一
方
、
大
型
の
イ
ナ
のδ

13C

値
（
-13
・
6
～
-11
・
4
‰
）
は
、

干
潟
直
上
水
の
懸
濁
態
有
機
物
のδ

13C

値
（
-18
・
0
～
-17
・

8
‰
）
に
比
較
的
近
く
な
っ
て
い
る
。
ボ
ラ
は
特
に
幼
魚
期
に

は
群
れ
を
な
し
て
淡
水
域
に
遡
上
す
る
姿
が
観
察
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
が
、
ス
バ
シ
リ
と
イ
ナ
の
間
に
み
ら
れ
るδ

13C

値
の

違
い
は
、
生
活
段
階
に
よ
る
分
布
域
の
変
化
を
反
映
し
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

筆
者
ら
の
調
査
に
よ
り
、
東
幡
豆
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
の
ア
マ

モ
群
落
に
は
、
様
々
な
魚
類
や
イ
カ
類
（
ヒ
メ
イ
カ
な
ど
）
が

生
息
・
来
遊
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
ア

マ
モ
葉
上
の
付
着
微
細
藻
類
は
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
等
と
と

も
に
、有
機
物
起
源
の
主
要
候
補
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

ア
マ
モ
群
落
は
海
水
の
流
れ
を
弱
め
、
様
々
な
有
機
懸
濁
物
や

浮
遊
幼
生
を
ト
ラ
ッ
プ
し
、
堆
積
さ
せ
る
機
能
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
（
鷲
山
ほ
か�2005

）。
実
際
に
、
ア
マ
モ
群
落
内
の
堆

積
物
中
の
有
機
炭
素
含
量
や
有
機
窒
素
含
量
は
、
砂
地
に
比
べ

て
高
か
っ
た
。

図 7　アマモ場への偶来種ボラ（7 月に投網で採集）の体長とδ13C 値の関係。
大型 2 個体（イナ）と小型 3 個体（スバシリ）では、δ13C 値が大きく異なった

δ
13C

（‰

）

標準体長（mm）

-30

-25

-20
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100 150 200 250

イナ（大型グループ）
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頁
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加
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光
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）
東
京
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潟
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魚
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魚
類
学
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、
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号
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－

1�

2�
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頁
。

片
岡
照
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1�

6
頁
。
In
：
自
然
史
編
纂
調
査
会
編
、東
海
の
自
然
史
。
東
海
財
団
、名
古
屋
、

全
3�

9�

0
頁
。

川
那
部
浩
哉
・
水
野
信
彦
・
細
谷
和
海
編
（2001

）
山
渓
カ
ラ
ー
名
鑑　

日
本
の
淡
水
魚　

改
訂
版
。
山
と
渓
谷
社
、
東
京
、

全
7�

1�

9
頁
。

菊
池
泰
二
（1973

）
藻
場
生
態
系
。
23

－

37
頁
。
In
：
山
本
護
太
郎
編
、
海
洋
生
態
学　

海
洋
学
講
座
9
。
東
京
大
学
出
版
会
、

東
京
、
全
2�

1�

3
頁
。
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池
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二
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）
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場
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類
群
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動
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と
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て
の
藻
場
の
機
能
。
漁
場
環
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査
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事
業
藻
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特
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会
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年
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報
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日
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49
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頁
。

木
村
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村
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鈴
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湾
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部
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場
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研
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潜
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組
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分
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。
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53
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64
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中
坊
徹
次
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検
索�

全
種
の
同
定
。
東
海
大
学
出
版
会
、
神
奈
川
、xxxiv+

1�

4�

7�

4
頁
。

中
坊
徹
次
編
（2013

）
日
本
産�

魚
類
検
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史
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に
お
け
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。
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報
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編
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1
　
岩
礁
帯
の
貝
類

東
幡
豆
町
の
潮
間
帯
で
は
、
カ
サ
ガ
イ
目
の
貝
類
が
5
種
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
な
か
の
ア
オ
ガ
イ
類
の
3
種

（
コ
ウ
ダ
カ
ア
オ
ガ
イ
、
カ
ス
リ
ア
オ
ガ
イ
、
ク
モ
リ
ア
オ
ガ
イ
）
は
、
互
い
に
近
似
す
る
形
態
的
特
徴
の
た
め
、

か
つ
て
他
の
ア
オ
ガ
イ
類
の
種
と
共
に
同
一
種
の
形
態
型
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
詳
細
な
分
類
学
的
研

究
に
よ
り
、
3
種
す
べ
て
が
別
種
で
あ
る
と
結
論
付
け
ら
れ
た

（
佐
々
木
・
奥
谷�1993

）。

コ
ウ
ダ
カ
ア
オ
ガ
イ
（
写
真
1 

a
）
は
、
3
種
の
な
か
で
も
よ

り
外
海
に
面
し
た
潮
間
帯
の
最
も
高
い
部
位
の
岩
礁
域
環
境
に

多
く
見
ら
れ
る
。
殻
は
円
形
に
近
い
楕
円
形
で
あ
り
、
殻
の
表
面

は
微
細
な
顆
粒
状
突
起
が
多
数
見
ら
れ
、
ア
オ
ガ
イ
類
の
な
か
で

最
も
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
い
る
。
殻
の
模
様
は
、
淡
色
の
不
明
瞭
な
斑

紋
が
見
ら
れ
る
か
、
も
し
く
は
模
様
は
な
く
黒
色
1
色
の
場
合
も

あ
る
。

カ
ス
リ
ア
オ
ガ
イ
（
写
真
1 

b
）
は
、
コ
ウ
ダ
カ
ア
オ
ガ
イ
よ

り
も
若
干
低
い
部
位
に
見
ら
れ
る
。
殻
は
円
形
に
近
い
形
状
で
コ

写真 1　東幡豆町の岩礁・転石地で見られるアオ
ガイ類（撮影：早瀬、編集：社家間太郎氏）
a：コウダカアオガイ　b：カスリアオガイ　
c：クモリアオガイ

5　貝 類 

5　
貝 

類

本
章
で
は
、
幡
豆
の
沿
岸
と
前
島
・
沖
島
に
生
息
す
る
様
々
な
貝
類
を
紹
介
す
る
。
貝
類
と
い
う
と
、
一
般
的

に
は
ア
サ
リ
や
サ
ザ
エ
の
よ
う
に
、「
貝
殻
を
も
っ
た
生
物
」
と
認
識
し
て
い
る
か
と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

貝
類
は
正
式
に
は
軟
体
動
物
門
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
生
物
群
で
あ
り
、
二
枚
貝
類
（
ア
サ
リ
等
）
や
巻
貝
類
（
サ

ザ
エ
等
）
の
よ
う
に
貝
殻
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
以
外
に
、
ウ
ミ
ウ
シ
類
や
頭
足
類
（
イ
カ
、
タ
コ
等
）
と
い
っ
た
貝

殻
が
な
い
（
退
化
し
た
）
グ
ル
ー
プ
も
含
ま
れ
る
（
佐
々
木�2010

）。
ま
た
、
カ
タ
ツ
ム
リ
類
や
ナ
メ
ク
ジ
の
仲

間
も
有
肺
類
と
よ
ば
れ
る
巻
貝
の
仲
間
で
あ
る
（
本
章
2
）。
さ
ら
に
、
岩
礁
で
よ
く
み
ら
れ
る
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
類

が
属
す
る
多
板
類
や
、
最
近
、
三
重
県
の
志
摩
半
島
南
部
の
海
域
で
発
見
さ
れ
た
セ
イ
ス
イ
ガ
イ
（K

ano�et al.�
2012

）
が
属
す
る
単
板
類
は
、
貝
類
の
な
か
で
も
最
も
原
始
的
な
グ
ル
ー
プ
に
位
置
す
る
。
カ
サ
ガ
イ
類
は
巻
い

て
い
な
い
笠
型
の
殻
だ
が
原
始
的
な
巻
貝
類
で
あ
る
。
ま
ず
、
岩
礁
帯
に
生
息
す
る
貝
類
の
う
ち
、
カ
サ
ガ
イ
類

を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
た
い
。
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こ
の
よ
う
に
カ
サ
ガ
イ
類
は
、
形
態
的
な
派
手
さ
は
な
く
、
地
味
な
存
在
で
は
あ
る
が
、
海
岸
に
出
れ
ば
い
つ

で
も
多
数
の
個
体
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ま
ず
、
身
近
な
東
幡
豆
町
の
海
岸
で
見
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
カ
サ

ガ
イ
類
の
分
類
を
試
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
身
近
な
貝
類
の
分
類
か
ら
、
科
学
的
な
興
味
が
よ
り
発
展
し
て
ゆ

く
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。�

（
大
貫
貴
清
・
早
瀬
善
正
）

2
　
転
石
帯
の
貝
類

海
と
陸
の
狭
間
の
貝
類

潮
間
帯
と
い
う
限
ら
れ
た
範
囲
に
生
息
す
る
貝
類
に
は
、
さ
ら
に
特
定
の
潮
位
帯
に
の
み
生
息
域
が
限
定
さ
れ

る
種
が
存
在
す
る
。
特
に
飛
沫
帯
（
満
潮
時
で
も
ほ
と
ん
ど
水
没
し
な
い
潮
間
帯
最
上
部
）
の
環
境
に
生
息
す
る

貝
類
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
環
境
に
生
息
す
る
貝
類
に
は
、
タ
マ
キ
ビ
科
の
仲
間
（
藻
場
に
い
る
モ
ロ
ハ
タ
マ
キ

ビ
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
。
3
章
4
参
照
）
が
良
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ほ
か
に
も
、
ア
マ
オ
ブ
ネ
目
、
ク
ビ
キ
レ
ガ

イ
科
、
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
科
、
オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
科
な
ど
の
種
も
見
つ
か
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
陸
産
貝
類
（
カ

タ
ツ
ム
リ
の
仲
間
）
と
な
っ
て
い
る
種
も
多
く
存
在
し
、
陸
上
進
出
の
過
程
に
あ
る
一
群
と
と
ら
え
る
こ
と
も
で

き
る
。

こ
の
よ
う
に
潮
間
帯
上
部
の
環
境
に
は
、
陸
域
と
海
域
を
つ
な
ぐ
ご
く
狭
い
空
間
の
み
に
生
息
域
を
も
つ
貝
類

ウ
ダ
カ
ア
オ
ガ
イ
に
近
い
が
、
殻
の
表
面
の
顆
粒
状
突
起
は
低
く
弱
い
。
殻
の
模
様
は
円
～
楕
円
形
の
白
い
斑
紋

が
き
わ
め
て
明
瞭
で
あ
り
、
コ
ウ
ダ
カ
ア
オ
ガ
イ
と
識
別
で
き
る
。
カ
ス
リ
ア
オ
ガ
イ
の
模
様
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
は
乏
し
く
、
東
幡
豆
町
の
個
体
群
に
関
し
て
は
、
す
べ
て
同
様
の
斑
紋
で
あ
る
。

最
後
に
ク
モ
リ
ア
オ
ガ
イ
（
写
真
1 

c
）
は
、
3
種
の
な
か
で
最
も
低
い
部
位
に
見
ら
れ
る
種
で
あ
る
。
殻
は

よ
り
楕
円
状
で
、
3
種
の
な
か
で
最
も
小
型
か
つ
殻
高
が
高
い
種
で
あ
る
。
ク
モ
リ
ア
オ
ガ
イ
の
斑
紋
は
変
異
に

富
み
、
黒
1
色
の
も
の
、
白
い
斑
紋
を
散
在
さ
せ
る
も
の
、
白
い
放
射
彩
を
も
つ
も
の
な
ど
多
様
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
東
幡
豆
町
で
見
ら
れ
る
ア
オ
ガ
イ
類
3
種
に
つ
い
て
形
態
的
特
徴
を
述
べ
た
が
、
実
際
に
現
地
で
実

物
に
接
す
る
と
、
識
別
は
容
易
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ア
オ
ガ
イ
類
は
形
態
的
特
徴
が
類
似
し
て
お
り
、
分
布
域
も

少
し
ず
つ
重
な
っ
て
い
る
の
で
（
佐
々
木
・
奥
谷�1993,�

山
平�2006

）、
か
つ
て
は
同
一
種
の
形
態
型
と
考
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
に
も
う
な
ず
け
る
。

こ
の
ほ
か
、
東
幡
豆
町
に
は
ヒ
メ
コ
ザ
ラ
と
い
う
小
さ
な
カ
サ
ガ
イ
類
が
見
ら
れ
る
。
本
種
は
、
外
洋
の
潮
間

帯
上
部
に
多
数
生
息
す
る
コ
ガ
モ
ガ
イ
類
と
も
近
似
す
る
が
、
歯
舌
の
縁
歯
が
長
い
特
徴
に
よ
り
、
縁
歯
が
小
さ

く
不
明
瞭
な
特
徴
の
コ
ガ
モ
ガ
イ
類
と
は
明
ら
か
に
区
別
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
ヒ
メ
コ
ザ
ラ
は
、
シ
ボ
リ
ガ

イ
、
ツ
ボ
ミ
ガ
イ
と
形
態
的
に
近
似
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
3
種
は
、
近
年
ま
で
同
一
種
内
の
形
態
型
と
さ
れ
て
い

た
が
、
現
在
は
明
確
に
別
種
と
さ
れ
る
。
ヒ
メ
コ
ザ
ラ
は
内
湾
の
潮
間
帯
に
広
く
生
息
す
る
。
シ
ボ
リ
ガ
イ
は
河

口
付
近
の
汽
水
域
の
潮
間
帯
に
生
息
す
る
。
ツ
ボ
ミ
ガ
イ
は
河
口
付
近
や
内
湾
環
境
に
生
息
す
る
ウ
ミ
ニ
ナ
類
の

殻
の
上
の
み
に
付
着
し
て
生
息
す
る
。
東
幡
豆
町
で
確
認
さ
れ
た
種
は
ヒ
メ
コ
ザ
ラ
の
み
で
あ
っ
た
が
、
三
河
湾

内
に
は
こ
れ
ら
3
種
が
生
息
し
て
い
る
の
で
、
生
息
環
境
の
違
い
を
調
べ
て
み
る
の
も
面
白
い
だ
ろ
う
。
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に
特
有
の
貝
類
群
で
あ
る
。
オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
科
の
な
か
で
も
ケ
シ
ガ

イ
の
仲
間
は
、
1
㎜
程
度
の
大
き
さ
に
し
か
な
ら
な
い
半
透
明
の
殻

を
も
ち
、
標
高
1�

0�

0�

0�

m
を
越
え
る
山
中
に
も
生
息
す
る
完
全
な

陸
棲
種
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
話
題
に
あ
げ
た
陸
産
貝
類
と
の
関
連
性
か
ら
も
、
飛
沫

帯
な
ど
潮
間
帯
上
部
の
環
境
は
、
そ
こ
に
棲
む
特
定
の
貝
類
に
と
っ

て
の
重
要
な
微
細
生
息
環
境
（
マ
イ
ク
ロ
ハ
ビ
タ
ッ
ト
）
で
あ
る
と

同
時
に
、
多
く
の
巻
貝
類
が
陸
上
進
出
し
た
際
の
通
過
点
に
な
っ
た

と
推
測
さ
れ
る
こ
と
を
理
解
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、潮
間
帯
の
な
か
で
も
最
も
岸
に
近
い
飛
沫
帯
の
環
境
は
、

護
岸
や
道
路
建
設
な
ど
の
た
め
に
人
の
手
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
や
す

い
環
境
で
も
あ
る
。
こ
の
様
な
開
発
に
伴
う
生
息
地
減
少
の
た
め
ク

ビ
キ
レ
ガ
イ
科
や
オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
科
の
種
の
多
く
は
絶
滅
危
惧
種
と

な
っ
て
い
る
。
ウ
ス
コ
ミ
ミ
ガ
イ
は
、
愛
知
県
で
は
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

の
種
で
あ
り
、
前
島
や
沖
島
の
天
然
の
海
岸
に
比
較
的
多
く
の
個
体

が
生
息
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
人
為
的
に
作
っ
た
護
岸
部
で
も
多

く
の
個
体
が
生
息
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
種
の
場
合
は
浮
遊
幼
生

期
間
を
も
つ
種
で
あ
り
、
孵
化
し
た
幼
生
は
一
定
期
間
、
海
中
を
プ

写真 2　ヤマトクビキレガイ；中央の小さ
な貝はサツマクリイロカワザンショウ（西
尾市東幡豆町：前島の飛沫帯の転石下）（撮
影：早瀬）

写真 3　ウスコミミガイ（西尾市東幡豆町：
前島の潮間帯上部の埋没石の裏側）（撮影：
早瀬）

が
存
在
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
海
な
の
に
海
水
に
あ
ま
り
触
れ
な
い
環
境
に
生
息
す
る
貝
類
の
な
か
で
東
幡
豆

沿
岸
で
見
ら
れ
た
主
な
種
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

東
幡
豆
町
で
見
ら
れ
る
ア
マ
オ
ブ
ネ
目
の
貝
類
と
し
て
、
ア
マ
オ
ブ
ネ
科
2
種
の
ほ
か
に
転
石
下
に
生
息
す
る

ユ
キ
ス
ズ
メ
科
の
ヒ
ナ
ユ
キ
ス
ズ
メ
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
陸
上
に
棲
む
ア
マ
オ
ブ
ネ
目
に
は
、
東
幡
豆
町
に
生

息
し
な
い
も
の
の
、
愛
知
県
の
他
の
地
域
に
、
生
息
地
が
限
定
的
で
希
少
な
種
で
あ
る
ヤ
マ
キ
サ
ゴ
や
微
小
な
ゴ

マ
オ
カ
タ
ニ
シ
類
が
見
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
ク
ビ
キ
レ
ガ
イ
科
の
ヤ
マ
ト
ク
ビ
キ
レ
ガ
イ
（
写
真
2
）
は
、
前
島
の
ほ
と
ん
ど
水
没
し
な
い
飛
沫

帯
の
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
の
転
石
の
下
に
、
ジ
ム
カ
デ
類
や
ワ
ラ
ジ
ム
シ
類
な
ど
の
海
浜
性
の
陸
上
節
足
動
物
、

カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
科
の
サ
ツ
マ
ク
リ
イ
ロ
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
と
共
に
生
息
し
て
い
る
。カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
科
に
は
、

ほ
か
に
も
陸
域
に
進
出
し
て
海
岸
部
の
海
浜
植
物
の
根
元
な
ど
に
生
息
す
る
ヘ
ソ
カ
ド
ガ
イ
と
い
う
種
が
お
り
愛

知
県
下
で
の
分
布
記
録
も
あ
る
が
、東
幡
豆
町
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、ク
ビ
キ
レ
ガ
イ
類
の
こ
の
「
首

切
れ
」
と
い
う
名
称
は
、
殻
頂
部
（
＝
首
）
が
成
長
完
了
時
に
は
折
れ
て
脱
落
す
る
特
徴
に
由
来
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
殻
頂
部
を
頭
と
み
な
す
か
、
尻
と
み
な
す
か
は
命
名
者
の
気
分
次
第
で
あ
り
、
同
じ
部
位
で
も
そ
れ
ぞ
れ

の
種
に
よ
り
異
な
っ
た
名
称
と
な
っ
て
い
る
（
例
：
シ
リ
オ
レ
ギ
セ
ル
）。

こ
の
ほ
か
、
オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
科
の
種
に
つ
い
て
は
、
東
幡
豆
町
で
は
ウ
ス
コ
ミ
ミ
ガ
イ
と
ハ
マ
シ
イ
ノ
ミ
ガ
イ

の
2
種
が
確
認
さ
れ
た
。
ウ
ス
コ
ミ
ミ
ガ
イ
（
写
真
3
）
は
人
工
の
石
積
み
護
岸
の
ほ
か
、
前
島
や
沖
島
の
転
石

地
な
ど
の
潮
間
帯
上
部
の
石
の
下
に
生
息
し
て
い
た
（
早
瀬
ほ
か�2011

）。
ハ
マ
シ
イ
ノ
ミ
ガ
イ
は
、
僅
か
1
個

体
の
生
息
確
認
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
前
島
の
飛
沫
帯
の
転
石
下
に
生
息
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
も
潮
間
帯
の
上
層
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群
の
保
護
が
最
重
要
と
い
う
側
面
も
加
味
さ
れ
る
の
で
、
ウ
ス
コ
ミ
ミ
ガ
イ
よ
り
も
さ
ら
に
困
難
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
同
じ
潮
間
帯
最
上
部
の
環
境
に
生
息
す
る
貝
類
で
あ
っ
て
も
生
き
方
や
置
か
れ
た
状
況
は
各
種
様
々
な
の

で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
見
て
き
た
潮
間
帯
上
部
の
貝
類
は
全
て
巻
貝
類
で
あ
っ
た
が
、
二
枚
貝
類
の
一
部
の
種
が
好
ん
で

生
息
す
る
場
合
も
見
ら
れ
る
。
二
枚
貝
類
の
多
く
は
、
海
水
中
の
有
機
懸
濁
物
を
ろ
過
摂
食
し
て
お
り
、
餌
環
境

の
面
だ
け
で
見
る
と
潮
間
帯
上
部
に
生
息
す
る
利
点
は
少
な
い
。
し
か
し
、
好
き
な
よ
う
に
動
く
こ
と
が
で
き
る

自
由
生
活
の
ク
チ
バ
ガ
イ
が
、
な
ぜ
か
分
か
ら
な
い
が
潮
間
帯
上
部
に
生
息
し
て
い
る
。
砂
泥
質
干
潟
に
お
い
て

は
、
満
潮
時
の
汀
線
付
近
の
砂
中
に
、
本
種
が
多
数
生
息
し
て
い
る
。
一
方
、
転
石
海
岸
で
は
、
飛
沫
帯
に
近
い

転
石
の
下
に
干
潮
時
半
ば
乾
い
た
状
態
で
多
数
の
個
体
が
見
ら
れ
る
。
内
湾
奥
の
打
ち
上
げ
物
が
多
数
堆
積
し
た

ゴ
ミ
の
か
た
ま
り
の
よ
う
な
中
か
ら
多
数
出
現
す
る
こ
と
も
あ
る
。
二
枚
貝
類
の
中
か
ら
は
、
さ
す
が
に
陸
上
進

出
し
た
も
の
は
な
い
が
、
ク
チ
バ
ガ
イ
は
陸
地
に
生
息
し
て
い
る
と
も
言
い
た
い
よ
う
な
種
で
あ
る
。
な
ぜ
、
こ

の
様
に
不
思
議
な
生
態
を
示
す
の
か
、
そ
の
理
由
は
明
ら
か
に
な
っ
て
は
い
な
い
。

潮
間
帯
の
特
に
上
部
の
環
境
は
、
海
水
が
十
分
に
満
た
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
温
度
変
化
や
陸
上
生
物
に
よ
る

捕
食
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
厳
し
い
環
境
で
あ
る
が
、
こ
の
わ
ず
か
な
範
囲
の
マ
イ
ク
ロ
ハ
ビ
タ
ッ
ト
を
活
用
し
て

多
様
で
特
殊
な
貝
類
の
分
類
群
が
生
息
し
て
い
る
非
常
に
興
味
深
い
環
境
で
も
あ
る
。

ラ
ン
ク
ト
ン
と
し
て
生
活
す
る
。
そ
の
た
め
、流
さ
れ
た
幼
生
が
別
の
生
息
場
所
に
着
底
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

人
為
的
に
創
出
さ
れ
た
環
境
に
も
新
た
な
個
体
群
が
定
着
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合

の
護
岸
は
天
然
石
の
石
積
み
護
岸
で
あ
り
、
作
ら
れ
て
か
ら
の
時
間
も
か
な
り
経
過
し
て
い
る
な
ど
が
重
要
な
要

素
で
あ
ろ
う
。
ど
ん
な
材
料
で
も
す
ぐ
に
生
物
に
適
し
た
環
境
に
な
り
得
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
こ
と
を
覚
え
て

お
き
た
い
。

一
方
、
ヤ
マ
ト
ク
ビ
キ
レ
ガ
イ
の
場
合
は
直
達
発
生
（
浮
遊
幼
生
を
経
な
い
で
、
卵
や
親
貝
か
ら
直
接
幼
貝
が

生
ま
れ
る
こ
と
）
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
よ
り
個
体
群
維
持
が
難
し
い
。
直
達
発
生
の
場
合
は
、
人
為
的
な
好
適

環
境
が
作
り
出
せ
た
と
し
て
も
、
海
流
で
他
所
か
ら
浮
遊
幼
生
個
体
が
運
ば
れ
て
新
た
な
個
体
群
が
生
じ
る
こ
と

は
な
い
（
流
木
等
と
一
緒
に
流
れ
着
く
こ
と
で
も
な
い
限
り
）。
そ
も
そ
も
の
個
体
群
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要

な
の
で
あ
る
。

ヤ
マ
ト
ク
ビ
キ
レ
ガ
イ
は
前
島
の
1
㎡
に
も
満
た
な
い
き
わ
め
て
狭
い
範
囲
の
み
に
生
息
し
て
い
た
。
こ
の
狭

い
空
間
の
維
持
が
き
わ
め
て
重
要
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
直
達
発
生
の
種
は
自
力
移
動
し
か
移
動
手
段
が
な
い

の
で
、
浮
遊
幼
生
期
を
も
つ
種
と
比
べ
て
分
散
能
力
が
低
く
地
域
間
で
の
遺
伝
的
交
流
も
薄
く
な
り
、
地
域
ご
と

の
遺
伝
的
差
異
が
大
き
く
な
る
。
つ
ま
り
、各
地
域
独
自
の
特
色
を
も
っ
た
個
体
群
が
成
立
し
や
す
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
そ
の
場
所
の
個
体
群
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、
別
の
場
所
に
た
く
さ
ん
い
る
同
種
の
個
体
を
持
っ

て
き
て
増
や
せ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
？
と
い
う
単
純
な
案
で
は
、
解
決
に
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
一

種
で
あ
っ
て
も
、
各
地
域
個
体
群
は
遺
伝
的
な
差
異
か
ら
見
れ
ば
別
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
ヤ
マ
ト
ク
ビ
キ
レ
ガ
イ
の
保
護
は
、
環
境
の
保
全
と
い
う
こ
と
に
加
え
て
、
こ
の
地
域
の
個
体
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は
、
河
口
部
の
泥
質
干
潟
に
見
ら
れ
る
埋
も
れ
石
や
流
木
下
の
還
元
的
環
境
に
限
定
的
に
棲
む
こ
と
が
知
ら
れ
て

以
来
、
日
本
各
地
で
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
日
本
ベ
ン
ト
ス
学
会�2012

）（
写
真
9
）。

三
河
湾
に
は
前
島
・
沖
島
・
梶
島
な
ど
の
小
さ
な
無
人
島
か
ら
、
佐
久
島
・
日
間
賀
島
・
篠
島
と
い
っ
た
比
較

的
大
き
な
有
人
島
ま
で
、
い
く
つ
か
の
島
嶼
（
嶼
は
「
小
島
」
の
こ
と
）
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
島
嶼
の
海
岸
は

比
較
的
開
発
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
良
好
な
環
境
が
残
さ
れ
て
お
り
、
特
殊
環
境
棲
貝
類
の
生
息
環
境
が
残
さ
れ
て

い
る
可
能
性
も
高
い
の
で
あ
る
。
筆
者
ら
は
、
2�

0�

1�

3
～
2�

0�

1�

4
年
に
か
け
て
東
幡
豆
町
に
あ
る
二
つ
の
島

嶼
（
前
島
と
沖
島
）
で
、
転
石
帯
の
埋
没
転
石
下
の
貝
類
を
調
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
い
く
つ
か
の
発
見
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
島
で
確
認
で
き
た
貝
類
の
う
ち
、
特
徴
的
で
珍
し
い
習
性
や
形
態
を
も
つ
貝

類
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

転
石
帯
の
特
殊
環
境
に
棲
む
貝
類
：
ヒ
ナ
ユ
キ
ス
ズ
メ

前
島
と
沖
島
に
は
比
較
的
広
く
転
石
帯
が
存
在
す
る
が
、
特
殊
環
境
棲
貝
類
は
、
ど
の
よ
う
な
石
の
下
に
も
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
調
査
で
は
、
淡
水
が
滲
出
し
て
い
る
よ
う
な
場
所
の
埋
没
石
下
の
ほ
か
、
埋
没
石
の
下
が
黒

い
硫
化
物
で
覆
わ
れ
た
還
元
的
環
境
と
な
っ
て
い
る
場
所
を
中
心
に
探
索
す
る
。
特
に
大
き
な
石
の
下
の
方
が
還

元
的
環
境
と
な
っ
た
場
所
の
面
積
が
大
き
く
、
特
殊
環
境
棲
貝
類
が
見
つ
か
る
可
能
性
は
高
い
。
一
抱
え
あ
る
よ

う
な
大
き
な
岩
の
場
合
、
テ
コ
の
原
理
を
利
用
し
て
棒
を
使
い
、
二
人
が
か
り
で
起
こ
す
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
を

炎
天
下
の
干
潟
で
行
う
際
は
大
変
な
重
労
働
で
あ
る
が
、
良
い
具
合
に
動
物
の
巣
穴
等
が
あ
る
場
合
、
一
つ
の
岩

の
下
か
ら
多
種
多
数
の
特
殊
環
境
棲
貝
類
が
同
時
に
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
、
や
は
り
希
少
種
と
い
う
だ

還
元
環
境
の
貝
類

転
石
帯
の
特
殊
環
境
と
は　
　

海
水
の
循
環
が
制
限
さ
れ
る
よ
う
な
環
境
下
で
は
、
有
機
物
が
堆
積
し
、
酸
素
も
乏
し
く
な
る
。
す
る
と
硫
化

物
が
発
生
し
、砂
中
の
鉄
分
と
反
応
し
て
黒
い
砂
（
硫
化
鉄
）
と
な
り
、温
泉
地
の
硫
黄
臭
に
も
似
た
臭
い
が
す
る
。

こ
の
よ
う
な
酸
素
の
乏
し
い
「
還
元
環
境
」
は
、
通
常
、
河
口
域
や
湾
奥
部
の
閉
鎖
的
な
環
境
に
多
く
形
成
さ
れ

る
が
、
潮
通
し
の
良
い
開
放
的
な
海
岸
で
も
、
特
に
砂
や
泥
に
深
く
埋
没
し
た
転
石
下
の
マ
イ
ク
ロ
ハ
ビ
タ
ッ
ト

に
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
後
者
の
埋
没
石
下
の
「
還
元
環
境
」
で
は
、
そ
の
よ
う
な
環
境
に
の
み
限
定
的
に
出

現
す
る
希
少
な
特
殊
環
境
棲
貝
類
が
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
日
本
ベ
ン
ト
ス
学
会�2012

）。

埋
没
石
下
の
特
殊
環
境
棲
貝
類
は
、
厳
密
に
は
直
に
還
元
環
境
に
生
息
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
埋
没
転
石

下
に
は
、ゴ
カ
イ
類
や
イ
ソ
メ
類
な
ど
の
多
毛
類
や
、ア
ナ
ジ
ャ
コ
類
や
テ
ッ
ポ
ウ
エ
ビ
類
な
ど
の
甲
殻
類
、様
々

な
底
生
生
物
が
生
息
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
底
生
生
物
が
転
石
下
に
巣
穴
を
掘
り
、
転
石
下
に
空
間
を
作
り
生
活

す
る
な
ど
し
て
、
転
石
と
砂
泥
の
間
に
隙
間
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
隙
間
に
酸
素
や
海
水
の
循
環

が
あ
る
空
間
が
形
成
さ
れ
、
還
元
環
境
の
一
部
分
に
好
気
的
な
環
境
が
生
じ
る
。
こ
の
還
元
環
境
と
酸
化
環
境
の

境
界
に
、
特
殊
環
境
棲
貝
類
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
マ
イ
ク
ロ
ハ
ビ
タ
ッ
ト
は
従
来
ほ
と
ん
ど
調
査
さ
れ
ず
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
が
、
最
近
の
調
査
に

よ
り
、
発
見
例
の
少
な
か
っ
た
貝
類
が
多
く
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
和
歌

山
県
で
1�

9�

5�

8
年
に
記
載
さ
れ
て
以
来
30
年
以
上
発
見
さ
れ
ず
、
幻
の
貝
と
よ
ば
れ
て
き
た
ワ
カ
ウ
ラ
ツ
ボ
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第 2部　幡豆の海と生き物5　貝 類 

ヒ
ナ
ユ
キ
ス
ズ
メ
は
、
一
見
す
る
と
カ
サ
ガ
イ
類
に
似
て
い
る
が
、
足
の
筋
肉
中
に
き
わ
め
て
微
細
な
石
灰
化

し
た
透
明
な
蓋
を
も
つ
な
ど
、
カ
サ
ガ
イ
類
と
は
特
徴
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
ヒ
ナ
ユ
キ
ス
ズ
メ
の
学
名
（
世

界
共
通
の
正
式
名
称
）
はPhenacolepas�sp.

で
あ
る
が
、こ
の
語
尾
のsp.

は
種
を
表
すspecies

の
略
で
あ
る
。

日
本
語
で
言
う
な
ら
ば
、「
ユ
キ
ス
ズ
メ
属
の
一
種
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
ヒ
ナ
ユ
キ
ス

ズ
メ
は
、
こ
れ
か
ら
後
に
正
式
に
論
文
で
記
載
さ
れ
て
か
ら
よ
う
や
く
新
種
と
し
て
認
め
ら
れ
る
予
定
の
新
種
予

備
軍
で
、「
未
記
載
種
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
後
述
の
ナ
ギ
ツ
ボ
や
イ
シ
ン
属
の
一
種
も
同
様
に
未
記
載

種
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
新
種
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
新
種
候
補
の
貝
類
た
ち
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
東
幡
豆
の
身
近

な
転
石
帯
に
も
、
い
く
つ
も
新
種
の
貝
が
い
る
の
で
あ
る
。

ヒ
ナ
ユ
キ
ス
ズ
メ
が
属
す
る
ユ
キ
ス
ズ
メ
科
貝
類
の
多
く
は
、
ヒ
ナ
ユ
キ
ス
ズ
メ
と
同
様
に
転
石
下
の
還
元
環

境
に
多
く
の
種
が
生
息
し
て
い
る
が
、
シ
ン
カ
イ
フ
ネ
ア
マ
ガ
イ
は
深
海
の
熱
水
の
噴
出
域
に
生
息
し
て
い
る
。

ヒ
ト
や
魚
類
等
の
脊
椎
動
物
は
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
含
ま
れ
る
赤
い
体
液
を
も
つ
が
、
貝
類
や
甲
殻
類
等
の
多
く
は

ヘ
モ
シ
ア
ニ
ン
が
含
ま
れ
る
透
明
で
や
や
青
い
体
液
を
持
つ
。
と
こ
ろ
が
、
ユ
キ
ス
ズ
メ
科
の
貝
類
は
、
脊
椎
動

物
と
同
様
に
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
含
ま
れ
る
赤
い
体
液
を
も
つ
（Fukuda�1995

）。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
貧
酸

素
の
環
境
で
も
効
率
よ
く
酸
素
を
運
搬
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
通
常
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
は
酸
素
よ
り
も
硫
化
水
素
と
結
合
し
や
す
く
、
し
か
も
結
合
し
た
硫
化
水
素

は
離
れ
な
く
な
っ
て
、
酸
素
と
の
結
合
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
私
た
ち
人
間
が
硫
化
水
素
を
含
む
火
山
ガ

ス
を
吸
う
と
危
険
な
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
還
元
環
境
に
生
息
す
る
生
物
で
は
、
体
液
に
特
殊
な
性
質
を
も
つ

こ
と
で
こ
の
問
題
を
克
服
し
て
い
る
も
の
も
多
い
。
深
海
の
熱
水
噴
出
孔
に
生
息
す
る
貝
類
と
し
て
有
名
な
シ
ロ

け
あ
っ
て
、
種
に
よ
っ
て
は
数
十
個

起
こ
し
た
石
に
1
個
体
と
い
う
生
息

密
度
の
低
さ
の
場
合
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
特
殊
環

境
に
生
息
す
る
種
類
を
見
つ
け
る
こ

と
は
簡
単
で
は
な
い
。
ま
た
、
多
く

が
5
㎜
以
下
の
微
小
な
貝
で
あ
る
の

で
、
こ
れ
を
見
つ
け
る
の
に
も
集
中

力
を
必
要
と
し
、
一
苦
労
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
転
石
帯
で
確
認
で

き
た
貝
類
は
65
種
に
も
上
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
通
常
の
潮
間
帯
で
み
ら
れ
る
酸
素
が
豊
富
な
環
境
を
好
む
種
で

あ
り
、
特
殊
環
境
棲
の
貝
類
は
こ
の
う
ち
の
10
種
程
度
で
あ
っ
た
。
本
項
で
は
こ
の
特
殊
環
境
に
限
定
的
に
出
現

す
る
ご
く
少
数
種
を
特
に
取
り
上
げ
て
述
べ
る
。
ヒ
ナ
ユ
キ
ス
ズ
メ
は
、
軟
体
部
が
赤
く
、
5
㎜
以
下
の
小
さ
な

笠
形
の
貝
で
あ
り
（
写
真
4
）、
内
湾
の
転
石
下
還
元
環
境
の
種
と
し
て
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
（
写
真
5
）。
ヒ
ナ

ユ
キ
ス
ズ
メ
は
、
前
島
・
沖
島
と
も
に
比
較
的
多
く
見
ら
れ
た
が
、
マ
イ
ク
ロ
ハ
ビ
タ
ッ
ト
の
違
い
に
よ
る
も
の

な
の
か
、
沖
島
で
は
前
島
よ
り
も
小
さ
な
個
体
が
多
か
っ
た
。
硫
化
物
で
黒
く
覆
わ
れ
た
転
石
下
に
お
い
て
も
、

底
生
生
物
の
巣
穴
な
ど
に
よ
っ
て
で
き
た
空
間
に
よ
り
、
一
部
黒
化
し
て
い
な
い
よ
う
な
石
の
表
面
に
、
笠
の
よ

う
な
殻
を
ぴ
っ
た
り
と
付
け
て
貼
り
つ
い
て
い
る
。

写真 4　ヒナユキスズメの殻（西尾市東幡
豆町：前島）（撮影：早瀬）

写真 5　ヒナユキスズメの生態（西尾市東
幡豆町：前島）（撮影：早瀬）
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第 2部　幡豆の海と生き物5　貝 類 

ど
ち
ら
も
貝
殻
は
白
色
半
透
明
で
透
き
通
っ
て
お
り
、
ナ
ギ
ツ
ボ
の
方
が
や
や
殻
高
が
高
く
（
写
真
6
）、
イ
ソ
コ

ハ
ク
ガ
イ
の
殻
の
方
が
平
た
い
（
写
真
7
）。
ど
ち
ら
も
腹
足
の
後
端
が
く
ぼ
み
、
中
央
に
は
細
く
短
い
紐
状
の
後

足
触
角
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
2
種
は
イ
ソ
コ
ハ
ク
ガ
イ
科
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、
筆
者
ら
の
調
査
に
よ

り
愛
知
県
で
の
生
息
が
初
め
て
確
認
さ
れ
た
（
早
瀬
ほ
か�2015a

・b

）。
ナ
ギ
ツ
ボ
は
、
前
島
・
沖
島
両
島
の
北

側
の
転
石
帯
で
確
認
さ
れ
た
が
、
前
島
で
よ
り
多
く
の
個
体
が
観
察
さ
れ
た
。
ヒ
ナ
ユ
キ
ス
ズ
メ
と
同
様
の
環
境

を
好
む
ら
し
く
、
同
じ
転
石
か
ら
見
つ
か
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
イ
ソ
コ
ハ
ク
ガ
イ
は
沖
島
の
北
側
の
転
石
帯
の

み
で
観
察
さ
れ
た
が
、
浅
く
埋
も
れ
た
転
石
下
に
比
較
的
多
く
の
個
体
が
生
息
し
て
い
た
。

イ
ソ
コ
ハ
ク
ガ
イ
科
に
は
ほ
か
に
シ
ラ
ギ
ク
（
写
真
8
）
と
い
う
種
が
前
島
・
沖
島
の
両
島
で
確
認
で
き
た
。

写真 8　シラギクの生体（西尾市東幡豆町：
前島）（撮影：早瀬）

写真 9　ワカウラツボの生態（名古屋市港
区：庄内川河口）（撮影：早瀬）

写真 10　サザナミツボの死殻（西尾市東
幡豆町：小河川河口）（撮影：早瀬）

ウ
リ
ガ
イ
で
は
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
ほ
か
に
硫
化
水
素
を
運
ぶ
特
殊
な
タ
ン

パ
ク
質
を
も
っ
て
お
り
（
橋
本��1997

）、
高
濃
度
の
硫
化
水
素
の
中
で

も
呼
吸
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

ヒ
ナ
ユ
キ
ス
ズ
メ
の
赤
い
体
液
が
シ
ロ
ウ
リ
ガ
イ
の
よ
う
に
特
別
な
機

能
を
備
え
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る
が
、
ほ

か
の
還
元
環
境
に
棲
む
生
物
同
様
に
何
ら
か
の
特
別
な
機
能
を
も
っ
て
い

た
と
し
て
も
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

転
石
帯
の
特
殊
環
境
に
棲
む
貝
類
：
微
小
な
巻
貝
1

先
述
し
た
ヒ
ナ
ユ
キ
ス
ズ
メ
の
5
㎜
と
い
う
サ
イ
ズ
は
、
一
般
の
人
々

の
感
覚
で
は
と
て
も
小
さ
く
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ナ
ギ
ツ

ボ
（
前
島
・
沖
島
両
島
で
確
認
）、イ
ソ
コ
ハ
ク
ガ
イ
（
沖
島
で
の
み
確
認
）、

イ
シ
ン
属
の
一
種
（
前
島
の
み
で
確
認
）
に
至
っ
て
は
、
わ
ず
か
1
～
2

㎜
程
度
と
、
現
地
で
は
も
は
や
白
い
点
に
し
か
見
え
ず
、
貝
と
し
て
の
認

識
す
ら
も
危
う
い
サ
イ
ズ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
貝
類
は
現
地
で
貝
で
あ
ろ

う
と
認
識
さ
れ
た
時
点
で
持
ち
帰
り
、
実
体
顕
微
鏡
下
で
生
き
た
ま
ま
の

状
態
を
観
察
し
て
は
じ
め
て
種
類
が
分
か
る
。

ナ
ギ
ツ
ボ
と
イ
ソ
コ
ハ
ク
ガ
イ
は
1
㎜
程
度
の
非
常
に
小
さ
な
貝
で
、

写真 6　ナギツボの生体（西尾市東幡豆町：
前島）（撮影：早瀬）

写真 7　イソコハクガイの生体（西尾市東
幡豆町：沖島）（撮影：早瀬）
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第 2部　幡豆の海と生き物5　貝 類 

転
石
帯
の
特
殊
環
境
に
棲
む
貝
類
：
微
小
な
巻
貝
2 

イ
シ
ン
属
の
一
種

微
小
な
貝
と
し
て
は
、
カ
ク
メ
イ
科
に
属
す
イ
シ
ン
属
の
一
種
も
確
認
さ
れ
た
が
、
先
述
の
ナ
ギ
ツ
ボ
や
イ
ソ

コ
ハ
ク
ガ
イ
な
ど
と
、
現
地
の
目
視
確
認
で
見
分
け
る
こ
と
は
か
な
り
難
し
い
。
貝
殻
の
形
は
、
イ
ソ
コ
ハ
ク
ガ

イ
に
似
た
や
や
平
た
い
形
状
で
あ
る
（
写
真
11
）。
生
き
て
い
る
姿
を
実
体
顕
微
鏡
下
で
観
察
す
る
と
、
前
後
端
の

二
叉
し
た
腹
足
と
、
先
端
が
二
分
岐
し
た
長
い
吻
や
、
右
体
側
に
一
本
の
外
套
触
角
を
も
っ
た
特
徴
的
な
姿
を
し

て
い
る
（
写
真
12
）。

イ
シ
ン
属
の
貝
類
は
、
こ
れ
ま
で
神
奈
川
県
、
静
岡
県
、
和
歌
山
県
、
広
島
県
、
山
口
県
、
大
分
県
、
沖
縄
県

で
見
つ
か
っ
て
い
る
が
（Fukuda�and�Y

am
ashita�1997,�

木
村
ほ
か�2012

）、
本
種
も
愛
知
県
で
は
初
の
記

録
と
な
る
（
早
瀬
ほ
か�2015b

）。
今
ま
で
見
つ
か
っ
た
産
地
で
も
分
布
は
局
所
的
で
非
常
に
珍
し
い
貝
で
あ
る
。

前
島
で
は
島
の
南
側
の
転
石
帯
で
、

た
っ
た
1
個
体
が
確
認
さ
れ
た
。
こ

の
仲
間
は
殻
の
形
で
は
種
の
判
別
が

難
し
く
、
種
の
同
定
に
は
少
な
く
と

も
歯
舌
（
口
に
あ
る
餌
を
削
り
取
る

器
官
）
の
形
状
を
電
子
顕
微
鏡
等
で

観
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
稀
で
あ
る
上
に
、
こ
の
よ
う
な

理
由
も
あ
り
、
イ
シ
ン
属
の
分
類
研

写真 11　イシン属の一種の殻（西尾市東
幡豆町：前島）（撮影：早瀬）

写真 12　イシン属の一種の生体（西尾市
東幡豆町：前島）（撮影：早瀬）

シ
ラ
ギ
ク
は
3
㎜
程
度
と
上
記
2
種
と
比
べ
や
や
大
き
く
、
ま
る
で
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
よ
う
に
凹
凸
が
殻
の
表
面

に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
菊
の
花
に
見
立
て
て
純
白
の
殻
に
対
し
て
シ
ラ
ギ
ク
と
い
う
が
、
生
き
て
い
る
個
体
で
は

殻
の
表
面
に
黒
色
の
硫
化
鉄
が
付
着
し
、「
黒
菊
」
と
で
も
言
い
た
い
様
相
を
し
て
い
る
場
合
も
多
い
。
シ
ラ
ギ

ク
に
関
し
て
は
、
過
去
に
愛
知
県
内
で
死
殻
が
見
つ
か
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
生
き
た
個
体
は
見
つ
か
っ
て
お
ら

ず
、
筆
者
ら
の
調
査
で
初
め
て
、
現
在
も
絶
滅
す
る
こ
と
な
く
愛
知
県
下
に
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

（
早
瀬
ほ
か�2015b

）。

最
後
に
島
嶼
で
は
な
い
が
、
東
幡
豆
町
（
妙
善
寺
前
・
東
浜
干
潟
）
の
小
河
川
河
口
域
の
還
元
環
境
で
は
、
ベ

ン
ト
ス
調
査
（
多
毛
類
、
6
章
2
）
の
サ
ン
プ
ル
に
、
こ
れ
ま
で
こ
の
地
域
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
ワ

カ
ウ
ラ
ツ
ボ
科
の
サ
ザ
ナ
ミ
ツ
ボ
の
死
殻
が
発
見
さ
れ
た
（
写
真
10
）。
こ
の
死
殻
は
新
鮮
な
状
態
で
あ
り
、
現
在

も
当
地
に
サ
ザ
ナ
ミ
ツ
ボ
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
サ
ザ
ナ
ミ
ツ
ボ
は
1
・
5
㎜
程
の

微
小
な
種
で
あ
る
。
サ
ザ
ナ
ミ
ツ
ボ
や
ワ
カ
ウ
ラ
ツ
ボ
（
写
真
9
）
な
ど
が
属
す
る
ワ
カ
ウ
ラ
ツ
ボ
科
は
、
前
述

の
イ
ソ
コ
ハ
ク
ガ
イ
科
と
比
較
し
て
、
殻
高
が
高
く
卵
形
か
ら
卵
円
錐
形
を
し
て
い
る
。

イ
ソ
コ
ハ
ク
ガ
イ
科
や
ワ
カ
ウ
ラ
ツ
ボ
科
の
な
か
に
は
、
水
深
1�

0�

0
～
4�

0�

0�

m
の
海
底
に
沈
ん
だ
沈
木
周

辺
の
還
元
環
境
に
出
現
す
る
キ
ツ
キ
イ
ソ
マ
イ
マ
イ
（
イ
ソ
コ
ハ
ク
ガ
イ
科
）
や
キ
ツ
キ
ツ
ボ
（
ワ
カ
ウ
ラ
ツ
ボ

科
）
と
い
う
貝
が
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（H

asegaw
a�1997,�

佐
々
木�2010

）。
特
に
転
石
下
の
サ
ザ
ナ

ミ
ツ
ボ
と
沈
木
周
辺
の
キ
ツ
キ
ツ
ボ
は
、共
にN

ozeba
属
に
属
し
て
い
る
近
縁
な
種
で
も
あ
る
。こ
れ
ら
の
種
も
、

ヒ
ナ
ユ
キ
ス
ズ
メ
と
シ
ン
カ
イ
フ
ネ
ア
マ
ガ
イ
の
関
係
と
同
様
に
、
遠
く
離
れ
た
浅
海
と
深
海
の
そ
れ
ぞ
れ
に
類

縁
関
係
の
あ
る
貝
が
棲
ん
で
い
る
事
例
で
あ
り
、
生
物
の
進
化
生
態
を
考
え
た
面
か
ら
は
と
て
も
興
味
深
い
。
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ボ
キ
サ
ゴ
・
サ
ザ
エ
等
、
海
産
種
の
み
）
と
共
通
す
る
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
ミ
ズ
シ
タ

ダ
ミ
上
科
は
、
古
い
時
代
に
海
域
に
お
い
て
、
原
始
的
な
前
鰓
類
と
分
岐
し
た
最
も
原
始
的
な
異
鰓
類
、
つ
ま
り
、

前
鰓
類
と
ほ
か
の
多
く
の
異
鰓
類
と
の
橋
渡
し
的
な
存
在
で
あ
る
と
の
仮
説
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。

た
だ
し
、先
述
の
よ
う
に
原
始
的
な
異
鰓
類
の
は
ず
の
ミ
ズ
シ
タ
ダ
ミ
科
は
純
淡
水
域
の
み
に
生
息
し
て
お
り
、

海
域
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
派
生
し
た
一
部
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
、
海
域
で
原
始
的
な
前
鰓
類
よ
り
異
鰓
類
が
分
岐
し

た
と
す
る
考
え
が
成
立
せ
ず
、
仮
説
を
立
証
す
る
際
の
障
害
と
な
っ
て
い
た
。
上
記
の
仮
説
を
裏
付
け
る
た
め
に

は
、
ミ
ズ
シ
タ
ダ
ミ
科
が
海
域
よ
り
派
生
し
た
こ
と
を
示
す
た
め
の
、
淡
水
域
と
海
域
を
つ
な
ぐ
場
所
（
湾
奥
や

汽
水
域
の
潮
間
帯
な
ど
浅
海
域
）
に
生
息
す
る
ミ
ズ
シ
タ
ダ
ミ
科
の
近
縁
種
の
存
在
の
発
見
が
不
可
欠
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
よ
う
な
種
類
は
長
ら
く
見
つ
か
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
つ
い
にPonder�(1990)�

に
よ
り
、
ミ
ズ
シ
タ
ダ
ミ
科
と
同
様
の
殻
や
軟
体
部
の
特
徴
を
も
つ
カ
ク

メ
イ
科
貝
類
（
異
鰓
類
）
の
存
在
が
浅
海
域
で
発
見
・
報
告
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
報
告
に
よ
り
、

上
記
の
仮
説
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
、
系
統
分
類
上
の
欠
け
た
一
環
（
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
）
が

よ
う
や
く
埋
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
後
、
長
谷
川
（2006

）
や
福
田
（2012

）
な
ど
に
よ
り
、
ガ
ラ

ス
シ
タ
ダ
ミ
科
に
お
い
て
も
、
本
州
の
内
湾
浅
海
の
還
元
的
環
境
か
ら
未
記
載
種
（X

enoskenea�sp.

）
の
生
息

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

カ
ク
メ
イ
科
貝
類
は
、
1
～
2
㎜
前
後
と
ご
く
微
小
な
上
に
、
棲
ん
で
い
る
場
所
は
内
湾
湾
奥
の
主
に
砂
泥
に

深
く
埋
も
れ
た
石
の
下
で
あ
り
、
近
年
ま
で
生
き
た
姿
が
全
く
人
目
に
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
は
単
に
目
立
た
な
い
微
小
な
貝
が
、
巻
貝
類
の
進
化
系
統
を
考
え
る
上
で
、
非

究
は
進
ん
で
い
な
い
。
さ
ら
に
、
大
分
県
と
山
口
県
の
記
載
種
の
生
息
地
は
50
㎞
し
か
離
れ
て
い
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
種
と
し
て
記
載
さ
れ
た
こ
と
な
ど
も
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
今
回
確
認
さ
れ
た
イ

シ
ン
属
も
、
将
来
新
種
と
判
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
革
命
（
カ
ク
メ
イ
）
科
、
維
新
（
イ
シ
ン
）
属
と
い
う
非
常
に
変
わ
っ
た

名
称
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
日
本
国
内
で
は
も
う
1
属
、
カ
ク
メ
イ
属
の
存
在
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
幡
豆
で
は

現
時
点
で
未
確
認
で
あ
り
、
本
科
3
属
中
、
残
る
1
属
の
一
揆
（
イ
ッ
キ
）
属
は
国
内
未
記
録
で
あ
る
。
こ
の
グ

ル
ー
プ
の
発
見
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
巻
貝
の
進
化
や
系
統
を
考
え
る
上
で
、
ま
さ
に
革
命
的
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。

イ
シ
ン
属
が
位
置
す
る
ミ
ズ
シ
タ
ダ
ミ
上
科
は
、
ミ
ズ
シ
タ
ダ
ミ
科
、
ガ
ラ
ス
シ
タ
ダ
ミ
科
、
カ
ク
メ
イ
科
な

ど
で
構
成
さ
れ
る
。
ミ
ズ
シ
タ
ダ
ミ
科
は
、
北
半
球
の
内
陸
の
淡
水
域
の
み
に
広
く
み
ら
れ
、
日
本
で
は
琵
琶
湖

や
芦
ノ
湖
、木
崎
湖
な
ど
の
大
き
な
湖
を
中
心
と
し
た
淡
水
の
湖
沼
に
生
息
す
る
。一
方
、ガ
ラ
ス
シ
タ
ダ
ミ
科
は
、

水
深
4�

0�

0�

m
の
沈
木
群
集
や
深
海
の
熱
水
鉱
床
に
生
息
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
た
（H

asegaw
a�1997

）。

こ
れ
ら
の
仲
間
の
多
く
は
、
発
生
時
の
殻
（
原
殻
）
の
左
右
の
巻
き
方
が
後
に
1�

8�

0
度
逆
転
（
逆
旋
）
し
た

り
、
90
～
1�

5�

0
度
ほ
ど
ま
で
ね
じ
れ
る
「
異
旋
」
と
い
う
特
徴
を
も
ち
、
異
旋
類
と
も
呼
ば
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ミ
ズ
シ
タ
ダ
ミ
上
科
な
ど
が
属
す
る
異
鰓
類
は
、
異
旋
類
（
ミ
ズ
シ
タ
ダ
ミ
科
や
ト
ウ
ガ
タ
ガ
イ

科
等
）、
後
鰓
類
（
ウ
ミ
ウ
シ
等
）、
有
肺
類
（
カ
タ
ツ
ム
リ
）
を
含
む
大
き
な
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の

起
源
に
関
し
て
は
長
ら
く
不
明
で
あ
っ
た
。
ガ
ラ
ス
シ
タ
ダ
ミ
科
は
扇
舌
型
の
歯
舌
や
両
櫛
鰓
を
も
ち
、
ミ
ズ
シ

タ
ダ
ミ
科
も
櫛
鰓
状
の
二
次
鰓
や
多
旋
型
の
蓋
を
も
つ
な
ど
、
異
鰓
類
で
あ
り
な
が
ら
、
原
始
的
な
前
鰓
類
（
イ

210211



第 2部　幡豆の海と生き物5　貝 類 

や
沈
木
が
足
掛
か
り
に
な
る
と
い
う
説
で
あ
る
。
こ
の
説
は
鯨
骨
群
集
と
熱
水
鉱
床
の
生
物
群
集
に
共
通
点
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
い
ま
だ
立
証
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
鯨
骨
や
沈
木
が
化
学
合
成
生
物
群
の
分
散
の
足
掛
か
り
と
な
っ
た
訳
で
は
な
く
、
浅
海
か
ら
深
海
の

熱
水
鉱
床
へ
と
進
出
し
、
進
化
し
て
ゆ
く
足
掛
か
り
と
な
っ
た
と
い
う
進
化
的
ス
テ
ッ
ピ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
仮
説

（D
istel�et al.�2000

）
も
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
イ
ガ
イ
科
の
仲
間
は
、
浅
海
に
多
く
生
息
し
て
い
る
が
、

何
か
の
要
因
で
海
底
の
鯨
骨
や
沈
木
で
生
息
す
る
よ
う
に
な
り
、
硫
化
水
素
を
利
用
す
る
能
力
を
獲
得
す
る
。
こ

の
よ
う
な
種
か
ら
熱
水
鉱
床
で
生
活
す
る
種
が
進
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

転
石
下
の
特
殊
環
境
に
生
息
す
る
貝
類
は
浅
海
性
種
な
が
ら
還
元
環
境
に
生
息
し
て
お
り
、
近
縁
な
種
が
深
海

の
還
元
環
境
に
も
生
息
す
る
と
い
う
事
実
は
、
ど
ち
ら
が
起
源
に
せ
よ
、
共
通
の
祖
先
か
ら
同
様
の
環
境
を
足
掛

か
り
と
し
て
新
た
な
生
息
域
へ
と
進
出
し
分
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
転
石
下
の
特
殊
環
境
の
貝
類

は
イ
ガ
イ
類
な
ど
と
は
違
い
、
浅
海
性
の
種
そ
の
も
の
が
希
少
で
あ
る
の
で
未
だ
に
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
が
、

同
じ
系
統
の
貝
が
遠
く
離
れ
た
深
海
と
浅
海
の
還
元
環
境
に
限
定
し
て
生
息
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
今

後
大
き
な
発
見
が
な
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

石
の
裏
の
華
や
か
な
貝
類

石
の
裏
の
二
枚
貝
：
ウ
ロ
コ
ガ
イ
類

埋
没
し
た
転
石
下
に
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
巻
貝
類
の
ほ
か
に
、
二
枚
貝
類
が
生
息
し
て
い
る
場
合
も

あ
る
。
特
に
ウ
ロ
コ
ガ
イ
科
の
二
枚
貝
類
は
、
多
く
の
種
が
転
石
下
の
特
殊
環
境
棲
巻
貝
類
と
共
に
生
息
し
て
お

常
に
貴
重
な
存
在
な
の
で
あ
る
。
こ
の
微
小
な
カ
ク
メ
イ
科
貝
類
が
、
例
え
る
な
ら
ば
、
サ
ル
と
ヒ
ト
の
分
岐
点

に
位
置
す
る
猿
人
の
化
石
の
発
見
に
も
相
当
す
る
よ
う
な
、
ま
さ
に
革
命
、
維
新
級
の
興
奮
を
貝
類
学
者
に
も
た

ら
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
幡
豆
の
海
で
も
、
そ
の
よ
う
に
貴
重
な
貝
（
カ
ク
メ
イ
科
イ
シ
ン
属
）
が
、
現
在
ま
で
、

人
知
れ
ず
生
き
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

転
石
下
の
特
殊
環
境
と
深
海
環
境
と
の
接
点

こ
れ
ら
の
特
殊
環
境
に
生
息
す
る
貝
類
は
、
先
述
し
た
通
り
、
近
縁
種
内
で
浅
海
と
深
海
の
還
元
環
境
に
離
れ

て
生
息
し
て
い
る
事
例
が
多
い
。
深
海
の
熱
水
噴
出
孔
や
冷
水
湧
出
帯
で
は
化
学
合
成
細
菌
を
生
産
者
と
す
る
独

自
の
生
態
系
が
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
所
か
ら
噴
出
す
る
湧
水
に
は
硫
化
水
素
や
メ
タ
ン
な
ど
が
含
ま
れ
て

お
り
、
転
石
下
同
様
、
還
元
環
境
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
深
海
底
に
沈
ん
だ
ク
ジ
ラ
や
流
木
の
周
り
に
も
還
元

環
境
や
そ
れ
自
体
か
ら
な
る
特
殊
な
環
境
が
出
現
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
鯨
骨
群
集
」
や
「
沈
木
群
集
」
と
よ
ば
れ
る

独
自
の
生
物
群
集
を
形
成
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
所
で
は
、
生
産
者
で
あ
る
化
学
合
成
細
菌
は
硫
化
水
素
の
よ
う

な
還
元
物
質
を
酸
化
し
て
有
機
物
を
合
成
し
、
消
費
者
で
あ
る
貝
類
や
甲
殻
類
な
ど
は
、
化
学
合
成
細
菌
と
共
生

し
た
り
、
餌
と
し
て
利
用
す
る
。

局
所
的
な
還
元
環
境
は
、
浅
海
か
ら
深
海
ま
で
広
く
離
れ
て
点
在
し
て
い
る
。
問
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
還
元
環

境
に
同
じ
系
統
の
生
物
が
ど
の
よ
う
に
し
て
辿
り
着
き
分
化
し
て
い
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
近
年
、
特

に
鯨
骨
群
集
に
関
し
て
、
ス
テ
ッ
ピ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
仮
説
と
よ
ば
れ
る
説
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
（Sm

ith�et al.�
1989

）。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
遠
く
離
れ
た
熱
水
鉱
床
に
生
息
す
る
近
縁
の
生
物
の
分
散
過
程
に
お
い
て
、
鯨
骨
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ゲ
マ
キ
（
写
真
15
）
は
、
ア
オ
サ
類
が
多
く
漂
着
し
て
い
る
海
岸
で
確
認
さ
れ
、
転
石
下
面
に
カ
ン
ザ
シ
ゴ
カ
イ

科
の
棲
管
や
カ
キ
の
殻
が
固
着
し
、
間
隙
が
で
き
て
い
る
場
所
に
付
着
し
て
い
た
。
マ
ツ
モ
ト
ウ
ロ
コ
ガ
イ
（
写

真
16
）
は
、
沖
島
の
北
側
の
浅
く
埋
没
し
た
転
石
下
で
、
わ
ず
か
1
個
体
の
み
が
確
認
さ
れ
た
。
ウ
ロ
コ
ガ
イ
類

に
は
、
ほ
か
の
無
脊
椎
動
物
の
体
表
面
に
共
生
す
る
種
、
ほ
か
の
底
生
生
物
の
巣
穴
に
共
生
す
る
も
の
、
そ
し
て

自
由
生
活
す
る
も
の
と
い
っ
た
具
合
に
、
多
様
な
生
態
の
種
が
存
在
す
る
（Goto�et al.�2012

）。
こ
れ
ら
ウ
ロ

コ
ガ
イ
科
貝
類
の
分
類
は
難
し
く
、
い
く
つ
か
の
科
に
細
分
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
大
き
く
ま
と
め

ら
れ
た
広
義
で
の
ウ
ロ
コ
ガ
イ
科
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

ウ
ロ
コ
ガ
イ
科
の
な
か
で
、
ほ
か
の
底
生
生
物
の
体
表
面
に
共
生
す
る
種
に
は
、
マ
ゴ
コ
ロ
ガ
イ
や
オ
サ
ガ
ニ

ヤ
ド
リ
ガ
イ
、ガ
ン
ヅ
キ
な
ど
が
い
る
。ま
た
後
述
す
る
ス
ジ
ホ
シ
ム
シ
モ
ド
キ
ヤ
ド
リ
ガ
イ
も
近
い
生
態
を
も
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
底
生
生
物
の
体
表
に
付
着
し
て
生
活
し
て
い
る
。
特
に
マ
ゴ
コ
ロ
ガ
イ
は
有
名
で
、
釣
り
餌

に
も
よ
く
用
い
ら
れ
る
ア
ナ
ジ
ャ
コ
の
胸
部
の
腹
側
に
特
異
的
に
付
着
す
る
。
私
た
ち
ヒ
ト
で
は
心
臓
が
あ
る
位

置
に
ハ
ー
ト
の
形
の
貝
が
付
着
す
る
様
子
か
ら
「
真
心
貝
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
マ
ゴ
コ
ロ
ガ
イ
は
残
念
な

が
ら
、
三
河
湾
で
は
確
認
さ
れ
ず
、
愛
知
県
で
は
名
古
屋
港
で
の
み
見
つ
か
っ
て
い
る
（
木
村
・
山
本�1990

）。

ほ
か
の
底
生
生
物
と
共
生
す
る
ウ
ロ
コ
ガ
イ
科
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
三
河
湾
で
は
報
告
例
が
な
い
が
、
ニ
ッ
ポ

ン
ヨ
ー
ヨ
ー
シ
ジ
ミ
や
ナ
タ
マ
メ
ケ
ボ
リ
な
ど
の
数
種
類
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
種
も
ど
の
よ
う
な
底
生
生
物

で
も
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
こ
こ
で
挙
げ
た
ニ
ッ
ポ
ン
ヨ
ー
ヨ
ー
シ
ジ
ミ
で
は
シ
マ
ト
ラ
フ
ヒ
メ
シ
ャ
コ

と
い
う
シ
ャ
コ
の
巣
穴
、
ナ
タ
マ
メ
ケ
ボ
リ
で
は
タ
テ
ジ
マ
ユ
ム
シ
の
巣
穴
と
、
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
底
生
生
物
の

巣
穴
に
限
定
し
て
生
息
し
て
い
る
。

り
、
そ
の
生
態
や
形
態
も
多
様
性
に

満
ち
て
い
る
。
東
幡
豆
で
は
、
オ
ウ

ギ
ウ
ロ
コ
ガ
イ
、
ツ
ヤ
マ
メ
ア
ゲ
マ

キ
、
ニ
ッ
ポ
ン
マ
メ
ア
ゲ
マ
キ
の
3

種
が
前
島
で
、
ス
ジ
ホ
シ
ム
シ
モ
ド

キ
ヤ
ド
リ
ガ
イ
と
マ
ツ
モ
ト
ウ
ロ
コ

ガ
イ
の
2
種
が
沖
島
で
確
認
さ
れ

た
。
こ
の
う
ち
ス
ジ
ホ
シ
ム
シ
モ
ド

キ
ヤ
ド
リ
ガ
イ
を
除
く
4
種
は
、
転

石
下
の
還
元
環
境
周
辺
で
生
活
し
て

い
る
。

前
島
で
確
認
さ
れ
た
3
種
は
、
島

の
北
側
の
転
石
帯
で
確
認
さ
れ
た
。

オ
ウ
ギ
ウ
ロ
コ
ガ
イ
（
写
真
13
）
と

ツ
ヤ
マ
メ
ア
ゲ
マ
キ
（
写
真
14
）
は
、

陸
か
ら
淡
水
が
し
み
だ
し
て
い
る
よ

う
な
澪
筋
に
あ
る
同
一
の
転
石
下
に

生
息
し
て
い
た
。
ニ
ッ
ポ
ン
マ
メ
ア

写真 14　ツヤマメアゲマキの生体（西尾
市東幡豆町：前島）（撮影：早瀬）

写真 16　マツモトウロコガイの生体（西
尾市東幡豆町：沖島）（撮影：早瀬）

写真 13　オウギウロコガイの生体（西尾
市東幡豆町：前島）（撮影：早瀬）

写真 15　ニッポンマメアゲマキの生体（西
尾市東幡豆町：前島）（撮影：早瀬）
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る
。
そ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
に
は
、
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
や
ク
ラ
ゲ
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
や
ク
ラ
ゲ
は
刺
胞
動
物
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
。
刺
胞
動
物
に
は
、
そ
の
名

が
示
す
通
り
、
刺
胞
と
い
う
特
有
の
細
胞
小
器
官
が
あ
る
。
刺
胞
は
刺
激
を
う
け
る
と
内
部
が
反
転
し
、
刺
糸
と

呼
ば
れ
る
糸
状
の
構
造
が
飛
び
出
す
。
こ
れ
が
相
手
に
刺
さ
っ
た
り
、絡
ま
る
こ
と
で
毒
を
注
入
す
る
の
で
あ
る
。

ク
ラ
ゲ
に
刺
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
刺
胞
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
自
由
生
活
者
の
ウ
ロ
コ
ガ
イ
科
二
枚
貝
が

も
つ
外
套
膜
の
突
起
の
形
状
は
、
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
や
ク
ラ
ゲ
の
よ
う
な
刺
胞
動
物
の
触
手
に
よ
く
似
て
い
る
。

も
う
一
つ
擬
態
の
モ
デ
ル
生
物
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
ウ
ミ
ウ
シ
類
で
あ
る
。
ウ
ミ
ウ
シ
類
は
派
手
な
色
彩

や
奇
抜
な
形
状
を
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
ダ
イ
バ
ー
に
も
人
気
が
高
い
軟
体
動
物
で
あ
る
。
多
く
の
ウ
ミ
ウ
シ

類
は
カ
イ
メ
ン
や
刺
胞
動
物
な
ど
の
特
定
の
餌
生
物
を
専
食
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
餌
生
物
に
は
毒
や
忌
避
成
分

が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
ウ
ミ
ウ
シ
類
は
こ
れ
ら
餌
生
物
の
も
つ
毒
や
忌
避
成
分
を
自
分
の
体
に
取
り
込
み
蓄
積
し

た
り
、
さ
ら
に
活
性
の
強
い
物
質
に
作
り
替
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
平
野�2000

）。
こ
の
よ
う
に
、
ウ
ミ

ウ
シ
類
は
餌
生
物
の
防
御
機
構
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
派
手
な
色
彩
や
形
態
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
外
敵
に
襲
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

ウ
ミ
ウ
シ
類
の
中
で
も
特
に
ミ
ノ
ウ
ミ
ウ
シ
類
は
、
餌
生
物
の
武
器
を
巧
み
に
自
分
の
も
の
と
し
て
利
用
で
き

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ミ
ノ
ウ
ミ
ウ
シ
類
の
餌
は
、
刺
胞
動
物
で
あ
る
。
ミ
ノ
ウ
ミ
ウ
シ
類
は
刺
胞
動
物
を

食
べ
る
際
に
、
発
射
さ
れ
て
い
な
い
刺
胞
を
体
内
に
取
り
込
む
。
ミ
ノ
ウ
ミ
ウ
シ
類
の
多
く
は
背
中
に
多
数
の
突

起
を
も
っ
て
い
る
が
、取
り
込
ま
れ
た
刺
胞
を
突
起
に
あ
る
刺
胞
嚢
と
い
う
体
構
造
中
に
貯
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
て
、
取
り
込
ん
だ
刺
胞
を
自
分
の
身
を
守
る
た
め
の
武
器
と
し
て
利
用
す
る
。
こ
れ
は
「
盗
刺
胞
」
と
呼

こ
の
よ
う
に
ウ
ロ
コ
ガ
イ
科
の
グ
ル
ー
プ
全
体
を
通
し
て
見
る
と
、小
さ
く
目
立
た
な
い
存
在
の
二
枚
貝
か
ら
、

多
様
な
共
生
関
係
と
特
殊
な
底
生
生
物
間
の
生
態
的
つ
な
が
り
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ウ
ロ
コ
ガ
イ
類
と
ウ
ミ
ウ
シ
類
と
の
類
似
点

転
石
下
で
見
ら
れ
た
ウ
ロ
コ
ガ
イ
科
の
う
ち
、何
ら
か
の
生
物
と
共
生
し
な
い
自
由
生
活
を
送
る
種
と
し
て
は
、

オ
ウ
ギ
ウ
ロ
コ
ガ
イ
、
ツ
ヤ
マ
メ
ア
ゲ
マ
キ
、
ニ
ッ
ポ
ン
マ
メ
ア
ゲ
マ
キ
、
マ
ツ
モ
ト
ウ
ロ
コ
ガ
イ
が
確
認
さ
れ

た
。
自
由
生
活
者
の
ウ
ロ
コ
ガ
イ
科
で
は
生
き
て
い
る
と
き
、
外
套
膜
と
よ
ば
れ
る
軟
体
部
分
で
殻
全
体
を
覆
っ

て
い
る
種
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
例
は
美
し
い
巻
貝
で
あ
り
、
貨
幣
と
し
て
利
用
さ
れ
た
貝
類
（
貝
貨
）
と
し
て

も
有
名
な
タ
カ
ラ
ガ
イ
類
で
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。

今
回
確
認
さ
れ
た
種
の
中
で
も
、
オ
ウ
ギ
ウ
ロ
コ
ガ
イ
と
ツ
ヤ
マ
メ
ア
ゲ
マ
キ
は
外
套
膜
か
ら
多
数
の
触
手
の

よ
う
な
突
起
が
伸
び
て
い
る
。
突
起
の
先
端
は
、
オ
ウ
ギ
ウ
ロ
コ
ガ
イ
で
は
赤
、
ツ
ヤ
マ
メ
ア
ゲ
マ
キ
で
は
黄
色

で
、
非
常
に
カ
ラ
フ
ル
な
色
彩
を
し
て
い
る
。
自
由
生
活
の
ウ
ロ
コ
ガ
イ
科
の
一
部
に
は
こ
の
よ
う
に
外
套
膜
に

派
手
な
突
起
を
も
つ
種
が
い
る
こ
と
か
ら
、
最
近
で
は
一
部
の
ダ
イ
バ
ー
の
間
で
観
察
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
種

も
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
派
手
な
外
套
膜
突
起
が
、
干
潮
時
に
石
の
下
に
潜
む
二
枚
貝
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の

か
は
未
だ
よ
く
解
っ
て
い
な
い
。
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
は
、
満
潮
時
に
は
活
発
に
行
動
し
、
外
敵
、
特
に
視
覚

の
発
達
し
た
捕
食
者
に
対
す
る
警
戒
色
と
し
て
、
何
か
に
擬
態
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
も
し
擬
態
で
あ

る
な
ら
ば
、
モ
デ
ル
と
な
っ
た
生
物
に
は
毒
や
忌
避
物
質
等
が
あ
り
、
か
つ
目
立
つ
色
彩
を
し
て
い
る
は
ず
で
あ
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ド
リ
ガ
イ
や
こ
の
属
の
不
明
種
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
（
早
瀬
ほ
か�2011

）、
こ
れ
ら
の
種
が
愛
知
県
下
で

確
認
さ
れ
た
の
は
初
め
て
の
記
録
で
あ
る
。

こ
の
ゴ
ク
ラ
ク
ミ
ド
リ
ガ
イ
属
の
仲
間
は
、
緑
藻
類
を
餌
と
し
て
い
る
（Jenson�1997

）。
幡
豆
の
海
に
も
、

シ
オ
グ
サ
類
や
ミ
ル
類
と
い
っ
た
緑
藻
が
分
布
し
て
お
り
、
本
種
も
こ
の
よ
う
な
緑
藻
類
を
餌
に
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
本
種
は
名
前
の
通
り
緑
色
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
緑
藻
類
に
付
着
し
て
も
目
立
た
な
い
保
護
色
の

役
割
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
体
色
は
、
別
の
能
力
も
秘
め
て
い
る
。
ゴ
ク
ラ
ク
ミ
ド
リ
ガ
イ
属
の
ウ
ミ
ウ
シ
に
は
ほ
か
の
カ
イ

メ
ン
食
や
刺
胞
動
物
食
の
ウ
ミ
ウ
シ
と
同
じ
く
、
餌
生
物
の
特
性
を
自
身
に
取
り
込
み
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

種
も
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
餌
で
あ
る
緑
藻
に
含
ま
れ
て
い
る
葉
緑
体
を
壊
さ
ず
に
体
内
に
取
り
込
み
蓄
積

し
、
取
り
込
ん
だ
葉
緑
体
に
よ
り
光
合
成
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
の
だ
。
こ
れ
を
「
盗
葉
緑
体
」
と
よ
ぶ
。

日
本
産
の
ウ
ミ
ウ
シ
類
に
つ
い
て
盗
葉
緑
体
の
知
見
は
少
な
い
が
、
山
本
ほ
か
（2008

）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

調
査
で
は
、
8
種
の
日
本
産
嚢
舌
目
ウ
ミ
ウ
シ
類
に
つ
い
て
、
光
合
成
能
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ズ
ミ
ミ
ド
リ
ガ
イ
に
関
し
て
は
、
未
だ
調
査
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
種
が
光
合
成
を
お
こ
な
う
か
ど
う
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
緑
色
の
体
色
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
葉
緑
体
を
体
内
に
蓄
積
し
て
い
る
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ

る
。
今
後
研
究
が
進
め
ば
、
本
種
に
も
こ
の
よ
う
な
変
わ
っ
た
性
質
が
見
出
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。�

�

（
大
貫
貴
清
・
早
瀬
善
正
）

ば
れ
て
い
る
。

幡
豆
の
調
査
で
も
、
前
島
の
転
石
下
で
ヤ
ツ
ミ
ノ
ウ
ミ
ウ
シ
と
い
う
ミ

ノ
ウ
ミ
ウ
シ
類
が
確
認
さ
れ
た
（
写
真
17
）。
自
由
生
活
者
の
ウ
ロ
コ
ガ
イ

科
の
突
起
は
、
ミ
ノ
ウ
ミ
ウ
シ
類
の
突
起
と
よ
く
似
て
い
る
。
ま
た
、
ツ

ヤ
マ
メ
ア
ゲ
マ
キ
や
オ
ウ
ギ
ウ
ロ
コ
ガ
イ
な
ど
の
生
体
を
観
察
す
る
と
、

通
常
の
二
枚
貝
と
は
異
な
り
、
足
を
使
っ
て
ま
る
で
ナ
メ
ク
ジ
の
よ
う
に

這
い
ま
わ
っ
て
移
動
す
る
様
子
が
観
察
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
ミ

ノ
ウ
ミ
ウ
シ
類
に
酷
似
す
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
自
由
生
活
性
の
ツ
ヤ

マ
メ
ア
ゲ
マ
キ
や
オ
ウ
ギ
ウ
ロ
コ
ガ
イ
は
、
ミ
ノ
ウ
ミ
ウ
シ
類
を
擬
態
の

モ
デ
ル
生
物
と
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
仮
説

も
未
だ
実
証
は
さ
れ
て
い
な
い
。
と
い
う
の
も
、
自
由
生
活
の
ウ
ロ
コ
ガ

イ
類
は
希
少
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
生
態
や
ほ
か
の
生
物
と
の
相
互
関
係

を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
相
当
な
時
間
と
労
力
を
か
け
て
観
察
事
例
を
増

や
す
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

最
後
に
、
ウ
ミ
ウ
シ
類
の
変
わ
っ
た
特
性
に
つ
い
て
も
う
少
し
述
べ
た

い
。
今
回
沖
島
で
は
イ
ズ
ミ
ミ
ド
リ
ガ
イ
と
い
う
ウ
ミ
ウ
シ
類
が
観
察
さ

れ
た
（
写
真
18
）。
こ
の
ウ
ミ
ウ
シ
は
嚢
舌
目
の
ゴ
ク
ラ
ク
ミ
ド
リ
ガ
イ
属

と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
。
東
幡
豆
周
辺
の
潮
間
帯
で
は
ヒ
ラ
ミ
ル
ミ

写真 17　ヤツミノウミウシ（西尾市東幡
豆町：前島）（撮影：早瀬）

写真 18　イズミミドリガイ（西尾市東幡
豆町：沖島）（撮影：早瀬）
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第 2部　幡豆の海と生き物5　貝 類 

で
き
る
こ
と
、
宿
主
が
集
め
る
懸
濁
物
や
餌
の
余
り
、
宿
主
が
出
す
粘
液
な
ど
の
餌
の
摂
取
に
都
合
が
良
い
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
共
生
性
二
枚
貝
類
は
、
直
接
的
に
宿
主
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
生
態
は
示
さ
な
い

こ
と
が
多
い
。

ウ
ロ
コ
ガ
イ
科
貝
類
は
、
宿
主
と
の
共
生
関
係
の
多
様
化
と
そ
れ
に
対
応
す
る
種
分
化
が
著
し
い
分
類
群
で
あ

る
。
し
か
し
、
ス
ジ
ホ
シ
ム
シ
モ
ド
キ
ヤ
ド
リ
ガ
イ
を
は
じ
め
、
こ
れ
ら
ウ
ロ
コ
ガ
イ
科
の
分
類
や
生
態
学
的
な

解
明
の
研
究
も
、
日
本
国
内
で
は
最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
始
め
ら
れ
た
ば
か
り
の
未
知
の
部
分
が
多
い
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
。

一
方
、
ト
ウ
ガ
タ
ガ
イ
科
巻
貝
類
は
、
宿
主
の
体
液
を
吸
う
と
い
っ
た
攻
撃
的
な
生
態
（
寄
生
生
態
）
を
示

す
。
ト
ウ
ガ
タ
ガ
イ
科
巻

貝
類
で
は
、
東
幡
豆
干
潟

に
お
い
て
ヨ
コ
イ
ト
カ
ケ

ギ
リ
（
ヒ
ガ
タ
ヨ
コ
イ
ト

カ
ケ
ギ
リ
）
が
確
認
さ
れ

た
。
転
石
地
な
ど
で
は
、

カ
キ
ウ
ラ
ク
チ
キ
レ
モ
ド

キ
、
ス
ジ
イ
リ
ク
リ
ム
シ

ク
チ
キ
レ
、
ヨ
コ
ス
ジ
ギ

リ
、ク
サ
ズ
リ
ク
チ
キ
レ
、

3
　
共
生
・
寄
生
生
活
を
す
る
貝
類

次
は
、
東
幡
豆
町
で
確
認
さ
れ
た
貝
類
の
な
か
で
、
共
生
・
寄
生
関
係
に
あ
る
も
の
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
紹

介
し
た
い
。
そ
の
よ
う
な
種
は
、
先
述
し
た
ウ
ロ
コ
ガ
イ
科
二
枚
貝
類
の
一
部
の
種
と
ト
ウ
ガ
タ
ガ
イ
科
巻
貝
類

に
見
ら
れ
る
。

ウ
ロ
コ
ガ
イ
科
の
ス
ジ
ホ
シ
ム
シ
モ
ド
キ
ヤ
ド
リ
ガ
イ
は
、
干
潟
や
ア
マ
モ
場
の
砂
泥
中
に
多
数
生
息
す
る
星

口
動
物
門
の
ス
ジ
ホ
シ
ム
シ
モ
ド
キ
の
体
表
に
細
い
足
糸
で
付
着
し
（
写
真
19
）、
外
部
共
生
し
て
い
る
微
小
な
二

枚
貝
で
あ
る
（
写
真
20
）。
以
前
は
本
種
を
ス
ジ
ホ
シ
ム
シ
ヤ
ド
リ
ガ
イ
と
表
記
し
た
文
献
な
ど
が
多
か
っ
た
が
、

本
種
は
ス
ジ
ホ
シ
ム
シ
モ
ド
キ
の
み
に
付
着
し
、
ス
ジ
ホ
シ
ム
シ
に
付
着
す
る
こ
と
は
な
い
こ
と
か
ら
、
最
近
で

は
ス
ジ
ホ
シ
ム
シ
モ
ド
キ
ヤ
ド
リ
ガ
イ
を
正
し
い
標
準
和
名
と
し
て
い
る
。

こ
の
ス
ジ
ホ
シ
ム
シ
モ
ド
キ
ヤ
ド
リ
ガ
イ
が
何
の
た
め
に
ス
ジ
ホ
シ
ム
シ
モ
ド
キ
に
付
着
し
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
稀
に
転
石
に
付
着
す
る
場
合
や
、砂
泥
中
に
単
独
で
見
つ
か
る
場
合
も
あ
り
、

必
ず
し
も
ス
ジ
ホ
シ
ム
シ
モ
ド
キ
に
付
着
し
て
い
る
必
要
性
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ス
ジ
ホ
シ
ム
シ
モ
ド
キ
ヤ
ド
リ
ガ
イ
な
ど
ウ
ロ
コ
ガ
イ
科
の
種
は
、
ユ
ム
シ
類
や
ホ
シ
ム
シ
類
、
甲
殻
類
の
カ

ニ
や
シ
ャ
コ
の
仲
間
な
ど
砂
泥
中
に
巣
穴
を
掘
る
宿
主
と
共
生
す
る
こ
と
が
多
い
。
ウ
ロ
コ
ガ
イ
科
な
ど
の
共
生

種
に
と
っ
て
は
、
宿
主
が
造
る
巣
穴
な
ど
の
生
息
空
間
や
宿
主
が
起
こ
す
水
流
に
よ
っ
て
新
鮮
な
循
環
水
を
確
保

写真 19　スジホシムシモドキヤドリガイ
（写真上方に 1 個体）の付着するスジホシ
ムシモドキ（西尾市東幡豆町：沖島の潮間
帯）（撮影：大貫）

写真 20　スジホシムシモドキに付着する
スジホシムシモドキヤドリガイ（拡大）

（西尾市東幡豆町：沖島の潮間帯）（撮影：
大貫）
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第 2部　幡豆の海と生き物5　貝 類 

る
二
枚
貝
の
カ
リ
ガ
ネ
エ
ガ
イ
に
寄
生
す
る
。
た
だ
し
、
ス
ジ
イ
リ
ク
リ
ム
シ
ク
チ
キ
レ
に
関
し
て
は
、
い
ま
だ

に
何
に
寄
生
す
る
の
か
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
主
に
固
着
性
の
宿
主
を
選
択
す
る
種
は
、
宿
主
の
付
近
に
常

時
見
ら
れ
る
。
一
方
、
比
較
的
移
動
能
力
の
高
い
多
毛
類
な
ど
を
宿
主
と
す
る
種
は
普
段
は
自
由
に
活
動
し
、
体

液
を
吸
う
際
の
み
宿
主
に
近
寄
る
日
和
見
的
な
寄
生
生
態
を
示
す
。
ス
ジ
イ
リ
ク
リ
ム
シ
ク
チ
キ
レ
の
宿
主
が
不

明
な
理
由
と
し
て
は
、
後
者
の
日
和
見
的
な
寄
生
生
態
が
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
ト
ウ
ガ
タ
ガ
イ
科
の
各
種
は
、
多
様
な
無
脊
椎
動
物
に
寄
生
す
る
が
、
特
定
の
宿
主
を
選
択
す
る
こ
と

に
よ
り
近
縁
種
間
で
の
競
合
を
避
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
ト
ウ
ガ
タ
ガ
イ
科
貝
類
は
多

様
に
種
分
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
ト
ウ
ガ
タ
ガ
イ
科
は
日
本
産
の
み
で
7�

0�

0
種
以
上
の
学
名
の
提
唱
が

あ
る
と
さ
れ
る（
肥
後
・
後
藤�1993,�

佐
々
木�2010

）。
新
種
や
生
態
が
未
解
明
な
種
も
き
わ
め
て
多
く
見
ら
れ
る
。

近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
そ
の
座
を
完
全
に
明
け
渡
し
つ
つ
あ
る
状
況
に
な
る
ま
で
は
、
日
本
国
内
の
携
帯

電
話
の
多
機
種
・
多
機
能
化
を
指
す
言
葉
と
し
て
、
こ
れ
を
「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
」
と
呼
ん
で
い
た
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン

で
有
名
な
進
化
論
に
ち
な
ん
で
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
ト
ウ
ガ
タ
ガ
イ
科
各
種
の
宿
主
選
択
の
細
分
・
特
殊

化
と
そ
れ
に
伴
う
形
態
的
な
多
様
化
な
ら
び
に
種
分
化
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
携

帯
電
話
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
ト
ウ
ガ
タ
ガ
イ
科
の
種
分
化
と
多
様
化
の
方
が
正
し
い
進
化
論
的
な
考
え
に
沿
う

も
の
で
は
あ
る
の
だ
が
。�

（
大
貫
貴
清
・
早
瀬
善
正
）

ミ
サ
カ
エ
ク
チ
キ
レ
、
ス
オ
ウ
ク
チ
キ
レ
が
確
認
さ
れ

た
（
早
瀬
ほ
か�2011,�2015a

・b

）。
上
記
は
現
時
点
で

生
貝
が
見
ら
れ
た
も
の
の
み
で
あ
り
、
死
殻
も
含
め

れ
ば
ま
だ
多
く
の
種
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
（
口
絵

8 

a

−

k
）。
な
お
、
本
科
の
多
く
に
見
ら
れ
る
ク
チ
キ

レ
と
い
う
名
称
の
由
来
は
、
口
（
＝
殻
口
）
の
軸
唇
に

襞
が
1
～
3
本
あ
り
、
時
に
は
外
唇
内
面
に
も
数
本
の

肋
が
あ
り
、
傷
跡
の
よ
う
で
、
口
が
切
れ
た
か
の
様
子

に
見
え
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
ト
ウ
ガ
タ
ガ
イ
科
の
種
は
、ほ
か
の
多
く
の
巻
貝
類
が
持
つ
歯
舌
（
3
章
4
参
照
）
を
有
し
て
お
ら
ず
、

代
わ
り
に
吻
が
細
長
く
伸
び
、
吻
の
奥
に
は
宿
主
に
突
き
刺
す
た
め
の
針
（
吻
針
）、
さ
ら
に
宿
主
の
体
液
を
吸

う
た
め
の
ポ
ン
プ
（
口
球
ポ
ン
プ
）
を
有
し
て
い
る
。
私
た
ち
人
間
の
場
合
に
置
き
換
え
れ
ば
、
蚊
な
ど
の
吸
血

性
の
昆
虫
に
血
を
吸
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
（
比
率
か
ら
見
れ
ば
さ
ら
に
大
型
な
の
だ
が
）。

こ
れ
ら
ト
ウ
ガ
タ
ガ
イ
科
の
種
は
、
宿
主
の
体
表
に
取
り
付
く
外
部
寄
生
を
す
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
ヨ
コ
イ

ト
カ
ケ
ギ
リ
は
、
干
潟
の
砂
泥
底
に
多
く
見
ら
れ
る
多
毛
類
の
ミ
ズ
ヒ
キ
ゴ
カ
イ
類
に
寄
生
す
る
と
さ
れ
る
。
カ

キ
ウ
ラ
ク
チ
キ
レ
モ
ド
キ
は
、
護
岸
や
転
石
な
ど
に
付
着
す
る
固
着
性
二
枚
貝
の
マ
ガ
キ
に
寄
生
す
る
。
ヨ
コ
ス

ジ
ギ
リ
、
ク
サ
ズ
リ
ク
チ
キ
レ
（
写
真
21
）、
ミ
サ
カ
エ
ク
チ
キ
レ
は
、
主
に
石
灰
質
の
棲
管
を
作
る
カ
ン
ザ
シ
ゴ

カ
イ
科
多
毛
類
（
6
章
2
を
参
照
）
に
寄
生
す
る
。
ス
オ
ウ
ク
チ
キ
レ
は
、
足
糸
で
転
石
や
岩
礁
な
ど
に
付
着
す

写真 21　クサズリクチキレの生態と
生体（西尾市東幡豆町：前島）（撮影：
早瀬）
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第 2部　幡豆の海と生き物5　貝 類 

ク
ロ
ハ
ビ
タ
ッ
ト
に
局
所
的
に
生
息
す
る
場
合
も
多
く
、

時
に
は
こ
の
環
境
選
択
の
狭
さ
が
種
分
化
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
様
々
な
環
境
に
応
じ
て
陸
産
貝
類
が

生
息
し
て
お
り
、
逆
に
言
え
ば
陸
産
貝
類
相
は
、
そ
の
場

所
が
ど
の
よ
う
な
環
境
で
あ
る
か
の
指
標
と
な
り
う
る
。

筆
者
ら
が
前
島
と
沖
島
に
生
息
す
る
陸
産
貝
類
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
前
島
で
は
5
種
、
沖
島
で
は
10
種
の
陸
産
貝

類
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
大
貫
ほ
か�2015

）（
表

1
）。
そ
の
ほ
ぼ
全
て
は
本
土
や
ほ
か
の
地
域
で
も
普
通

に
見
ら
れ
る
種
で
あ
り
、
両
島
共
に
島
嶼
環
境
で
は
あ
る

も
の
の
、
本
土
に
も
き
わ
め
て
近
い
位
置
に
あ
り
、
各
島

で
種
分
化
が
起
き
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

前
島
で
確
認
さ
れ
た
5
種
の
う
ち
、
ト
ク
サ
オ
カ
チ
ョ

ウ
ジ
ガ
イ
は
東
南
ア
ジ
ア
原
産
、
チ
ャ
コ
ウ
ラ
ナ
メ
ク
ジ

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
、
コ
ハ
ク
ガ
イ
は
北
米
原
産
の
外
来

種
で
あ
っ
た
。
ま
た
残
り
2
種
の
オ
カ
チ
ョ
ウ
ジ
ガ
イ
と

イ
セ
ノ
ナ
ミ
マ
イ
マ
イ
は
人
家
の
周
り
の
よ
う
な
人
為
的

影
響
の
強
い
場
所
に
も
生
活
す
る
種
で
あ
っ
た
。

確認種 沖島 前島

ツムガタギセル�Pinguiphaedusa�platydera�(Martens,�1876) ○

ウスベニギセル�Tyrannophaedusa�aurantiaca�(Boettger,�1877) ○

ナミコギセル�Euphaedusa�tau�tau�(Boettger,�1877) ○

トカラコギセル�Proreinia�eastlakeana�vaga�(Pilsbry,�1901) ○

オカチョウジガイAllopeas�clavulinum�kyotoense�(Pilsbry�et�Hirase,�1904) ○ ○

トクサオカチョウジガイParopeas�achatinaceum�(Pfeiffer,�1846)* ○

ホソオカチョウジガイAllopeas�pyrgula�(Schmacker�&�Boettger,�1891) ○

コハクガイ�Zonitoides�arboreus�(Say,�1816)* ○ ○

チャコウラナメクジ�Lehmannia�valentiana�(Férussac,�1822)* ○ ○

コシタカシタラガイSitalina�circumcincta�(Reinhardt,�1883) ○

イセノナミマイマイ�Euhadra�eoa�communisiformis�(Kanamaru,�1940) ○ ○
*：国外外来種を示す

表 1　東幡豆町の島嶼で確認された陸産貝類

4
　
陸
産
貝
類

前
島
と
沖
島
の
陸
産
貝
類

海
産
の
貝
類
に
焦
点
を
当
て
て
き
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
陸
上
の
貝
類
（
カ
タ
ツ
ム
リ
や
ナ
メ
ク
ジ
な
ど
）
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
陸
産
貝
類
は
陸
域
の
大
部
分
に
生
息
し
て
お
り
、
日
本
産
だ
け
で
も
お
よ
そ
8�

0�

0

種
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
水
中
と
比
べ
、
陸
域
は
乾
燥
や
急
激
な
温
度
変
化
が
あ
る
な
ど
、
元
々
水
中
で
進
化
し

て
き
た
貝
類
に
と
っ
て
は
き
わ
め
て
特
殊
で
過
酷
な
環
境
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
陸
域
に
進
出
を
遂
げ
た
い
く

つ
か
の
貝
類
は
、
様
々
な
種
に
分
化
し
現
在
の
よ
う
な
多
様
性
を
も
つ
に
至
っ
た
。
カ
タ
ツ
ム
リ
と
い
え
ば
動
き

が
遅
い
動
物
の
代
名
詞
に
挙
が
る
よ
う
に
、
陸
産
貝
類
は
移
動
能
力
が
た
い
へ
ん
低
い
。
実
際
に
そ
れ
ぞ
れ
の
生

息
域
か
ら
あ
ま
り
移
動
す
る
こ
と
が
な
く
、
結
果
、
各
地
域
で
様
々
な
種
に
分
化
し
て
い
る
。
特
に
島
の
よ
う
な

海
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
た
環
境
で
は
、
外
部
と
の
交
流
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
、
独
自
の
種
分
化
が
起
こ
り
、

固
有
の
貝
類
相
と
な
る
場
合
が
多
い
。

ま
た
、
陸
産
貝
類
の
移
動
能
力
の
低
さ
は
、
そ
の
地
域
特
有
の
環
境
へ
の
適
応
進
化
へ
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

陸
産
貝
類
の
多
く
は
、
種
や
地
域
個
体
群
ご
と
に
生
息
に
好
適
な
マ
イ
ク
ロ
ハ
ビ
タ
ッ
ト
が
あ
り
、
そ
れ
以
外
の

環
境
で
は
生
息
が
困
難
な
種
が
多
い
。
特
に
樹
上
や
石
灰
岩
の
く
ぼ
み
、
ガ
レ
場
、
朽
木
な
ど
の
限
定
的
な
マ
イ
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南
部
、
本
州
ま
で
の
各
地
域
に
飛
び
地
的
に
分
布
し
て
い
る
（
湊�1994,�

環
境
省�2014

）。
本
州
で
の
分
布
地
は

愛
知
県
蒲
郡
市
の
竹
島
と
、
今
回
調
査
し
た
沖
島
の
2
島
の
み
が
知
ら
れ
て
お
り
、
主
な
生
息
地
か
ら
は
大
き
く

か
け
離
れ
た
分
布
の
北
限
お
よ
び
東
限
と
な
っ
て
い
る
。
愛
知
県
で
の
ト
カ
ラ
コ
ギ
セ
ル
の
生
息
状
況
は
、
竹
島

で
は
農
薬
の
散
布
に
よ
り
絶
滅
寸
前
で
あ
り
、
沖
島
で
は
1�

9�

7�

7
年
を
最
後
に
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
絶
滅
し

た
と
さ
れ
て
い
た
（
愛
知
県
環
境
調
査
セ
ン
タ
ー�2009

）。

ト
カ
ラ
コ
ギ
セ
ル
は
黒
潮
影
響
下
に
あ
る
海
岸
沿
い
に
、飛
び
地
的
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、黒
潮
に
よ
っ

て
、
こ
の
貝
が
つ
い
た
倒
木
な
ど
が
流
さ
れ
、
運
よ
く
陸
地
に
た
ど
り
着
い
た
も
の
が
そ
こ
で
繁
殖
し
、
現
在
の

生
息
地
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
前
島
と
沖
島
に
は
固
有
種
の
存
在
こ
そ
な
か
っ
た
も
の
の
、
海
流
分
散

を
示
す
種
が
存
在
し
、
南
方
の
陸
産
貝
類
相
と
の
関
係
性
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

同
様
に
海
流
で
分
布
を
広
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
キ
セ
ル
ガ
イ
科
に
は
、ヒ
ロ
ク
チ
コ
ギ
セ
ル
と
い
う
種
も
い
る
。

ヒ
ロ
ク
チ
コ
ギ
セ
ル
は
、
愛
知
県
の
渥
美
半
島
先
端
部
に
唯
一
の
正
確
な
生
息
記
録
が
あ
る
。
ま
た
、
少
し
前
に

は
、
沖
島
の
樹
上
性
キ
セ
ル
ガ
イ
類
は
ヒ
ロ
ク
チ
コ
ギ
セ
ル
で
あ
る
と
い
う
記
述
が
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
（
松

岡�2010

）。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
沖
島
の
ト
カ
ラ
コ
ギ
セ
ル
は
絶
滅
し
た
の
か
？　

そ
も
そ
も
沖
島
で
ト
カ
ラ
コ
ギ
セ
ル
と

さ
れ
て
い
た
も
の
は
ヒ
ロ
ク
チ
コ
ギ
セ
ル
の
誤
認
な
の
か
？　

と
い
う
二
つ
の
問
題
が
生
じ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
、
2�

0�

1�

4
年
の
3
月
と
7
月
の
2
回
に
わ
た
っ
て
沖
島
で
の
ト
カ
ラ
コ
ギ
セ
ル
の
生

息
状
況
調
査
を
行
な
っ
た
。
1
回
目
の
調
査
で
は
、
ほ
か
の
キ
セ
ル
ガ
イ
類
が
群
生
し
て
い
る
の
を
確
認
し
た
も

の
の
、
ト
カ
ラ
コ
ギ
セ
ル
の
発
見
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
諦
め
ず
に
行
っ
た
2
回
目
の
調
査
で
、
ト
カ

一
方
、
沖
島
で
は
確
認
で
き
た
10
種
の
う
ち
、
外
来
種
は
2
種
の
み
で
、
残
り
は
在
来
種
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

沖
島
で
は
4
種
の
キ
セ
ル
ガ
イ
類
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
キ
セ
ル
ガ
イ
と
い
う
名
前
は
、
そ
の
昔
に
煙
草

を
吸
う
道
具
で
あ
っ
た
煙
管
（
キ
セ
ル
）
に
似
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
沖
島
で
は
特
に
、
ウ
ス
ベ
ニ
ギ
セ
ル

と
い
う
キ
セ
ル
ガ
イ
類
が
島
内
の
全
域
に
高
密
度
に
生
息
し
て
い
た
。

前
島
と
沖
島
は
近
距
離
に
位
置
し
て
い
る
が
、
前
島
で
確
認
で
き
た
種
数
は
沖
島
と
比
べ
少
な
く
、
貝
類
相
の

多
く
が
外
来
種
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
。
前
島
と
沖
島
の
両
島
は
過
去
に
観
光
地
化
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
、

前
島
で
は
カ
イ
ウ
サ
ギ
、
沖
島
で
は
ニ
ホ
ン
ザ
ル
が
放
さ
れ
て
い
た
（
堀
越�1977,�

愛
知
県
環
境
調
査
セ
ン
タ
ー�

2009

）。
ま
た
、
両
島
の
環
境
を
比
較
す
る
と
、
前
島
で
は
過
去
の
観
光
地
化
の
際
に
作
ら
れ
た
廃
道
沿
い
に
広

く
人
為
的
な
植
栽
の
形
跡
が
み
ら
れ
る
が
、
沖
島
は
大
部
分
が
天
然
の
照
葉
樹
林
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
前
島
で
は
過
去
の
観
光
地
化
や
本
土
に
近
い
立
地
に
よ
り
、
外
来
種
の
侵
入
・
増
殖
が

起
こ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
一
方
、
沖
島
で
は
、
観
光
地
化
さ
れ
た
も
の
の
、
神
社
と
い
う
聖
域
が
存
在
し

た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
前
島
ほ
ど
の
開
発
が
行
わ
れ
ず
、
在
来
種
が
多
く
残
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
沖
島
の
か
ろ
う
じ
て
残
さ
れ
た
良
好
な
環
境
は
、
次
に
述
べ
る
ト
カ
ラ
コ
ギ
セ
ル
の
再
発
見
に
も
つ
な
が
っ
た

の
で
あ
る
。ト

カ
ラ
コ
ギ
セ
ル
―
37
年
ぶ
り
の
再
発
見

ト
カ
ラ
コ
ギ
セ
ル
は
殻
長
1
㎝
ほ
ど
の
小
さ
な
キ
セ
ル
ガ
イ
で
、
海
岸
沿
い
の
照
葉
樹
の
樹
幹
に
付
着
す
る
樹

上
性
の
陸
産
貝
類
で
あ
る
。
こ
の
キ
セ
ル
ガ
イ
は
、
奄
美
諸
島
、
ト
カ
ラ
列
島
、
屋
久
島
、
九
州
南
部
、
四
国
西
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は
あ
る
の
だ
が
、
危
機
的
な
生
息
状
況
を
考
え
て
み
る
と
、
今
後
の
三
河
湾
で
の
本
種
の
個
体
群
維
持
を
ど
う
す

れ
ば
良
い
の
か
？　

同
時
に
大
き
な
課
題
も
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。�

（
大
貫
貴
清
・
早
瀬
善
正
）

引
用
文
献

愛
知
県
環
境
部
編
（2015

）
第
三
次
レ
ッ
ド
リ
ス
ト　

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
あ
い
ち
2�

0�

1�

5
新
掲
載
種
の
解
説
。
愛
知
県
、
全

1�

4�

6
頁
。（http://w

w
w

.pref.aichi.jp/kankyo/sizen-ka/shizen/yasei/redlist/index.htm
l

）

愛
知
県
環
境
調
査
セ
ン
タ
ー
編
（2009

）
愛
知
県
の
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
生
物　

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
あ
い
ち

2�

0�

0�

9
―
―
動
物
編
。
愛
知
県
自
然
環
境
部
自
然
環
境
課
、
名
古
屋
、
全
6�

5�

1
頁
。

D
istel,�D

.�L.,�A
.�R.�Baco,�E.�Chuang,�W

.�M
orill,�C.�M

.�Cavanaugh�and�C.�R.�Sm
ith�(2000)�D

o�m
ussels�take�

w
ooden�steps�to�deep-sea�vents.�N

ature�403,�725�-726.
F

ukuda,�H
.�(1995)�M

arine�gastropoda�(m
ollusca)�of�the�O

gasaw
ara�(B

onin)�Islands�Part�3

：additional�
records.�O

gasaw
ara�Research,�(21),�1-142.

福
田�

宏
（2012

）
ガ
ラ
ス
シ
タ
ダ
ミ
科
の
一
種
。
79
頁
。
In
：
日
本
ベ
ン
ト
ス
学
会
編
、
干
潟
の
絶
滅
危
惧
動
物
図
鑑
―
―
海

岸
ベ
ン
ト
ス
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
。
東
海
大
学
出
版
会
、
神
奈
川
、
全
2�

8�

5
頁
。

F
ukuda,�H

.�and�H
.�Y

am
ashita�(1997)�T

w
o�new

�species�of�the�fam
ily�C

ornirostridae�(G
astropoda:�

H
eterobranchia:�V

alvatoidea)�from
�the�Seto�Inland�Sea,�w

estern�Japan.�T
he�Y

uriyagai:�Journal�of�T
he�

M
alacological�A

ssociation�of�Y
am

aguchi,�5(1-2),�1-16.
Goto,�R.,�A

.�K
aw

akita,�H
.�Ishikaw

a,�Y
.�H

am
am

ura�and�M
.�K

ato�(2012)�M
olecular�phylogeny�of�the��bivalve�

superfam
ily�Galeom

m
atoidea�(H

eterodonta:�V
eneroida)�reveals�dynam

ic�evolution�of�sym
biotic�lifestyle�

and�interphylum
�host�sw

itching.�BM
C�Evolutionary�Biology,�12,�172.�

H
asegaw

a,�K
.�(1997)�Sunken�W

ood-associated�Gastropods�collected�from
�Suruga�Bay,�Pacific�side�of�the�

central�H
onshu,�Japan,�w

ith�descriptions�of�12�new
�species.�N

ational�Science�M
useum

�M
onographs,�(12),�

59-123.

ラ
コ
ギ
セ
ル
と
思
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2
個
体
を
よ
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や
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確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
大
貫
ほ
か�2015

）（
写

真
22
）。
沖
島
は
前
述
の
よ
う
に
天
然
の
照
葉
樹

林
に
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
確
認
で
き
た
の
は
島
の

北
部
の
斜
面
に
あ
る
一
本
の
照
葉
樹
の
大
径
木

か
ら
の
み
で
あ
っ
た
（
写
真
23
）。

さ
て
、
調
査
後
に
は
発
見
し
た
2
個
体
を
持
ち

帰
り
（
事
前
に
愛
知
県
等
の
特
別
な
採
捕
許
可
を

得
た
）、
ト
カ
ラ
コ
ギ
セ
ル
、
ヒ
ロ
ク
チ
コ
ギ
セ

ル
、
一
体
ど
ち
ら
な
の
か
を
確
定
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。
ヒ
ロ
ク
チ
コ
ギ
セ
ル
に
は
、
一
般
的
な
キ
セ
ル
ガ
イ
類
の
殻
の
内
部
に
あ
る
、
閉
弁
と
よ
ば
れ
る
蓋
の

役
目
を
す
る
弁
や
腔
襞
と
よ
ば
れ
る
襞
が
な
い
。
沖
島
の
キ
セ
ル
ガ
イ
に
は
、
閉
弁
や
腔
襞
が
確
認
さ
れ
、
そ
の

ほ
か
の
形
態
的
な
特
徴
か
ら
も
ト
カ
ラ
コ
ギ
セ
ル
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
沖
島
で
は
実
に
37

年
ぶ
り
に
ト
カ
ラ
コ
ギ
セ
ル
が
ご
く
少
数
な
が
ら
も
細
々
と
生
き
残
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
沖

島
の
ト
カ
ラ
コ
ギ
セ
ル
は
ヒ
ロ
ク
チ
コ
ギ
セ
ル
で
あ
る
と
い
う
記
述
は
誤
認
で
あ
り
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正
真
正
銘
ト
カ
ラ
コ
ギ
セ

ル
に
間
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
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こ
う
し
て
、
三
河
湾
の
島
嶼
に
生
息
す
る
ト
カ
ラ
コ
ギ
セ
ル
に
つ
い
て
の
若
干
の
混
乱
な
ど
の
問
題
も
、
よ
う

や
く
き
れ
い
に
解
決
し
た
の
で
あ
る
。
37
年
ぶ
り
に
発
見
さ
れ
た
ト
カ
ラ
コ
ギ
セ
ル
の
話
題
は
喜
ば
し
い
こ
と
で

写真 23　生息が確認された樹木（撮影：
大貫）

写真 22　沖島のトカラコギセルの生息状
況（撮影：大貫）
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。
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探
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湾
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岸
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第 2部　幡豆の海と生き物6　干潟をめぐる生態系 

写真 1　東幡豆町の干潟（潮干狩り場）で見られる二枚貝（撮影：
早瀬、編集：社家間太郎氏）　
a：アサリ　b：シオフキ　c：バカガイ　d：トリガイ　e：ハマグリ　
f：カガミガイ　g：マテガイ　h：サルボオガイ　i：オオノガイ

a b

c

d
e

f

h i

g

6
　
干
潟
を
め
ぐ
る
生
態
系

1
　
干
潟
の
貝
類

干
潟
の
代
表
的
な
貝
類
と
い
え
ば
、
や
は
り
二
枚
貝
の
ア
サ
リ
（
漢
字
で
は
、
浅
利
、
浅
蜊
、
蛤
仔
な
ど
）
で

あ
ろ
う
（
写
真
1 

a
）。
特
に
、
東
幡
豆
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
は
、
干
潮
時
に
は
前
島
と
陸
が
つ
な
が
り
、
春
の
大
潮

の
干
潮
時
に
は
大
勢
の
潮
干
狩
り
客
で
賑
わ
う
。
と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
、
潮
干
狩
り
の
際
、
目
的
の
ア
サ
リ
以

外
に
も
別
の
種
類
の
二
枚
貝
に
出
く
わ
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
？　

ア
サ
リ
か
と
思
っ
た
け
ど
、
形
や
模
様
な
ど

が
少
し
違
う
、
ど
う
や
ら
違
う
種
類
の
よ
う
で
美
味
し
い
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
か
ら
逃
が
し
た
り
、
ア
サ
リ
が

あ
ま
り
と
れ
な
い
か
ら
代
わ
り
に
持
ち
帰
っ
た
り
な
ど
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ア
サ
リ
以
外
の
二
枚
貝
の
う
ち
、
比
較
的
数
が
多
く
、
ア
サ
リ
と
同
じ
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、
か
な
り
強
く
膨

ら
ん
で
い
る
の
が
、
シ
オ
フ
キ
（
潮
吹
）
で
あ
る
（
写
真
1 

b
）。
よ
く
見
る
と
、
ア
サ
リ
の
殻
に
見
ら
れ
る
放
射

線
状
の
細
い
溝
が
シ
オ
フ
キ
で
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
シ
オ
フ
キ
で
は
同
心
円
状
の
肋
が
あ
る
の
み
な
の
に
対
し
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第 2部　幡豆の海と生き物6　干潟をめぐる生態系 

な
方
法
で
採
取
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
自
然
観
察
教
室
な
ど
で
は
人
気
が
あ
る
（
写
真
1 

g
）。
マ
テ
ガ
イ
は
、
ほ
か

の
二
枚
貝
類
よ
り
も
砂
泥
中
の
や
や
深
く
に
潜
っ
て
お
り
、
逃
げ
る
ス
ピ
ー
ド
も
早
い
の
で
、
熊
手
を
使
う
方
法

で
は
な
か
な
か
獲
れ
な
い
。
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
獲
る
か
と
い
う
と
、
ま
ず
、
干
潟
表
面
を
深
さ
5
㎝
く
ら
い

ス
コ
ッ
プ
等
で
こ
そ
ぎ
取
っ
て
、マ
テ
ガ
イ
の「
目
」（
水
管
か
ら
出
入
り
す
る
水
が
通
る
穴
。楕
円
形
を
し
て
い
る
）

を
探
す
。
そ
の
「
目
」
に
塩
を
ふ
っ
て
し
ば
ら
く
待
つ
と
、
マ
テ
ガ
イ
が
び
っ
く
り
し
て
ピ
ョ
コ
ン
と
飛
び
出
し

て
く
る
の
で
、
つ
か
ん
で
引
き
抜
く
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
（
結
構
な
強
さ
で
逃
げ
よ
う
と
す
る
の
で
、
し
っ
か

り
つ
か
む
必
要
が
あ
る
）。

そ
の
ほ
か
、
愛
知
で
は
「
チ
ン
ミ
」（
正
確
に
は
ハ
イ
ガ
イ
の
方
言
で
、「
血
の
身
」
に
由
来
）
と
呼
ば
れ
る
サ

ル
ボ
オ
ガ
イ
（
猿
頬
貝
）（
写
真
1 

h
）
は
、
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
で
は
個
体
数
は
割
と
多
い
が
、
血
液
が
赤
く
煮
る
と

身
が
固
い
た
め
か
、
あ
ま
り
採
取
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
中
海
（
島
根
、
鳥
取
県
境
に
位
置
す
る

汽
水
湖
）
で
は
種
苗
を
採
取
し
、
瀬
戸
内
海
・
有
明
海
な
ど
に
輸
送
し
て
養
殖
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、
東
京
湾
で
も

近
縁
種
の
ア
カ
ガ
イ
（
赤
貝
）
と
同
様
、
生
食
用
や
剥
き
身
、
佃
煮
、
缶
詰
な
ど
に
さ
れ
、
消
費
さ
れ
る
（
ア

カ
ガ
イ
と
区
別
せ
ず
に
、「
赤
貝
」
の
表
記
で
売
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
）（
谷
口�1960,�

波
部

1975

）。
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
干
潟
で
は
ア
サ
リ
以
外
に
も
食
用
と
な
る
様
々
な
二
枚
貝
が
思
っ
た
以
上
に
た
く
さ

ん
獲
れ
る
。
漢
字
表
記
や
別
称
も
多
々
あ
る
こ
と
か
ら
、
昔
か
ら
日
本
人
に
親
し
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
特
に
潮
干
狩
り
で
は
、
多
く
の
ア
サ
リ
が
見
つ
か
る
な
か
で
偶
然
に
ハ
マ
グ
リ
が
見
つ
か
る
と
、
結
構
う
れ

し
い
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
に
同
じ
干
潟
に
、
多
く
の
種
類
の
二
枚
貝
類
が
共
存
で
き
る
の
は
、
な
ぜ

ア
サ
リ
に
は
ひ
と
つ
と
し
て
同
じ
も
の
が
な
い
不
規
則
で
き
わ
め
て
多
様
な
模
様
ま
で
あ
る
こ
と
で
、
容
易
に
見

分
け
が
つ
く
。
シ
オ
フ
キ
は
、
砂
を
多
く
取
り
込
ん
で
い
る
が
、
砂
抜
き
を
し
っ
か
り
行
え
ば
、
十
分
に
美
味
し

く
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
。

ア
サ
リ
よ
り
、
ず
い
ぶ
ん
大
き
く
て
、
殻
の
表
面
が
ス
ベ
ス
ベ
し
て
放
射
状
の
薄
い
模
様
が
あ
る
の
は
、
バ
カ

ガ
イ
（
馬
鹿
貝
）
で
あ
る
（
写
真
1 

c
）。
名
前
の
由
来
は
、
水
中
で
斧
足
を
だ
ら
し
な
く
伸
ば
す
様
子
、
昔
バ
カ

の
よ
う
に
沢
山
獲
れ
た
か
ら
な
ど
、
諸
説
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
ひ
ど
い
名
前
だ
が
、
軟
体
部
は
上
総
青
柳
村
（
現
：

千
葉
県
市
原
市
）
の
産
地
に
因
ん
だ
と
さ
れ
る
青あ

お

柳や
ぎ

と
呼
ば
れ
（
岡
本
・
奥
谷�1997

）、
鮨
種
と
し
て
広
く
利
用

さ
れ
て
い
る
。
他
に
、
ト
リ
ガ
イ
（
鳥
貝
）（
写
真
1 

d
）
も
同
じ
く
生
食
用
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ハ
マ
グ
リ
（
蛤
）
は
、
少
し
前
ま
で
は
東
幡
豆
干
潟
を
含
め
三
河
湾
全
体
で
も
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
こ
数
年
、
わ
ず
か
な
が
ら
見
つ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
（
詳
細
は
6
章
6
・
7
に
後
述
）（
写
真
1 

e
）。
最
近
、

伊
勢
湾
の
一
部
地
域
で
は
小
ぶ
り
の
も
の
が
多
く
見
つ
か
る
の
で
少
し
持
ち
帰
っ
て
吸
い
物
な
ど
に
し
て
食
べ
た

が
、
独
特
の
と
ろ
み
が
あ
り
柔
ら
か
く
て
美
味
し
い
貝
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

カ
ガ
ミ
ガ
イ
（
鏡
貝
）
は
、
正
円
に
近
い
美
し
い
形
を
し
て
お
り
、
大
型
で
あ
る
（
写
真
1 

f
）。
東
幡
豆
干
潟

で
も
ア
サ
リ
に
混
じ
っ
て
獲
れ
る
の
で
、
調
査
を
し
て
い
る
と
、
潮
干
狩
り
客
か
ら
「
食
べ
ら
れ
る
の
か
？
」
と

聞
か
れ
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。
正
直
に
あ
ま
り
美
味
し
く
な
い
こ
と
を
教
え
る
と
、
見
か
け
が
立
派
で
期
待
し
て

い
た
だ
け
に
、
残
念
そ
う
な
顔
を
し
て
逃
が
す
人
が
多
い
。
た
だ
し
、
調
理
法
を
工
夫
す
る
と
、
美
味
し
く
頂
く

こ
と
も
可
能
な
よ
う
で
あ
る
（
第
1
部
4
章
1
）。

マ
テ
ガ
イ
（
馬
刀
貝
）
は
、
潮
干
狩
り
時
に
見
ら
れ
る
二
枚
貝
類
の
中
で
も
形
が
少
し
変
わ
っ
て
お
り
、
特
殊
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サ
リ
と
同
程
度
の
深
さ
に
見
ら
れ
る
。
ユ
ウ
シ
オ
ガ
イ
は
ア
サ
リ
や
ハ
マ
グ
リ
な
ど
と
共
に
砂
泥
質
干
潟
の
表
層

に
近
い
位
置
に
見
ら
れ
る
が
、
サ
ク
ラ
ガ
イ
、
ウ
ズ
ザ
ク
ラ
は
ア
マ
モ
場
内
を
中
心
に
分
布
す
る
こ
と
で
ユ
ウ
シ

オ
ガ
イ
と
は
棲
み
分
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ヒ
メ
シ
ラ
ト
リ
は
や
や
泥
っ
ぽ
い
場
所
の
広
範
な
環
境
に
分
布
す

る
が
、
前
3
種
に
比
べ
て
殻
長
3
㎝
程
の
や
や
大
型
の
種
で
あ
り
、
よ
り
深
く
穿
孔
で
き
る
。
同
科
で
あ
り
近
縁

な
ニ
ッ
コ
ウ
ガ
イ
科
各
種
で
あ
る
が
、
同
じ
干
潟
で
の
棲
み
分
け
が
上
手
く
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
で
潮
干
狩
り
を
す
る
際
に
出
会
え
る
二
枚
貝
類
に
つ
い
て
、
主
に
食
用
と
な
る
種
類
を

中
心
に
紹
介
し
た
。
実
に
様
々
な
種
類
が
私
た
ち
の
食
卓
を
賑
わ
し
て
く
れ
る
こ
と
、
彼
ら
が
共
存
し
て
生
息
で

き
る
豊
か
な
環
境
が
あ
る
と
同
時
に
、
彼
ら
自
身
の
も
つ
生
態
的
な
多
様
性
が
、
ほ
か
の
生
物
群
の
種
多
様
性
や

物
質
循
環
の
健
全
性
を
支
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。�

�

（
早
瀬
善
正
・
吉
川�

尚
）

2
　
干
潟
域
の
多
毛
類

干
潟
域
の
様
々
な
多
毛
類

多
毛
類
は
、
環
形
動
物
門
多
毛
綱
に
属
す
る
海
産
無
脊
椎
動
物
の
一
群
で
あ
り
、
一
般
的
に
は
「
ゴ
カ
イ
類
」

と
呼
ば
れ
る
。
世
界
で
は
89
科
8�

5�

0�

0
種
、
そ
の
う
ち
日
本
で
は
9�

3�

0
種
ほ
ど
が
知
ら
れ
、
海
産
無
脊
椎
動

だ
ろ
う
か
？　

そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
水
管
の
長
さ
や
移
動

（
穿
孔
）
能
力
な
ど
に
よ
り
、
砂
中
の
生
息
深
度
が
少
し
ず
つ
異
な

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

最
も
表
層
近
く
に
生
息
し
て
い
る
の
は
、
サ
ル
ボ
オ
ガ
イ
で
あ

る
。
サ
ル
ボ
オ
ガ
イ
や
そ
の
近
縁
種
に
は
水
管
が
な
い
た
め
、
砂
泥

中
深
く
に
埋
没
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
干
出
し
た
ト
ン
ボ
ロ
干
潟

を
歩
く
と
、
足
元
の
地
表
か
ら
多
数
、
激
し
く
水
が
噴
出
し
て
く
る

こ
と
が
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
、
そ
の
正
体
は
サ
ル
ボ
オ
ガ
イ
で
あ

る
。
次
に
バ
カ
ガ
イ
、
シ
オ
フ
キ
、
ハ
マ
グ
リ
、
ア
サ
リ
な
ど
と
な

り
、
マ
テ
ガ
イ
は
さ
ら
に
深
く
表
層
よ
り
30�

㎝
ほ
ど
下
の
砂
泥
中
に

穿
孔
し
て
い
る
。

ト
ン
ボ
ロ
干
潟
で
は
個
体
数
は
少
な
い
も
の
の
オ
オ
ノ
ガ
イ
が
確
認
さ
れ
て
お
り
（
写
真
1 

i
）（
早
瀬
ほ
か�

2011

）、
こ
こ
で
は
本
種
が
最
も
砂
泥
中
深
く
に
穿
孔
し
て
い
る
種
で
あ
ろ
う
。
5
㎝
程
度
の
大
き
さ
の
幼
貝
は

さ
ほ
ど
深
く
ま
で
潜
る
こ
と
は
な
い
が
、
殻
長
10
㎝
ほ
ど
に
な
る
成
貝
は
50
～
60
㎝
ほ
ど
下
ま
で
潜
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
そ
う
簡
単
に
は
掘
り
出
せ
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
ニ
ッ
コ
ウ
ガ
イ
科
の
ユ
ウ
シ
オ
ガ
イ
（
写
真
2 
a
）、
サ
ク
ラ
ガ
イ
（
写
真
2 

b
）、
ウ
ズ
ザ
ク
ラ
（
写

真
2 

c
）、
ヒ
メ
シ
ラ
ト
リ
（
写
真
2 

d
）
な
ど
は
非
常
に
長
い
水
管
を
持
つ
種
で
あ
る
が
、
前
3
種
は
殻
長
2
㎝
以

下
の
小
型
種
で
あ
る
た
め
に
、
体
の
割
に
は
深
く
潜
る
も
の
の
、
結
果
的
に
は
比
較
的
浅
く
し
か
潜
れ
な
く
て
ア

写真 2　東幡豆町の干潟（潮干狩り場）で
見られるニッコウガイ科の二枚貝（撮影：
早瀬、編集：社家間太郎氏）　
a：ユウシオガイ　b：サクラガイ　
c：ウズザクラ　d：ヒメシラトリ
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第 2部　幡豆の海と生き物6　干潟をめぐる生態系 

科名 和名 学名

サシバゴカイ科 イトサシバ Anaitides�japonica
Anaitides 属の一種 Anaitides�sp.
ホソミサシバ Eteone�cf.�longa
アケノサシバ Genetyllis�castanea
Nipponophyllum 属の一種 Nipponophyllum�sp.
サシバゴカイ科の一種 Phyllodocidae

チロリ科 ヒガタチロリ（マキントシチロリ）� Glycera�macintoshi
Glycera�属の一種 Glycera�sp.

ニカイチロリ科 ニカイチロリ科の一種 Goniadidae
オトヒメゴカイ科 Podarkeopsis 属の一種 Podarkeopsis�sp.
カギゴカイ科 ハナオカカギゴカイ Sigambra�phuketenesis
シリス科 Eusyllinae 亜科の一種 Eusyllinae

Syllinae 亜科の一種 Syllinae
シリス科の一種 Syllidae

ゴカイ科 コケゴカイ Ceratonereis�erythraeensis
オイワケゴカイ Lycastopsis�augeneri
オウギゴカイ Nectoneanthes�oxypoda
Nereis 属の一種 Nereis�sp.
クマドリゴカイ Perinereis�cultrifera
スナイソゴカイ Perinereis�mictodonta
イシイソゴカイ Perinereis�wilsoni
ツルヒゲゴカイ Platynereis�bicanaliculata

シロガネゴカイ科 ミナミシロガネゴカイ Nephtys�polybranchia
ウロコムシ科 ミロクウロコムシ Halosydna�brevisetosa

マダラウロコムシ Harmothoe�imbricata
ヤチウロコムシ Lepidonotus�elongatus

ナナテイソメ科 スゴカイイソメ Diopatra�sugokai
スピオ科 Polydora 属の一種 Polydora�sp.

ミツバネスピオ Prinospio�(Aquilaspio)�krusadensis
イトエラスピオ Prionospio�(Minuspio)�pulchra
ドロオニスピオ Pseudopolydora�kempi
Rhynchospio�属の一種 Rhynchospio�sp.
マドカスピオ Spio�filicornis

ミズヒキゴカイ科 ミズヒキゴカイ Cirriformia�tentaculata�auct.�japan.
Cirriformia�属の一種 Cirriformia�sp.

ツバサゴカイ科 ムギワラムシ Mesochaetopterus�japonicus
オフェリアゴカイ科 ツツオオフェリア Armandia�lanceolata
チマキゴカイ科 チマキゴカイ Owenia�fusiformis
イトゴカイ科 Mediomastus 属の一種 Mediomastus�sp.

Capitella 属の一種 Capitella�sp.
タマシキゴカイ科 タマシキゴカイ Arenicola�brasiliensis
フサゴカイ科 フタエラフサゴカイ Nicolea�gracilibranchis

フサゴカイ科の一種 Terebellidae
ケヤリムシ科 ケヤリムシ科の一種 Sabellidae
カンザシゴカイ科 エゾカサネカンザシ Hydroides�ezoensis

ヤッコカンザシ Pomatoleios�kraussii �auct.�japan.
ウズマキゴカイ科 ウズマキゴカイ科の一種 Spirorbidae

表 1　東幡豆のトンボロ干潟とその周辺域に生息する多毛類 物
の
中
で
も
比
較
的
種
数
の
多
い
動
物
群
で
あ
る
（
佐
藤�2006

）。
多
数
の
い
ぼ
足
や
剛
毛
を
有
す
る
こ
と
が
そ

の
名
称
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
環
形
動
物
門
に
は
、
ミ
ミ
ズ
類
（
貧
毛
綱
）
も
含
ま
れ
る
。
ミ
ミ
ズ
類
が

主
に
陸
域
の
土
壌
中
で
分
解
者
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
と
同
様
に
、
多
毛
類
は
海
域
の
砂
泥
中
な
ど
に
お
い
て

有
機
物
分
解
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

私
た
ち
の
生
活
に
身
近
な
多
毛
類
に
は
、海
釣
り
で
生
き
餌
と
し
て
用
い
る
＂
い
そ
め
＂
や
＂
ご
か
い
＂
が
あ
る
。

日
本
の
東
北
地
方
で
は
、
ケ
ヤ
リ
ム
シ
科
の
一
種
で
あ
る
エ
ラ
コ
を
食
用
と
す
る
（
今
島�1996

）。
ま
た
、
太
平

洋
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
フ
ィ
ジ
ー
諸
島
や
サ
モ
ア
な
ど
で
は
、
イ
ソ
メ
科
の
生
殖
群
泳
個
体
（
パ
ロ
ロ
ま
た
は

ニ
ャ
ー
レ
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
が
、
神
聖
か
つ
美
味
な
食
料
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
種
の
生
殖
群
泳
は
正
確

な
周
期
で
発
生
し
、
そ
の
採
集
は
、
島
々
で
の
重
要
な
祭
事
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
加
藤�1999

）。
さ

ら
に
、
過
去
に
は
茨
城
県
の
涸
沼
や
瀬
戸
内
海
沿
岸
域
で
は
、
イ
ト
メ
な
ど
の
ゴ
カ
イ
科
の
生
殖
群
泳
個
体
（
バ

チ
あ
る
い
は
日
本
パ
ロ
ロ
な
ど
と
呼
ば
れ
る
）
が
肥
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
す
る
記
録
も
あ
る
も
の
の
、
現
在

は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
（
岡
田�1988,�
今
島�1996

）。

こ
れ
ら
一
部
を
除
く
と
、
多
毛
類
の
大
部
分
の
種
は
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
人
目
に
つ
か
な
い
場
所
で
暮

ら
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
多
毛
類
に
は
、
生
息
数
量
が
多
く
、
浅
海
域
の
無
脊
椎
動
物
群
集
に
お
い
て
重
要
な

一
群
を
担
う
一
面
が
あ
る
。
東
幡
豆
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
な
ら
び
に
そ
の
周
辺
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
筆
者
ら
の
調

査
に
よ
り
少
な
く
と
も
21
科
47
種
の
多
毛
類
の
生
息
が
明
ら
か
と
な
っ
た
（
表
1
）。
こ
こ
で
は
、
東
幡
豆
の
こ
れ

ら
様
々
な
多
毛
類
が
果
た
す
役
割
や
特
性
の
ほ
か
、
一
部
の
種
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
や
暮
ら
し
方
を
中
心
に
紹

介
し
て
み
た
い
。
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第 2部　幡豆の海と生き物6　干潟をめぐる生態系 

つ
ま
り
、
元
の
砂
よ
り
も
き
れ
い
な
排
泄
物
な
の
で
あ

る
。
ま
た
、
5
月
～
8
月
頃
に
は
、
至
る
と
こ
ろ
に
半

透
明
の
風
船
型
の
ぶ
よ
ぶ
よ
し
た
物
体
が
観
察
さ
れ
る

が
、
こ
れ
は
本
種
の
卵
嚢
で
あ
る
（
写
真
5
）。

水
際
よ
り
少
し
干
上
が
っ
た
よ
う
な
場
所
で
は
、
ツ

バ
サ
ゴ
カ
イ
科
の
ム
ギ
ワ
ラ
ム
シ
が
作
る
円
筒
形
で
膜

質
の
棲
管
が
い
く
つ
も
突
き
出
て
い
る
（
写
真
6 

a
）。

ム
ギ
ワ
ラ
ム
シ
の
ほ
か
、
同
じ
ツ
バ
サ
ゴ
カ
イ
科
の
ツ

バ
サ
ゴ
カ
イ
な
ど
は
、
比
較
的
大
形
に
な
る
多
毛
類
で

あ
り
、
体
の
後
部
に
あ
る
円
盤
状
の
い
ぼ
足
を
前
後
に

振
幅
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
棲
管
内
に
水
流
を
発
生
さ

せ
、
ろ
過
摂
食
す
る
と
さ
れ
る
（
林�1998

）。

同
じ
よ
う
に
少
し
干
上
が
っ
た
場
所
の
砂
泥
中
で

は
、
体
長
18
㎝
程
度
に
な
る
大
形
種
の
ヒ
ガ
タ
チ
ロ
リ

も
生
息
し
て
い
る
（
写
真
7
）。
ヒ
ガ
タ
チ
ロ
リ
は
、
い

ぼ
足
の
付
け
根
に
三
叉
型
の
翻
出
性
の
鰓
を
も
つ
特
徴

が
あ
る
。
ヒ
ガ
タ
チ
ロ
リ
が
属
す
る
チ
ロ
リ
科
の
種

は
、
い
ず
れ
も
強
靭
な
4
個
の
顎
を
も
つ
肉
食
者
で
あ

写真 6　多毛類のさまざまな棲管（撮影：a-c 中島、d 早瀬）
a：ムギワラムシ　b：ヤッコカンザシ
c：エゾカサネカンザシ　d：フタエラフサゴカイ

a b

dc

ト
ン
ボ
ロ
干
潟
で
ま
ず
目
に
つ
く
の
は
、
最
干
潮
線
付
近
の
至
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
親
指
大
の
大
き
さ
の
穴

や
、
モ
ン
ブ
ラ
ン
ケ
ー
キ
の
よ
う
な
形
の
砂
の
塊
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
タ
マ
シ
キ
ゴ
カ
イ
の
巣
穴
や
糞
塊
で
あ
る

（
写
真
3
）。
タ
マ
シ
キ
ゴ
カ
イ
は
体
長
25�
㎝
程
度
に
ま
で
な
る
大
形
の
多
毛
類
で
あ
り
（
写
真
4
）、
縦
に
押
し
つ

ぶ
し
た
J
字
の
よ
う
な
形
の
巣
穴
（
孔
道
）
を
掘
る
。
本
種
は
堆
積
物
摂
食
者
で
あ
り
、
そ
の
摂
食
方
法
は
、
巣

穴
の
中
で
体
後
半
部
を
震
わ
せ
て
尾
部
側
の
穴
か
ら
海
水
を
取
り
込
み
、
そ
れ
を
頭
部
側
よ
り
砂
底
表
層
ま
で
噴

き
上
げ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
行
動
に
よ
っ
て
微
細
有
機
物
の
付
着
し
た
表
層
砂
粒
が
地
中
の
頭
部
近
く
に
落
下
す

る
（
佐
藤�2006,�

菊
池�2003

）。
モ
ン
ブ
ラ
ン
ケ
ー
キ
の
よ
う
な
砂
の
塊
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
本
種
が
表
層
砂

を
摂
食
し
て
有
機
物
を
取
り
込
み
、
浄
化
さ
れ
た
清
浄
な
砂
と
し
て
尾
部
側
の
穴
よ
り
地
表
に
排
出
し
た
糞
塊
、

写真 3　タマシキゴカイの巣穴（矢印）と
糞塊（撮影：中島）

写真 4　タマシキゴカイ（撮影：中島）

写真 5　タマシキゴカイの卵嚢（撮影：中
島）
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第 2部　幡豆の海と生き物6　干潟をめぐる生態系 

ま
た
、
転
石
の
裏
側
に
は
、
小
石
や
砂
粒
を
付
着
さ
せ
た
膜
質
の
棲
管
も
見
ら
れ
る
（
写
真
6 
d
）。
そ
の
棲
管

内
に
は
、
体
長
5
㎝
程
度
の
フ
タ
エ
ラ
フ
サ
ゴ
カ
イ
が
棲
ん
で
い
る
（
写
真
8
）。
フ
タ
エ
ラ
フ
サ
ゴ
カ
イ
は
、
体

先
端
部
か
ら
出
る
多
数
の
細
長
い
糸
状
の
感
触
手
を
使
っ
て
地
表
面
の
有
機
物
を
食
べ
て
い
る
（
林�1997
）。

さ
ら
に
転
石
の
裏
側
を
よ
く
探
す
と
、
他
の
付
着
生
物
の
隙
間
に
潜
ん
で
い
る
ウ
ロ
コ
ム
シ
科
の
種
が
見
つ
か

る
こ
と
が
あ
る
（
写
真
9
）。
ウ
ロ
コ
ム
シ
科
の
種
は
扁
平
な
体
を
し
て
お
り
、
背
面
に
は
種
ご
と
に
異
な
る
様
々

な
形
を
し
た
縦
二
列
に
並
ぶ
多
数
の
鱗
を
も
っ
て
い
る
。
ウ
ロ
コ
ム
シ
科
の
種
は
、
肉
食
性
ま
た
は
雑
食
性
と
さ

れ
て
い
る
（
今
島�2001

）。

転
石
帯
の
中
で
も
陸
域
と
の
接
点
と
な
る
満
潮
線
付
近
の
砂
泥
底
に
は
、
ゴ
カ
イ
科
の
コ
ケ
ゴ
カ
イ
、
ス
ナ
イ

ソ
ゴ
カ
イ
、
イ
シ
イ
ソ
ゴ
カ
イ
が
多
く
見
ら
れ
、
い
ず
れ
も
体
長
5
㎝
程
度
で
、
巣
穴
を
掘
り
生
息
し
て
い
る
。

コ
ケ
ゴ
カ
イ
は
前
口
葉
（
頭
部
）
が
小
さ
く
、
細
い
体
形
で
あ
る
。
ス
ナ
イ
ソ
ゴ
カ
イ
と
イ
シ
イ
ソ
ゴ
カ
イ
は
、

背
面
前
部
が
濁
緑
色
を
呈
す
る
。
コ
ケ
ゴ
カ
イ
に
比
べ
て
前
口
葉
は
大
き
く
、体
形
も
か
な
り
太
い
特
徴
が
あ
り
、

転
石
下
の
砂
泥
中
に
生
息
し
て
い
る
。

な
お
、
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
の
脇
の
ア
マ
モ
場
内
で
は
、
ゴ
カ
イ
科
の
ツ
ル
ヒ
ゲ
ゴ
カ
イ
が
分
泌
物
を
使
っ
て
ア
マ

モ
や
海
藻
の
葉
を
接
着
し
て
作
っ
た
膜
質
の
巣
の
中
に
生
息
し
て
い
る
。
本
種
は
、
前
口
葉
側
面
に
比
較
的
細
長

い
四
対
の
感
触
糸
、
各
い
ぼ
足
に
は
先
端
が
黒
色
の
鉤
状
で
太
く
目
立
つ
数
本
の
剛
毛
を
持
つ
特
徴
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ゴ
カ
イ
科
の
種
は
、
砂
泥
中
か
ら
海
産
植
物
の
葉
上
に
至
る
様
々
な
場
所
に
巣
を
作
り
、
肉
食
や

雑
食
な
ど
多
様
な
摂
食
様
式
（
林�1977

）
を
有
す
る
。
一
対
の
強
靭
な
顎
を
持
つ
吻
（
口
）
の
基
部
に
は
、
種

ご
と
に
異
な
る
様
々
な
顎
片
の
配
列
が
顕
著
で
あ
り
（
写
真
10
）、
こ
の
顎
片
の
配
列
は
ゴ
カ
イ
科
の
種
を
分
類
す

る
（
今
島�2007

）。

前
島
沿
岸
の
転
石
帯
で
は
、直
径
が
数
十
㎝
～
数
m
ま
で
の
大
き
さ
の
石
や
岩
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
転
が
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
な
か
の
手
ご
ろ
な
石
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
み
る
と
（
怪
我
を
し
な
い
よ
う
に
軍
手
な
ど
を
し
て
、
観
察

が
終
わ
っ
た
ら
元
の
状
態
に
戻
す
こ
と
）、
石
の
裏
側
や
側
面
、
隙
間
に
は
、
石
灰
質
の
小
さ
な
棲
管
が
多
数
見

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
棲
管
は
、
カ
ン
ザ
シ
ゴ
カ
イ
科
の
ヤ
ッ
コ
カ
ン
ザ
シ
や
エ
ゾ
カ
サ
ネ
カ
ン
ザ
シ
の
も
の
で
あ

る
（
写
真
6 

b
・ 

c
）。
こ
れ
ら
カ
ン
ザ
シ
ゴ
カ
イ
科
の
種
は
、
多
数
の
鰓
糸
か
ら
な
る
花
の
よ
う
な
鰓
冠
を
も
ち
、

棲
管
の
入
り
口
を
閉
じ
る
た
め
に
備
わ
っ
た
蓋
が
種
ご
と
に
特
徴
的
な
形
態
を
示
す
（
今
島�1996

）。
カ
ン
ザ
シ

ゴ
カ
イ
科
の
種
は
懸
濁
物
食
者
と
さ
れ
る
（
林�1997

）。

写真 7　ヒガタチロリ（撮影：中島）

写真 8　フタエラフサゴカイ（撮影：早瀬）

写真 9　ウロコムシ科の一種が潜んでいる
様子（矢印）（撮影：中島）
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干
潟
域
生
態
系
に
お
け
る
多
毛
類
の
役
割

次
は
、
生
態
系
に
お
け
る
多
毛
類
の
役
割
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。
多
毛
類
の
役
割
に
は
、
堆
積
あ
る
い
は
懸

濁
態
有
機
物
を
食
べ
分
解
を
行
う
こ
と
、
魚
類
や
甲
殻
類
等
の
餌
生
物
と
な
る
こ
と
で
低
次
食
物
網
を
構
成
す
る

こ
と
、
の
大
き
く
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

先
に
、
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
で
は
、
タ
マ
シ
キ
ゴ
カ
イ
の
糞
塊
が
多
数
見
ら
れ
る
こ
と
、
砂
泥
中
に
お
び
た
だ
し
い

数
の
小
さ
な
ツ
ツ
オ
オ
フ
ェ
リ
ア
が
生
息
す
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
無
数
の
多
毛
類
が
、
多
く
の
軟
体
動

物
な
ど
と
共
に
、
東
幡
豆
の
干
潟
環
境
の
有
機
物
分
解
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ご
く
小
さ
な
堆
積
物

食
者
の
ツ
ツ
オ
オ
フ
ェ
リ
ア
か
ら
、
そ
れ
ら
を
捕
食
す
る
ヒ
ガ
タ
チ
ロ
リ
ま
で
、
実
に
多
様
な
食
性
・
大
き
さ
の

多
毛
類
が
存
在
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
を
捕
食
す
る
魚
類
等
の
餌
生
物
と
な
り
、
内
湾
の
生
態
系
や
多
様
性
の
維

持
に
貢
献
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

多
毛
類
に
は
、
有
機
物
の
分
解
、
餌
生
物
と
い
っ
た
二
つ
の
役
割
以
外
に
も
、
も
う
ひ
と
つ
、
地
中
に
伸
び
た

巣
穴
（
孔
道
）
や
棲
管
が
パ
イ
プ
と
な
り
、
先
に
ツ
バ
サ
ゴ
カ
イ
の
項
で
示
し
た
よ
う
に
多
毛
類
の
摂
餌
行
動
な

ど
が
ポ
ン
プ
と
し
て
働
き
、
砂
泥
中
に
新
鮮
な
空
気
を
送
り
込
む
役
割
が
あ
る
。

ト
ン
ボ
ロ
干
潟
で
砂
泥
を
掘
り
進
め
る
と
、
砂
の
色
は
お
よ
そ
10
～
30
㎝
程
で
み
る
み
る
黒
色
に
変
わ
っ
て
ゆ

く
。
こ
の
黒
色
は
、
硫
化
鉄
な
ど
の
硫
化
物
の
色
で
あ
る
。
砂
泥
中
の
有
機
物
は
、
多
毛
類
や
微
生
物
に
よ
り
分

解
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
に
酸
素
が
消
費
さ
れ
る
。
干
潟
砂
泥
底
の
深
層
部
で
は
、
新
鮮
な
海
水
が
十
分
に
行
き
届

か
ず
、
酸
素
不
足
と
な
り
や
す
い
。
そ
の
よ
う
な
酸
素
が
少
な
い
環
境
下
で
も
、
嫌
気
性
細
菌
の
働
き
に
よ
り
有

る
際
の
重
要
な
分
類
形
質
の
ひ
と
つ

に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
多
毛
類
は
、

比
較
的
大
き
く
見
つ
け
や
す
い
種
類

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
ト

ン
ボ
ロ
干
潟
の
砂
泥
内
部
に
は
、
お

び
た
だ
し
い
数
の
ご
く
小
さ
な
多
毛

類
が
生
息
し
て
い
る
。
砂
泥
を
目
合

い
1�

㎜
の
ふ
る
い
に
か
け
る
と
、
体

長
1
㎝
に
も
満
た
な
い
多
毛
類
を
多

数
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
小
さ
な
多
毛
類
の
多
く
は
、
ツ
ツ
オ
オ
フ
ェ
リ
ア
で
あ
る
（
写
真
11
）。
ツ
ツ

オ
オ
フ
ェ
リ
ア
は
体
長
1
㎝
程
度
で
あ
り
、
体
両
側
に
多
数
の
細
い
鰓
、
中
央
に
複
数
の
眼
点
を
有
す
る
な
ど
の

特
徴
が
あ
る
。
本
種
は
、
棲
管
を
作
ら
ず
泥
分
が
比
較
的
少
な
い
砂
底
に
浅
く
潜
っ
て
生
活
し
て
い
る
。
半
透
明

で
淡
黄
白
色
の
体
を
く
ね
ら
せ
る
の
で
、
一
見
す
る
と
、
ナ
メ
ク
ジ
ウ
オ
で
は
な
い
か
と
見
間
違
え
る
か
も
し
れ

な
い
（
ナ
メ
ク
ジ
ウ
オ
〔
ヒ
ガ
シ
ナ
メ
ク
ジ
ウ
オ
〕
は
、
化
石
種
ピ
カ
イ
ア
に
近
縁
で
魚
類
の
祖
先
に
あ
た
る
。

幡
豆
に
近
い
三
河
大
島
は
そ
の
生
息
地
と
し
て
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
）。

写真 10　イシイソゴカイの顎 (a) と顎片
(b)（撮影：早瀬、編集：中島）

写真 11　ツツオオフェリア（撮影：早瀬）

（a）

（b） （b）
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第 2部　幡豆の海と生き物6　干潟をめぐる生態系 

多
毛
類
と
干
潟
の
環
境

東
幡
豆
の
干
潟
域
に
は
、
多
毛
類
以
外
に
も
、
貝
類
や
甲
殻
類
な

ど
が
底
生
動
物
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
有
機
物
の
分
解
、
魚
類
等

の
餌
生
物
等
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
底
生
動
物
群
集

全
体
が
環
境
に
果
た
す
役
割
の
中
で
は
、多
毛
類
群
集
は
ど
の
程
度
、

寄
与
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

こ
の
疑
問
に
あ
る
程
度
答
え
ら
れ
る
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
に
、
筆

者
ら
は
、
底
生
動
物
群
集
全
体
の
種
数
と
個
体
数
中
に
、
多
毛
類
が

占
め
る
割
合
を
調
査
し
た
。
調
査
は
2�

0�

1�

5
年
7
月
と
8
月
に
、

（1）
東
幡
豆
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
、

（2）
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
に
隣
接
す
る
ア
マ

モ
場
、

（3）
妙
善
寺
前
の
東
浜
干
潟
の
3
か
所
で
、
砂
泥
中
に
埋
在
す

る
1�

㎜
以
上
の
底
生
動
物
を
採
集
し
て
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
単
位
面
積
当
り
の
底
生
動
物
群
集
に
占
め
る
環
形
動

物
門
（
多
毛
類
）
は
、
種
数
お
よ
び
個
体
数
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も

数
量
的
に
最
も
多
い
生
物
群
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
多
毛
類
の

種
数
は
13
～
22
種
で
あ
り
、
各
地
点
の
底
生
動
物
の
全
種
数
の
お
よ

そ
半
数
を
占
め
、な
か
で
も
ア
マ
モ
場
は
22
種
と
突
出
し
て
い
た
（
図

図 1　東幡豆干潟の各環境における各動物門の出現種数

60

50

40

30

20

10

0

軟体動物門環形動物門 節足動物門 その他

トンボロ干潟 アマモ場 東浜干潟

種 

数

機
物
分
解
が
進
行
し
て
い
る
が
、
そ
の
過
程
で
は
猛
毒
の
硫
化
水
素
が
発

生
し
て
し
ま
う
。
こ
の
硫
化
水
素
は
、
砂
泥
中
の
金
属
元
素
と
反
応
し
て

硫
化
鉄
な
ど
の
硫
化
物
と
な
る
。
硫
化
水
素
は
、
ア
サ
リ
等
を
含
む
多
く

の
無
脊
椎
動
物
に
と
っ
て
は
有
害
で
あ
り
、
成
長
の
低
下
や
死
滅
な
ど
を

招
く
。

多
毛
類
が
作
る
巣
穴
（
孔
道
）
や
棲
管
は
、
豊
富
な
酸
素
を
含
ん
だ
海

水
が
干
潟
の
砂
泥
底
内
部
ま
で
届
く
た
め
の
通
り
道
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
巣
穴
や
棲
管
の
壁
面
と
そ
の
周
囲
と

い
っ
た
微
細
な
空
間
で
は
、
硫
化
鉄
な
ど
が
再
び
酸
化
し
、
赤
褐
色
（
酸

化
鉄
）
に
変
化
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
（
写
真
12
）。

こ
う
し
た
巣
穴
や
棲
管
内
の
微
細
空
間
は
、
あ
る
種
の
生
物
に
と
っ
て
は
そ
の
種
独
自
の
マ
イ
ク
ロ
ハ
ビ
タ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
る
（
例
：
ヤ
ド
リ
カ
ニ
ダ
マ
シ
な
ど
）。
具
体
的
に
は
、
住
居
と
し
て
の
ほ
か
、
宿
主
で
あ
る
多
毛

類
（
ム
ギ
ワ
ラ
ム
シ
）
が
取
り
入
れ
た
海
水
中
に
含
ま
れ
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
と
と
も
に
、
多
毛
類
の
粘
液
な

ど
も
餌
と
し
て
甲
殻
類
（
ヤ
ド
リ
カ
ニ
ダ
マ
シ
）
が
利
用
す
る
と
思
わ
れ
、
こ
の
よ
う
な
共
生
関
係
が
築
か
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
多
毛
類
が
い
な
く
な
っ
た
後
の
転
石
下
の
巣
穴
の
空
間
が
還
元
層
に
特
異
的

に
生
息
す
る
貝
類
（
特
殊
環
境
棲
貝
類
）
の
生
息
環
境
と
し
て
、
独
特
の
微
細
生
態
系
を
創
生
し
て
い
る
よ
う
な

場
合
も
あ
る
。
多
様
な
生
物
種
の
生
息
場
創
出
に
力
を
貸
す
だ
け
で
な
く
、
干
潟
環
境
が
良
好
な
浄
化
装
置
と
し

て
維
持
さ
れ
る
の
は
、こ
う
し
た
多
毛
類
が
生
息
し
て
い
れ
ば
こ
そ
、と
言
っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

写真 12　還元層のゴカイ科の巣穴の様子
（矢印）（撮影：中島）
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第 2部　幡豆の海と生き物6　干潟をめぐる生態系 

1
）。
多
毛
類
の
個
体
数
は
1�

7�

6
～
3�

7�

0
個
体/[(25cm

) 2

×2]

と
3
地
点
の
い
ず
れ
も
高
密
度
で
あ
っ
た（
図

2
）。
各
地
点
に
お
け
る
多
毛
類
の
優
占
種
は
、
こ
の
調
査
で
は
い
ず
れ
も
小
形
種
の
ツ
ツ
オ
オ
フ
ェ
リ
ア
で
あ
っ

た
。
多
毛
類
の
個
体
数
の
割
合
は
全
底
生
動
物
の
う
ち
、
53
・
9
％
～
71
・
7
％
を
も
占
め
て
お
り
、
3
地
点
と

も
ほ
か
の
動
物
門
に
比
べ
て
高
水
準
で
あ
っ
た
（
図
3
）。

こ
の
よ
う
に
、
底
生
動
物
群
集
内
に
お
け
る
多
毛
類
の
存
在
の
大
き
さ
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
次
は
東
幡
豆
の

干
潟
域
で
の
多
毛
類
群
集
と
周
辺
環
境
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
こ
こ
ま
で
地
点
ご
と
の
種
数
、
個

体
数
や
個
体
数
の
比
率
を
調
べ
た
が
、
こ
れ
ら
の
結
果
の
み
で
多
毛
類
群
集
の
特
性
や
機
能
が
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
を
一
言
で
説
明
す
る
の
は
難
し
い
。
東
幡
豆
の
干
潟
域
に
お
け
る
多
毛
類
群
集
に
つ
い
て
さ
ら
に
理
解
を

深
め
る
に
は
も
う
少
し
詳
し
い
解
析
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
群
集
の
特
性
を
よ
り
端
的
か
つ
客
観
的
に
判
断
す
る
た
め
、�Shannon-W

iener

の
多
様
度
指
数

（
H'
）
を
用
い
て
、
各
地
点
を
比
較
し
て
み
た
。

H
' =�-∑

（n
i /N

）log
2（n

i /N

）

こ
こ
で
、
N
は
総
個
体
数
、
ni
は
i
番
目
の
種
の
個
体
数
で
あ
る
。
多
様
度
指
数
（
H'
）
は
、
各
種
の
相
対
優

占
度（n

i /N

）よ
り
算
出
さ
れ
る
、
そ
の
場
所
を
構
成
す
る
生
物
種
の
多
様
性
評
価
の
た
め
の
指
数
と
な
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
あ
る
地
点
A
で
は
5
種
類
の
生
物
が
そ
れ
ぞ
れ
1�

0�

0
個
体
、
も
う
一
方
の
地
点
B
で
は
1�

0�

0

種
類
の
生
物
が
そ
れ
ぞ
れ
5
個
体
、
両
地
点
と
も
に
5�

0�

0
個
体
い
た
と
し
よ
う
。
多
様
度
指
数
（
H'
）
を
計
算

図 2　東幡豆干潟の各環境における多毛類ならびに多毛類以外の底生動物の個体数

図 3　東幡豆干潟の各環境における各動物門の個体数の割合
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第 2部　幡豆の海と生き物6　干潟をめぐる生態系 

多
毛
類
を
は
じ
め
と
す
る
底
生
動
物
の
生
息
環
境
と
し
て
変
化
に
乏

し
い
単
調
な
場
所
な
の
だ
ろ
う
か
。
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
で
は
上
述
し
た

よ
う
に
タ
マ
シ
キ
ゴ
カ
イ
や
ツ
ツ
オ
オ
フ
ェ
リ
ア
な
ど
様
々
な
多
毛

類
が
観
察
で
き
る
の
で
、
単
調
な
環
境
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ

れ
で
は
東
浜
干
潟
が
特
に
生
物
の
少
な
い
単
調
な
環
境
な
の
だ
ろ
う

か
？　

い
や
い
や
、
そ
う
決
め
る
の
は
ま
だ
早
い
。
先
ほ
ど
の
調
査

に
お
い
て
東
浜
干
潟
で
は
浜
の
中
央
付
近
の
み
で
採
泥
を
行
っ
た
の

で
あ
る
が
、
東
西
を
防
波
堤
に
囲
ま
れ
た
1�

5�

0�

m
ほ
ど
の
長
さ
の

東
浜
干
潟
の
環
境
全
体
で
見
れ
ば
、
東
側
に
は
小
河
川
が
流
入
し
て

い
る
こ
と
、
西
側
は
防
波
堤
の
真
横
に
面
し
た
浜
の
最
奥
部
で
あ
り

潮
流
が
行
き
止
ま
り
砂
泥
や
有
機
物
が
堆
積
し
や
す
い
地
形
で
あ
る

こ
と
な
ど
、
異
な
る
環
境
が
存
在
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、東
浜
干
潟
の
各
所
で
多
毛
類
群
集
の
組
成
が
異
な
る
か
、

さ
ら
に
詳
し
く
調
べ
る
た
め
、

（1）
東
側
、

（2）
中
央
、

（3）
西
側
の
3
地

点
を
設
定
し
、
採
泥
に
よ
り
1
㎜
以
上
の
底
生
動
物
を
採
取
し
て
地

点
間
の
多
様
度
指
数
（
H'
）
を
求
め
た
。

そ
の
結
果
、
多
毛
類
の
多
様
度
指
数
（
H'
）
は
、
東
浜
干
潟
の
東

側
が
最
も
高
く
、
次
い
で
中
央
、
西
側
の
順
に
低
く
な
っ
た
（
図
5
）。

図 5　東浜干潟の各地点における底生動物の多様度と多毛類の個体数

多毛類の多様度
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す
る
と
、
地
点
A
で
は
2
・
32
、
地
点
B
で
は
6
・
64
と
な
り
、
多

く
の
種
類
の
生
物
が
少
し
ず
つ
生
息
す
る
場
合
の
方
が
、
多
様
度
指

数
は
高
く
な
る
。
つ
ま
り
、
多
様
度
指
数
は
、
特
定
の
少
数
種
が
優

占
す
る
場
合
よ
り
も
、
多
く
の
種
が
存
在
し
種
組
成
が
複
雑
と
な
る

場
合
に
高
く
な
る
と
い
う
様
に
、
多
様
性
の
解
釈
に
、
群
集
の
均
等

性
の
概
念
を
用
い
た
指
数
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
3
地
点
で
の
多
毛
類
の
多
様
度
指
数
（
H'
）
を
求
め
た
結

果
、
ア
マ
モ
場
（
4
・
45
）
が
最
も
高
く
、
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
（
2
・

82
）
と
東
浜
干
潟
（
2
・
76
）
は
同
水
準
で
あ
っ
た
（
図
4
）。
全
底

生
動
物
群
集
の
多
様
度
指
数
も
同
様
に
ア
マ
モ
場
が
最
も
高
か
っ

た
。
ア
マ
モ
場
環
境
で
多
様
度
が
高
く
示
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
単

純
な
砂
泥
底
環
境
に
ア
マ
モ
が
生
育
す
る
こ
と
で
新
た
な
マ
イ
ク
ロ

ハ
ビ
タ
ッ
ト
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
生
物
多
様
性
を
高
め
る
役

割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
砂
泥
底
の
地
中
に
広
が

る
ア
マ
モ
の
根
の
空
間
の
ほ
か
、
葉
の
表
面
や
裏
側
な
ど
砂
地
に
固

有
の
生
物
以
外
で
も
利
用
で
き
る
生
息
環
境
（
空
間
）
が
生
じ
、
生

物
種
が
増
加
し
た
結
果
な
の
で
あ
る
。

で
は
、多
様
度
指
数
が
低
か
っ
た
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
や
東
浜
干
潟
は
、

図 4　東幡豆干潟の各環境の多様度

多毛類 底生動物

多
様
性
指
数
（
H'
）

トンボロ干潟 アマモ場 東浜干潟
0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0
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本
節
を
通
じ
て
、
彼
ら
の
存
在
に
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
（
中
島
匠
・
早
瀬
善
正
）

3
　
干
潟
域
の
十
脚
甲
殻
類

東
幡
豆
の
潮
干
狩
り
場
に
は
ア
サ
リ
や
マ
テ
ガ
イ
な
ど
の
二
枚
貝
だ
け
で
は
な
く
、
多
種
多
様
な
十
脚
目
が
生

息
し
て
い
る
。
十
脚
目
と
は
左
右
五
対
、
合
計
10
本
の
あ
し
（
胸
脚
）
を
も
つ
こ
と
に
名
前
の
由
来
が
あ
る
甲
殻

類
の
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
で
あ
る
。
甲
殻
類
は
多
様
な
グ
ル
ー
プ
で
、
十
脚
目
以
外
に
は
、
シ
ャ
コ
（
口
脚
目
）、

グ
ソ
ク
ム
シ
（
等
脚
目
）、
オ
キ
ア
ミ
（
オ
キ
ア
ミ
目
）、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
カ
イ
ア
シ
（
カ
イ
ア
シ
亜
綱
。
2
章

参
照
）、
貝
の
よ
う
に
見
え
る
フ
ジ
ツ
ボ
（
蔓
脚
下
綱
）
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
十
脚
目
に
は
ク
ル
マ
エ
ビ
や
ズ
ワ

イ
ガ
ニ
、
タ
ラ
バ
ガ
ニ
な
ど
の
食
べ
て
お
い
し
い
種
類
を
は
じ
め
と
す
る
エ
ビ
・
カ
ニ
・
ヤ
ド
カ
リ
類
が
属
し
て

い
る
。
こ
こ
で
は
東
幡
豆
で
観
察
で
き
る
種
を
題
材
に
、
十
脚
甲
殻
類
の
多
様
性
を
み
て
い
こ
う
。

東
幡
豆
の
潮
干
狩
り
場
に
入
場
す
る
と
、
広
大
な
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
（
第
1
部
2
章
2
）
が
広
が
っ
て
い
る
。
干

出
し
た
干
潟
の
上
を
前
島
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
く
と
、
小
さ
な
穴
と
そ
の
周
辺
に
転
が
っ
て
い
る
砂
団
子
が
目

に
つ
く
だ
ろ
う
。
こ
の
穴
は
甲
幅
1
㎝
程
度
の
コ
メ
ツ
キ
ガ
ニ
が
掘
り
出
し
た
巣
の
出
入
口
で
あ
り
、
砂
団
子
は

そ
の
食
べ
か
す
で
あ
る
（
写
真
13
）。
コ
メ
ツ
キ
ガ
ニ
は
砂
粒
の
表
面
に
付
い
た
藻
類
や
、
砂
粒
の
間
に
堆
積
し
た

有
機
物
を
食
べ
る
カ
ニ
で
、
砂
を
口
の
中
に
入
れ
て
は
そ
の
食
べ
か
す
を
団
子
状
に
ま
る
め
て
巣
穴
の
周
囲
に
置

い
て
い
く
。
繁
殖
期
の
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
雄
は
周
囲
に
雌
が
い
る
と
鉗
を
ゆ
っ
く
り
と
上
に
振
り
上
げ
て

こ
の
傾
向
は
全
底
生
動
物
を
対
象
と
し
た
場
合
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
ま
た
優
占
し
た
多
毛
類
は
東
側
で
は
ミ
ナ

ミ
シ
ロ
ガ
ネ
ゴ
カ
イ
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
中
央
と
西
側
で
は
ド
ロ
オ
ニ
ス
ピ
オ
で
、
特
に
西
側
が
突
出
し
て
い

た
。
多
様
性
が
最
も
高
か
っ
た
東
側
に
は
小
河
川
が
流
入
し
て
お
り
、先
程
の
ア
マ
モ
場
環
境
の
説
明
と
同
様
に
、

東
側
に
存
在
し
た
マ
イ
ク
ロ
ハ
ビ
タ
ッ
ト
が
生
物
多
様
性
を
高
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、
多
様
度
指
数
が
最
も
低
か
っ
た
西
側
で
は
、
多
毛
類
の
個
体
数
は
2�

9�

9
個
体/(25cm

) 2

と
最
も

多
か
っ
た
（
図
5
）。
西
側
は
防
波
堤
で
囲
ま
れ
た
浜
の
最
奥
部
で
あ
り
、
有
機
物
が
堆
積
し
や
す
い
こ
と
を
既
に

説
明
し
た
。
こ
の
た
め
に
底
質
が
貧
酸
素
化
し
、還
元
的
な
環
境
に
な
り
や
す
い
。
軟
体
動
物
や
節
足
動
物
な
ど
、

ほ
か
の
多
く
の
生
物
群
の
生
息
が
困
難
な
環
境
と
な
り
、
実
際
に
底
生
動
物
群
集
の
多
様
度
指
数
は
き
わ
め
て
低

か
っ
た
（
図
5
）。
し
か
し
、
西
側
の
優
占
種
と
な
っ
た
ド
ロ
オ
ニ
ス
ピ
オ
な
ど
、
汚
濁
指
標
種
と
呼
ば
れ
る
多
毛

類
を
も
含
め
て
、
こ
の
よ
う
な
環
境
に
耐
え
ら
れ
る
一
部
の
多
毛
類
に
お
い
て
は
、
時
に
は
お
び
た
だ
し
い
個
体

数
と
な
り
、
劣
悪
な
環
境
の
底
質
浄
化
を
担
っ
て
い
る
。
多
様
度
が
低
く
、
一
見
す
る
と
生
物
相
が
一
様
で
単
純

と
思
わ
れ
る
東
浜
干
潟
に
お
い
て
も
、
小
河
川
の
淡
水
影
響
域
付
近
や
河
口
部
の
転
石
下
の
局
所
的
な
マ
イ
ク
ロ

ハ
ビ
タ
ッ
ト
な
ど
の
存
在
が
、
一
部
の
多
毛
類
の
み
優
占
し
か
ね
な
い
状
況
下
に
多
様
な
環
境
を
生
み
、
生
物
相

の
多
様
化
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
。

以
上
、
東
幡
豆
の
干
潟
域
に
お
け
る
多
毛
類
の
多
様
性
と
そ
の
役
割
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
。
先
の
各
章
に

取
り
上
げ
ら
れ
た
魚
類
や
貝
類
、
あ
る
い
は
、
次
節
の
十
脚
目
甲
殻
類
と
比
べ
る
と
、
は
る
か
に
地
味
で
目
立
た

な
い
存
在
の
多
毛
類
で
あ
る
が
、
実
に
多
様
な
種
類
が
見
ら
れ
る
上
に
、
健
全
な
干
潟
環
境
と
そ
の
生
態
系
の
維

持
に
お
い
て
も
、
き
わ
め
て
貢
献
度
の
高
い
生
物
群
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
で
あ
ろ
う
か
？　
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（Jivoff�1997

）。
生
殖
孔
の
み
が
柔
ら
か
く
な
る
本
種
の
場
合
、
そ
の

よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
は
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
交
尾
の
た
め
の
囲
い

込
み
と
呼
ん
だ
ほ
う
が
正
確
か
も
し
れ
な
い
。
マ
メ
コ
ブ
シ
ガ
ニ
は
、

外
見
は
丸
く
て
穏
や
か
そ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
肉
食
性
の

カ
ニ
で
あ
る
（
小
林�2013

）。
動
物
の
遺
骸
を
食
べ
て
い
る
の
が
よ
く

観
察
さ
れ
る
が
、
小
さ
く
て
殻
の
薄
い
二
枚
貝
で
あ
れ
ば
鉗
で
割
っ
て

中
身
を
食
べ
る
。
本
種
は
ほ
か
の
地
域
で
は
個
体
数
が
減
少
し
て
お

り
、
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
準
絶
滅
危
惧
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
（
日
本
ベ
ン
ト
ス
学
会�2012

）、幡
豆
で
は
ふ
つ
う
に
観
察
さ
れ
る
。

引
き
続
き
タ
イ
ド
プ
ー
ル
を
観
察
し
て
い
る
と
、
水
面
に
2
本
の
眼

が
飛
び
出
し
て
い
る
の
に
気
づ
く
。
オ
サ
ガ
ニ
で
あ
る
（
写
真
16
）。
十

脚
目
の
眼
は
、
体
か
ら
伸
び
た
柄
の
先
端
に
付
い
て
お
り
、
動
か
す
こ

と
が
で
き
る
。
オ
サ
ガ
ニ
の
仲
間
は
こ
の
眼
柄
が
と
く
に
長
く
、
潜
望

鏡
の
よ
う
に
眼
柄
を
立
て
、
上
空
か
ら
襲
っ
て
く
る
鳥
な
ど
を
警
戒
す

る
の
に
役
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
い
ざ
隠
れ
る
と
き
に
は
甲
ら
に
あ

る
隙
間
に
柄
を
収
め
て
し
ま
え
ば
、
長
い
眼
柄
も
目
立
た
な
い
。
本

種
は
甲
幅
3
㎝
程
度
に
な
り
、
体
は
コ
メ
ツ
キ
ガ
ニ
よ
り
も
大
き
い

が
、
同
じ
堆
積
物
食
で
あ
る
。
た
だ
し
、
鉗
は
強
力
な
の
で
挟
ま
れ
る

写真 15　マメコブシガニの交尾前ガー
ド。1 個体の大きな雌を、2 個体の雄がガー
ドしている（撮影：土井）

写真 16　眼柄の長いオサガニは潮干狩り
場北西側に多く分布している（撮影：土井）

は
、
素
早
く
降
ろ
す
ダ
ン
ス
を

踊
る
（
写
真
14
）。

波
打
ち
際
や
、
干
潟
に
残
さ

れ
た
水
た
ま
り
（
タ
イ
ド
プ
ー

ル
）
の
中
に
目
を
や
る
と
、
丸

い
体
（
甲
幅
1
㎝
程
度
）
の
マ

メ
コ
ブ
シ
ガ
ニ
が
歩
い
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。
多
く
の
カ

ニ
は
横
に
向
か
っ
て
歩
く
が
、

マ
メ
コ
ブ
シ
ガ
ニ
は
前
方
向

に
も
進
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
ち
ら
の
気
配
に
気
が
つ
く
と
、
そ
の
場
で
砂
の
中
に
潜
っ
て
隠
れ
て
し
ま
う
。
ふ

だ
ん
は
単
独
で
生
活
し
て
い
る
が
、
夏
に
な
る
と
雄
と
雌
が
つ
が
い
に
な
っ
て
、
一
緒
に
行
動
し
て
い
る
の
が
観

察
さ
れ
る
（
写
真
15
）。
こ
れ
は
交
尾
前
ガ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
行
動
で
あ
る
。
カ
ニ
の
交
尾
は
、
種
に
よ
っ
て
、
雌

が
脱
皮
し
た
直
後
の
体
が
軟
ら
か
い
状
態
か
、
脱
皮
と
は
無
関
係
に
生
殖
孔
が
脱
石
灰
化
に
よ
っ
て
柔
ら
か
い

状
態
の
ど
ち
ら
か
で
行
わ
れ
る
。
マ
メ
コ
ブ
シ
ガ
ニ
の
交
尾
は
後
者
の
タ
イ
プ
で
、
雄
は
雌
の
後
ろ
に
く
っ
付
い

て
、
ほ
か
の
雄
か
ら
ガ
ー
ド
し
な
が
ら
雌
が
交
尾
可
能
な
状
態
に
な
る
の
を
待
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
ほ
か
の
雄
が

近
づ
い
て
く
る
と
、
雌
を
奪
い
合
う
た
め
の
ケ
ン
カ
が
起
き
る
こ
と
も
あ
る
。
雌
の
脱
皮
直
後
に
交
尾
が
行
わ
れ

る
種
で
は
、
雄
が
体
の
軟
ら
か
い
状
態
の
雌
を
ガ
ー
ド
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
雌
を
捕
食
者
か
ら
守
る
効
果
も
あ
る

写真 13　コメツキガニの巣穴と砂団子（撮
影：土井）

写真 14　コメツキガニのダンス。鉗をゆっ
くり上げ、素早く下ろす（撮影：土井）
※動画 URL： https://www.youtube.com/
watch?v=9RGxL3ny6S4
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穴
を
作
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
ほ
か
の
生
物
が
作
っ

た
巣
穴
に
居
候
し
て
い
る
十
脚
目
が
い
る
。
ウ
モ
レ
マ
メ
ガ
ニ
は

同
じ
十
脚
目
の
ス
ナ
モ
グ
リ
類
の
巣
穴
に
、
ヤ
ド
リ
カ
ニ
ダ
マ
シ

は
多
毛
類
の
ム
ギ
ワ
ラ
ム
シ
の
棲
管
に
共
生
し
て
い
る
い
ず
れ
も

甲
幅
1
㎝
前
後
の
小
型
種
で
あ
る
（
写
真
19
）。
彼
ら
の
運
命
は
、

巣
の
持
ち
主
と
一
蓮
托
生
で
、
巣
穴
が
な
い
と
生
き
て
い
く
の
は

難
し
い
。
ホ
シ
ム
シ
類
や
ム
ギ
ワ
ラ
ム
シ
は
き
れ
い
な
砂
質
干
潟

で
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
た
め
、
共
生
者
の
十
脚
目
と
と
も
に

生
息
地
は
日
本
各
地
で
減
少
し
て
い
る
（
日
本
ベ
ン
ト
ス
学
会

2012

）。
ち
な
み
に
、
カ
ニ
ダ
マ
シ
（
蟹
騙
）
は
そ
の
名
が
示
す

通
り
、一
見
カ
ニ
（
短
尾
類
）
に
み
え
る
が
ヤ
ド
カ
リ
（
異
尾
類
）

の
仲
間
で
あ
る
。
カ
ニ
ダ
マ
シ
の
体
か
ら
伸
び
て
い
る
脚
を
数
え

る
と
、4
対
8
本
し
か
な
い
。
こ
れ
は
ヤ
ド
カ
リ
の
特
徴
で
あ
る
。

厳
密
に
は
5
対
目
の
脚
が
と
て
も
小
さ
く
、
頭
胸
甲
（
甲
ら
）
の

中
に
隠
れ
て
い
る
だ
け
で
、
10
本
脚
で
は
あ
る
。
ま
た
、
眼
が
長

い
触
角
の
外
側
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
も
、
カ
ニ
と
異
な
る
特
徴

で
あ
る
。
ほ
か
に
も
、
分
類
が
未
確
定
の
マ
メ
ガ
ニ
属
の
一
種
も

見
つ
か
る
が
、
こ
の
種
は
巣
穴
に
共
生
す
る
の
か
、
た
ま
た
ま
巣

写真 17　テナガツノヤドカリの交尾
前ガード。雄（上）は小さなほうの
鉗で雌の貝殻をつかむ（撮影：土井）

写真 18　テナガツノヤドカリの第 2
触角（矢印）。細かい毛が密に生えて
いる（撮影：土井）

と
痛
い
。
オ
サ
ガ
ニ
は
猿
の
毛
づ
く
ろ
い
の
よ
う
に
、
ほ
か
の
仲
間
の
体
に
付
い
た
砂
や
泥
を
取
り
除
い
て
食
べ

る
行
動
が
知
ら
れ
て
い
る
（
和
田�2000

）。
本
種
も
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
掲
載
種
だ
が
（
日
本
ベ
ン
ト
ス
学
会

2012

）、
幡
豆
で
は
ふ
つ
う
に
観
察
で
き
る
。

タ
イ
ド
プ
ー
ル
の
中
で
、
た
く
さ
ん
の
貝
殻
が
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と
動
い
て
い
る
の
が
目
立
つ
が
、
こ
れ
は
、
ヤ

ド
カ
リ
が
貝
殻
を
背
負
っ
て
動
い
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
生
き
て
い
る
貝
類
な
ど
の
腹
足
類
は
、
ゆ
っ
く
り
と
滑

ら
か
に
移
動
す
る
の
で
、
こ
の
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
動
き
と
は
異
な
る
。
ヤ
ド
カ
リ
も
十
脚
目
で
あ
る
が
、
そ
の
腹
部

は
殻
に
覆
わ
れ
て
お
ら
ず
と
て
も
軟
ら
か
い
。
そ
の
た
め
、
死
ん
だ
腹
足
類
の
貝
殻
の
中
に
腹
部
を
入
れ
る
こ
と

で
敵
か
ら
身
を
守
っ
て
い
る
。
幡
豆
で
よ
く
み
ら
れ
る
ヤ
ド
カ
リ
は
、
ユ
ビ
ナ
ガ
ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
と
テ
ナ
ガ
ツ
ノ

ヤ
ド
カ
リ
の
2
種
で
あ
る
。
ユ
ビ
ナ
ガ
ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
は
北
方
系
の
ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科
に
属
し
、
左
の
鉗
よ
り
右

の
鉗
が
大
き
い
。
こ
れ
に
対
し
、テ
ナ
ガ
ツ
ノ
ヤ
ド
カ
リ
は
南
方
系
の
ヤ
ド
カ
リ
科
で
左
の
鉗
の
ほ
う
が
大
き
い
。

ヤ
ド
カ
リ
も
繁
殖
期
に
は
交
尾
前
ガ
ー
ド
を
行
う
が
、
マ
メ
コ
ブ
シ
ガ
ニ
と
は
異
な
り
、
雄
は
雌
の
貝
殻
を
鉗
で

つ
か
ん
で
強
引
に
持
ち
歩
く
（
写
真
17
）。
テ
ナ
ガ
ツ
ノ
ヤ
ド
カ
リ
の
第
2
触
角
は
長
く
、
羽
毛
状
の
毛
が
密
生
し

て
お
り
、
こ
れ
を
使
っ
て
海
中
を
漂
う
有
機
物
を
捉
え
て
食
べ
る
こ
と
も
で
き
る
（
写
真
18
）。
ま
た
、
本
種
は
春

の
繁
殖
期
の
限
ら
れ
た
時
間
帯
（
数
日
間
あ
る
大
潮
の
う
ち
前
半
の
日
の
、
潮
が
最
も
干
上
が
る
時
間
帯
）
に
は

大
集
団
を
形
成
し
て
よ
り
深
い
と
こ
ろ
ま
で
移
動
す
る
。
熊
本
県
で
の
観
察
例
で
は
、
こ
の
集
団
の
密
度
は
多
い

と
き
に
25
㎝
×
25
㎝
の
枠
内
に
2�

0�

0
個
体
を
超
え
る
こ
と
が
あ
る
（
朝
倉�2006

）。
テ
ナ
ガ
ツ
ノ
ヤ
ド
カ
リ
も

絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
地
域
が
あ
る
が
（
日
本
ベ
ン
ト
ス
学
会�2012

）、
幡
豆
で
は
ふ
つ
う
に
観
察
さ
れ
る
。

干
潟
に
は
コ
メ
ツ
キ
ガ
ニ
以
外
に
も
多
毛
類
（
前
節
参
照
）
や
ホ
シ
ム
シ
類
な
ど
の
底
生
動
物
が
砂
の
中
に
巣
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曳
く
と
採
集
で
き
る
。

前
島
に
到
着
す
る
と
人
頭
大
の
石
が
た
く
さ
ん
転
が
っ
て
い
る
場
所
が
あ
る
。
こ
の
転
石
帯
に
は
日
本
列
島
各

地
に
多
産
す
る
タ
カ
ノ
ケ
フ
サ
イ
ソ
ガ
ニ
、
イ
ソ
ガ
ニ
、
ヒ
ラ
イ
ソ
ガ
ニ
な
ど
の
普
通
種
が
生
息
し
て
い
る
。
石

を
そ
っ
と
ひ
っ
く
り
返
す
と
、
わ
ら
わ
ら
と
歩
き
ま
わ
っ
て
周
囲
の
石
の
下
や
、
人
間
の
足
の
下
な
ど
に
素
早
く

隠
れ
る
。
そ
の
生
息
密
度
は
干
潟
や
ア
マ
モ
場
に
い
る
種
類
に
比
べ
る
と
非
常
に
高
い
。
彼
ら
は
何
で
も
食
べ
る

雑
食
性
に
加
え
、
種
に
よ
っ
て
は
懸
濁
物
を
集
め
て
食
べ
る
ろ
過
食
も
行
う
な
ど
幅
広
い
食
性
を
も
つ
。
潮
間
帯

に
生
息
す
る
の
で
、
温
度
・
塩
分
・
乾
燥
な
ど
の
変
化
に
も
比
較
的
強
く
、
隠
れ
る
場
所
さ
え
あ
れ
ば
力
強
く
生

き
て
い
く
。
中
で
も
タ
カ
ノ
ケ
フ
サ
イ
ソ
ガ
ニ
と
イ
ソ
ガ
ニ
は
日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
の
原
産
地
を
飛
び
出
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
で
外
来
種
と
し
て
厄
介
者
に
も
な
っ
て
い
る
（Y

am
asaki�et al.�2011,�Epifanio�

2013

）。
た
だ
し
、
た
く
さ
ん
い
る
か
ら
と
い
っ
て
命
を
粗
末
に
し
て
は
い
け
な
い
。
転
石
帯
で
観
察
す
る
と
き

に
は
石
を
静
か
に
ひ
っ
く
り
返
し
、
そ
の
後
は
石
を
ゆ
っ
く
り
と
元
に
戻
し
て
あ
げ
よ
う
。

東
幡
豆
の
干
潟
と
そ
の
周
辺
に
は
様
々
な
十
脚
甲
殻
類
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
だ
ろ

う
か
。
十
脚
甲
殻
類
に
は
、
姿
形
は
も
ち
ろ
ん
、
生
息
環
境
と
個
体
数
の
多
寡
、
食
べ
る
餌
の
種
類
、
餌
の
摂
り

方
、
求
愛
行
動
、
ほ
か
の
生
き
物
と
の
関
係
な
ど
、
多
種
多
様
な
生
態
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
が
干
潟
と
い
う

環
境
に
適
応
し
子
孫
を
残
し
て
生
き
延
び
て
き
た
結
果
で
あ
る
。
そ
れ
が
一
つ
の
地
域
で
観
察
で
き
る
の
も
幡
豆

に
豊
か
な
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
き
に
は
潮
干
狩
り
で
砂
を
掘
る
手
を
休
め
、
そ
っ
と
あ
た
り

を
見
渡
し
て
み
よ
う
。
十
脚
甲
殻
類
が
う
ご
め
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
だ
ろ
う
。�

（
土
井�

航
）

穴
で
見
つ
か
る
個
体
が
い
る
だ
け
で
自
由

生
活
を
し
て
い
る
の
か
、
ま
だ
よ
く
わ
か
っ

て
い
な
い
。

前
島
に
向
か
っ
て
さ
ら
に
進
ん
で
い
く

と
、
少
し
海
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
ア
マ
モ
場

が
あ
る
。
春
に
な
る
と
、
こ
の
近
く
に
は
、

大
き
く
成
長
す
る
前
の
ガ
ザ
ミ
や
イ
シ
ガ

ニ
の
子
供
が
み
つ
か
る
（
写
真
20
）。
彼
ら
は

砂
の
中
に
身
を
沈
め
て
餌
が
来
る
の
を
待

ち
構
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
近
づ
く
と

カ
ニ
と
は
思
え
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
泳
い
で
逃
げ
て
い
く
。
ガ
ザ
ミ
と
イ
シ
ガ
ニ
が
属
し
て
い
る
ワ
タ
リ
ガ
ニ
科
の

仲
間
は
、
別
名sw

im
m

ing�crab

（
ス
イ
ミ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ
）
と
呼
ば
れ
る
く
ら
い
、
素
早
く
泳
げ
る
よ
う
な

体
型
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
甲
ら
は
薄
く
左
右
に
広
が
っ
た
形
を
し
、
歩
脚
の
先
端
は
船
の
オ
ー
ル
の
よ
う

な
形
を
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
食
べ
て
お
い
し
い
カ
ニ
だ
が
、
幡
豆
で
見
か
け
る
の
は
ほ
と
ん
ど
が
ま
だ
子
供
で

あ
り
、
ガ
ザ
ミ
は
資
源
回
復
の
た
め
に
種
苗
放
流
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
逃
し
て
あ
げ
た
ほ
う
が
よ
い
。
大
型
個

体
も
た
ま
に
い
る
が
、
鋭
い
歯
が
並
ん
だ
大
き
な
鉗
を
使
っ
て
小
さ
な
動
物
を
食
べ
る
捕
食
者
で
あ
り
、
こ
の
鉗

は
人
間
に
と
っ
て
も
危
険
な
の
で
、
素
手
で
は
触
ら
な
い
ほ
う
が
よ
い
。
ア
マ
モ
の
根
元
に
は
、
他
に
も
、
ス
ジ

エ
ビ
モ
ド
キ
、
エ
ビ
ジ
ャ
コ
類
な
ど
の
コ
エ
ビ
類
や
、
稀
少
種
の
ス
ネ
ナ
ガ
イ
ソ
ガ
ニ
が
潜
ん
で
お
り
、
手
網
を

写真 19　ムギワラムシの巣穴に共生する
ヤドリカニダマシ（撮影：土井）

写真 20　甲幅 4 cm ほどのガザミの幼体。
放流された個体かもしれない（撮影：土井）
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る
。
具
体
的
に
は
、
干
潟
の
直
上
水
（
満
ち
潮
時
の
海
水
）
中
に
存
在
す
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
、
干
潟
堆
積
物

表
面
の
底
生
微
細
藻
類
、
干
潟
に
隣
接
す
る
海
草
の
ア
マ
モ
群
落
、
春
か
ら
秋
に
大
量
発
生
す
る
緑
藻
類
（
ア
オ

サ
類
、
ア
オ
ノ
リ
類
）
の
４
種
類
で
あ
る
。

た
だ
し
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
化
学
分
析
の
対
象
と
す
る
場
合
、
海
水
中
の
デ
ト
リ
タ
ス
（
生
物
の
死
骸
や

排
泄
物
の
細
片
）
と
区
別
し
て
採
集
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
そ
れ
ら
と
ま
と
め
て
懸
濁
態
有
機
物
と
し
て
調
べ
る

こ
と
が
多
い
。
懸
濁
物
食
者
も
、
あ
る
程
度
の
選
り
好
み
を
す
る
が
、
両
者
を
厳
密
に
区
別
し
て
い
る
訳
で
は
な

い
。
ま
た
、
底
生
微
細
藻
類
も
、
同
様
に
砂
や
泥
と
完
全
に
分
離
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
堆
積
有
機
物
と
し
て
分

析
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
以
上
の
よ
う
な
場
合
は
、
生
産
者
で
な
く
、
消
費
者
（
動
物
）
に
と
っ
て
の
有
機
物
起

源
と
呼
ば
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
の
食
物
網
構
造
に
関
し
、
底
生
動
物
に
焦
点
を
当
て
て
、
筆
者
ら
が
調
査
し
た
結

果
の
一
部
を
紹
介
す
る
。
食
物
網
構
造
を
調
べ
る
方
法
と
し
て
は
、
近
年
、
元
素
の
安
定
同
位
体
比
を
指
標
と
す

る
手
法
が
、
生
態
学
分
野
で
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
（
富
永
・
高
井�2008,�

横
山�2008

）。
筆
者

ら
の
研
究
で
も
こ
の
手
法
を
用
い
た
が
、
そ
の
原
理
や
利
点
、
適
用
す
る
際
の
注
意
点
や
限
界
に
つ
い
て
、
ま
ず

説
明
し
て
お
き
た
い
。

安
定
同
位
体
比
に
よ
る
解
析

あ
る
生
物
が
何
を
食
べ
て
い
る
の
か
知
る
方
法
と
し
て
は
、
消
化
管
や
糞
の
内
容
物
を
直
接
調
べ
る
の
が
、
最

も
確
実
な
方
法
で
、
特
に
魚
類
や
哺
乳
類
の
よ
う
な
大
き
な
動
物
で
は
有
効
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
消
化
さ

4
　 

干
潟
域
の
食
物
網

干
潟
域
の
生
物
群
と
食
物
網

東
幡
豆
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
と
そ
の
周
囲
の
ア
マ
モ
場
や
転
石
帯
等
に
は
、
貝
類
、
多
毛
類
、
甲
殻
類
等
の
広
範

な
分
類
群
か
ら
な
る
底
生
動
物
が
生
活
し
て
お
り
、
さ
ら
に
各
分
類
群
内
で
も
様
々
な
形
態
・
生
態
的
特
徴
を
も

つ
多
様
な
種
類
が
み
ら
れ
る（
5
章
、6
章
）。干
潟
等
の
浅
海
域
の
食
物
連
鎖
に
お
い
て
、こ
れ
ら
の
底
生
動
物
は
、

生
産
者
（
海
藻
・
海
草
や
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
等
）
と
高
次
消
費
者
（
魚
類
等
）
を
つ
な
ぐ
、
仲
介
役
と
し
て
重

要
視
さ
れ
て
い
る
。

生
態
系
が
多
種
多
様
な
生
物
群
で
構
成
さ
れ
、「
食
べ
る

－

食
べ
ら
れ
る
」
の
関
係
（
食
物
連
鎖
）
が
網
目
の

よ
う
に
つ
な
が
っ
た
状
態
は
、「
食
物
網
」
と
呼
ば
れ
る
。
一
般
に
食
物
網
の
構
造
が
複
雑
な
生
態
系
は
、
環
境

変
動
に
対
し
て
安
定
と
さ
れ
て
い
る
（
近
藤�2005
）。
東
幡
豆
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
に
は
多
種
多
様
な
底
生
動
物
が

生
活
し
、
希
少
種
も
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
複
雑
で
安
定
性
の
あ
る
食
物
網
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

東
幡
豆
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
に
お
い
て
、
食
物
網
内
に
有
機
物
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
生
産
者
（
植
物
）
と

し
て
は
、
大
き
く
４
種
類
の
候
補
が
予
想
さ
れ
、
食
物
網
構
造
の
複
雑
・
安
定
化
に
寄
与
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
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分
子
に
比
べ
て
運
動
速
度
が
遅
い
（
つ
ま
り
化
学
反
応
速
度
も
遅
い
）
こ
と
に
よ
る
「
同
位
体
分
別
効
果
」
に
由

来
す
る
。

同
位
体
分
別
効
果
に
よ
る13C

や15N

の
存
在
比
の
変
化
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
た
め
、
百
分
率
や
千
分
率
で

表
記
し
て
も
感
覚
的
に
わ
か
り
づ
ら
い
。
そ
こ
で
、
通
常
、
安
定
同
位
体
比
は
下
式
の
よ
う
に
国
際
標
準
物
質
か

ら
の
相
対
千
分
偏
差
（
δ
：
デ
ル
タ
値
）
で
表
さ
れ
る
。

δ
13C

ま
た
は�δ

15N
=[(R

試
料

/R
標
準

)-1]

×1000(‰
)

こ
こ
で
、R

試
料

は
測
定
試
料
の
同
位
体
比
（13C/

12C

ま
た
は15N

/
14N

）、R
標
準

は
国
際
標
準
試
料
の
同
位
体

比
で
あ
る
。
数
式
だ
け
で
は
分
か
り
づ
ら
い
と
思
う
の
で
、
具
体
的
な
例
で
説
明
し
た
い
。
例
え
ば
、
2
種
類
の

生
物
の
炭
素
同
位
体
比
（R

試
料

）
を
分
析
し
、
そ
れ
ぞ
れ0.0�1�0�9�7,�0.0�1�0�8�6

で
あ
っ
た
場
合
、
両
者
の
差
は
わ

ず
か
し
か
な
く
分
か
り
づ
ら
い
。
し
か
し
、δ

13C

値
で
は
そ
れ
ぞ
れ-10�‰

,�-20�‰

と
な
り
、
差
が
強
調
さ
れ
て

扱
い
や
す
く
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
重
い
同
位
体
原
子
の
割
合
が
大
き
く
な
れ
ば
、
同
位
体
比
は
高
く
な
る
。

先
述
の
同
位
体
分
別
効
果
は
、
食
物
連
鎖
に
お
い
て
も
み
ら
れ
、
あ
る
動
物
の
持
つ
重
い
同
位
体
原
子
の
割
合

は
、
そ
の
餌
よ
り
も
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
同
位
体
比
が
高
く
な
る
。
こ
れ
は
、
食
べ
た
餌
が
身
体
の

一
部
に
な
っ
た
後
、
呼
吸
等
に
よ
り
排
出
さ
れ
る
際
、
重
い
同
位
体
原
子
の
方
が
反
応
速
度
は
遅
い
た
め
、
体
内

に
残
り
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
食
物
連
鎖
の
栄
養
段
階
が
上
昇
す
る
の
に
伴
い
、
重
い
同
位
体
の
存
在

比
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
。

れ
に
く
い
餌
は
過
大
評
価
（
逆
に
消
化
さ
れ
や
す
い
餌
は
過
小
評
価
）
と
な
る
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
調
査
し
た

日
に
た
ま
た
ま
食
べ
た
も
の
し
か
分
か
ら
な
い
。
さ
ら
に
、干
潟
の
底
生
動
物
の
多
く
は
小
さ
く
て
脆
弱
で
あ
り
、

消
化
管
内
容
物
の
分
析
に
手
間
と
時
間
を
要
す
る
等
の
問
題
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
上
記
の
直
接
的
な
方
法
に
替
わ
る
（
あ
る
い
は
補
完
す
る
）
も
の
と
し
て
、
化
学
分
析
に
よ
る
方
法
、

す
な
わ
ち
元
素
の
安
定
同
位
体
比
を
指
標
と
し
た
方
法
が
考
案
さ
れ
、
様
々
な
生
物
群
や
生
態
系
を
対
象
と
し
た

研
究
に
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
（
富
永
・
高
井�2008,�

横
山�2008

）。
指
標
と
し
て
用
い
ら
れ
る
主
な

元
素
は
、
生
物
の
体
に
多
く
含
ま
れ
、
安
定
同
位
体
比
の
分
析
も
比
較
的
難
し
く
な
い
、
炭
素
や
窒
素
等
で
あ
る
。

元
素
の
同
位
体
と
は
、「
同
じ
元
素
で
あ
り
な
が
ら
、
相
対
的
な
質
量
（
質
量
数
）
が
異
な
る
原
子
同
士
」
の

こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
炭
素
原
子
（
C
）
に
は
、
質
量
数
が
12
、
13
、
14
と
異
な
る
３
種
類
の
同
位
体
が
存
在

す
る
（
そ
れ
ぞ
れ
、12C,�

13C,�
14C

と
表
記
さ
れ
る
）。
こ
れ
ら
の
う
ち
、14C

は
放
射
性
崩
壊
を
起
こ
し
て
、
窒

素
原
子
（14N

）
に
変
化
す
る
た
め
、
放
射
性
同
位
体
と
呼
ば
れ
る
。
ほ
か
の
2
種
類
、12C

と13C

は
放
射
性
崩

壊
を
起
こ
す
こ
と
な
く
、
安
定
的
に
同
じ
状
態
で
あ
る
た
め
、
安
定
同
位
体
と
呼
ば
れ
る
。
地
球
上
の
炭
素
原
子

の
存
在
比
を
見
る
と
、12C

が
約
99
％
と
大
部
分
を
占
め
、13C

は
約
1
％
、
放
射
性
同
位
体
の14C

は
ご
く
わ
ず

か
し
か
存
在
し
な
い
。
同
様
に
、
窒
素
原
子
（
N
）
の
場
合
は
、14N

と15N

の
2
種
類
の
同
位
体
が
存
在
し
（
ど

ち
ら
も
安
定
同
位
体
）、
地
球
上
で
は
大
部
分
の
窒
素
原
子
が14N

で
あ
る
。

大
気
中
に
は
窒
素
や
二
酸
化
炭
素
が
莫
大
な
量
で
存
在
す
る
た
め
、
窒
素
や
炭
素
の
安
定
同
位
体
の
存
在
比
は

比
較
的
一
定
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
生
物
体
中
の
安
定
同
位
体
比
は
、
種
類
や
生
息
環
境
等
に
よ
っ
て
少
し
ず

つ
異
な
る
。
こ
の
差
異
は
、
重
い
方
の
同
位
体
原
子
（
炭
素
の
場
合13C

）
を
含
む
分
子
は
、
軽
い
方
（12C

）
の
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い
る
生
産
者
を
推
定
で
き
る
。
一
方
、δ

15N

は
栄
養
段
階
が
一
つ
上
が
る
と
、
平
均3.4‰
も
増
大
す
る
た
め
、

対
象
動
物
と
生
産
者
のδ

15N

値
の
差
を3.4‰

で
割
り
算
す
る
こ
と
で
、
栄
養
段
階
を
推
定
で
き
る
こ
と
と
な

る
（M

inagaw
a�and�W

ada�1984

）。

図
6
の
例
で
は
、
説
明
を
簡
単
に
す
る
た
め
に
、
各
消
費
者
の
餌
は
1
種
類
の
み
と
い
う
、
最
も
単
純
な
食
物

連
鎖
を
想
定
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
動
物
は
様
々
な
餌
を
食
べ
て
お
り
、
複
数
の
生
産
者
（
有
機

物
起
源
）
に
依
存
し
て
い
た
り
、
雑
食
者
の
よ
う
に
中
間
的
な
栄
養
段
階
に
位
置
す
る
場
合
も
多
く
、
分
析
結
果

の
解
釈
は
単
純
で
は
な
い
。
ま
た
、
同
じ
種
類
の
動
物
で
も
、
季
節
や
成
長
段
階
等
に
伴
い
、
餌
や
代
謝
活
性
等

が
変
化
す
る
た
め
、
そ
の
解
釈
は
さ
ら
に
複
雑
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
食
物
網
を
構
成
す
る
各
生
物
のδ

13C

値
とδ

15N

値
を
分
析
し
、
安
定
同
位
体
比
マ
ッ
プ
を

作
成
す
る
こ
と
で
、
各
動
物
が
食
物
連
鎖
の
起
源
と
し
て
依
存
す
る
生
産
者
（
有
機
物
起
源；

横
軸
）
と
栄
養
段

階
（
縦
軸
）
の
推
定
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
先
述
し
た
栄
養
段
階
の
上
昇
に
伴
うδ

13C�

やδ
15N

の
変
化
の
幅
は
、
数
多
く
の
デ
ー
タ
の
平
均
値
で
あ
り
、
生
態
系
や
生
物
の
種
類
等
に
よ
っ
て
相
当
の
幅
が
あ
り
、

推
定
結
果
が
実
態
か
ら
大
き
く
ず
れ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
手
法
に
つ
い
て
さ
ら
に

詳
し
く
知
り
た
い
場
合
は
、
分
か
り
易
い
解
説
書
が
複
数
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
参
照
し
て
ほ
し
い
（
例
え
ば
、
富
永
・

高
井�2008

）。
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
の
食
物
網
構
造

で
は
、
筆
者
ら
が
東
幡
豆
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
と
そ
の
周
辺
（
転
石
帯
や
ア
マ
モ
等
）
を
対
象
に
、
そ
の
食
物
網

図
6
は
、
横
軸
を
炭
素
、
縦
軸
を
窒
素
の
安
定
同
位

体
比
（δ

13C

値
・δ

15N

値
）
と
し
、
異
な
る
二
つ

の
食
物
連
鎖
の
生
産
者
と
消
費
者
の
位
置
を
そ
れ
ぞ
れ

示
し
た
も
の
で
あ
る
（
安
定
同
位
体
比
マ
ッ
プ
）。
生

産
者
（
有
機
物
起
源
）
で
あ
る
植
物
のδ

13C

値
に
は
、

光
合
成
の
仕
組
み
や
温
度
等
の
環
境
条
件
に
よ
っ
て
違

い
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
中
緯
度
海
域
で
は
植
物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
のδ

13C

値
が-24

～-18‰

の
範
囲
で
あ

る
の
に
対
し
、
ア
マ
モ
等
の
海
草
類
で
は-15

～-3‰

の
範
囲
と
相
対
的
に
高
い
（Fry�and�Sherr�1989,�

富
永
・
高
井�2008

）。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
一
般
的
な

値
の
範
囲
や
傾
向
で
あ
り
、
大
き
く
外
れ
る
場
合
も
少

な
く
な
い
（
横
山�2008

）。

一
般
に
、δ

13C

値
は
栄
養
段
階
が
上
昇
し
て
も
変

化
の
幅
は
比
較
的
小
さ
い
（
栄
養
段
階
が
一
つ
上
が

る
と
平
均
し
て1.0‰

増
大
）。
よ
っ
て
、
対
象
動
物
の

δ
13C

値
に
近
い
生
産
者
を
安
定
同
位
体
比
マ
ッ
プ
上

で
探
す
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
炭
素
供
給
源
と
な
っ
て

図 6　安定同位体比マップにおける食物連鎖の模式図

二次消費者

食物連鎖 A 食物連鎖 B

一次消費者

炭素安定同位体比　δ13C（‰）　

生産者
（有機物起源）

窒
素
安
定
同
位
体
比　

δ
15N

（‰

）
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る
と
、
全
底
生
動
物
の
分
析
値
は
点
線
で
囲
ん
だ
範
囲
内
に
あ
り
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
河
川
水
の
懸
濁

態
有
機
物
のδ

13C�

値
やδ

15N

値
は
、底
生
動
物
の
分
析
値
と
は
大
き
く
離
れ
て
い
て
、ト
ン
ボ
ロ
干
潟
の
場
合
、

有
機
物
起
源
と
し
て
の
貢
献
度
は
小
さ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
詳
し
く
見
る
と
、
有
機
物
起
源
のδ

13C�

値
で
は
、
干
潟
直
上
水
の
懸
濁
態
有
機
物
（
主
に
植
物
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
と
デ
ト
リ
タ
ス
の
混
合
物
）
と
、
堆
積
有
機
物
（
底
生
微
細
藻
類
等
）
が
比
較
的
低
く
、
ア
オ
ノ
リ
類
、

ア
オ
サ
類
、
ア
マ
モ
で
高
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
例
え
ば
、
同
じ
濾
過
食
者
で
も
、δ

13C

値
が
低
い
底
生
動
物
の

場
合
は
、
懸
濁
態
有
機
物
や
堆
積
有
機
物
へ
の
依
存
度
が
比
較
的
高
く
、
逆
にδ

13C

値
が
高
い
場
合
は
緑
藻
類

や
海
草
へ
の
依
存
度
が
高
い
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

一
方
、δ

15N

値
で
は
、
ア
マ
モ
で
低
く
、
ア
オ
ノ
リ
類
や
ア
オ
サ
類
で
は
顕
著
に
高
く
な
り
、
堆
積
有
機
物
、

懸
濁
態
有
機
物
で
は
中
間
的
な
値
と
な
っ
た
。
特
にδ

15N

値
が
高
か
っ
た
ア
オ
サ
類
や
ア
オ
ノ
リ
類
へ
の
依
存

度
が
高
い
底
生
動
物
は
、
同
じ
栄
養
段
階
に
あ
る
他
の
底
生
動
物
と
比
べ
て
、δ

15N

値
は
高
い
値
を
示
す
こ
と

と
な
る
。
逆
に
、
ア
マ
モ
へ
の
依
存
度
が
高
い
底
生
動
物
の
場
合
は
、
同
じ
栄
養
段
階
の
他
の
底
生
動
物
に
比
べ

て
、δ

15N

値
は
低
く
な
る
。
つ
ま
り
、
底
生
動
物
のδ

15N

値
を
栄
養
段
階
の
指
標
と
す
る
際
に
は
、
依
存
す

る
有
機
物
起
源
のδ

15N

値
に
も
左
右
さ
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
く
必
要
が
あ
る
。

図
8
は
、
各
底
生
動
物
に
つ
い
て
の
安
定
同
位
体
比
マ
ッ
プ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
図
7
の
右
上
部
分
を
拡

大
）。
有
機
物
起
源
ほ
ど
で
は
な
い
が
、δ

13C�

値
やδ

15N

値
に
は
あ
る
程
度
の
幅
が
見
ら
れ
る
。
各
分
類
群
ご

と
に
近
い
範
囲
に
集
中
す
る
傾
向
に
あ
り
、
食
性
が
共
通
し
た
あ
る
程
度
の
ま
と
ま
り
を
形
成
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
た
だ
し
、
よ
く
見
る
と
同
じ
分
類
群
内
で
も
種
ご
と
に
違
い
は
見
ら
れ
る
。

図 7　東幡豆のトンボロ干潟において 2013 年 7 〜 8 月に採集された
各有機物起源、動物プランクトンの安定同位体比マップ。点線で囲った
エリアは、全底生動物の分布範囲を示す（詳細は図 8 を参照）

炭素安定同位体比　δ13C（‰）　

アオノリ類　

アオサ類　

動物プランクトン

植物プランクトン

堆積有機物

懸濁態有機物（干潟直上水）

懸濁態有機物
（豊川）

懸濁態有機物
（矢作川）

懸濁態有機物
（干潟流入小川）

全底生動物の
分析値の範囲

アマモ

窒
素
安
定
同
位
体
比　

δ
15N

（‰

）

2

4

6

8

10

12

14

16

-27 -24 -21 -18 -15 -12 -9

構
造
を
調
べ
た
結
果
に
つ
い
て
紹
介
し
た

い
。調
査
は
、春
か
ら
冬
の
各
季
節
に
行
っ

た
が
、
こ
こ
で
は
調
べ
た
生
物
の
種
数
が

最
も
多
か
っ
た
夏
の
結
果
を
示
す
こ
と
と

す
る
。

図
7
は
、
干
潟
食
物
網
に
お
け
る
有
機

物
起
源
の
候
補
に
つ
い
て
、
安
定
同
位
体

比
マ
ッ
プ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
炭

素
の
安
定
同
位
体
比δ

13C�

値
は
、
河
川

水
（
豊
川
、
矢
作
川
と
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
に

流
入
す
る
小
川
）
の
懸
濁
態
有
機
物
の

-26‰

前
後
か
ら
ア
マ
モ
の-9.6

±
0.2‰

（
平
均
±
標
準
偏
差
）
ま
で
、
非
常
に
幅

が
あ
る
。
窒
素
の
同
位
体
比δ

15N

値
で

み
て
も
、
ア
マ
モ
の2.7

±
0.3‰

か
ら

ア
オ
ノ
リ
類
の15.4

±
0.5‰

ま
で
、
や

は
り
幅
が
大
き
い
。

こ
れ
ら
の
有
機
物
起
源
の
候
補
と
比
べ
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特
に
明
瞭
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
栄
養
段
階
の
上
昇
に
伴
うδ

13C

値
の
変
化
が
比
較
的
小
さ
い
こ
と

を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、δ

13C�

値
が
各
有
機
物
起
源
の
依
存
度
の
指
標
と
し
て
有
用
で
あ
る
こ
と
を
暗

示
す
る
。

次
に
、
各
分
類
群
内
で
の
種
に
よ
る
食
性
の
違
い
を
見
て
い
こ
う
。
二
枚
貝
類
のδ

15N

値
は
、
ユ
ウ
シ
オ
ガ

イ
（10.7

±
0.1‰

）
が
最
も
低
か
っ
た
（
図
8
）。
多
く
の
二
枚
貝
類
は
水
中
の
懸
濁
態
有
機
物
を
濾
過
摂
餌
す

る
の
に
対
し
、
ユ
ウ
シ
オ
ガ
イ
は
非
常
に
長
い
水
管
を
掃
除
機
の
ホ
ー
ス
の
よ
う
に
伸
ば
し
て
、
砂
泥
中
の
堆
積

有
機
物
を
吸
い
取
る
特
殊
な
摂
餌
生
態
が
知
ら
れ
て
い
る
。
堆
積
有
機
物
のδ

15N

値
（6.1

±
0.2‰

）
は
懸
濁

態
有
機
物
（7.4

±
0.3‰

）
や
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
（8.9

±
0.2‰

）
を
下
回
っ
て
お
り
（
図
7
）、
ユ
ウ
シ
オ
ガ

イ
の
低
いδ

15N

値
は
そ
の
特
殊
な
食
性
を
反
映
し
て
い
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。

マ
テ
ガ
イ
（11.9

±
0.1‰

）
は
、ユ
ウ
シ
オ
ガ
イ
に
次
い
で
低
いδ

15N

値
を
示
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

マ
テ
ガ
イ
は
他
の
二
枚
貝
類
に
比
べ
て
砂
泥
中
の
深
い
場
所
に
生
息
し
て
お
り
、δ

15N

値
が
低
い
堆
積
有
機
物

の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
逆
にδ

15N

値
が
最
も
高
か
っ
た
の
は
、
サ
ル
ボ
オ
ガ
イ
（13.5

±
0.2‰

）
で
あ
っ
た
。
サ
ル
ボ
オ
ガ
イ
に
は
水
管
が
な
い
た
め
、
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
の
二
枚
貝
類
の
な
か
で
は
最

も
海
底
表
面
近
く
に
生
息
し
て
い
た
（
本
章
1
）。
そ
の
結
果
、
堆
積
有
機
物
よ
り
も
懸
濁
態
有
機
物
に
対
す
る

依
存
度
が
高
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
枚
貝
類
のδ

13C

値
は
、-16.5

～-15.4‰

と
比
較
的
狭
い
範
囲
に
集
中
し
て
い
た
。
本
来
はδ

13C

値
が
各

有
機
物
起
源
に
対
す
る
依
存
度
の
指
標
と
な
る
が
、
夏
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
で
は
懸
濁
態
有
機
物
と
堆
積
有
機
物
の

δ
13C

値
に
顕
著
な
差
が
な
く
、
同
位
体
比
マ
ッ
プ
を
見
る
だ
け
の
簡
単
な
解
析
で
は
、δ

15N

値
の
方
が
食
性

ま
ず
分
類
群
単
位
で
見
る
と
、δ

15N

値

は
甲
殻
類
が
全
体
的
に
最
も
高
い
範
囲
に
集

中
し
、
巻
貝
類
、
多
毛
類
、
二
枚
貝
類
の
順

に
高
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
二

枚
貝
類
の
大
部
分
が
植
食
者
ま
た
は
デ
ト
リ

タ
ス
食
者
（
懸
濁
態
有
機
物
や
堆
積
有
機
物

に
依
存
）
と
い
っ
た
低
次
の
消
費
者
で
あ
る

の
に
対
し
、
甲
殻
類
は
肉
食
者
ま
た
は
雑
食

者
と
い
っ
た
比
較
的
高
次
の
消
費
者
が
多
い

こ
と
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
多

毛
類
や
巻
貝
類
の
場
合
は
、
濾
過
食
者
、
堆

積
物
食
者
、
雑
食
者
、
肉
食
者
等
の
さ
ま
ざ

ま
な
食
性
を
も
つ
種
類
が
い
る
た
め
、
中
間

的
な
値
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

炭
素
の
安
定
同
位
体
比δ

13C�

で
み
る

と
、
二
枚
貝
類
が
や
や
低
い
範
囲
に
集
中
し

た
の
に
対
し
、
多
毛
類
、
巻
貝
類
及
び
甲
殻

類
で
は
幅
が
見
ら
れ
、
分
類
群
間
の
違
い
は

図 8　東幡豆のトンボロ干潟において 2013 年 7 〜 8 月に採集された
各底生動物の安定同位体比マップ
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多
毛
類
で
肉
食
性
種
が
多
い
と
さ
れ
て
お
り
（
佐
藤�2006,�

本
章
2
）、
そ
れ
を
反
映
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
ツ
ツ
オ
オ
フ
ェ
リ
ア
（11.1

±
1.1‰

）
が
最
も
低
く
、
次
い
で
シ
ロ
ガ
ネ
ゴ
カ
イ
科
の
一
種
（11.2

±
1.6‰

）
が
低
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
多
毛
類
は
、
堆
積
物
食
性
と
さ
れ
る
中
で
も
小
型
の
種
類
で
あ
っ
た
。
そ
の

他
の
多
毛
類
のδ

15N

値
は
、12.5

～13.1‰

の
狭
い
範
囲
に
集
中
し
て
い
た
（
ム
ギ
ワ
ラ
ム
シ；

13.1
±

0.7‰
、

ミ
ズ
ヒ
キ
ゴ
カ
イ；

13.0
±

0.3‰

、
タ
マ
シ
キ
ゴ
カ
イ；

13.0
±

0.6‰

、
ス
ゴ
カ
イ
イ
ソ
メ；

12.8‰

、
フ

サ
ゴ
カ
イ
科
の
一
種；

12.5
±

0.2‰

）。
こ
れ
ら
の
多
毛
類
の
う
ち
、
ム
ギ
ワ
ラ
ム
シ
や
ミ
ズ
ヒ
キ
ゴ
カ
イ
は
、

比
較
的
大
型
で
、
鰓
で
水
中
の
懸
濁
物
を
濾
し
と
っ
て
食
べ
る
種
類
で
あ
る
（
本
章
2
）。
ま
た
、
タ
マ
シ
キ
ゴ

カ
イ
も
比
較
的
大
型
で
、
堆
積
物
食
性
と
さ
れ
る
種
で
あ
る
。

多
毛
類
のδ

13C

値
も
、-16.4

～-13.0‰

と
や
や
広
い
範
囲
に
散
ら
ば
っ
た
。δ

13C

値
は
ツ
ツ
オ
オ
フ
ェ
リ

ア（-13.0

±0.3

‰
）で
最
も
高
か
っ
た
。
ツ
ツ
オ
オ
フ
ェ
リ
ア
はδ

15N

値
で
は
最
も
低
く
、安
定
同
位
体
比
マ
ッ

プ
上
で
他
の
多
毛
類
と
は
離
れ
た
位
置
に
あ
り
、
食
性
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
ツ
ツ
オ
オ
フ
ェ

リ
ア
は
体
長
1�

cm
程
度
と
ご
く
小
さ
く
、
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
の
多
毛
類
の
う
ち
で
最
も
優
占
す
る
種
で
あ
っ
た
（
本

章
2
）。
一
方
、
ミ
ズ
ヒ
キ
ゴ
カ
イ
（-16.4

±
0.5‰

）
や
ム
ギ
ワ
ラ
ム
シ
（-16.1

±
0.2‰

）
と
い
っ
た
、
大
型

で
懸
濁
物
食
性
と
さ
れ
る
種
で
は
低
い
値
と
な
っ
て
い
た
。

甲
殻
類
で
は
、δ

15N

値
は10.0

～15.4‰

、δ
13C

値
は-16.4

～-10.8‰

と
、
ど
ち
ら
も
か
な
り
広
い
範
囲

に
散
ら
ば
っ
て
い
た
。
特
に
、
コ
メ
ツ
キ
ガ
ニ
と
ハ
ル
マ
ン
ス
ナ
モ
グ
リ
は
、
他
の
甲
殻
類
と
比
べ
て
、
安
定
同

位
体
比
マ
ッ
プ
上
で
か
な
り
離
れ
た
位
置
に
あ
っ
た
。
コ
メ
ツ
キ
ガ
ニ
は
自
ら
掘
っ
た
巣
穴
に
生
息
し
、
堆
積
物

食
者
と
さ
れ
て
い
る
（
本
章
3
）。ハ
ル
マ
ン
ス
ナ
モ
グ
リ
も
、干
潟
内
部
に
生
息
す
る
埋
在
性
の
甲
殻
類
で
あ
り
、

の
傾
向
を
表
し
や
す
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
各
有
機
物
起
源
の
依
存
度
を
定
量
的
に
推
定
す
る
た
め
に
は
、δ

13C

値
とδ

15N

値
の
両
方
を
用
い
、
栄
養
段
階
の
上
昇
に
伴
う
変
化
も
考
量
し
た
解
析
が
必
要
で
あ
る
（
ア
サ
リ
と

ユ
ウ
シ
オ
ガ
イ
を
対
象
に
、
詳
し
い
解
析
を
試
み
た
例
に
つ
い
て
、
後
ほ
ど
紹
介
す
る
）。

巻
貝
類
で
は
、δ

15N

値
、δ

13C

値
と
も
に
、種
に
よ
る
違
い
が
認
め
ら
れ
た
。δ

15N

値
は
、イ
ボ
ニ
シ
（15.0

±
0.2

‰
）、
ツ
メ
タ
ガ
イ
（14.2

±
0.2‰

）
と
い
っ
た
肉
食
性
の
種
で
高
く
、
ス
ガ
イ
（13.7

±
0.3‰

）
や
ウ

ミ
ニ
ナ
（13.0
±0.2‰

）
と
い
っ
た
植
食
性
あ
る
い
は
雑
食
性
の
種
で
や
や
低
い
傾
向
を
示
し
た
。
た
だ
し
、

肉
食
性
の
種
と
さ
れ
る
ア
ラ
ム
シ
ロ
（-13.2

±
0.2‰

）
も
、
や
や
低
い
値
で
あ
っ
た
。

δ
13C

値
の
違
い
は
よ
り
顕
著
で
あ
り
、
肉
食
性
の
種
と
さ
れ
る
イ
ボ
ニ
シ
（-14.6

±
0.2‰

）、
ツ
メ
タ
ガ
イ

（-15.5
±

0.5‰

）、
ア
ラ
ム
シ
ロ
（-14.1

±
0.3‰

）
で
は
低
い
範
囲
に
集
中
し
、
植
食
性
あ
る
い
は
雑
食
性
と

さ
れ
る
ス
ガ
イ
（-10.6

±
0.2‰

）
や
ホ
ソ
ウ
ミ
ニ
ナ
（-11.8

±
0.3‰

）
で
は
や
や
高
い
値
と
な
っ
て
い
た
。

ス
ガ
イ
や
ホ
ソ
ウ
ミ
ニ
ナ
のδ

13C
値
は
、
主
な
有
機
物
起
源
と
予
想
さ
れ
た
堆
積
有
機
物
のδ

13C

値
（-18.5

±
0.5‰

）
に
比
べ
か
な
り
高
い
値
で
あ
っ
た
。
ホ
ソ
ウ
ミ
ニ
ナ
は
、
堆
積
有
機
物
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
、
堆

積
物
の
ご
く
表
面
に
存
在
す
る
底
生
微
細
藻
類
を
摂
餌
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、δ

13C

値
が
高

か
っ
た
海
藻
・
海
草
類
の
破
片
等
を
摂
餌
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ス
ガ
イ
は
本
来
、
岩
礁
帯

に
生
息
す
る
巻
貝
で
あ
り
（
行
平
ほ
か�1995

）、
干
潟
表
面
と
い
う
よ
り
も
、
杭
や
転
石
等
に
多
く
見
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
表
面
に
付
着
す
る
微
細
藻
類
を
摂
餌
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

多
毛
類
のδ

15N

値
は
、11.1

～14.1‰

と
や
や
広
い
範
囲
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
。
チ
ロ
リ
科
の
一
種
（14.1

±
1.5‰

）
で
最
も
高
く
、
次
い
で
ゴ
カ
イ
科
の
一
種
（13.7

±0.4‰
）
で
高
か
っ
た
。
こ
れ
ら
二
科
は
大
型
の

270271
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右
の
式
中
に
お
け
るδ

13C�

やδ
15N

�

は
、
対
象
と
す
る
動
物
や
3
種
類
の
餌
の
値
で
あ
る
。
ま
た
、
f
は
、

動
物
が
各
餌
を
食
べ
て
い
る（
正
確
に
は
同
化
し
て
い
る
）割
合
で
あ
り
、合
計
で
1
と
な
る
。
三
つ
の
未
知
数（
各

餌
へ
の
依
存
度
：�f

餌
1 ,��f

餌
2 ,�f

餌
3

）
に
対
し
て
、
連
立
方
程
式
は
三
つ
で
あ
る
た
め
、
計
算
し
て
解
を
得
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。

最
初
の
二
つ
の
式
は
、
対
象
動
物
のδ

13C

値
ま
た
はδ

15N

値
が
、
3
種
類
の
餌
のδ

13C

ま
た
はδ

15N

値

を
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
対
象
動
物
の
同
位
体
比
は
濃
縮
係
数
で
補
正
し
た
値
（δ

13C

は
測
定
値
か
ら1.0

‰
を
、δ

15N

は3.4

‰
を
差
し
引
く
）
で
あ
り
、
ア
ス
タ
リ
ス
ク
（
*
）
を
付
け
て
、

δ
13C*,�δ

15N
*

の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

さ
て
、
餌
候
補
が
4
種
類
以
上
と
な
る
と
、
2
種
類
の
同
位
体
比
（δ

13C

とδ
15N

値
）
の
分
析
（
連
立
方

程
式
三
つ
）
だ
け
で
は
、
各
餌
へ
の
依
存
度
（
未
知
数
四
つ
以
上
）
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
そ
の
よ

う
な
場
合
は
、
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
法
や
掃
き
出
し
法
を
用
い
て
確
率
分
布
と
し
て
解
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
計
算

に
は
、Phillips

ら
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ

ムIsoSource

が
広
く
使
わ
れ
て
い
る
（
青
木�2008

）。

東
幡
豆
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
で
は
、
量
的
に
主
要
な
有
機
物
起
源
の
候
補
と
し
て
、（
干
潟
直
上
水
中
の
）
懸
濁

態
有
機
物
、（
干
潟
表
面
の
）
堆
積
有
機
物
（
主
に
底
生
微
細
藻
類
）、
ア
オ
サ
類
、
ア
マ
モ
類
の
4
種
類
が
考
え

ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
ほ
ぼ
一
次
消
費
者
（
植
食
者
）
の
栄
養
段
階
に
あ
る
二
枚
貝
類
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て

ア
サ
リ
と
ユ
ウ
シ
オ
ガ
イ
を
例
に
、
上
述
のIsoSource

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
推
定
を
試
み
た
結
果
に
つ
い
て
紹

有
明
海
に
お
け
る
安
定
同
位
体
比
を
指
標
と
し
た
研
究
か
ら
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
底
生
微
細
藻
類
に
依
存
し

て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（Shim

oda�et al.�2007

）。
こ
れ
ら
2
種
に
対
し
て
、
他
の
甲
殻
類
は
干
潟

表
面
や
転
石
下
等
に
生
息
し
、
肉
食
性
ま
た
は
雑
食
性
と
さ
れ
て
い
る
種
類
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
住
み
場
所
や

食
性
の
違
い
が
、
安
定
同
位
体
比
マ
ッ
プ
に
反
映
さ
れ
て
い
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

各
有
機
物
起
源
に
対
す
る
依
存
度
の
推
定

こ
こ
ま
で
、
安
定
同
位
体
比
マ
ッ
プ
を
も
と
に
、
底
生
動
物
の
分
類
群
間
や
分
類
群
内
に
お
け
る
食
性
の
違
い

に
つ
い
て
推
察
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
各
餌
や
有
機
物
起
源
へ
の
依
存
度
を
定
量
的
に
評
価
し
た
い
が
、
ト
ン
ボ

ロ
干
潟
の
食
物
網
の
よ
う
に
有
機
物
起
源
の
主
な
候
補
が
複
数
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
容
易
で
は
な
い
（
笠
井�

2008,�

青
木�2008

）。

例
え
ば
、
あ
る
動
物
の
食
べ
て
い
る
餌
が
2
種
類
の
み
で
あ
り
、
そ
の
動
物
のδ

13C

値
とδ

15N
�

値
が
、
2

種
類
の
餌
の
ち
ょ
う
ど
中
間
で
あ
っ
た
場
合
、
各
餌
へ
の
依
存
度
は
50
％
ず
つ
と
な
る
。
も
し
餌
候
補
が
3
種
類

で
あ
っ
た
場
合
も
、
元
素
２
種
類
の
安
定
同
位
体
比
（δ

13C

値
とδ

15N

値
）
の
分
析
値
が
得
ら
れ
て
い
れ
ば
、

次
の
連
立
方
程
式
か
ら
各
餌
へ
の
依
存
度
を
計
算
で
き
る
（
笠
井�2008

）。

δ
13C*

動
物 �=�f

餌
1

×δ
13C

餌
1 �+��f

餌
2

×δ
13C

餌
2 �+�f

餌
3

×δ
13C

餌
3

δ
15N

*
動
物

=�f
餌

1 �

×δ
15N

餌
1 +�f

餌
2 �

×δ
15N

餌
2 �+�f

餌
3 �

×δ
15N

餌
3

1�=��f
餌

1 �+�f
餌

2 �+�f
餌

3
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図 9　混合モデル（IsoSource プログラム）を用いた、各有機物
起源に対するアサリの依存度の推定（2013 年 7 〜 8 月）

図 10　混合モデル（IsoSource プログラム）を用いた、各有機
物起源に対するユウシオガイの依存度の推定（2013 年 7 〜 8 月）
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図
9
は
、
夏
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
に
お
け
る
ア
サ
リ
の
各
有
機
物
起
源
に
対
す
る
依
存
度
を
推
定
し
た
結
果
を
示

し
て
い
る
。
ア
サ
リ
のδ

13C

値
及
びδ

15N

値
を
濃
縮
係
数
で
補
正
後
に
プ
ロ
ッ
ト
す
る
と
、
4
種
類
の
有
機

物
起
源
を
結
ん
だ
四
角
形
の
内
部
に
位
置
し
、
特
に
懸
濁
態
有
機
物
の
値
に
最
も
近
い
。
確
率
分
布
を
見
る
と
、

懸
濁
態
有
機
物
に
対
す
る
依
存
度
は
80�

％
程
度
、
堆
積
有
機
物
に
対
す
る
依
存
度
は
20
％
程
度
が
最
も
可
能
性
が

高
く
、
ア
オ
サ
類
や
ア
マ
モ
へ
の
依
存
度
は
10�

％
以
下
と
推
定
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

図
10
は
、
ユ
ウ
シ
オ
ガ
イ
に
つ
い
て
の
推
定
結
果
で
あ
る
。
濃
縮
係
数
で
補
正
後
の
ユ
ウ
シ
オ
ガ
イ
のδ

13C

値
とδ

15N

値
は
、
ア
サ
リ
に
比
べ
る
と
、
懸
濁
態
有
機
物
か
ら
遠
く
、
堆
積
有
機
物
に
近
く
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
を
反
映
し
て
、
ユ
ウ
シ
オ
ガ
イ
の
懸
濁
態
有
機
物
へ
の
依
存
度
は0

～60%

程
度
と
ア
サ
リ
に
比
べ
て
低
く
、

逆
に
堆
積
有
機
物
に
対
す
る
依
存
度
は30

～80%

程
度
と
高
く
な
っ
て
い
た
。

IsoSource

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
こ
れ
ら
の
推
定
結
果
は
、
安
定
同
位
体
比
マ
ッ
プ
か
ら
直
観
的
に
予
想
さ
れ

る
結
果
と
概
ね
一
致
し
て
お
り
、実
情
を
反
映
し
た
概
ね
妥
当
な
も
の
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。青
木（2008

）

が
浜
名
湖
の
ア
サ
リ
と
ユ
ウ
シ
オ
ガ
イ
に
つ
い
てIsoSource

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
解
析
し
た
例
で
も
、
本
報
告
と
同

様
の
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
安
定
同
位
体
比
マ
ッ
プ
上
に
お
け
る
対
象
動
物
と
各
有
機
物
起
源
の
位
置
関
係
が
少
し
変
化
す
る
だ

け
で
、
依
存
度
の
推
定
結
果
が
大
き
く
変
化
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

主
な
有
機
物
起
源
の
候
補
の
選
定
、
濃
縮
係
数
の
補
正
等
が
不
適
切
な
場
合
、
誤
っ
た
結
論
を
導
き
出
し
て
し
ま

う
危
険
性
が
あ
る
。
よ
り
確
度
の
高
い
結
果
を
得
る
た
め
に
は
、
消
化
管
内
容
物
の
観
察
と
い
っ
た
定
性
的
で
確
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の
で
あ
り
、
一
般
に
「
生
物
多
様
性
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
生
物
多
様
性
は
、
い
ま
や
一
般
に
も
広
く
知
れ
渡
る

言
葉
と
な
っ
た
が
、
こ
の
言
葉
の
中
に
は
「
遺
伝
子
」・「
種
」・「
生
態
系
」
と
い
っ
た
三
つ
の
異
な
る
レ
ベ
ル
（
階

層
）
が
存
在
す
る
（
詳
細
は
、
1
章
2�

を
参
照
）。

そ
れ
ら
の
う
ち
「
種
多
様
性
」
と
呼
ば
れ
る
概
念
は
、
一
般
的
に
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
広
く
認
識
さ
れ
て
い

る
考
え
方
で
あ
る
。
例
え
ば
干
潟
と
い
う
環
境
の
種
多
様
性
は
、
ゴ
カ
イ
な
ど
の
多
毛
類
、
エ
ビ
・
カ
ニ
な
ど
の

甲
殻
類
、
ア
サ
リ
や
ハ
マ
グ
リ
と
い
っ
た
貝
類
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
生
き
物
が
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

一
方
、
生
物
多
様
性
は
、「
種
多
様
性
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
た
く
さ
ん
の
種
が
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
だ

け
の
単
純
な
概
念
で
は
な
い
。
生
物
多
様
性
に
は
ほ
か
に
も
「
生
態
系
の
多
様
性
」
と
い
う
階
層
が
あ
る
。
あ
る

生
物
が
そ
の
場
所
に
生
息
す
る
た
め
に
は
そ
の
生
物
に
合
っ
た
環
境
が
必
要
で
あ
り
、
森
林
や
サ
ン
ゴ
礁
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
と
そ
こ
に
生
息
す
る
生
物
群
集
を
含
む
生
態
系
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い

う
考
え
方
で
あ
る
。

さ
て
、
生
物
多
様
性
の
三
つ
の
概
念
の
う
ち
残
る
「
遺
伝
子
の
多
様
性
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
体
が
も
つ
個
性
を
大
切
に
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
個
々
の
個
体
が
有
す
る
遺
伝
的
な
個
性
は
、
D�

N�

A

（

≒

遺
伝
子
）
の
違
い
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
の
遺
伝
子
の
多
様
性
は
先
に
述
べ
た
「
種
」
や
「
生
態
系
」
の
多

様
性
と
い
っ
た
概
念
に
対
し
て
、
個
々
の
個
体
間
の
遺
伝
子
の
違
い
と
い
っ
た
非
常
に
ミ
ク
ロ
な
ス
ケ
ー
ル
の
多

様
性
を
指
す
概
念
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ミ
ク
ロ
ス
ケ
ー
ル
の
多
様
性
は
、
個
体
や
種
の
存
続
と
密
接
に
関
連
し

て
い
る
重
要
な
概
念
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら
い
も
の
で
あ
る
。
以
下
で
少
し
詳
し
く
説
明
し
て

お
き
た
い
。

実
な
手
法
と
の
併
用
、
飼
育
実
験
に
よ
る
濃
縮
係
数
の
検
討
等
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ト
ン
ボ
ロ
干
潟
で
は
、
多
岐
の
分
類
群
に
わ
た
る
様
々
な
種
類
の
底
生
動
物
が
生
活
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の

底
生
動
物
は
食
性
の
面
で
も
多
様
で
あ
る
こ
と
が
、
安
定
同
位
体
比
を
指
標
と
し
た
解
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
と

な
っ
た
。
こ
う
し
た
多
様
性
が
、
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
に
お
け
る
食
物
網
の
複
雑
さ
・
安
定
性
を
生
み
出
し
、
ア
サ
リ

等
の
豊
富
な
漁
業
生
産
、
希
少
種
の
生
存
等
を
支
え
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

安
定
同
位
体
比
に
よ
る
解
析
は
い
く
つ
か
の
仮
定
を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
の
解
釈
が
一
人
歩
き
す
る
こ
と
は

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
適
切
に
用
い
れ
ば
非
常
に
有
用
な
分
析
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
今
後
、
他
の
分
析
方
法

と
組
み
合
わ
せ
た
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
の
食
物
網
や
物
質
循
環
の
よ
り
詳
し
い
実
態
が
解

明
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。�

（
吉
川�

尚
）

5
　
干
潟
二
枚
貝
類
の
遺
伝
的
多
様
性

生
物
多
様
性
―
遺
伝
子
の
多
様
性
と
地
域
固
有
性
―

地
球
上
に
は
私
た
ち
人
間
を
含
め
、実
に
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
が
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
も
と
で
生
息
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
生
き
物
や
環
境
の
多
様
さ
は
、
地
球
が
誕
生
し
て
以
来
、
長
い
年
月
を
か
け
て
形
作
ら
れ
て
き
た
も
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し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
キ
タ
ノ
メ
ダ
カO

ryzias sakaizum
ii 

と
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ�O

ryzias 
latipes�

の
2
種
に
分
け
ら
れ
た
（A

sai�et al.�2011

）。

こ
の
よ
う
に
、
同
種
で
あ
っ
て
も
ほ
か
の
集
団
か
ら
地
理
的
に
離
れ
て
遺
伝
子
の
混
合
（
交
流
）
が
無
く
な
る

と
、
地
域
固
有
の
遺
伝
子
の
偏
り
（
＝
遺
伝
子
の
地
域
性
）
が
生
じ
、
さ
ら
に
そ
れ
が
長
期
間
維
持
さ
れ
る
と
新

た
な
種
に
分
化
す
る
わ
け
で
あ
る
。
生
物
多
様
性
を
考
え
る
う
え
で
、こ
の
よ
う
な
遺
伝
子
の
地
域
性
（
独
自
性
）

も
、
そ
れ
自
体
が
長
い
年
月
を
経
て
形
作
ら
れ
た
保
全
す
べ
き
重
要
な
単
位
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
認
識
す
る
こ

と
で
、
遺
伝
子
の
多
様
性
が
種
多
様
性
の
概
念
と
も
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
根
源
的
な
多
様
性
の
概
念
で
あ
る

こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
う
。

遺
伝
子
の
多
様
性
の
測
り
方

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
「
遺
伝
子
の
多
様
性
」
は
、
あ
る
種
に
つ
い
て
各
個
体
や
各
地
域
の
個
性
・
独

自
性
を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
遺
伝
子
の
違
い
が
す
べ
て
、
色
・
形
・
大
き

さ
な
ど
の
見
た
目
（
表
現
型
）
の
違
い
を
生
み
出
す
も
の
で
な
く
、
遺
伝
的
に
は
違
っ
て
い
て
も
見
た
目
は
同
じ

と
い
う
場
合
も
あ
る
。
で
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
遺
伝
子
の
多
様
性
を
測
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
方
法

に
つ
い
て
も
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

遺
伝
子
の
本
体
は
デ
オ
キ
シ
リ
ボ
核
酸
（
D�

N�

A
）
と
呼
ば
れ
る
化
学
物
質
で
あ
り
、デ
オ
キ
シ
リ
ボ
ー
ス
（
五

炭
糖
）
と
リ
ン
酸
、塩
基
か
ら
構
成
さ
れ
る
核
酸
で
あ
る
。
こ
の
塩
基
に
は
、ア
デ
ニ
ン
（
A
）、グ
ア
ニ
ン
（
G
）、

シ
ト
シ
ン
（
C
）、
チ
ミ
ン
（
T
）
の
4
種
類
が
あ
り
、
こ
の
4
つ
の
塩
基
の
並
び
方
（
配
列
）
が
ま
る
で
文
字

ま
ず
、
D�

N�

A
（

≒

遺
伝
子
）
は
地
球
上
に
生
物
が
誕
生
し
て
以
来
、
現
代
ま
で
連
綿
と
子
孫
に
受
け
継
が
れ

て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
D�

N�

A
と
い
う
物
質
は
、
父
方
の
D�

N�

A
と
母
方
の
D�

N�

A
が
シ
ャ
ッ
フ
ル
さ
れ
て

子
へ
引
き
継
が
れ
る
が
、
そ
の
時
に
D�

N�

A
の
配
列
も
少
し
だ
け
変
化
し
た
形
で
受
け
渡
さ
れ
る
。
た
と
え
親
兄

弟
で
あ
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
個
性
を
も
っ
て
い
る
の
は
、
育
っ
た
環
境
が
異
な
る
こ
と
に
加
え
て
、
個
々

の
も
つ
遺
伝
子
の
違
い
（
＝
遺
伝
子
の
個
性
）
も
原
因
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
個
性
の
多
様
性
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
遺
伝
子
の
多
様
性
は
、
一
般
に
種
の
絶
滅
リ
ス
ク
と
深
い

関
連
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
あ
る
病
原
菌
に
対
し
て
耐
性
を
も
つ
遺
伝
子
が
、
す
べ
て
の
個

体
に
お
い
て
同
じ
で
あ
っ
た
場
合
、
病
原
菌
が
少
し
で
も
変
化
し
て
し
ま
う
と
ど
の
個
体
も
耐
性
を
持
た
な
い
こ

と
と
な
り
、
そ
の
個
体
群
は
死
滅
し
て
し
ま
う
。
も
し
、
病
原
菌
の
耐
性
に
関
す
る
遺
伝
子
に
多
様
性
が
あ
れ
ば
、

病
原
菌
が
多
少
変
化
し
て
も
、
い
ず
れ
か
の
個
体
は
耐
性
を
有
し
、
個
体
群
（
も
し
く
は
種
）
の
絶
滅
は
避
け
ら

れ
る
可
能
性
が
高
ま
る
。こ
の
よ
う
に
種
の
存
続
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
の
が「
遺
伝
子
の
多
様
性
」で
あ
る
。

ま
た
、遺
伝
子
の
多
様
性
の
概
念
に
は
、こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
「
各
個
体
の
遺
伝
子
の
個
性
」
に
加
え
、「
地

域
固
有
の
遺
伝
子
の
偏
り
」
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
、
メ
ダ
カ
を
例
に
紹
介
し

て
み
た
い
。
メ
ダ
カ
は
日
本
全
国
の
溜
池
な
ど
に
生
息
し
て
い
る
小
型
の
淡
水
魚
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
メ
ダ
カ

は
ど
こ
の
メ
ダ
カ
も
同
じ
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
遺
伝
子
の
多
様
性
を
調
べ
る
研
究
に
よ
り
、
青
森
か
ら
福
井
の

日
本
海
側
に
生
息
す
る
北
日
本
グ
ル
ー
プ
と
、
岩
手
か
ら
沖
縄
ま
で
広
範
囲
に
生
息
す
る
南
日
本
グ
ル
ー
プ
の
二

つ
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
（T

akehana�et al.�2003

）。
こ
れ
ら
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
は

見
た
目
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
だ
が
、
実
は
2�

0�

0�

0
万
年
近
く
も
前
か
ら
互
い
に
交
流
す
る
こ
と
な
く
独
自
に
進
化
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と
こ
ろ
で
、
生
物
（
動
物
）
の
細
胞
内
小
器
官
で
は
、
細
胞
核
と
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
二
つ
の
部
位
に
D�

N�

A

が
存
在
す
る
。
ヒ
ト
の
細
胞
核
に
含
ま
れ
る
D�

N�

A
（
核
D�

N�

A
）
に
は
お
よ
そ
32
億
個
の
塩
基
が
、
ミ
ト
コ
ン

ド
リ
ア
の
D�

N�

A
に
は
約
1
万
6�

0�

0�

0
個
の
塩
基
が
含
ま
れ
て
い
る
。
核
D�

N�

A
で
は
両
親
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

遺
伝
情
報
を
受
け
継
ぐ
が
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
D�

N�

A
で
は
母
親
か
ら
の
み
遺
伝
情
報
が
受
け
継
が
れ
る
。
遺
伝

的
多
様
性
を
調
べ
る
際
に
、
ど
ち
ら
の
D�

N�

A
情
報
を
調
べ
る
の
が
適
切
か
は
そ
の
目
的
や
状
況
次
第
で
あ
る

が
、ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
D�

N�

A
は
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
て
比
較
的
調
べ
や
す
い
こ
と
、遺
伝
子
の
組
み
換
え
（
シ
ャ
ッ

フ
ル
）
が
な
い
こ
と
、
多
く
の
生
き
物
で
共
通
の
遺
伝
子
が
存
在
す
る
こ
と
、
と
い
っ
た
特
性
が
あ
る
た
め
に
他

種
と
の
比
較
が
容
易
で
あ
る
。
一
方
、
核
D�

N�

A
は
両
親
か
ら
の
膨
大
な
遺
伝
情
報
を
含
む
た
め
、
ミ
ト
コ
ン
ド

リ
ア
D�

N�

A
か
ら
は
見
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
遺
伝
子
の
多
様
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
。

特
に
、
マ
イ
ク
ロ
サ
テ
ラ
イ
ト
D�

N�

A
と
呼
ば
れ
る
領
域
は
、
犯
罪
捜
査
に
も
利
用
さ
れ
る
ほ
ど
、
個
体
間
の

D�

N�

A
の
差
異
を
検
出
で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
お
り
、
野
生
動
物
の
遺
伝
子
の
多
様
性
を
測
る
う
え
で

も
欠
か
せ
な
い
分
析
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
対
象
の
D�

N�

A
と
分
析
手
法
が
決
ま
れ
ば
、
あ
と
は
対
象
種
の
体
組
織
の
一
部
か
ら
核
お
よ
び
ミ
ト
コ

ン
ド
リ
ア
D�

N�

A
を
取
り
出
し
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
文
字
列
（
塩
基
配
列
）
を
読
み
取
っ
て
い
く
作
業
と
な
る
。

次
い
で
、
読
み
取
ら
れ
た
4
塩
基
の
並
び
を
個
体
ご
と
に
並
べ
て
比
較
す
る
地
道
な
作
業
を
経
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

遺
伝
子
型
が
決
定
さ
れ
る
。
個
体
間
で
の
文
字
列
の
違
い
が
大
き
く
、
異
な
る
遺
伝
子
型
の
種
類
が
多
い
ほ
ど
、

遺
伝
子
の
多
様
性
は
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
地
域
固
有
の
遺
伝
子
型
や
偏
り
が
み
つ
か
れ
ば
、
そ
れ

が
独
自
の
地
域
性
を
も
つ
証
拠
と
し
て
、
遺
伝
的
多
様
性
が
高
い
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

列
の
よ
う
に
遺
伝
情
報
を
伝
え
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
塩
基
の
み
で
は
た
だ
の
文
字
で
し
か
な
く
、
塩
基
が
複

数
連
な
る
こ
と
で
単
語
（
＝
ア
ミ
ノ
酸
の
情
報
）
と
な
り
、
さ
ら
に
単
語
が
文
法
に
従
っ
て
順
に
並
ぶ
こ
と
で
文

章
（
＝
タ
ン
パ
ク
質
の
情
報
）
と
な
る
。
ゲ
ノ
ム
（
＝
そ
の
生
物
の
全
遺
伝
情
報
）
の
大
半
を
占
め
る
の
は
、
こ

う
し
た
タ
ン
パ
ク
質
の
生
成
と
は
直
接
関
係
の
な
い
ジ
ャ
ン
ク
D�

N�

A
（
ガ
ラ
ク
タ
の
D�

N�

A
の
意
）
で
あ
り
、

表
現
型
の
違
い
を
生
み
出
し
て
い
る
タ
ン
パ
ク
質
生
成
に
関
与
し
て
い
る
場
所
は
ご
く
一
部
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン
ク

D�

N�

A
で
あ
れ
、
タ
ン
パ
ク
質
生
成
に
活
用
さ
れ
る
D�

N�

A
部
位
で
あ
れ
、
塩
基
配
列
の
違
い
の
度
合
い
が
遺
伝

子
の
多
様
性
の
指
標
と
な
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
個
体
の
塩
基
配
列
が
…A

T
GC

…
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
別

の
個
体
で
は
…A

GGC
…
と
な
っ
て
い
れ
ば
（
下
線
部
の
1
文
字
が
異
な
る
）、
多
様
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
遺
伝
子
の
多
様
性
を
知
る
た
め
に
は
、
塩
基
配
列
の
多
様
性
を
調
べ
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

例
え
ば
ヒ
ト
の
細
胞
核
に
は
合
計
32
億
の
塩
基
が
並
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
並
び
を
個
体
間
で
比
較
す
る

こ
と
は
、
現
時
点
で
は
困
難
で
実
用
性
に
乏
し
い
。
現
状
で
は
、
あ
る
特
定
の
D�

N�

A
領
域
に
つ
い
て
、
塩
基
配

列
を
比
較
す
る
こ
と
で
遺
伝
子
の
多
様
性
の
評
価
が
行
わ
れ
て
い
る
。

D�

N�

A
の
塩
基
配
列
を
実
際
に
調
べ
る
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
最
も
直
接
的
で
正
確
な
方
法
と
し
て
、
塩

基
配
列
決
定
法
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
の
手
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
多
く
の
良
書
が
す
で
に
出
版
さ
れ
て
い
る

の
で
省
略
す
る
が
、
A
・
T
・
G
・
C
の
4
塩
基
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
色
（
赤
、
青
、
黄
、
緑
）
の
蛍
光
標
識

を
つ
け
て
、
そ
の
蛍
光
色
を
頼
り
に
並
び
を
読
み
取
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
手
法
を
用
い
る
と
、
あ
る
特
定
の

D�

N�

A
の
塩
基
配
列
が
す
べ
て
明
ら
か
に
な
る
こ
と
か
ら
、対
象
と
す
る
個
体
間
に
み
ら
れ
る
遺
伝
的
な
違
い（
＝

変
異
）
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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伝
学
的
な
研
究
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
遺
伝
子
の
多
様
性
が
種
ご
と
に
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
は
、
よ
く
わ

か
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
こ
で
筆
者
ら
は
、
東
幡
豆
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
で
代
表
的
な
前
述
7
種
の
二
枚
貝
類
（
ア
サ
リ
、
バ
カ
ガ
イ
、

カ
ガ
ミ
ガ
イ
、
サ
ル
ボ
オ
ガ
イ
、
シ
オ
フ
キ
、
マ
テ
ガ
イ
、
ユ
ウ
シ
オ
ガ
イ
）
に
つ
い
て
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

D�

N�

A�

の
同
一
領
域
を
対
象
に
遺
伝
子
の
多
様
性
を
調
査
し
た
。
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
性
を
評
価
す
る
た

め
、
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
以
外
に
も
全
国
各
地
か
ら
広
く
サ
ン
プ
ル
を
採
集
す
る
と
と
も
に
、
D�

N�

A
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
登
録
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
も
活
用
し
た
。

ま
ず
、
遺
伝
子
の
多
様
性
の
う
ち
個
体
間
の
塩
基
配
列
の
違
い
、

す
な
わ
ち
遺
伝
子
の
個
性
と
よ
べ
る
も
の
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
今

回
あ
つ
め
た
7
種
に
お
い
て
、
最
も
遺
伝
子
の
多
様
度
が
高
か
っ

た
も
の
は
マ
テ
ガ
イ
で
あ
っ
た
。
マ
テ
ガ
イ
の
個
体
間
の
塩
基
配
列

の
違
い
（
＝
塩
基
置
換
率
）
は
約
1
％
と
い
う
値
を
示
し
た
。
こ
れ

は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
体
の
塩
基
配
列
を
1�

0�

0
文
字
（
塩
基
）
比
較
し

た
場
合
に
、
平
均
し
て
1
文
字
程
度
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
サ
リ
、
カ
ガ
ミ
ガ
イ
、
シ
オ
フ
キ
で
は

0
・
4
～
0
・
6
％
程
度
、
バ
カ
ガ
イ
、
サ
ル
ボ
オ
ガ
イ
、
ユ
ウ
シ

オ
ガ
イ
で
は
0
・
1
～
0
・
3
％
程
度
と
低
い
値
を
示
し
た
。

通
常
、
個
体
数
が
多
く
資
源
量
が
安
定
し
て
い
る
種
ほ
ど
遺
伝
子

写真 21　幡豆トンボロ干潟で採集された貝類（撮
影：野原）

ト
ン
ボ
ロ
干
潟
の
二
枚
貝
類
の
遺
伝
的
多
様
性

そ
れ
で
は
実
際
に
、
三
河
湾
に
面
し
た
東
幡
豆
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
に
お
い
て
、
二
枚
貝
類
の
遺
伝
子
の
多
様
性

を
調
べ
た
結
果
を
、
他
地
域
と
の
比
較
も
含
め
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
三
河
湾
は
さ
ま
ざ
ま
な
二
枚
貝
類
が
多

産
す
る
海
域
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
三
河
湾
沿
岸
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
東
幡
豆
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
で
も

ア
サ
リ
を
は
じ
め
と
し
て
、
バ
カ
ガ
イ
、
カ
ガ
ミ
ガ
イ
、
サ
ル
ボ
オ
ガ
イ
、
シ
オ
フ
キ
、
マ
テ
ガ
イ
、
ユ
ウ
シ
オ

ガ
イ
な
ど
が
簡
単
に
採
集
で
き
る
（
写
真
21
）。
ア
サ
リ
と
バ
カ
ガ
イ
は
比
較
的
流
通
量
の
多
い
種
で
、
カ
ガ
ミ
ガ

イ
、
サ
ル
ボ
オ
ガ
イ
、
シ
オ
フ
キ
、
マ
テ
ガ
イ
は
あ
ま
り
流
通
量
の
多
く
な
い
種
で
あ
り
、
ユ
ウ
シ
オ
ガ
イ
は
人

間
に
よ
る
利
用
が
ま
っ
た
く
な
い
種
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
マ
テ
ガ
イ
と
ユ
ウ
シ
オ
ガ
イ
は
水
質
悪
化
に
特
に
敏

感
で
、
全
国
各
地
で
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
希
少
種
で
あ
る
。

干
潟
の
二
枚
貝
類
の
う
ち
で
、
ア
サ
リ
は
特
に
水
産
上
重
要
な
資
源
で
あ
る
と
と
も
に
、
潮
干
狩
り
な
ど
の
レ

ジ
ャ
ー
対
象
種
と
し
て
も
関
心
が
高
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
も
遺
伝
子
の
多
様
性
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
調

査
・
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
張
ほ
か
（2013

）
は
、
ア
サ
リ
の
貝
殻
模
様
に
み
ら
れ
る
左
右
対
称
・

非
対
称
の
頻
度
を
全
国
各
地
で
調
べ
、
静
岡
県
の
沼
津
と
浜
名
湖
を
境
界
と
し
て
非
対
称
型
の
出
現
頻
度
が
顕
著

に
異
な
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、K

itada�et al.�

（2013

）
は
、
ア
サ
リ
に
は
R
型
と
呼
ば
れ
る
や
や

縦
扁
し
た
貝
殻
で
放
射
ろ
く
数
の
多
い
タ
イ
プ
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
は
形
態
的
・
遺
伝
的
に
中
国
産
と
日
本
産
と

に
分
け
ら
れ
る
（
地
域
性
が
あ
る
）
こ
と
等
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
サ
リ
に
つ
い
て
は
そ
の
関
心

の
高
さ
か
ら
遺
伝
子
の
多
様
性
に
関
す
る
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
貝
類
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
遺
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サ
リ
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
も
遺
伝
子
の
地
域
性
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
筆
者
ら
の

研
究
に
お
い
て
も
、
北
海
道
、
宮
城
、
千
葉
、
神
奈
川
、
静
岡
、
愛
知
、
熊
本
の
7
道
県
よ
り
標
本
を
採
集
し
、

D�

N�

A
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
か
ら
も
中
国
産
ア
サ
リ
に
つ
い
て
の
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
で
、
幡
豆
に
限
ら
ず
日
本

国
内
外
の
ア
サ
リ
の
地
域
性
に
つ
い
て
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
筆
者
ら
の
研
究
結
果
で
も
、
先
行
研
究
と
同
様

に
中
国
か
ら
得
ら
れ
た
個
体
の
D�

N�

A
は
独
自
の
遺
伝
的
特
性
を
示
し
て
い
た
。
中
国
産
と
日
本
産
の
ア
サ
リ
の

遺
伝
子
の
違
い
は
明
ら
か
で
、
幡
豆
を
含
む
日
本
産
の
ア
サ
リ
と
は
遺
伝
的
に
明
瞭
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
ま
た
、
日
本
産
と
中
国
（
ま
た
は
韓
国
）
産
と
の
遺
伝
的
な
違
い
は
、
ア
サ
リ
以
外
に
も
バ
カ
ガ
イ
、

シ
オ
フ
キ
、
カ
ガ
ミ
ガ
イ
、
マ
テ
ガ
イ
な
ど
、
比
較
が
可
能
で
あ
っ
た
ほ
ぼ
す
べ
て
の
種
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
大
陸
と
日
本
と
の
間
で
の
二
枚
貝
類
の
移
動
や
分
散
は
、
あ
る
程
度
長
い
間
制
限
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
日
本
と
中
国
（
ま
た
は
韓
国
）
近
海
で
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
遺
伝
的
特
性
を
有
す
る
集
団

が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

次
に
、
も
う
少
し
小
さ
な
ス
ケ
ー
ル
で
あ
る
日
本
国
内
で
の
地
域
差
に
つ
い
て
も
み
て
み
た
い
。
筆
者
ら
が
採

集
し
た
日
本
国
内
と
い
う
小
規
模
な
地
理
的
ス
ケ
ー
ル
の
比
較
に
お
い
て
は
、
ア
サ
リ
を
含
む
ど
の
種
に
お
い
て

も
、
そ
れ
ほ
ど
明
瞭
な
地
域
性
を
示
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
幡
豆
の
ア
サ
リ
と
北
海
道
や
九
州
の
ア
サ

リ
も
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
D�

N�

A
の
部
分
配
列
で
は
明
瞭
に
区
別
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

調
べ
た
地
域
数
、
D�

N�

A
領
域
、
塩
基
配
列
の
長
さ
な
ど
、
分
析
上
の
多
く
の
問
題
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
が
、

干
潟
に
棲
む
二
枚
貝
類
の
多
く
は
、
日
本
国
内
の
よ
う
な
地
理
的
ス
ケ
ー
ル
で
は
地
域
差
は
識
別
し
づ
ら
い
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
地
域
性
が
生
じ
る
に
は
、
地
理
的
に
あ
る
程
度
離
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
長
い
期
間
、
遺
伝
子

の
多
様
性
が
高
く
、
絶
滅
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
種
ほ
ど
遺
伝
子
の
多
様
性
は
低
い
傾
向
に
あ
る
。
今
回
調

べ
た
7
種
の
う
ち
で
最
も
個
体
数
が
多
く
資
源
的
に
安
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
ア
サ
リ
で
あ
る
が
、

予
測
し
た
ほ
ど
高
い
遺
伝
子
の
多
様
性
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
漁
業
対
象
種
で
あ
る
ア
サ
リ
は
、
人
間

に
よ
る
間
引
き
を
恒
常
的
に
受
け
て
い
る
た
め
、
稀
な
遺
伝
子
型
が
確
率
的
に
集
団
中
か
ら
除
去
さ
れ
て
し
ま
う

機
会
が
多
く
、個
体
数
か
ら
想
定
さ
れ
る
ほ
ど
の
遺
伝
子
の
多
様
性
を
保
持
し
て
い
な
い
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
。

一
方
、
遺
伝
子
の
多
様
性
が
最
も
高
か
っ
た
マ
テ
ガ
イ
で
あ
る
が
、
実
は
愛
知
県
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
準

絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
（
愛
知
県
環
境
調
査
セ
ン
タ
ー�2009

）。
そ
の
た
め
当
初
、
遺
伝
子
の
多
様
性

は
低
い
も
の
と
想
定
し
て
お
り
、
こ
の
結
果
は
少
々
意
外
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
理
由
を
ひ
と

言
で
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
の
マ
テ
ガ
イ
は
、
比
較
的
長
い
間
、
安
定
し
て
大
き
な
個
体

群
を
維
持
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
テ
ガ
イ
と
同
じ
く
愛
知
県
の
レ
ッ
ド
デ
ー

タ
ブ
ッ
ク
で
準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ユ
ウ
シ
オ
ガ
イ
は
、
今
回
調
べ
た
7
種
の
う
ち
で
遺
伝
子
の
多

様
性
が
最
も
低
か
っ
た
。
ユ
ウ
シ
オ
ガ
イ
の
遺
伝
子
の
多
様
度
は
、
最
も
遺
伝
子
の
多
様
度
が
高
か
っ
た
マ
テ
ガ

イ
の
10
分
の
1
程
度
で
あ
っ
た
。
ユ
ウ
シ
オ
ガ
イ
は
、
人
為
的
影
響
を
比
較
的
受
け
や
す
い
内
湾
奥
の
河
川
の
流

れ
込
み
付
近
に
多
く
生
息
す
る
傾
向
に
あ
る
た
め
か
、全
国
的
に
個
体
群
の
消
滅
が
相
次
い
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
研
究
に
よ
り
、
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
の
ユ
ウ
シ
オ
ガ
イ
個
体
群
は
、
著
し
く
低
い
遺
伝
子
の
多
様
性
を
示
し
た

こ
と
か
ら
、
見
か
け
上
あ
る
程
度
の
個
体
数
は
維
持
し
て
い
る
も
の
の
、
潜
在
的
な
脆
弱
性
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

に
な
る
。
今
後
、
ユ
ウ
シ
オ
ガ
イ
に
つ
い
て
は
注
意
深
く
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

次
に
遺
伝
子
の
地
域
（
固
有
）
性
に
着
目
し
た
結
果
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
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に
は
、
個
々
の
遺
伝
子
の
多
様
性
や
地
域
性
を
知
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
今
回
紹
介
し
た
よ
う
な
遺
伝

子
の
個
性
や
地
域
性
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
が
長
い
年
月
を
か
け
て
少
し
ず
つ
蓄
積
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
一
旦

消
失
し
て
し
ま
う
と
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
（
二
度
と
取
り
戻
せ
な
い
）、
か
け
が
え
の
無
い
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
、
有
明
海
で
は
過
去
に
中
国
産
の
ア
サ
リ
種
苗
が
大
量
に
持
ち
込
ま
れ
た
経
緯
が
あ
り
、

D�

N�

A
分
析
で
日
本
産
と
中
国
産
の
ア
サ
リ
が
す
で
に
交
雑
し
て
い
る
可
能
性
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（K

itada�et 
al.�2013

）。
今
回
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
D�

N�

A
の
分
析
結
果
か
ら
は
、
日
本
産
と
中
国
産
の
交
雑
の
検
証
は
で
き

な
い
が
、
筆
者
ら
が
採
集
を
行
っ
た
静
岡
県
の
1
個
体
で
も
中
国
産
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
D�

N�

A
型
が
検
出
さ
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
ア
サ
リ
に
お
け
る
人
為
的
放
流
の
影
響
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
遺
伝
子
の
独
自
性

や
固
有
性
の
消
失
は
目
に
見
え
な
い
形
で
進
行
し
、
気
付
い
た
時
点
で
は
す
で
に
手
遅
れ
で
あ
る
こ
と
が
多
く
の

種
で
知
ら
れ
て
お
り
、
干
潟
の
二
枚
貝
類
に
お
い
て
も
他
海
域
か
ら
の
放
流
な
ど
に
よ
る
遺
伝
的
撹
乱
に
よ
っ
て

多
様
性
を
消
失
さ
せ
な
い
よ
う
充
分
に
注
意
を
払
う
と
と
も
に
、
今
後
も
継
続
し
て
遺
伝
子
の
多
様
性
を
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。�

（
野
原
健
司
）

6
　
三
河
湾
に
お
け
る
貝
類
相
の
変
遷

こ
こ
で
は
、
す
で
に
消
滅
し
た
貝
類
も
含
め
て
三
河
湾
で
の
貝
類
相
の
変
遷
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

三
河
湾
で
は
、
戦
後
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
に
あ
た
る
1�

9�

4�

5
～
1�

9�

7�

8
年
に
か
け
て
48
％
も
の
干
潟
が

の
交
流
が
途
絶
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
日
本
国
内
と
い
っ
た
ロ
ー
カ
ル
な
地
理
的
ス
ケ
ー
ル
で
は
、

干
潟
の
二
枚
貝
類
の
地
域
性
が
生
じ
る
よ
う
な
交
流
の
制
限
は
起
き
て
い
な
い
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
（
固
有

性
）
を
生
み
出
す
ほ
ど
の
時
間
が
ま
だ
充
分
に
経
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
。
加
え
て
、
今
回
対
象
と

し
た
種
で
は
あ
ま
り
明
瞭
な
地
域
性
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
一
因
と
し
て
、
上
記
の
ほ
か
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
種
の

も
つ
生
活
史
特
性
が
大
き
く
関
連
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
多
く
の
巻
貝
類
で
は
幼
生
が
直

達
発
達
を
行
い
、
他
地
域
へ
の
分
散
が
起
こ
り
に
く
い
た
め
か
、
日
本
国
内
と
い
っ
た
地
理
的
ス
ケ
ー
ル
で
も
地

域
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
今
回
調
べ
た
多
く
の
二
枚
貝
類
は
浮
遊
幼
生
期
を
過
ご

し
、
海
流
な
ど
に
乗
っ
て
地
域
間
で
の
交
流
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
種
の
も
つ
分
散
能
力
の
有
無
が
、
日

本
国
内
で
の
地
域
性
（
独
自
性
）
の
強
弱
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
研
究
で
は
日
本
国
内
に
お
い
て
明
瞭
な
地
域
性
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
よ

く
研
究
の
進
ん
で
い
る
ア
サ
リ
の
よ
う
な
種
に
お
い
て
は
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
遺
伝
性
の
あ
る
貝
殻
の
模
様

に
地
理
的
な
偏
り
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
丹
念
に
調
べ
れ
ば
ゲ
ノ
ム
の
ど
こ
か
に
D�

N�

A
で
地
域
性
を

区
別
で
き
る
場
所
が
あ
る
可
能
性
は
高
い
。
今
後
、
よ
り
多
く
の
標
本
と
ゲ
ノ
ム
全
体
に
わ
た
る
D�

N�

A
分
析
を

引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、
日
本
国
内
の
地
域
差
の
よ
う
な
微
細
な
違
い
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
は
ず

で
あ
る
。

人
間
は
干
潟
に
生
息
す
る
多
く
の
生
き
物
を
食
料
や
観
光
資
源
と
し
て
利
用
し
て
お
り
、
特
に
干
潟
の
二
枚
貝

類
か
ら
は
水
質
浄
化
な
ど
優
れ
た
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
し
て
い
る
。
健
全
な
個
体
群
を
維
持
し
て
い
く
た
め
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小
型
貝
類
の
中
に
は
、
そ
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
る
前
に
、
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
種
も
い
る
。
筆

者
ら
が
三
河
湾
で
行
っ
た
調
査
で
、
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
科
の
一
種
の
死
殻
を
発
見
し
た
（
早
瀬
ほ
か�2011

）。
こ

の
個
体
は
、
東
北
か
ら
関
東
北
部
や
九
州
の
一
部
の
干
潟
の
中
・
低
潮
帯
の
み
に
分
布
す
る
マ
ツ
カ
ワ
ウ
ラ
カ
ワ

ザ
ン
シ
ョ
ウ
や
オ
オ
シ
ン
デ
ン
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
な
ど
未
記
載
種
（
福
田2012

）
の
近
縁
種
で
あ
る
が
、
三
河

湾
は
、
こ
れ
ら
近
縁
種
の
分
布
域
と
は
大
き
く
隔
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
未
記
載
の
別
種
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
し
か
し
、
本
科
貝
類
の
種
レ
ベ
ル
の
分
類
に
は
軟
体
部
の
情
報
が
必
要
な
た
め
、
死
殻
の
み
で
は
こ
れ
以
上

の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
三
河
湾
だ
け
で
な
く
、
他
の
生
物
多
様
性
の
高
い
内
湾
域
な
ど
の
沿
岸
域

環
境
に
お
い
て
も
、
本
種
の
よ
う
に
未
記
載
の
ま
ま
人
知
れ
ず
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
種
が
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は

写真 22　貝塚に散乱する多数のハイガイ
（刈谷市：中手山貝塚）（撮影：早瀬）

写真 23　アゲマキの遺骸群　（名古屋市港
区：庄内川河口干潟 2013.4.28 撮影）（撮
影：早瀬）

写真 24　マルテンスマツムシの古い死殻　
（西尾市吉良町宮崎：潮間帯2011.5.1採取）
（撮影：早瀬）

埋
め
立
て
ら
れ
た
（
水
産
庁
・
水
産
資
源
保
護
協
会�1988

）。
干
潟
の
減
少
と
共
に
水
質
の
悪
化
も
影
響
し
、
三

河
湾
で
は
多
く
の
内
湾
性
貝
類
の
減
少
や
絶
滅
に
つ
な
が
っ
た
。
か
つ
て
の
三
河
湾
に
は「
大
陸
沿
岸
系
遺
存
種
」

と
さ
れ
る
中
国
沿
岸
部
を
中
心
に
分
布
す
る
貝
類
の
グ
ル
ー
プ
の
い
く
つ
か
の
種
（
佐
藤�2000

）
が
広
く
見
ら

れ
た
。
ハ
イ
ガ
イ
、
ア
ゲ
マ
キ
、
イ
チ
ョ
ウ
シ
ラ
ト
リ
、
ウ
ミ
タ
ケ
な
ど
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。

し
か
し
、
ハ
イ
ガ
イ
（
写
真
22
）、
ア
ゲ
マ
キ
（
写
真
23
）、
イ
チ
ョ
ウ
シ
ラ
ト
リ
は
1�

9�

6�

0
年
代
を
境
に
そ
れ

以
降
、
愛
知
県
下
で
は
生
息
個
体
を
確
認
で
き
な
く
な
り
絶
滅
種
と
み
な
さ
れ
た
（
愛
知
県
環
境
調
査
セ
ン
タ
ー

2009

）。
ウ
ミ
タ
ケ
は
近
年
、
三
河
湾
で
ご
く
少
数
の
生
貝
が
確
認
さ
れ
話
題
に
な
っ
た
が
（
西�2010

）、
め
っ

た
に
生
息
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
ほ
か
に
も
泥
質
干
潟
に
生
息
し
て
い
た
マ
ル
テ
ン
ス
マ
ツ
ム
シ（
写

真
24
）、
テ
リ
ザ
ク
ラ
、
イ
タ
ボ
ガ
キ
、
コ
オ
キ
ナ
ガ
イ
な
ど
も
愛
知
県
下
で
は
既
に
絶
滅
し
て
い
る
可
能
性
が

き
わ
め
て
高
い
種
で
あ
る
（
愛
知
県
環
境
調
査
セ
ン
タ
ー�2009,�

河
辺
・
木
村�2015

）。

こ
の
ほ
か
に
も
以
前
で
は
日
本
各
地
の
砂
質
の
内
湾
環
境
に
き
わ
め
て
多
数
見
ら
れ
普
通
の
種
で
あ
っ
た
イ
ボ

キ
サ
ゴ
が
、
浜
名
湖
な
ど
の
一
部
の
地
域
を
除
き
各
地
で
著
し
く
減
少
し
て
い
る
。
三
河
湾
で
も
か
つ
て
は
多
数

の
個
体
が
生
息
し
て
い
た
と
記
録
さ
れ
る
が
、
現
在
は
東
幡
豆
町
の
調
査
で
ご
く
少
数
が
確
認
さ
れ
た
の
み
（
早

瀬
ほ
か�2011

）
と
い
う
程
度
に
ま
で
個
体
数
が
激
減
し
て
い
る
。

イ
ボ
キ
サ
ゴ
は
、
二
枚
貝
類
と
同
様
に
水
管
を
使
用
し
て
ろ
過
摂
食
を
す
る
、
巻
貝
類
の
な
か
で
は
珍
し
い
食

性
の
種
で
あ
り
、
干
潟
の
減
少
と
共
に
三
河
湾
の
水
質
悪
化
も
個
体
群
減
少
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。
本
種
の
よ
う
に
、
か
つ
て
は
ご
く
普
通
の
種
で
あ
っ
た
貝
類
ま
で
も
が
人
間
の
開
発
の
影
響
に

よ
り
気
が
つ
け
ば
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
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群
が
復
活
す
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
え
る
。

（
早
瀬
善
正
・
吉
川
尚
）

7
　
沿
岸
産
貝
類
の
保
全
の
あ
り
方

既
に
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
貝
類
に
関
し
て
は
、
も
は
や
打
つ
手
は
な
い
の
だ
が
、
い
ま
だ
生
息
が
確
認
さ
れ
る

絶
滅
危
惧
種
に
関
し
て
は
、
生
息
状
況
や
個
体
数
変
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
と
共
に
、
こ
れ
ら
の
種
が
生
息

で
き
る
環
境
を
維
持
・
保
全
し
て
ゆ
く
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
貝
類
の
保
護
・
保
全
に
あ
た
っ
て
は
、
従
来
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
マ
ク
ロ
な
レ
ベ
ル
（
干
潟
、
藻
場
等
）

で
の
生
息
環
境
の
保
全
も
き
わ
め
て
重
要
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
決
し
て
十
分
で
は
な
く
、
ミ
ク
ロ
な
レ

ベ
ル
（
転
石
地
の
転
石
下
、
ア
マ
モ
群
落
内
の
砂
泥
底
な
ど
）
で
の
貝
類
の
多
様
な
マ
イ
ク
ロ
ハ
ビ
タ
ッ
ト
の
維

持
・
創
出
が
な
け
れ
ば
、
沿
岸
産
貝
類
の
多
様
性
維
持
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

同
じ
種
で
あ
っ
て
も
生
活
史
の
中
で
、
利
用
す
る
生
息
環
境
・
資
源
が
変
化
す
る
こ
と
は
先
の
モ
ロ
ハ
タ
マ
キ

ビ
の
話
題
で
も
取
り
上
げ
た
。
広
範
囲
（
浮
遊
幼
生
時
・
着
底
時
）
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
生
息
環
境
と
な
る

狭
い
範
囲
（
複
数
種
の
海
藻
群
落
等
）
の
環
境
を
も
維
持
で
き
な
け
れ
ば
、
本
種
の
生
息
は
成
立
し
な
い
。
こ
の

例
の
み
で
も
単
純
に
特
定
の
環
境
さ
え
維
持
さ
れ
て
い
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
で
は
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か

る
。
前
章
で
既
に
詳
し
く
触
れ
た
が
、
潮
間
帯
の
貝
類
に
は
、
さ
ら
に
狭
所
の
環
境
で
の
生
活
に
特
化
し
た
種
も

あ
り
、
よ
り
ミ
ク
ロ
な
レ
ベ
ル
で
の
環
境
の
保
全
に
も
注
目
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

記
憶
し
て
お
き
た
い
。

三
河
湾
の
環
境
改
善
の
た
め
に
、
東
幡
豆
町
で
は
漁
協
な
ど
の
取
り
組
み
で
ア
マ
モ
場
の
保
護
な
ら
び
に
ア
マ

モ
の
増
殖
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
干
潟
環
境
の
維
持
・
改
善
の
た
め
の
干
潟
の
耕
耘
な
ど
も

さ
れ
て
い
る
。
東
幡
豆
町
の
干
潟
の
ア
マ
モ
場
で
は
サ
ク
ラ
ガ
イ
や
ウ
ズ
ザ
ク
ラ
な
ど
の
ニ
ッ
コ
ウ
ガ
イ
科
の
種

が
、
干
潟
で
は
ユ
ウ
シ
オ
ガ
イ
、
マ
テ
ガ
イ
な
ど
、
い
ず
れ
も
愛
知
県
下
で
は
減
少
傾
向
に
あ
り
絶
滅
が
危
惧

さ
れ
る
種
が
多
数
生
息
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
個
体
数
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
ネ
コ
ガ
イ
、
セ
キ
モ
リ
、
ム

ラ
ク
モ
キ
ジ
ビ
キ
ガ
イ
、
マ
ル
ヘ
ノ
ジ
ガ
イ
、
ヒ
メ
マ
ス
オ
ガ
イ
な
ど
の
内
湾
環
境
に
棲
む
希
少
な
貝
類
が
生
息

す
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
東
幡
豆
町
で
行
っ
た
調
査
で
は
、
生
き
て
い
る
個
体
が
確
認
さ
れ
た
貝
類
の
う
ち
の

16
・
3
％
が
愛
知
県
や
環
境
省
で
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
種
で
あ
っ
た
（
早
瀬
ほ
か�2011

）。
こ
の
結
果
は
、
愛
知

県
内
や
全
国
で
減
少
傾
向
に
あ
る
貝
類
の
生
息
地
と
し
て
、
東
幡
豆
町
の
干
潟
が
比
較
的
良
好
な
環
境
と
し
て
維

持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

東
幡
豆
で
は
潮
干
狩
り
が
有
名
で
あ
る
が
、
こ
の
潮
干
狩
り
が
行
わ
れ
て
い
る
干
潟
や
ア
マ
モ
場
で
は
多
く
の

絶
滅
危
惧
種
が
見
つ
か
っ
た
の
と
共
に
、
最
近
で
は
個
体
群
が
激
減
し
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
重
要
な
食
用
対

象
種
で
も
あ
る
ハ
マ
グ
リ
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
筆
者
ら
が
東
幡
豆
町
の
干
潟
で
2�

0�

1�

0
年
に
調
査
し
た
際
に

は
ハ
マ
グ
リ
の
生
貝
は
見
つ
か
ら
ず
、
時
折
、
死
後
ず
い
ぶ
ん
時
間
経
過
し
た
古
く
状
態
の
悪
い
死
殻
が
見
ら
れ

る
程
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
2�

0�

1�

3
年
の
調
査
で
は
毎
回
数
個
体
の
生
貝
を
発
見
し
て
い
る
。

一
度
大
き
く
減
少
し
た
種
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
す
べ
て
が
絶
滅
に
向
か
う
わ
け
で
は
な
く
、
浮
遊
幼
生
期

間
を
長
く
持
つ
よ
う
な
種
の
場
合
は
、
内
湾
の
干
潟
や
ア
マ
モ
場
環
境
が
回
復
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
個
体

290291
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物
が
い
る
の
か
な
ど
詳
し
く
調
べ
て
も
仕
方
が
な
い
と
思
う
人
が
大
部
分
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
は
、
こ
の
身
近

な
環
境
の
生
物
が
意
外
に
も
十
分
に
調
査
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
調
査
も

保
全
活
動
の
一
環
な
の
で
あ
る
。
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
、
身
近
な
生
物
の
存
在
を
調
べ
て
も
ら
い
た
い
。
近
く
に

絶
滅
の
お
そ
れ
が
あ
る
貴
重
な
種
が
い
て
、
実
は
、
そ
の
貴
重
な
生
息
環
境
が
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
開
発
の
危
機

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
。

三
河
湾
や
伊
勢
湾
で
は
、
絶
滅
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
ハ
マ
グ
リ
が
発
見
さ
れ
、
ご
く
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
増
加

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ハ
マ
グ
リ
の
増
加
に
は
、
環
境
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
下
水
道
施
設
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
む
こ
と
で
、
沿
岸
環
境
、
特
に
水
質
の
改
善
が
な
さ
れ
、
富
栄
養
化
の
緩
和
や
赤
潮
・

貧
酸
素
水
塊
の
発
生
頻
度
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
個
体
数
増

加
は
、
一
部
の
絶
滅
危
惧
種
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ハ
マ
グ
リ
の
よ
う
な
水
産
重
要
種
の
場
合
に
は
、

水
産
関
係
諸
機
関
が
研
究
を
進
め
、
資
源
増
加
の
状
況
や
そ
の
要
因
解
明
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
一

般
的
に
商
品
と
は
な
ら
な
い
マ
イ
ナ
ー
な
種
に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
研
究
機
関
は
、
詳
細
な
モ
ニ
タ
ー
や
研

究
は
行
わ
な
い
。

マ
イ
ナ
ー
な
種
は
、
ま
だ
ま
だ
研
究
上
の
未
解
明
な
部
分
が
多
い
。
加
え
て
、
元
々
個
体
数
も
少
な
く
、
詳
細

な
研
究
を
進
め
る
た
め
の
標
本
試
料
も
限
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
最
近
で
は
、
干
潟
消
失
を
含
め
た
環
境
変
化
に

よ
っ
て
、
試
料
が
採
集
さ
れ
る
機
会
が
ま
す
ま
す
減
っ
て
お
り
、
標
本
や
情
報
の
共
有
を
行
う
全
国
的
な
調
査
体

制
の
整
備
も
必
要
で
あ
る
。
筆
者
ら
は
、
マ
イ
ナ
ー
な
種
も
環
境
指
標
と
し
て
重
要
な
役
割
を
有
し
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
こ
う
し
た
種
は
分
類
学
的
に
も
生
態
学
的
に
も
未
解
明
な
部
分
が
多
い
こ
と
か
ら
、
研
究
の
興
味
が

現
在
、
東
幡
豆
町
の
干
潟
は
潮
干
狩
り
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
人
の
手
が
多
く
加
わ
る
こ
と
を
生
物

の
減
少
に
つ
な
が
る
行
為
と
と
ら
え
る
向
き
も
あ
る
が
、
干
潟
環
境
を
人
々
が
利
用
す
る
と
共
に
、
良
好
に
維
持
・

管
理
さ
れ
れ
ば
、生
物
多
様
性
は
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
漁
業
な
ど
と
も
連
動
し
た
干
潟
環
境
の
維
持
・

保
全
の
取
り
組
み
は
、
貝
類
を
は
じ
め
生
物
各
種
の
保
護
に
も
直
結
す
る
有
効
な
保
護
活
動
の
ひ
と
つ
に
位
置
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

減
少
傾
向
に
あ
る
種
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
各
種
の
保
護
を
訴
え
る
こ
と
は
、
各
生
物
群
の
希
少
な
種
を
存
続

さ
せ
る
意
味
で
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
単
に
各
種
の
保
護
を
訴
え
る
の
み
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
種

が
生
息
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
然
環
境
の
存
在
に
こ
そ
、
ほ
か
の
多
く
の
種
も
生
息
し
て
い
る
貴
重
な
環
境
要
素

が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
は
絶
滅
危
惧
種
な
ど
を
含
む
多
く
の
希
少
な
生
物
が
生
息
す

る
よ
う
な
環
境
自
体
を
ど
の
よ
う
に
保
全
・
維
持
す
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
移
行
し
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
絶
滅
危
惧
種
な
ど
を
と
り
あ
げ
る
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
こ
と
の
本
来
の
意
義

に
は
つ
な
が
っ
て
ゆ
か
な
い
と
考
え
る
。

な
お
、
東
幡
豆
町
で
の
潮
間
帯
貝
類
相
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
行
っ
た
調
査
（
早
瀬
ほ
か�2011,�2015

）
で

確
認
さ
れ
た
希
少
な
貝
類
の
存
在
を
示
す
結
果
は
、
愛
知
県
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
の
改
訂
版
作
成
に
お
い
て
、
大
い
に

活
用
さ
れ
た
（
愛
知
県
環
境
部�2015

）。
こ
の
よ
う
な
特
定
の
地
域
に
ど
の
よ
う
な
生
物
が
存
在
す
る
か
と
い
う

最
も
基
礎
的
な
研
究
内
容
は
、
専
門
の
研
究
者
で
な
く
て
も
地
元
で
熱
心
な
研
究
活
動
を
し
て
い
る
一
般
の
人
々

や
地
域
の
小
規
模
団
体
（
同
好
会
）
を
中
心
と
し
て
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
身
近
な
地
域
に
ど
の
よ
う
な
生
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Epifanio,�C.E.�(2013)�Invasion�biology�of�the�A
sian�shore�crab�H

em
igrapsus sanguineus:�A

�review
.�J.�Exp.�

M
ar. �Biol.�Ecol.,�441,�33–49.

福
田
宏
（2012

）
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
科
。
46

－

54
頁
。
In
：
日
本
ベ
ン
ト
ス
学
会
編
、
干
潟
の
絶
滅
危
惧
動
物
図
鑑
―
―
海
岸

ベ
ン
ト
ス
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
。
東
海
大
学
出
版
会
、
神
奈
川
、
全
2�

8�

5
頁
。

Fry,�B.,�E.B.�Sherr�(1989)�δ
13C�M

easurem
ents�as�Indicators�of�Carbon�Flow

�in�M
arine�and�Freshw

ater�
Ecosystem

s. �196-229pp. �In: �Stable �Isotopes �in �Ecological �Research, �V
olum

e �68 �of �the �series �Ecological �
Studies, �Editors:�P.�W

.�Rundel,�J.�R.�Ehleringer,�K
.�A

.�N
agy,�Springer,�Berlin,�525pp.
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第 2部　幡豆の海と生き物6　干潟をめぐる生態系 

横
山
寿
（2008

）
温
帯
の
感
潮
域
お
よ
び
沿
岸
域
に
お
け
る
動
物
の
食
物
源
―
―
安
定
同
位
体
研
究
の
成
果
と
課
題
。
日
本
生

態
学
会
誌
、
58
号
、
23

－

36
頁
。

行
平
英
基
・
野
田
幹
雄
・
橋
本
博
明
・
具
島
健
二（1995

）ス
ガ
イLunella coronata coreensis�(Récluz,�1853)

の
分
布
と
採
餌
。

広
島
大
学
生
物
生
産
学
部
紀
要
、
第
34
巻
2
号
、
1�

1�

3
－

1�

2�

4
頁
。

和
田
恵
次
（2000

）
干
潟
の
自
然
誌
―
―
砂
と
泥
に
生
き
る
動
物
た
ち
。
京
都
大
学
出
版
会
、
京
都
、
全
2�

0�

6
頁
。

小
林
哲
（2013

）
博
多
湾
の
砂
質
干
潟
で
観
察
さ
れ
た
マ
メ
コ
ブ
シ
ガ
ニ
の
食
性
。
日
本
ベ
ン
ト
ス
学
会
誌
、68
号
、37

－

41
頁
。

近
藤
倫
生
（2005

）
食
物
網
の
複
雑
性
と
柔
軟
性
、
個
体
群
の
安
定
性
に
つ
い
て
。
日
本
生
態
学
会
誌
、
55
号
、
2�

4�

9

－

2�

6�

2
頁
。

日
本
ベ
ン
ト
ス
学
会（2012

）干
潟
の
絶
滅
危
惧
動
物
図
鑑

－

海
岸
ベ
ン
ト
ス
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

－

。
東
海
大
学
出
版
会
、

神
奈
川
、
全
2�

8�

5
頁
。

西
浩
孝
（2010

）
三
河
湾
で
絶
滅
危
惧
種
の
二
枚
貝
ウ
ミ
タ
ケ
の
生
息
を
確
認
。
豊
橋
市
自
然
史
博
物
館
研
究
報
告
、
20
号
、

15

－

17
頁
。

岡
田
要
（1988

）
新
日
本
動
物
圖
鑑
（
上
）。
北
隆
館
、
全
6�

7�

9
頁
。

岡
本
正
豊
・
奥
谷
喬
司
（1997

）
貝
の
和
名
。
相
模
貝
類
同
好
会
、
横
須
賀
、xⅷ

+

95
頁
。

佐
藤
正
典
（2006
）
干
潟
に
お
け
る
多
毛
類
の
多
様
性
。
地
球
環
境
、
第
11
巻
2
号
、
1�

9�

1

－

2�

0�

6
頁
。

佐
藤
正
典
編
（2000
）
有
明
海
の
生
き
も
の
た
ち
干
潟
・
河
口
域
の
生
物
多
様
性
。
海
游
舎
、
東
京
、
全
3�

9�

6
頁
。

Shim
oda,�K

.,�Y
.�A

ram
aki,�J.�N

asuda,�H
.�Y

okoyam
a,�Y

.�Ishihi�and�A
.T

am
aki�(2007)�Food�sources�for�three�

species �of �N
ihonotrypaea �(D

ecapoda: �T
halassinidea: �Callianassidae) �from

�w
estern �K

yushu, �Japan, �as�
determ

ined �by�carbon�and�nitrogen�stable�isotope�analysis.�J.�Exp.�M
ar.�Biol.�Ecol.,�342,�292-312.

水
産
庁
・
水
産
資
源
保
護
協
会
（1988
）
干
潟
。
水
産
庁
・
水
産
資
源
保
護
協
会
、
東
京
、
全
15
頁
。

T
akehana,�Y

.,�N
.�N

agai,�M
.�M

atsuda,�K
.�T

suchiya�and�M
.�Sakaizum

i�(2003)�G
eographic�variation�and�

diversity �of �the �cytochrom
e �b �gene �in �Japanese �w

ild �populations �of �m
edaka, �O

ryzias latipes.�Zool. �Sci., �
20: �1279-1291.�

谷
口
専
治
（1960

）
水
産
学
全
集
第
8
巻　

水
産
動
物
学
。
恒
星
社
厚
生
閣
、
東
京
、
全
2�

5�

4
頁
。

富
永
修
・
高
井
則
之
（2008

）
1
章　

安
定
同
位
体
比
分
析
を
始
め
る
人
た
ち
へ
。
9

－

30
頁
。
In
：
富
永
修
・
高
井
則
之
編
、

水
産
学
シ
リ
ー
ズ
1�

5�

9
安
定
同
位
体
ス
コ
ー
プ
で
覗
く
海
洋
生
物
の
生
態
―
―
ア
サ
リ
か
ら
ク
ジ
ラ
ま
で
。
恒
星
社
厚

生
閣
、
東
京
、
全
1�

6�

5
頁
。

Y
am

asaki�I.,�W
.�D

oi,�W
.M

.�M
ingkid,�M

.�Y
okota,�C.A

.�Strüssm
ann,�and�S.�W

atanabe�(2011)�M
olecular-based�

m
ethod �to �distinguish �the �sibling �species �H

em
igrapsus penicillatus�and �H

em
igrapsus takanoi�(D

ecapoda: �
Brachyura: �V

arunidae).�J.�Crust.�Biol.,�31(4),�577–581.
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第 2部　幡豆の海と生き物

多
く
の
小
型
甲
殻
類
や
ゴ
カ
イ
も
生
息
し
て
お
り
、
幡
豆

の
干
潟
の
く
ぼ
み
が
ア
カ
エ
イ
に
よ
る
も
の
な
ら
ば
、
そ

れ
ら
を
食
べ
る
た
め
に
掘
り
起
こ
し
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
ア
カ
エ
イ
の
仲
間
は
眼
や
、
呼
吸
を
行
う
た

め
に
あ
る
噴
水
孔
を
出
し
な
が
ら
砂
地
に
潜
る
習
性
が
あ

り
、
こ
の
潜
伏
行
動
に
よ
り
く
ぼ
み
を
形
成
し
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。
潜
水
調
査
で
も
、
眼
や
尾
を
出
し
て
潜

ん
で
い
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

食
害
以
外
に
も
、
ア
カ
エ
イ
の
尾
に
は
毒
棘
が
備
わ
っ

て
お
り
、
こ
の
ま
ま
増
え
続
け
る
と
、
砂
地
に
隠
れ
て
い

る
と
こ
ろ
を
誤
っ
て
踏
み
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
要
因
は
不
明
で
あ
る
が
、
時
に
集

団
で
河
川
な
ど
の
淡
水
域
に
も
遡
上
す
る
こ
と
も
知
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
生
態
系
の
保
全
や
わ
れ

わ
れ
人
と
の
共
生
を
考
え
る
上
で
、
駆
除
も
視
野
に
適
正

に
扱
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
こ
の
く
ぼ
み
が
、
エ
イ
の
捕
食
行
動
に

よ
り
形
成
さ
れ
た
も
の
か
、
潜
伏
行
動
に
よ
り
形
成
さ
れ

た
も
の
か
不
明
で
あ
り
、
こ
の
掘
り
起
こ
し
に
よ
っ
て
干

潟
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は

わ
か
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
砂
地
に
形
成
さ
れ
て
い
る
穴

の
数
か
ら
干
潟
に
は
ど
の
く
ら
い
の
エ
イ
が
来
遊
し
て
い

る
の
か
、
ど
ん
な
餌
を
食
べ
て
い
る
の
か
、
他
の
エ
イ
類

の
来
遊
の
可
能
性
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
自
然

豊
か
な
幡
豆
の
生
態
系
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
エ
イ
の
増
加

が
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

（
堀
江
琢
）

参
考
・
引
用
文
献

金
澤
孝
弘
（2003

）
水
温
下
降
期
の
有
明
海
に
お
け
る
ア
カ

エ
イ
の
漁
獲
分
布
と
食
性
。
福
岡
水
技
研
報
、
13
号
、

1�

4�

9

－

1�

5�

2
頁
。

山
口
敦
子
（2006

）
日
本
の
沿
岸
域
へ
の
ナ
ル
ト
ビ
エ
イ

Aetobatus�flagellum

の
出
現
と
漁
業
へ
の
影
響
。
軟
骨

魚
類
研
究
―
過
去
、
現
在
、
未
来
。
月
刊
海
洋
、
号
外
45

号
、
75

－

79
頁
。

写真 2　干潟に見られるくぼ
み。エイ類が掘り起こしたも
のと思われる（撮影：堀江）

写真 3　幡豆で取られたアカ
エイの腹面。尾には毒棘があ
る（撮影：堀江）

近
年
、
有
明
海
を
は
じ
め
エ
イ
類
の
増
加
に
よ
る
貝
類

の
食
害
が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
有
明
海
で

食
害
の
原
因
と
さ
れ
る
の
は
ナ
ル
ト
ビ
エ
イ
で
、
本
種
は

貝
類
を
噛
み
砕
く
の
に
適
し
た
板
状
の
歯
を
備
え
（
写
真

1
）、
ア
サ
リ
や
タ
イ
ラ
ギ
な
ど
貝
類
を
専
食
し
て
お
り

時
に
体
重
の
10
％
も
の
餌
を
捕
食
す
る
と
さ
れ
る
（
山
口

2006

）。
そ
し
て
ナ
ル
ト
ビ
エ
イ
が
採
餌
し
た
後
の
海
底
に

は
貝
を
掘
り
起
こ
し
た
食
痕
（
く
ぼ
み
）
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
エ
イ
類
の
増
加
の
要
因
と
し
て
、
ナ
ル
ト

ビ
エ
イ
は
暖
か
い
海
を
好
む
こ
と
か
ら
地
球
温
暖
化
に
伴

う
海
水
温
の
上
昇
に
よ
る
分
布
の
変
化
や
、
エ
イ
類
を
捕

食
す
る
シ
ュ
モ
ク
ザ
メ
類
な
ど
の
大
型
サ
メ
類
の
減
少
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

幡
豆
の
干
潟
に
も
、
エ
イ
類
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
無
数

の
く
ぼ
み
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
潮
干
狩
り
の
対
象
と
な

る
ア
サ
リ
へ
の
食
害
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
（
写
真
2
）。
た

だ
し
、
こ
の
く
ぼ
み
は
ナ
ル
ト
ビ
エ
イ
に
よ
る
も
の
で
は

な
く
、
別
種
の
ア
カ
エ
イ

に
よ
る
も
の
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
。と
い
う
の
も
、

東
幡
豆
で
行
っ
た
市
場
調

査
で
は
ナ
ル
ト
ビ
エ
イ
で
は
な
く
、
ア
カ
エ
イ
が
漁
獲
さ

れ
て
お
り
、
漁
業
関
係
者
も
近
年
ア
カ
エ
イ
が
増
加
傾
向

に
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
（
写
真
3
）。
実
際
に
、
大
潮

の
夜
間
満
潮
前
後
に
潜
水
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
複
数

の
ア
カ
エ
イ
は
確
認
で
き
た
が
、
他
の
エ
イ
類
は
確
認
で

き
な
か
っ
た
。

こ
の
ア
カ
エ
イ
は
体
盤
長
1
ｍ
前
後
に
な
る
種
で
、
集

団
で
干
潟
に
来
遊
し
餌
を
食
べ
つ
く
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
が
、
貝
殻
を
噛
み
砕
く
よ
う
な
顎
の
筋
肉
も
ナ
ル
ト
ビ

エ
イ
ほ
ど
強
く
な
い
。
実
際
に
、
貝
類
の
食
害
を
想
定
し

た
飼
育
実
験
で
は
、
ア
サ
リ
へ
の
捕
食
行
動
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
と
さ
れ
る
（
金
澤�2003

）。
ア
カ
エ
イ
は
敷
石
状
の

顎
歯
を
備
え
甲
殻
類
や
多
毛
類
な
ど
を
好
む
。
干
潟
に
は

Column

干
潟
に
現
れ
る
謎
の
く
ぼ
み

写真 1　ナルトビエイの口。
貝類を噛み砕くのに特化した
板状の歯が連なる（撮影：堀江）

コラム　干潟に現れる謎のくぼみ
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第 2部　幡豆の海と生き物

用
に
気
泡
を
リ
ン
グ
状
に
吐
き
出
し
た
り
す
る
の
で
人
気

が
あ
る
。
通
常
は
約
50
ｍ
以
浅
の
浅
い
水
域
に
棲
み
、
そ

こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
餌
を
食
べ
る
。
伊
勢
・
三
河
湾
で
調
べ

ら
れ
た
個
体
は
イ
カ
ナ
ゴ
、
イ
カ
類
、
甲
殻
類
を
捕
食
し
、

他
の
海
域
で
は
ア
ジ
や
イ
ワ
シ
、
コ
ノ
シ
ロ
、
ハ
ゼ
類
や
、

ク
ル
マ
エ
ビ
、
シ
ャ
コ
、
コ
ウ
イ
カ
類
な
ど
も
餌
と
し
て

報
告
さ
れ
て
い
る
（
白
木
原
美
紀�2003

）。
ス
ナ
メ
リ
は
沿

岸
の
豊
か
な
海
の
恵
み
を
表
層
の
魚
か
ら
底
層
の
甲
殻
類

ま
で
幅
広
く
利
用
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　　

●
三
河
湾
の
ス
ナ
メ
リ

日
本
の
ス
ナ
メ
リ
は
遺
伝
子
の
型
か
ら
地
域
ご
と
に
五

つ
の
繁
殖
集
団
、
つ
ま
り
個
体
群
に
分
か
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
三
河
湾
に
棲
む
ス
ナ
メ
リ
に

つ
い
て
は
伊
勢
湾
の
も
の
と
と
も
に
一
つ
の
個
体
群
を
成

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（Yoshida�et�al.�2001

）。
そ

の
個
体
数
は
両
湾
で
合
わ
せ
て
約
3�

0�

0�

0
頭
と
見
積
も

ら
れ
て
い
る
（
小
川
・
吉
田�2014

）。

本
種
は
沿
岸
性
が
非
常
に
強
く
、
伊
勢
・
三
河
湾
の
よ

う
な
比
較
的
閉
じ
た
形
の
湾
内
で
も
分
布
し
て
い
る
た
め
、

頻
繁
に
海
岸
に
死
ん
だ
個
体
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
。
生
き

て
打
ち
上
げ
ら
れ
る
場
合
も
含
め
て
専
門
用
語
で
は
ス
ト

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
が
、
こ
の
よ
う
な
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
個
体
か
ら
得
ら
れ
る
標
本
や
記
録
は
貴
重
な
デ
ー
タ

に
な
る
。
伊
勢
・
三
河
湾
岸
で
は
長
年
に
わ
た
っ
て
情
報

や
標
本
の
収
集
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
分
析
結
果
か

ら
こ
の
個
体
群
の
特
性
が
い
ろ
い
ろ
推
測
さ
れ
て
い
る
（
栗

原
ほ
か�2013,�

長
谷
川
ほ
か�2014

）。

そ
れ
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
最
近
10
年
間
で
は
、
年
間

約
30
頭
の
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
混
獲
、
海
上
の
漂
流
の

記
録
が
あ
り
、
幡
豆
付
近
で
も
多
く
の
記
録
が
あ
る
。
季

節
的
に
は
春
、
特
に
5
月
か
ら
6
月
に
最
も
多
く
の
記
録

が
あ
る
の
に
対
し
、
冬
に
は
最
も
少
な
く
な
る
。
目
視
調

査
で
も
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
最
も
多
く
、
冬
期
間
に
は

少
な
く
な
る
こ
と
や
（
宮
下
ほ
か�2003

）、
冬
か
ら
春
に
か

け
て
は
湾
口
部
で
の
発
見
が
増
え
る
こ
と
か
ら
（
田
口
ほ
か

2007

）、
伊
勢
・
三
河
湾
の
ス
ナ
メ
リ
の
一
部
は
季
節
的
に

湾
外
へ
移
動
し
て
い
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
遠

州
灘
で
も
強
い
季
節
風
で
死
体
が
沖
へ
と
運
ば
れ
る
真
冬

の
一
時
期
を
除
き
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
ほ
ぼ
周
年
記
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
伊
勢
・
三
河
湾
の
ス
ナ
メ
リ
個

体
群
の
分
布
は
遠
州
灘
の
沿
岸
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
こ

と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

三
河
湾
で
は
伊
勢
湾
よ
り
も
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
個
体

　

●
ス
ナ
メ
リ
と
い
う
イ
ル
カ

　

ス
ナ
メ
リ
と
い
う
生
き
物
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
海
の

近
く
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
も
し
か
し
た
ら
野
生
の
ス
ナ

メ
リ
を
見
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
海
岸
か
ら
遠

く
を
見
て
い
る
と
、
手
前
の
水
面
に
何
か
灰
色
が
か
っ
た

白
っ
ぽ
い
体
を
持
つ
生
き
物
が
滑
る
よ
う
に
背
中
を
出
し
、

す
ぐ
に
潜
っ
て
い
く
。
時
折
プ
シ
ュ
ッ
と
い
う
小
さ
な
息

づ
か
い
も
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
ん
な
経
験
を
し

た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
人
は
き
っ
と
ス
ナ
メ
リ
を
見
た

に
違
い
な
い
。
沿
岸
の
港
を
結
ぶ
小
さ
な
フ
ェ
リ
ー
か
ら

も
横
を
通
り
過
ぎ
る
ス
ナ
メ
リ
を
よ
く
見
か
け
る
。
こ
の

生
き
物
は
、
人
里
に
最
も
近
い
所
に
棲
む
イ
ル
カ
な
の
で

あ
る
。

ス
ナ
メ
リ
は
ネ
ズ
ミ
イ
ル
カ
科
と
い
う
、
イ
ル
カ
の
中

で
も
比
較
的
小
さ
く
て
沿
岸
に
生
息
す
る
も
の
が
多
い
グ

ル
ー
プ
に
属
し
て
お
り
、
イ
ン
ド
洋
沿
岸
か
ら
日
本
の
仙

台
湾
ま
で
主
に
海
岸
近
く
の
浅
い
海
に
棲
ん
で
い
る
。
日

本
で
は
特
に
有
明
海
周
辺
、
瀬
戸
内
海
か
ら
響
灘
、
伊

勢
・
三
河
湾
、
東
京
湾
か
ら
仙
台
湾
に
多
い
（
白
木
原
国
雄

2003

）。
伊
勢
・
三
河
湾
付
近
で
は
「
ス
ザ
メ
」
や
「
ス
ン

コ
ザ
メ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
名
前
の
由
来
は
は
っ
き

り
し
な
い
。
体
長
は
大
き
い
個
体
で
約
2
ｍ
で
、
雄
の
方

が
少
し
大
き
い
。
成
熟
し
た
個
体
は
全
身
が
ほ
ぼ
白
く
な

る
が
、
未
成
熟
個
体
は
灰
色
を
し
て
い
る
。
普
通
、
イ
ル

カ
類
に
は
あ
る
背
び
れ
が
ス
ナ
メ
リ
に
は
な
く
、
ま
た
く

ち
ば
し
（
吻ふ
ん

）
も
な
い
。
そ
の
た
め
、
水
族
館
で
は
人
気

者
の
ベ
ル
ー
ガ
（
シ
ロ
イ
ル
カ
）
の
子
供
と
間
違
え
ら
れ

る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
背
び
れ
が
な
い
代
わ
り
に
背
中
の

中
央
部
か
ら
正
中
線
に
そ
っ
て
、
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
小
粒
が

集
ま
っ
て
延
び
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

ス
ナ
メ
リ
は
通
常
は
単
独
か
2
～
3
頭
で
連
れ
立
っ
て

遊
泳
し
て
い
る
が
、
ま
れ
に
多
数
の
個
体
が
集
ま
っ
た
群

れ
を
作
る
こ
と
も
あ
る
。
遊
泳
行
動
で
は
特
に
目
立
つ
動

き
は
し
な
い
が
、
水
族
館
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
個
体
は
器

Column

三
河
湾
の
ス
ナ
メ
リ
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域
の
人
々
が
意
識
を
持
っ
て
そ
の
生
息
環
境
の
保
全
に
取

り
組
ん
で
行
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
大
泉
宏
）
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志
（2014
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ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
記
録
か
ら
み
た
伊
勢
湾
・
三
河
湾
の

ス
ナ
メ
リ
に
つ
い
て
。
海
洋
と
生
物
、
2�

1�

1
号
（
36
巻

2
号
）、
1�

3�

5

－

1�

4�

1
頁
。

に
幼
体
が
占
め
る
割
合
が
比
較
的
多
く
、臍さ
い

帯た
い（
へ
そ
の
緒
）

の
痕
跡
が
残
っ
た
仔
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
三
河
湾
は
ス
ナ
メ
リ
の
出
産
海
域
で
あ
る
こ
と
が

推
測
さ
れ
て
い
る
。
知
多
半
島
と
渥
美
半
島
に
囲
ま
れ
た

三
河
湾
は
海
況
が
荒
れ
に
く
い
こ
と
か
ら
出
産
や
保
育
に

適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
出
生
体
長
と

考
え
ら
れ
る
80
㎝
前
後
の
個
体
は
5
～
6
月
に
多
く
ス
ト

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
か
ら
、
春
か
ら
初
夏
に
出
産
盛

期
が
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　　

●
人
里
近
く
に
棲
む
イ
ル
カ

ス
ナ
メ
リ
は
人
里
近
く
に
生
息
す
る
こ
と
か
ら
人
間
と

の
関
係
が
深
い
。
広
島
県
の
竹
原
市
で
は
ス
ナ
メ
リ
網
代

漁
業
と
い
う
伝
統
漁
法
が
か
つ
て
あ
っ
た
。
漁
師
は
ス
ナ

メ
リ
を
目
印
と
し
、ス
ナ
メ
リ
が
追
い
回
し
た
小
魚
を
狙
っ

て
集
ま
る
タ
イ
や
ス
ズ
キ
を
一
本
釣
り
し
た
と
い
う
。
か

つ
て
こ
の
漁
法
が
行
わ
れ
て
い
た
水
域
は
「
ス
ナ
メ
リ
ク

ジ
ラ
廻
游
海
面
」
と
し
て
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
本
種
は
開
発
行
為
や
漁
業
の
影
響
を
受

け
や
す
い
所
に
い
る
こ
と
か
ら
特
に
保
護
が
必
要
と
さ
れ
、

シ
ロ
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
、
ホ
ッ
キ
ョ
ク
ク
ジ
ラ
、
コ
ク
ク
ジ

ラ
と
並
び
、
水
産
資
源
保
護
法
に
よ
っ
て
保
護
動
物
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
沿
岸
の
刺
し
網
や
定
置

網
に
よ
る
混
獲
は
後
を
絶
た
な
い
。
ま
た
、
瀬
戸
内
海
で

は
砂
の
採
取
に
よ
る
生
息
地
の
分
断
も
懸
念
さ
れ
て
い
る

（Shirakihara�et�al.�2007

）。

ス
ナ
メ
リ
は
私
た
ち
の
そ
ば
で
静
か
に
暮
ら
し
、
人
々

と
共
に
沿
岸
の
環
境
か
ら
恵
を
受
け
な
が
ら
世
代
を
重
ね

て
き
た
。
し
か
し
、
人
々
の
そ
ば
で
暮
ら
す
こ
と
に
は
混

獲
や
生
息
地
の
破
壊
だ
け
で
な
く
、
船
舶
と
の
衝
突
や
エ

ン
ジ
ン
の
騒
音
、
漁
業
に
よ
る
餌
の
減
少
、
ゴ
ミ
の
誤ご

嚥え
ん

や
海
洋
汚
染
な
ど
多
く
の
危
険
や
脅
威
を
伴
う
。
愛
知
県

で
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
リ
ス
ト
で
あ
る

「
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
あ
い
ち
2�

0�

1�

5
」
で
は
、
ス
ナ
メ
リ
は

準
絶
滅
危
惧
種
と
し
て
掲
載
さ
れ
、
現
時
点
で
は
絶
滅
の

危
険
性
は
小
さ
い
も
の
の
、
環
境
変
化
に
よ
っ
て
は
絶
滅

危
惧
種
に
移
行
す
る
要
素
を
有
す
る
種
と
評
価
さ
れ
て
い

る
。時

に
岸
近
く
ま
で
や
っ
て
く
る
人
里
の
イ
ル
カ
、
ス
ナ

メ
リ
。
三
河
湾
は
ス
ナ
メ
リ
に
と
っ
て
も
ふ
る
さ
と
と
言

え
る
海
で
あ
る
。
三
河
湾
を
ふ
る
さ
と
と
す
る
人
々
が
こ

れ
か
ら
も
ス
ナ
メ
リ
と
共
に
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
地

302303
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